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159号土坑

154号土坑
調査区外

A
 

A L-204.9m 
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A
 

162号土坑

A i 胃 A

A 

154号土坑

① 暗褐色土 As-YP、白色鉱物粒少量含む。

② 暗褐色土 As-YP、白色鉱物粒多 く含む。

③ 攪乱

l64] 口□＼
A L=207.9m A' ..  

ミ

A L-208.4m 

159号土坑

① 暗褐色土

② 暗褐色土

③ 黄褐色土

含む。

④ 攪乱

165号土坑

A
-

A L=208.2m 

164号土坑

① 黒色土 黄色軽石、ローム粒僅かに含む。

② 暗褐色土 ロームプロ ック多 く含む。

③ 暗褐色土 黄色軽石僅かに含む。ローム質。

白色鉱物粒多く含む。

As-YP多く含む。

白色鉱物粒、 As-YP少益

1，た

A' 

A' 

②̀ ／ 二 ニ攪乱

165号土坑

① 黒褐色土 黄色軽石少磁含む。ローム粒僅

かに含む。

② 黒褐色土 黄色軽石多 く含む。

③ 暗褐色土 ローム質。①を少絨含む。

A
 

L= 199.4 m A' 

162号土坑

① 黒色土 白色軽石僅かに含む。

② 黒色土 白色軽石、ローム粒僅かに含む。

③ 黒色土 ローム粒多く含む。

＼
 

N
-

A. L=205.0m ① A' 

こ171号土坑

① 暗褐色土 白色鉱物粒多く含む。

② 暗褐色土 黄色軽石粒少漿含む。

炭化物僅かに含む。

③ 暗褐色土 ローム土少贔含む。

黄色軽石僅かに含む。

173号土坑

＼ 

A L=204.9m A' 

173号土坑

① 暗褐色土 白色鉱物粒少最含む。

② 暗褐色土 ロームプロック僅かに含む。

③ 茶褐色土 ローム土多く含む。

④ 暗褐色土 橙色軽石粒少最含む。

⑤ 暗褐色土 橙色軽石粒少量含む。ロー

ム土僅かに含む。

土

A
-

号78
¥
 

ー

A' 

冗彎 塁 A L=203. 7m A' 

゜
2m 178号土坑
＝ ① 黒褐色土 ローム粒僅かに含む。白色鉱物粒少益含む。

② 暗褐色土 ローム粒多く含む。

第192図 154 • 159 • 162 • 164 • 165 • 171 • 173 • 178号土坑
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181号土坑
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A L~203. 7m A' 

185号土坑

調査区外

A
 

A' 

ー

第 2節縄文時代

187号土坑

ロ
A L=203.8nl A' 

① 

― ー二'I

芦
181号土坑

①黒褐色土 白色鉱物粒少量含む。

② 暗褐色土 白色鉱物粒少量含む。橙色軽石

粒僅かに含む。

③暗褐色土 ローム土含む。

④ 暗褐色土 ローム土多く含む。

⑤ 暗褐色土 白色鉱物粒少量含む。橙色軽石

粒僅かに含む。やや粘質。

191号土坑

A
 

A L=203.0m A' 

｀ 
191号土坑

① 暗褐色土 白色鉱物粒少址含む。

②茶褐色土 ローム土多く含む。粘質。
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 □] 

A L~204.9m A' 

＼ミロニ文

A L-204.Sm A' . .  

口

＼
 ヽ

A-

A
-

185号土坑

①黒色土 ローム粒少置含む。

② 茶褐色士 ローム粒少量含む。

③ 茶褐色土 ローム粒多く含む。

＼
ざ

謬

＂

号

・
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A

-
，
 

ー

A L~ 202 .5m A' 

192号土坑

① 黒褐色土 ローム粒、白色鉱物粒僅かに含

む。

②黒褐色土 ローム粒少誠含む。

③ 暗褐色土 ローム粒僅かに含む。

④黒褐色土 白色鉱物粒僅かに含む。

⑤ 暗黄褐色土 暗色帯主体。②を僅かに含む。

195号土坑

’
 

A-

A い 203.0m A' 

187号土坑

①暗褐色土 ロームプロソク、白色軽石少益

含む。

② 黒色土 ローム粒僅かに含む。

③暗黄褐色土 ロームプロック多く含む。

193号土坑

A-
A' 

A L~ 204 .lm N-

｀ 
193号土坑

①黒褐色土 ローム粒僅かに含む。橙色軽石

僅かに含む。

②黒褐色土 ローム粒少贔含む。橙色軽石僅

かに含む。

③ 暗褐色土 ローム粒多く含む。

196号土坑

／ 

A. |(8  ]). A' 

194号土坑

①暗褐色土黄色軽石多く含

む。

②暗褐色土黄色軽石少量含

む。ローム粒多く含む。

冒
195号土坑

① 黒褐色土 黄色軽石、ローム粒僅かに含む。

② 黒褐色土 黄色軽石、ローム粒多く含む。

③ 茶褐色土 暗色帯主体。②を僅かに含む。

A L-203.4m A' 
ー・ ① ・

ー一 ニニア
② 

196号土坑

① 暗褐色土 ローム粒、黄色軽石僅かに含む。

② 暗褐色土 ローム粒多く含む。黄色軽石僅

かに含む。

゜
2m 

第193図 181 • 185 • 187 • 191~196号土坑

233 



第4章 検出された遺構と遺物

6 土坑出土の逍物
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第2節縄文時代
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第4章 検出された遺構と遺物
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第2節縄文時代

5号土坑出土土器観察表 （第194図 P L89) 

番号

1 

小型深鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

2

3

4

5

6

7

8

 

深

深

深

深

深

深

深

部位

完

把手

把手

把手

把手

胴部片

胴部片

底部

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好

②灰白色

③細砂を含む

①良好 ②にふい黄橙

③細砂を含む

①良好 ②にぶい黄褐色

③砂、少量の芸母を含む

①良好 ②暗赤褐色

③砂を少晟含む

①良好 ②にぶい橙

③細砂を含む

①良好 ②橙

③砂を含む

①良好 ②黒褐色

③砂、少量の雲母を含む

①良好 ②にぶい橙

③砂を含む

器形・文様の特徴等

口径7.2cm。器高9.8cm。底径 4cm。原体LRの単節斜縄文を

縦位に施文したのち、棒状工貝による沈線で文様を描出する。

文様は 4単位。内面磨き。

環状の把手。

環状の把手。棒状ユ具による沈線文と刺突文を施す。

スタンプ状の把手。断面台形の隆帯を貼付する。内、外面磨

き。

環状の把手に橋状の把手を付す。

断面三角の隆帯と棒状工具による沈線で文様を描出する。

断面三角の隆帯で三角形の区画をなし、区画内には原体LR

の単節斜縄文を充埴する。

底径7.lcm。無文。 1に蓋を した状態で出土。

備考

称名寺 Il式

称名寺 11式

堀之内式

後期前半

堀之内式

堀之内式

加曽利E4式

中期末～後期初頭

11号土坑出土土器観察表（第194図 P L89) 

番号 部 位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

I 口縁部 ①良好 ②にぶい黄橙 断面台形の隆帯を貼付し、棒状工具による刺突文を施す。 称名寺式か

深鉢 ③砂を多塁に含む

2 胴部片 ①良好 ②黒褐色 棒状工具に よる沈線で文様を描出し、角棒状工具に よる刺突 称名寺 11式

深鉢 ③砂を含む 文を施す。

3 胴部片 ①良好 ②にぶい黄橙 棒状工具による沈線で文様を描出する。 称名寺 11式

深鉢 ③砂を含む

75号土坑出土石器計測表（第194図 P L89) 

番； I玉：種
残 存 I 計測値①長さ②幅③厚さ④董量

完

石 材

① 12. 6 ② 3.8 ③ 0. 75④ 62 I蛇紋岩

備 考

104号土坑出土土器観察表（第195図 P L90) 

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁部 ①良好 ②にぶい黄橙 断面半円の隆帯を巡らし、その上に縄文の押圧による円形の 称名寺II式

深 鉢 1/4残存 ③砂を含む 凹みを施す。

2 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 口縁は内側に肥厚する。棒状工具による沈線で文様を描出し 称名寺式

深 鉢 ③細砂を含む たのち原体LRの単節斜縄文を施文する。内面磨 き。

3 胴部片 ①良好 ②にぶい赤褐色 原体RLの単節斜縄文を施文したのち、棒状工具による沈線 称名寺式

深 鉢 ③細砂を含む て文様を描出する。内面磨き。

105号土坑出土土器観察表 （第195図 P L90) 

口三言
深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②にぶい褐色

③級維、細砂を含む

器形・文様の特徴 等

原体 0段多条RLの単節斜縄文を施文する。

備考

有尾式

105号土坑出土石器計測表（第195図 P L90) 

番： I磨石器 種
残存

完

計測値①長さ②幅③原さ④重誠 1 石 材

① 7.0 ② 6.2 ③ 3.9 ④ 166.0 粗粒輝石安山岩

備 考

107号土坑出土土器観察表（第195図 PL90) 

番号 部 位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁～胴 ①良好 ②赤褐色 断面三角の隆帯を巡らす。内面磨き。 中期後半～後期初

深鉢 部1/2 ③砂を含む 頭

2 • 3 口縁部片 ①良好 ②褐色 波状口縁。断面三角の隆帯で文様を描出したのち、原体LR 加曽利E4式

深 鉢 ③砂を含む の単節斜縄文を施文する。

4 口縁部片 ①良好 ②灰黄褐色 波状口縁。橋状の把手を有する。断面三角の隆帯と短沈線を 加曽利E4式か

深 鉢 ③砂を含む 施す。

5 胴下半～ ①良好 ②赤褐色 断面三角の隆帯を垂下させ、原体LRの単節斜縄文を施文す 加曽利 E4式

深 鉢 底部 ③砂を含む る。
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第4章 検出された遺構と遺物

107号土坑出土石器計測表（第195、196図 P L90) 

番号 器 種 残 存 計測値①長さ②幅③厚さ④重贔 石 材 備 考

6 加条1j ①1. 2 ② 0.6 ③ 0.3 ④ 0.2 黒耀石

7 スクレイパー 破片 ① (3.45)② (2. 7)③ (0.9)④ 9.1 黒色頁岩

8 打斧 完 ① 7 6 ② 3.8 ③ l. 4 ④ 41. 5 細粒輝石安山岩， 打斧 刃部欠 ① (7.8)② （3.5)③ （l.8)④ 42. 7 黒色頁岩

10 多孔石 完 ① 36.4 ② 21. 9 ③ 13. 7 ④13800 粗粒輝石安山岩

108号土坑出土土器観察表（第196、197図 P L91) 

番1号 1 i:`月 1塁了 ②色調③胎土

深鉢 下半 ②赤灰色

③砂を含む

2 口縁～胴 ①良好

深鉢 部 ②浅黄橙

③砂を含む

3 口縁部 ①良好 ②黒褐色

深鉢 ③砂、小礫を含む

4 口縁部片 ①良好 ②にぶい赤褐色

深鉢 ③砂を含む

5 口縁部片 ①良好 ②にぶい黄橙

深鉢 ③砂を含む

6 口縁部片 ①良好 ②橙

深鉢 ③砂を含む

7 胴部 ①良好 ②橙

深鉢 ③砂、小礫を含む

8 胴部片 ①良好 ②橙

深 鉢 ③砂、小礫を含む

9 把手か ①良好 ②にぶい黄橙

③砂を含む

口径32.2cm~位：汲；口：。 孟面竺角竺隆：を頸部に巡 1 加曽siE 4:  

らし、断面三角の隆帯でV形と n形の 4単位の文様を描出し

たのち原体Lの無節斜縄文を縦位に施文する。

口径35.1cm。4単位の波状口縁。断面三角の隆帯でU形とnI加曽利E4式

形の 4単位の文様を描出したのち、原体RLの単節斜縄文を

横位に施文する。

波状口縁。断面三角の隆帯でV形とn形の文様を描出したの 1 加曽利 E4式

ち、原体LRの単節斜縄文を縦位に施文する。

断面三角の隆帯を巡らしたのち、原体LRの単節斜縄文を縦 加曽利E4式

位に施文する。

波状口縁か。断面三角の隆帯を巡らしたのち、原体LRの単 加曽利E4式

節斜縄文を乱雑に施文する。

低い隆帯で文様を描出したのち、原体LRの単節斜縄文を縦 1 加曽利E4式

位に施文する。

低い隆帯を垂下させたのち、原体LRの単節斜縄文を縦位に 加曽利E4式

施文する。胴部の文様は 6単位。

断面三角の低い隆帯を垂下させたのち、原体RLの単節斜縄 加曽利E4式

文を横位に施文する。

カマキリの意匠の把手か。 橋状の把手が付していたと思われ，—

る。

108号土坑出土石器計測表（第197図 P L91、92)

番号 器種

ii l~~:TI: 
残存

1/2 

一部欠

完

1 / 5? 

計測値①長さ②幅③厚さ④重贔 石 材

① (3.8)② （2.6)③ （1.1)④ 12. 7 緑色片岩

① (9.1)② （5. 5)③(1. g)④ 103.0 粗粒輝石安山岩

① g.1 ② 2. 5 ③ 1. 7 ④ 54.0 変玄武岩

①(22.0)②（11. 3)③ (8. 7)④ 2930 粗粒輝石安山岩

備 考

126号土坑出土土器観察表（第198図 P L92) 

1号 1：しよ 1ご□9土

深 鉢 ③細砂を含む

口縁に小突：を：；つ。・低：隆：こら：fこ：ち:1原体LRの 1 中期：～後：・初頭

単節斜縄文を施文する。

126号土坑出土石器計測表 （第198図 P L92) 

種
。
』

□
 

匂

2

3

4

残 存 I 計測値①長さ②幅③厚さ④重量 石材 備 考

完

完

約 1/ 2 

① 5.1 ② 7.35③ l. 5 ④ 47.6 黒色頁岩

① 8.9 ② 6.4 ③ 4.4 ④ 392. l 粗粒輝石安山岩

①(16.0)②（23.2)③ (9.4)④ 4900 粗粒輝石安山岩

139号土坑出土土器観察表 （第198図 P L92、93)

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 ・ 文様の特徴等 備 考

1 口縁部 ①良好 口径(41.l) cm。直線的で円筒状の器形を示す。口縁に断面三 加曽利E4式

深鉢 ②にぶい赤褐色 角の低い隆帯を巡らしたのち、垂下。原体LRの単節斜縄文

③細砂を含む を施文する。内面磨き 。

2 胴部片 ①良好 ②にぶい橙 断面三角の隆帯を垂下したのち、原体LRの単節斜縄文を施 加曽利E4式

深 鉢 ③砂、少量の雲母を含む 文する。

3 胴部片 ①良好 ②橙 断面三角の隆帯を垂下 したのち 、原体LRの単節斜縄文を施 加曽利E4式

深鉢 ③砂、少最の雲母を含む 文する。

4 • 5 胴部片 ①良好 ②橙 張りの強い胴部。渦巻状の凹線を施したのち、原体RLの単 加曽利E4式

深鉢 ③細砂を含む 節斜縄文を施文する。内面磨き 。
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第2節縄文時代

139号土坑出土石器計測表（第199図 P L92、93)

番号 器 種 残 存 計測値①長さ②幅③厚さ④重贔 石 材 備 考

6 加剥 ① 2. 75② 3.0 ③1. 2 ④ 9. 9 チャート

7 打斧 完 ① 6. 7 ② 2.95③ 0.8 ④ 20.6 黒色頁岩

8 打斧 基部欠 ① (6. 7)② （5.3)③ （2.8)④ 100. 7 黒色頁岩， 凹石 I /2 ① (7.2)② （5. 7)③ （4. l)④ 169.1 枡粒輝石安山岩

10 凹石 完 ① 13.4 ② 6.9 ③ 5.5 ④ 708.4 枡粒輝石安山岩

11 石皿 約 1/ 4 ①(14.4)②（15.4)③ (6.0)④ 1526. 5 粗粒輝石安山岩

12 多孔石 完 ① 31.0 ② 35.4 ③ 8.2 ④10900 柑粒輝石安山岩

146号土坑出土土器観察表（第199、200図 P L93、94)

番1号 I :音{~: I ::< ②色調 ③胎土

深鉢 ②橙

③砂を含む

2 口縁部片 ①良好 ②にぶい黄色

深鉢 ③細砂を含む

3 口縁部 ①良好 ②にぶい黄褐色

深鉢 ③砂、小礫を含む

4 口縁部 ①良好 ②黒褐色

深鉢 ③細砂を含む

5 胴部1/3 ①良好 ②にぶい橙

深鉢 ③細砂を含む

6 胴部片 ①良好 ②にぶい黄褐色

深鉢 ③細砂を含む

7 胴部片 ①良好 ②にぶい黄橙

深鉢 ③砂を含む

8 底部 ①良好 ②明赤褐色

深鉢 ③砂を含む

麟口 縁。：二角：隆；を：ら:t]:ち戸棒：工具による 1 加曽：E4:  

沈線でV形と n形の区画をなす。区画内には原体LRの単節

斜縄文を施文するが、 一部施文方向を変えて羽状に施文して

いる。

舌状突起を持つ断面三角の隆帯を巡らしたのち、 垂下。原体 加曽利E4式

LRの単節斜縄文を施文する。

断面三角の隆帯を巡らしたのち、棒状工具による沈線で半円 加曽利E4式

状の区画をなす。区画内は原体LRの単節斜縄文を施文する。

原体RLの細い縄文を、施文方向を変えて施文したのち、棒 称名寺式

状工具による沈線で文様を描出する。内面磨き。

原体LRの単節斜縄文を縦位に施文する。 後期初頭

断面三角の隆帯を垂下させたのち、原体LRの単節斜縄文を 中期後半

施文する。

断面三角の隆帯を垂下させたのち、原体LRの単節斜縄文を 加曽利E4式か

施文する。

底径6.6cm。胴部は無文で磨き。底部に網代痕有り。 ,_  

146号土坑出土石器計測表（第200図 P L93) 

番］［旦＿竺
9 スクレイパー

残 存 I計測値①長さ②幅③厚さ④重星 石材 備 考

完 ① 7. 2 ② 10.4 ③ 1.6 ④ 158. 9 I黒色頁岩

166号土坑出土土器観察表（第200図 P L9:l,) 

口□呈
深 鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①やや不良 ②橙

③裁維、細砂を含む

器形・文様の特徴等

原体 0段多条LRの単節斜縄文を施文する。

備考

前期前半

167号土坑出土土器観察表（第200図 P L94) 

ご
①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②橙

③練維、細砂を含む

①やや不良 ②明赤褐色

③練維、細砂を含む

器形・文様の特徴等

原体RLの単節斜縄文の側面圧痕文を乱雑に施文する。

原体RLの単節斜縄文を乱雑に施文する。

備考

前期前半

（花積下層式か）

前期前半

（花積下層式か）
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番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴 等 備 考

1 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 断面三角の隆帯を巡らしたのち、原体LRの単節斜縄文を施 加曽利E4式

深鉢 ③細砂、小礫を含む 文する。

2 胴部片 ①良好 ②橙 浅い沈線を 2条垂下させたのち、原体RLの単節斜縄文を施 加曽利E4式

深鉢 ③砂、小礫を含む 文する。沈線になぞり痕が認められる。

3 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 断面三角の隆帯を垂下させたのち、原体RLの単節斜縄文を 加曽利E4式

深鉢 ③砂、少量の石英を含む 施文する。

4 胴部片 ①良好 ②橙 原体RLの単節斜縄文を施文する。橋状の把手と思われる痕 加曽利E4式

深鉢 ③砂を含む 跡有り 。

3号土坑出土石器計測表（第201図 P L94) 

口器種
5 打斧

残存

1 /2 

計測値①長さ ②幅 ③厚さ④重塁 1 石 材

① (9. 3)② （5.0)③ （2.0)④ 146. l 黒色頁岩

備 考
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6号土坑出土土器観察表（第201図 P L94) 

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁部片 ①良好 ②黒褐色 波状口縁。棒状工具による沈線で文様を描出し、原体LRの 称名寺II式

深鉢 ③細砂を含む 単節斜縄文を施文する。

2 胴部片 ①良好 ②にぶい橙 棒状工具による沈線で文様を描出し、原体不明の単節斜縄文 称名寺1I式

深鉢 ③砂を含む を施文する。

3 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 断面三角の隆帯を垂下したのち、原体LRの単節斜縄文を縦 加曽利E4式

深鉢 ③砂を少晟含む 位に施文する。

4 胴部片 ①良好 ②にぶい橙 棒状工具による沈線文と原体LRの単節斜縄文を施したのち 加曽利E4式

深鉢 ③砂を少屈含む 棒状工具による沈線で文様を描出する。

9号土坑出土土器観察表（第201図 P L94) 

□□□ 
深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②橙

③砂を含む

器形・文様の特徴等

棒状工具による浅い沈線を 3条平行に巡らす。

備考

10号土坑出土土器観察表（第201図 P L94) 

こI:部:: I ̀::̀：：：□ I :；：：；：仝：：線：」：た：ち戸原:LRの単節 1 村名：I式考

12号土坑出土土器観察表（第201~ PL 94) 

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 棒状工具による沈線を垂下し、原体RLの単節斜縄文を施文 加曽利E4式

深鉢 ③砂、少量の雲母を含む する。

2 胴部片 ①良好 ②淡黄色 棒状工具による沈線で文様を描出し、同様のエ具に よる刺突 称名寺11式

深鉢 ③砂を少最含む 文を施す。

3 胴部片 ①良好 ②にぶい赤褐色 半戟竹管状工具と櫛歯状工具による格子文を施す。 五領ヶ台式

深鉢 ③砂、小礫を含む

16号土坑出土土器観察表（第201図 P L94、95)

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁部片 ①良好 波状□縁。波頂部には円形文。断面三角の隆帯で文様を描出 加曽利E4式

深鉢 ②灰褐色 し、原体RLの単節斜縄文を施文する。原体Rの撚り糸を横

③砂、少量の雲母を含む 位に施文する。

2 口縁部片 ①良好 ②にぶい黄橙 断面三角の隆帯を巡らし、原体LRの単節斜縄文を施文する。 加曽利E4式

深鉢 ③細砂、小礫を含む

3 胴部片 ①良好 ②橙 断面三角の隆帯に橋状の把手が付すと思われる。 加曽利E4式

両耳壺 ③砂を含む

4 胴部片 ①良好 ②赤褐色 断面三角の隆帯を貼付したのち、原体Lの無節斜縄文を施文 加曽利 E4式

深鉢 ③砂を含む する。内、外面磨き。

5 胴部片 ①良好 ②灰黄褐色 原体Rの撚糸を縦位に施文する。 勝坂式

深鉢 ③砂、雲母を含む

6 胴部片 ①良好 ②灰褐色 原体Rの撚糸を施文したのち、棒状工具による浅い沈線を施 加曽利E3式

深鉢 ③砂、少鼠の雲母を含む す。

7 胴部片 ①良好 ②橙 棒状工具による沈線で文様を描出する。 称名寺 I式

深 鉢 ③細砂を含む

16号土坑出土石器計測表（第202図 P L95) 

胃9 凹石

残存

完

完
①門□9:7’'：さ□岱31粗粒：石安贔

① 12.3 ② 9. 7 ③ 6. 9 ④ 1112 粗粒輝石安山岩

備 考

17号土坑出土土器観察表（第202図 P L95) 

言
①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②明赤褐色

③砂を含む

①良好 ②明赤褐色

③砂を含む

器 形 ・ 文 様 の 特 徴 等

橋状の把手が付す。原体LRの単節斜縄文を施文する。

原体LRの単節斜縄文を施文する。

備考

加曽利E4式

加曽利 E4式

1と同一個体

17号土坑出土石器計測表（第202図 P L95) 

番号 I 器 種 残 存 I 計測値 ①長さ ②幅 ③厚さ ④重星 石材 備 考

3 I凹石 完 ① 13. 2 ② 7.4 ③ 4.4 ④ 567.5 I変質安山岩
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第 4章 検出された遺構と遺物

28号土坑出土土器観察表（第202図 P L95) 

ロ深 鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②黒褐色

③執維、砂を含む

器形・文様の特徴等

原体RLおよびLRの単節斜縄文を羽状に施文する。

備考

黒浜式

28号土坑出土石器計測表（第202図 P L95) 

番： Iスク器レイ I竺ー ［：：尺 存 I①:]]ilJ9置門:49：万円）さ｀）重芯11里色g岩 材

29号土坑出土土器観察表 （第202図 P L95) 

:1: I i:部；立 1三三言口：土 1 原体LRわ：ニニふ：丁］：に：文：る。

30号土坑出土土器観察表（第202図 P L95) 

備 考

備考

黒浜 （有尾）式

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁部片 ①良好 ②明赤褐色 無文。内、外面とも磨き。

深鉢 ③細砂を含む

2 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 断面三角の隆帯に箆状工具による刻みを付す。 勝坂式

深 鉢 ③砂、少醤の雲母を含む

3 胴部片 ①良好 ②暗褐色 断面半円の隆帯を貼付し、原体LRの単節斜縄文を施文する。 勝坂式

深 鉢 ③砂を含む

4 胴部片 ①良好 ②黒 原体LRの単節斜縄文を施文する。 勝坂式

深 鉢 ③砂を含む

31号土坑出土土器観察表（第202図 P L95) 

番口］声立
深 鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②明赤褐色

③砂を含む

原体LRの：；五パ：を：文［f:｀：棒：工：による沈線 1 堀之1：式 考

で文様を描出する。内面磨き 。

31号土坑出土石器計測表（第202図 P L95) 

番： I石皿器 種 1 2:3 存 ［ばば］：塁打：5］悶霜勺）さよ［：：7 |粗粒：石安］岩

32号土坑出土土器観察表（第202図 P L95) 

備 考

ロ］可贔冑：
深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②浅黄色

③砂、小礫を含む

器形・文様の特徴等

無文。該期の粗製土器。

備考

中期後半

34号土坑出土土器観察表（第202、203図 P L95) 

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 胴部片 ①良好 ②にぶい赤褐色 断面三角の隆帯を貼付。内、外面磨き 。 後期初頭

深鉢 ③砂を含む

2 胴部片 ①良好 頸部に棒状工具による平行沈線を巡らしたのち、棒状工具に 称名寺式

深鉢 ②灰褐色 よる刺突文を付した隆帯を垂下。胴部には棒状工具による沈

③砂、小礫を含む 線で文様を描出したのち原体Lの無節斜縄文を施文する。

3 胴部片 ①良好 ②黒 原体RLの単節斜縄文を施文したのち、棒状工具による沈線 称名寺式

深 鉢 ③砂を含む で文様を描出する。

4 胴部片 ①良好 ②にぶい黄橙 原体LRの単節斜縄文を施文したのち、棒状工具による沈線 称名寺式

深 鉢 ③砂を含む で文様を描出する。

35号土坑出土土器観察表（第203図 P L95) 

番号 部 位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②にぶい黄橙 棒状工具による細沈線で文様を描出する。

深 鉢 ③細砂を含む

2 胴部片 ①良好 ②にぶい黄褐色 1 棒状工具に よる沈線を垂下。

深 鉢 ③砂を含む

備考

後期初頭

中期後半

35号土坑出土石器計測表（第203図 P L95) 

番：I磨石器 種 しも残 存 h:t,：直摩長4"!Sl②：詈：さRR:97 1ひん： 材
備 考

37号土坑出土土器観察表（第203図 P L95) 

番M声立
深 鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②にぶい赤褐色

③砂を含む

器形・文様の特徴等

結節縄文を縦位に施文する。

備考

勝坂式
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38号土坑出土土器観察表（第203図 P L95) 

口深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②にぶい赤褐色

③砂を含む

器形・文様の特徴等 備考

::9闊 り霜言よ：：：1otした隆帯を巡らし、棒 1 :：） （加曽利B

39号土坑出土土器観察表（第203図 P L96) 

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎ナ 器形・文様の特徴等 備 考

1 胴部 ①良好 ②にぶい橙 原体RLの単節斜縄文を施文したのち、棒状工具による沈線 称名寺式

深鉢 ③砂を含む で文様を描出する。

2 胴部片 ①良好 ②にぶい橙 無文。頸部に撫で状の痕跡。

深鉢 ③砂、小礫を含む

41号土坑出土土器観察表（第203図 P L96) 

こI l:;;立. I 三］又を｀：ふ口、m®~紅： I ;：贔し：：こ：：三；を：しの区：内:iよ：体LRの単 1 加曽：E3:  

41号土坑出土石器計測表（第203図 P L96) 

番：ぃ： 種 Il:2 9存 I①"冒塁：こ言言）さ:重:6 1里色贔材

3 多孔石 1/3 ①(12.1)②(10.8)③ (6.8)④ 111.5 浴結凝灰岩

備 考

42号土坑出土土器観察表（第203図 P L96) 

口唇部には：裁：訊ェ：に：る｀：形：を：した小突起 1 関山：式 考

が付く 。口縁部には半載竹管状工具による沈線を巡らしたの

ち、櫛歯状工具によるコンパス文を施す。その下位には原体

0段多条RLのループ文を施文する。瘤状の貼付文を付す。

42号土坑出土石器計測表（第203図 P L96) 

番1号 1 ]̀: 1 ：□文 ②色調 ③胎土

深鉢 ②橙

③絨維、細砂を含む

番ぎ I:~：］：こ： 言：：3 存 国言芍王言：／詈］言）＇至言： I:：召：汝オ山オ岩

44号土坑出土土器観察表（第203図 P L96) 

こI l:部；立 1□:̀;1,!£l:'rR::± | f奉状工臭に：るにふ：出：る］寺徴等

47号土坑出土土器観察表（第203、204図 P L96) 

備 考

備考

中期後半

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁部片 ①良好 ②明赤褐色 口縁部に半戟竹管状工具による押し引き文と短沈線を施文す 諸磯 C式（新）

深 鉢 ③砂を多鼠に含む る。胴部には箆状工具による沈線文を施す。

2 口縁部片 ①良好 ②にぶい赤褐色 口縁は外側に肥厚する。無文で内面はていねいな磨き 。頸部

浅 鉢 ③砂、小礫を含む の内面に稜を持つ。

3 胴部片 ①良好 ②にぶい黄橙 櫛歯状工具による沈線文の下位に凹線を巡らしたのち、原体 加曽利 E3式

深 鉢 ③砂を含む RLの単節斜縄文を施文する。

47号土坑出土石器計測表（第204図 P L96) 

種

]
 

号

4

5

6

7

番 残存 計測値①長さ②幅③厚さ④重最 石材

1 / 3 ① (6.2)② (4.2)③(1. 7)④ 44.0 頁岩

刃部欠 ①(10.4)② (5.5)③(1.3)④ 75. l 黒色頁岩

完 ① 17. 7 ② 11.0 ③ 5.2 ④ 1133 粗粒輝石安山岩

1 / 2 ①(26.1)②（14. 7)③（13.8)④ 782 デイサイト

備 考

50号土坑出土土器観察表（第204図 P L96) 

口深 鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②明赤褐色

③砂を含む

原体LRのば節：］縄：を；位［施；し？の:‘:4大工具によ I加曽：iE4:~ 

る沈線を垂下。

52号土坑出土土器観察表（第204図 P L96) 

番 号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁部片 ①良好 ②にぶい赤褐色 凹線と断面台形の隆帯で文様を描出したのち、原体RLの単 加曽利E3式

深鉢 ③砂、少址の雲母を含む 節斜縄文を施文する。

2 胴部片 ①良好 ②明褐色 結節縄文を縦回転で施文する。 1 前期末～中期初頭

深鉢 ③細砂、小礫を含む
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第 4章 検出された遺構と遺物

74号土坑出土土器観察表（第204図 PL96) 

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 胴部片 ①やや不良 ②明褐色 原体0段多条RLのループ文を施し、その下位に原体0段多 関山式

深 鉢 ③繊維、小礫を含む 条RLおよび0段多条LRの単節斜縄文を羽状に施文する。

2 胴部片 ①良好 ②黒褐色 直前段合撚R<E 二 k およびL<~ 二 fを羽状に施文する 。 I 有尾式

深 鉢 ③級維、細砂を含む

74号土坑出土石器計測表（第204図 PL 96) 

番： I敲石器 種 1 ]:2 存 1 ①言[?IJ］：雷門4~ 59悶霜勺）さ塁川『：5|粗粒；石女は岩

85号土坑出土土器観察表（第204図 P L96) 

備 考

い深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②橙

③砂を多醤に含む

原体RLR竺複：：咀五文：縦悶に；文？fこ竺ち：棒状工旦に 1 加曽：iE4:  

よる沈線を垂下させる。

86号土坑出土土器観察表（第204図 P L96) 

番口」；冒
深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②暗赤褐色

③細砂を含む

三角形の陰：文：施五：ち］＼；竹：i大：具：よる格子文 1 前期：～中：初頭

を施文する。内面磨き。

86号土坑出土石器計測表（第204図 P L96) 

番了I；：品 種 ［ふE存 I霊：lj笠笠：［五屯召：：王）重笠：I:：臼岩材

87号土坑出土土器観察表（第204図 P L96) 

:l: I:̀: | ：：：三：®~台土 I原体0段多：二よび：L:-負｀：を：：施文する。 1 有尾： 考

備 考

87号土坑出土石器計測表（第204図 PL96) 

番号 1 器 種
2 スクレイパー

残 存 I 計測値①長さ②幅③厚さ④重最 石材 備 考

完 ① 10.2 ② 5.5 ③ 2.5 ④ 115.4 I黒色頁岩

88号土坑出土土器観察表（第204図 P L97) 

番号 部 位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁部片 ①良好 ②褐色 波状口縁。凹線で渦巻状の文様を描出したのち、原体RLの 加曽利 E4式

深 鉢 ③砂を含む 単節斜縄文を施文する。

2 胴部片 ①良好 ②黒褐色 棒状工具による刺突文を施した隆帯を巡らし、その下位には 加曽利 E4式か

深 鉢 ③砂、少量の雲母を含む 櫛歯状工具による沈線文を施す。

3 胴部片 ①良好 ②黒 櫛歯状工具による沈線文を施す。 中期後半

深 鉢 ③砂を含む

89号土坑出土土器観察表（第205図 P L97) 

番号 部 位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②橙 無文の粗製土器。口縁は内側にわずかに肥庫する。

深鉢 ③砂を含む

2 胴部片 ①やや不良 ②橙 1 原体LRの単節斜縄文を施文する。

深鉢 ③練維、細砂を含む

備考

前期前半

90号土坑出土土器観察表（第205図 P L97) 

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁部片 ①良好 半戟竹管状工具による連続爪形文を施した筒状の突起を持ち、 前期末～中期初頭

深鉢 ②にぶい赤褐色 下位には結節縄文を縦回転で施文する。突起の上部には径

③砂を含む 5 mm程の環状の粘土紐を貼付する。内面磨き。

2 口縁部片 ①良好 ②にぶい橙 原体0段多条RLおよび0段多条LRの単節斜縄文を羽状に 前期前半

深鉢 ③細砂を含む 施文する。

3 口縁部片 ①良好 ②橙 無文。内、外面磨き。底部に近い胴部で、破損したのち、再

深鉢 ③砂を含む 利用 していると思われる。

91号土坑出土土器観察表（第205図 P L97) 

番1号 1 ：部位 1ご口文虞；：ょ：台土 I底径58cm。:¥,]:ち・上力下り。様` ：の単：行余し文を施文 1 中期1：半 考

深 鉢 ③砂を含む する。
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92号土坑出土土器観察表（第205図 P L97) 

（三言口： 口径13.2cm竺オ奉：ェ＾に：る：：線：方］：の：様：描出する。 1 中期1:半 考

文様の単位は 5単位。

断面三角の隆帯を巡らしたのち、原体LRの単節斜縄文を方i加曽利 E4式

向を変えて羽状に施文する。

93号土坑出土土器観察表（第205、206図 P L97) 

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁部 ①良好 ②にぶい褐色 口径〈40.6〉cm。断面三角の隆帯を巡らしたのち、棒状工具に 加曽利 E4式

深鉢 1/4 ③砂を含む よる沈線を垂下。原体Lの無節斜縄文を縦位に施文する。

2 口縁部片 ①良好 ②橙 波状口縁。棒状工具による沈線で文様を描出したのち、原体 称名寺 I式

深鉢 ③砂を含む 不明の縄文を乱雑に施文する。

3 胴部片 ①良好 ②にぶい黄橙 断面三角の隆帯を巡らしたのち、原体 0段多条RLの単節斜 加曽利 E4式

深鉢 ③砂、小礫を含む 縄文を横位に施文する。

4 胴部片 ①良好 ②橙 棒状工具による沈線で区画をなし、区画内は原体LRの単節 称名寺 I式

深鉢 ③砂、小礫を含む 斜縄文を充埴する。

5 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 断面三角の隆帯で文様を描出したのち、原体LRの単節斜縄 加曽利E4式

深鉢 ③砂を含む 文を施文する。内面磨き。

6 胴部片 ①良好 ②明褐色 棒状工具による沈線文と原体不明の縄文を施文する。 称名寺式

深鉢 ③砂を含む

7 胴部片 ①良好 ②にぶい黄橙 断面半円の隆帯で区画をなし、区画内は原体LRの単節斜縄 称名寺式

深鉢 ③細砂を含む 文を充埴する。

8 胴部片 ①良好 ②にぶい黄橙 棒状工具による沈線で文様を描出したのち、原体LRの単節 称名寺式

深鉢 ③砂、少量の石英を含む 斜縄文を施文する。

93号土坑出土石器計測表（第206図 P L97) 

番号 器 種 残 存 計測値①長さ②幅③厚さ④重絨 石 材 | 備 考， 石鏃 未製品 ① 2.2 ②l. 7 ③ 0.6 ④ 1.8 チャート

10 磨斧 刃部欠 ① (2.6)② （1.8)③ （0. 75)④ 6.4 変質蛇紋岩

11 ドリル 完 ① 3.05② 2.05③ 0.35④ 2.3 チャート

100号土坑出土石器計測表（第206図 P L98) 

番号 器 種 残 存 計測値①長さ②幅③原さ④重最 石 材 備 考

l 石鏃 先端部、基部① (3.6)② (2.2)③ (0.35)④ 0. 9 黒耀石

欠

102号土坑出土土器観察表（第206図 P L98) 

番号 部 位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 胴部片 ①良好 ②黒褐色 突帯の上に粘土紐を貼付し、櫛歯状工具による刻みを付す。 中期初頭

深鉢 ③砂、石英を含む 上下には櫛歯状工具による沈線文を斜位に施文する。

2 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 原体0段多条RLおよび0段多条 LRの単節斜縄文を羽状に 前期前半

深 鉢 ③繊維、細砂を含む 施文する。

3 胴部片 ①良好 ②にぶい橙 櫛歯状工具による沈線文を乱雑に施文する。 中期中葉

深 鉢 ③小礫を含む

106号土坑出土土器観察表（第206図 P L98) 

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等

1 胴部片 ①良好 ②にぶい黄橙 棒状工具による沈線と短沈線で文様を描出する。

深 鉢 ③少巖の砂を含む

2 胴部片 ①良好 ②にぶい黄褐色 I原体LRの単節斜縄文を施文する。

深 鉢 ③細砂を含む

備考

称名寺式

後期初頭

106号土坑出土石器計測表（第206図 P L98) 

番：I;；器レイJ:-I;1:： 存 1塁0::lJ]:)臼：［五：詈翌1召」：重四：I:：臼関岩材

110号土坑出土土器観察表（第206図 P L98) 

備 考

番］］；冒立
深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②にぶい橙

③裁維、細砂を含む

原体0段多：R：お：：：段：条：R:単：ょ文による羽 1 関山： 考

状縄文とループ文を交互に施文する。
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114号土坑出土土器観察表（第206図 P L98) 

翌：
①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②明褐色

③裁維、細砂を含む

①良好 ②灰褐色

③萩維、細砂を含む

原体0段多：R：わ：：：段：こ：』斗：文を1J状に 1 有尾］： 考

施文する。

原体 0段多条RLおよび0段多条LRの単節斜縄文を羽状に I 有尾式

施文する。

114号土坑出土石器計測表（第206図 P L98) 

種
。
L

□
 

戸

3

4

5

残 存 I 計測値①長さ②幅③原さ④重輩 石材 備 考

1/2 

完

一部欠

① (6.2)② （4.6)③ （1.5)④ 48.6 黒色頁岩

① 14. 2 ② 7.9 ③ 5.4 ④ 758. 7 粗粒輝石安山岩

①(11.8)②(13.3)③ (5.8)④ 1446 粗粒輝石安山岩

118号土坑出土土器観察表（第206図 P L98) 

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 胴部片 ①良好 ②にぶい橙 棒状工具による沈線を施文したのち、原体RLの単節斜縄文 後期前半

深 鉢 ③砂を含む を施文する。内面磨き。

2 胴部片 ①良好 ②にぶい黄橙 櫛歯状工具による浅い沈線文を施す。 後期前半

深 鉢 ③砂を含む

3 胴部片 ①普通 ②橙 棒状工具による浅い沈線文を施す。 中期末

深 鉢 ③砂を含む

118号土坑出土石器計測表（第206図 P L98) 

番： I打:§ 種 ［］：欠存 [;]:lj：ぐ塁門：。］竺霜勺）t:<｀〗：：」粗粒：石安ば岩
119号土坑出土土器観察表（第207図 PL 98) 

備 考

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁部片 ①良好 ②にぶい赤褐色 波状の突起を作り出し、頂部に背割り状の凹みをつける。 中期初頭

深鉢 ③砂を含む

2 口縁飾り ①普通 ②にぶい橙 粘土紐を貼付して文様を構成する。棒状工具による刺突文を 中期

深鉢 ③砂を含む 施す。

3 胴部片 ①良好 ②にぶい赤褐色 棒状工貝と櫛歯状工具による沈線で文様を描出する。 中期中葉 （勝坂式

深鉢 ③細砂、少置の雲母を含む か）

119号土坑出土石器計測表（第207図 P L98) 

番： Iスク器レイJ?- Iー：欠存 1①言[:lj竺置門こ9勺万で）さよ［重品。 I里色g岩材

121号土坑出土土器観察表（第207図 P L98) 

:1: I !:瓜立 1 三ごm®~台土 1 :：：｀行［：｀位：｀し：の： ：i大工旦tーよ 1 加曽：E式考

122号土坑出土土器観察表（第207図 P L98) 

備 考

こI nこ」立 1三三：：R：： I 原体LRの：節によ文：ふ：て:i大：施文する。 1 加曽：E式考

122号土坑出土石器計測表 （第207図 P L98) 

番： Iスク器レイJ? I完残 存 1①；；［門？塁長：，②:門］さよ：重：6 |粗粒：石安ば岩

123号土坑出土土器観察表（第207図 P L98) 

備 考

番号 部 位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 胴部片 ①良好 ②灰褐色 棒状工具による沈線で文様を描出する。 中期後半

深 鉢 ③砂、小礫を含む （曽利式か）

2 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 原体LRの単節斜縄文を横位に施文する。 中期後半

深 鉢 ③砂を含む （曽利式か）

3 胴部片 ①普通 ②橙 棒状工具による沈線で S字状の文様を描出する。 中期後半

深 鉢 ③砂、少益の石英を含む （曽利式か）

4 胴部片 ①良好 ②にぶい橙 棒状工具による沈線と細い隆帯で文様を描出する。内面はて 中期後半

深 鉢 ③砂を含む いねいな磨き 。 （曽利式か）
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123号土坑出土石器計測表 （第207図 P L98) 

番： I加糸： 種 1 残 存 |①百t:IJ9塁長:5②:]勺さよ［重芯11粗粒：石安ば岩

124号土坑出土土器観察表（第207図 P L98) 

こI n:〖；立 1 三 ： ： ｀ ： ニ ロ 土 1 結節縄文を：；：で施文：た［ち｀：隆：を；条巡らす。 1 中期：9員 考

備 考

127号土坑出土土器観察表（第207固 P L99) 

番1号 1 ］：口］ 1 ごし成ご門、中9台土

深鉢 ③砂を含む

釣り手状の：手］；キ｀よこ：爪：文：干行沈線と 1 勝坂： 考

箆状工具による刺突文を施文する。

130号土坑出土土器観察表 （第207図 P L98) 

:1:I ょ」〗 1 五巳長色~：③胎土 I ::；：三：［；：：：こ：I縄；：：：f;：：：： 1 加曽：E4:

136号土坑出土土器観察表（第207図 P L99) 

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁～胴 ①良好 ②にぶい黄橙 橋状の把手を持ち、断面三角の低い隆帯で文様を描出する。 堀之内式

空一 部1/3 ③細砂を含む

2 口縁部片 ①良好 ②にぶい橙 波状口縁。低い隆帯を施したのち、原体LRの単節斜縄文を 加曽利E4式

深鉢 ③細砂を含む 施文する。

3 胴部片 ①良好 ②にぶい橙 原体RLの単節斜縄文を施文する。 後期初頭

深鉢 ③砂を含む

4 胴部片 ①良好 ②にぶい赤褐色 原体RLの単節斜縄文を乱雑に施文する。 後期初頭

深鉢 ③砂、 小礫を含む

136号土坑出土石器計測表（第208図 P L99) 

番□三若種

6 凹石

残存

完

完

①;]tll：直 塁□門さ:門:21粗粒：石安］岩

① 12. 7 ② 9.4 ③ 6.4 ④ 1095 粗粒輝石安山岩

備 考

137号土坑出土土器観察表（第208図 P L99) 

：：I：：:] 1亘［吾；：uR胎土I芸旦ここ；孟：：こで壬巴エミ：よ］ ：：：有尾）考式

138号土坑出土土器観察表（第208図 P L99) 

1号 1よよ 1 ご贔色：g,③胎土

深 鉢 ③砂、小礫を含む

断面三角の：帯ロロニ：、；ょ：』1縄文を施 1 加曽：E4:  

文する。

138号土坑出土石器計測表（第208図 P L99) 

番号 I 器 種

鏃

鏃
石

石
2

3

 

残存

一部欠

先端部欠

①；；［門塁勺3言言さ□門41` 山 岩 材

① (2.8)② （2.25)③ (0.3)④ 0.8 黒色頁岩

備 考

140号土坑出土土器観察表（第208図 P L99) 

番号 部 位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁部片 ①良好 ②にぶい橙 内湾する口縁部。凹線で円形の文様を描出したのち、原体R 加曽利 E4式

深 鉢 ③砂、小礫を含む Lの単節斜縄文を施文方向を変えて、羽状に施文する。

2 口縁部片 ①良好 ②にぶい赤褐色 波状口縁。凹線で文様を描出したのち、原体RLの単節斜縄 加曽利 E4式

深 鉢 ③砂を含む 文を施文する。内面磨き。

3 胴部片 ①良好 ②にぶい橙 凹線で文様を描出したのち、原体RLの単節斜縄文を施文す 加曽利E4式

深 鉢 ③砂、 小礫を含む る。 一部になぞりが見られる。

4 胴部片 ①良好 ②褐灰色 凹線と低い隆帯で文様を描出したのち、原体RLの単節斜縄 加曽利 E4式

深 鉢 ③細砂を含む 文を施文する。内面磨き。

5 胴部片 ①良好 ②にぶい橙 原体RLの単節斜縄文を施文したのち、凹線と断面三角の低 加曽利E4式

深 鉢 ③砂、小礫を含む い隆帯で文様を描出する。

6 胴部片 ①良好 ②橙 櫛歯状工具による沈線を縦位に施文する。 加曽利 E3式

深鉢 ③砂を含む

7 胴部片 ①良好 ②黒褐色 断面台形の隆帯を巡らしたのち、棒状工具による沈線を垂下 加曽利 E4式

深鉢 ③砂を含む させ、原体LRの単節斜縄文を施文する。
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140号土坑出土石器計測表（第208図 P L99) 

番号 器 種 残 存 計測値 ①長さ ②幅 ③厚さ ④重益 石 材 備 考

8 使剥 ① 2.1 ② l l ③ 0.5 ④ 0 9 黒色安山岩， 使剥 ① l. 7 ② 2.2 ③ 0.5 ④ 2. 9 黒耀石

10 打斧 1/2 ① (4. 9)② （3.4)③ （l. 2)④ 21.6 黒色安山岩

11 打斧 1 /2 ① (7. 9)② （5.5)③ （2.0)④ 108.2 灰色安山岩

12 凹石 完 ① 9. 9 ② 9.6 ③ 5.3 ④ 734. 7 粗粒輝石安ill岩

143号土坑出土土器観察表（第209図 PL 100) 

番 号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴 等 備 考

I 口縁部片 ①良好 ②黒褐色 波状口縁。断面半円の隆帯と凹線で文様を描出したのち、櫛 加曽利 E4式

深鉢 ③砂を含む 歯状工具による沈線文を施す。

2 胴部片 ①良好 ②にぶい赤褐色 棒状工具による沈線を垂下したのち、原体Lの無節斜縄文を 加曽利E4式

深鉢 ③細砂を含む 乱雑に施文する。

3 胴部片 ①良好 ②にぶい褐色 断面三角の隆帯を 2条垂下したのち、原体RLの単節斜縄文 加曽利 E4式

深鉢 ③細砂を含む を施文する。一部朱塗りか。

4 胴部片 ①良好 ②にぶい褐色 原体LRの単節斜縄文を縦位に施文する。 加曽利E4式

深鉢 ③砂を多賊に含む

145号土坑出土土器観察表（第209図 PL 100) 

番 号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土

l 口縁部片 ①良好 ②灰褐色

深鉢 ③細砂を含む

2 口縁部片 ①良好 ②灰黄色

深 鉢 ③砂を含む

波状口縁。：面口角：隆；とば線：文］：を：出：たのち、櫛 1 加曽：iE3: 
歯状工具による波状の沈線を施文する。

断面三角の隆帯で区画をなし、区画内には原体RLの単節斜 1 加曽利E3式

縄文を施文する。

148号土坑出土土器観察表（第209図 PL 100) 

:1: I l：し」立 1 三ご：~台土 1 断面三角の：帯：凹糸：で：よふ：。 徴等
150号土坑出土土器観察表（第209図 PL 100) 

番1号 I：二 Iごご門畠：土 I細い隆帯を：ら：、五ふ：二』：様を構成す 1 前期：～中:1)J頭

深 鉢 ③細砂を含む る。内面磨き。

備考

中期後半

150号土坑出土石器計測表（第209図 PL 100) 

番：▲ I凹石器 種 1 1:2 存 |①］［門，置門:3]竺百勺）さよ［だ芯21粗粒：石安］岩

159号土坑出土土器観察表（第209図 PL 100) 

備 考

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器 形 ・ 文 様 の 特 徴 等

1 口縁部片 ①良好 ②褐色 原体LRおよびRLの単節斜縄文を羽状に施文する。

深 鉢 ③練維、砂を含む

2 胴部片 ①やや不良 ②にぶい黄褐 I原体LRのループ文を施文する。

深 鉢 色 ③繊維、細砂を含む

備考

前期前半

前期前半

164号土坑出土土器観察表（第209図 PL 100) 

:l:* 1 ：；；立 I：言伍：± I断面三角の：帯：！尋。文様の特徴等

171号土坑出土土器観察表（第209図 PL 100) 

備考

中期後半か

番M；冒
深 鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②灰黄褐色

③砂を含む

器形・文様の特徴等

原体RLの単節斜縄文を施文する。

備考

後期初頭か

178号土坑出土土器観察表（第209図 P LlOO) 

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁部片 ①良好 ②橙 原体RLの単節斜縄文を施文する。径約 8mmの補修孔が穿孔 黒浜式終末期

深 鉢 ③繊維、細砂を含む される。

2 胴部片 ①良好 ②橙 原体RLおよびLRの単節斜縄文を羽状に施文する。 黒浜式終末期

深 鉢 ③緻維、細砂を含む

3 胴部片 ①良好 ②にぶい橙 原体LRの単節斜縄文を施文する。 黒浜式終末期

深 鉢 ③横維、少量の細砂を含む
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7 その他の遺構と遺物

1号集石
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第2節縄文時代

1号集石

位置 66区G-18グリッド 規模 東西3.3m、南北

1.9mの範囲に大小合わせて20個の礫によって構成

される。石の配列は散漫な状況を呈し、規則性は認

められない。 遺物 中期の土器片15点と石器類 3

点が出土しているが、全てがこの集石に伴うもので

はないかも知れない。 4の多孔石は 2つに割れた状

態で出土している。 考察 4の多孔石が含まれて

いることから 、自然礫が単に集中した可能性は低い

であろう 。しかし、石の集中の状況は散漫で規則性

も認められないことから、何らかの意図を持って構

成したものではないと思われる。

+1s 
G 

2号集石

勺

|
|
¥
‘

―
 

3
 

十
H

A L-195.5m A' 

2号集石

位置 75区H-2グリッド 規模 東西 3m、南北

3.6mの範囲に、大小合わせて36個の礫によって構

成される。北西側の 1群は列状に配列されている。

重複 中期末の敷石住居の36号住居の上面に一部重

複する。 遺物 中期後半～末の土器片30点と石器

類 8点をこの集石付近から取り上げた。

考察 重複する36号住居は敷石住居であり 、同様な

配石遺構であることから36号住居の配石の一部では

ないかと思われたが、確認された限りでは36号住居

の配石に攪乱の痕跡はなく、また36号住居の配石は

円礫が中心に用いられていることに対し、この集石

は角礫が主体であることなどから別遺構であると思

われる 。図には掘り込み状の落ち込みが表されてい

るが、黒色土中の掘り込みで確認が困難であったた

め、このプランが集石の範囲を示すとは限らない。

B L-195.5m 
B' 

C L-195.5m C' 

゜
2m 

第210図 1 • 2号集石
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ご

5 (l/4) 

口
4(1/6) 

こ ゜
10cm !Ocm 

20cm 

第211図 1号集石出土遺物

1号集石出土土器観察表（第211因 PL 100) 

：置：
深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①普通 ②灰黄褐色

③小礫を含む

①普通 ②にぶい橙色

③砂粒と 雲母少量を含む

器 形 ・ 文 様 の 特 徴 等

無文の口縁部が直線的に外反する。頸部は断面半円の隆帯で

区画し、区画内は原体LRの単節斜縄文を横位に施文する。

浅い沈線で区画をなし、区画内には原体RLの単節斜縄文を

横位に施文する。

備考

加曽利E3式

加曽利E3式

1号集石出土石器計測表（第211図 P LlOO、102)

言
残存

一部欠

完

完
喜写亨皇宣：言腎言）さ百こ芦：I笠そ且丑百註

備 考

蔽打痕あ り。
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ピット

今回の調査では358基のピットを検出した。しか

しながら、ピットと土坑を分類する明確な基準を持

たず、調査担当者の主観的な判断により、ピットと

土坑を区別して遺構番号を付した。概ね土坑に比し

て規模の小さいものを ビットとして調査を行ってい

る。今回の報告でも調査時の遺構番号を変更を加え

ずに用いている。表15にピ ットの一覧表を掲げたが、

ピット番号を付した後、調査によって遺構とは認め

られなかったもの、掘立柱建物を構成する と認めら

れたもの等が存在するため、欠番が生じている。ま

た、縄文時代以降のピットも検出されているが、併

せて報告する。ピットの時期に関しては、遺物の出

土が少なかったため、埋没土の様相、重複関係など

から判断したものが多い。

第 2節縄文時代

ピットの分布を概観すると本遺跡が立地する台地

の頂部付近で、狭い平坦部をなしている範囲に多く

検出されている。縄文時代の住居、土坑もこの平坦

部での検出が主体をなしており、同様の傾向を示し

ている。

今回取り上げたピットは、遺物を主体的に出土し

ているピットである。152号ピットは縄文時代中期

後半（加曽利E4式期）の92号土坑と重複しており、

本ピットが新しい。 154号ピットも中期後半（加曽

利E4式期）の93号土坑と重複しており、 これは本

ピットが旧い。いずれのピットも当該期の生活の痕

跡と考えられるがその性格は不明である。

'
|
_
i
‘
 

£
 ｀` 

号7

A
-

ーー 152号ピ ット

<>2•

＼ 
154号ピッ ト

A0A  | 
A L~207.7m A' A L-208.Jm A' ． ．  A L=207.9m A' 

ー文逗T
I • 

117号ピット

① 暗褐色土 ローム細粒を僅かに含

む。

ー
、
―

z
＿
 

．
 

パ

ロ

3
 

ピ

，

号

・
l

A-

6
 

ー

A L=207.9m A' 

口
161号ピ ット

① 黒褐色土 As-YP、暗褐色土粒、炭化物粒

を僅かに含む。

② 黒褐色土 As-YP、ロ ーム粒少最含む。

ーロ
＼
 

，
 

A
-．
 ニ0

号

．
9

A

-

5
 

2
 

A L-206.5m A' 

こ
154号ピット

① 暗褐色土 As-YP僅かに含む。黒褐色土

細粒を少益含む。

② 暗褐色土 As-YP多 く含む。 黒褐色土細

粒を少賊含む。

<
259号ピソト

① 暗褐色土 As-YP少益含む。

② 暗褐色土 As-YP、ローム粒多く含む。

゜
2m 

第212図 117 • 152 • 154 • 161 • 259号ピット

263 



第4章 検出された遺構と遺物

表15 ピット一覧表（単位はcm)

番号 区 グリッド 長径 短径

1 67 B-15 28 24 

2 ，， A-15 29 25 

3 ，， ク 26 23 

4 ，， ク• 22 21 

6 ', ケ 20 19 

8 ク A-16 34 32 ， ', ケ 28 24 

10 ク ', 22 21 

14 ク 4 25 20 

16 66 0-13 10 ， 
17 ，， ク 28 22 

18 ，， ク 34 24 

19 ，， 0-14 24 22 

20 ', ク 70 34 

21 ク ケ 48 36 

22 ，， 0-13 60 50 

23 ク ，， 54 30 

24 ク ，， 26 20 

25 ', ，， 40 30 

26 ，， ク 36 30 

27 ', ケ 48 38 

28 ク ク 32 18 

29 ク ク 54 32 

30 ク ，， 30 18 

31 ク ク 34 30 

32 ，，， ケ 32 28 

33 ク 0-14 40 38 

34 ケ ケ 46 44 

35 ，， ', 50 34 

36 ク P-14 38 32 

37 ケ ，， 40 30 

38 ケ ，， 50 24 

39 ', ケ 54 30 

40 ，， ク 24 20 

41 ク P-13 80 56 

42 ク ，，， 44 34 

43 ，， ，， 20 19 

44 ク ', 52 46 

45 ', ，， 38 26 

46 ク ク 28 22 

47 ', P-14 32 30 

48 ケ ', 32 30 

49 ク ク 34 30 

50 ，， 0-15 32 26 

51 ケ 0-16 32 30 

52 ', 0-17 40 28 

53 ク ', 44 42 

54 ，， N-16 32 28 

55 ク N-15 30 20 

56 ', ', 32 30 

57 ，， N-14 30 26 

58 ', ，， 18 16 

59 ク N-13 79 52 

60 ケ ，， 48 40 

61 ，， ク 54 38 

62 ク 0-15 44 42 

63 ，， 0-17 24 20 

64 ク ', 31 30 

65 ク ，， 22 16 

66 ケ ', 34 28 

264 

深さ 備考

13 時期不明

37 縄文

37 ク

15 時期不明

4 ', 

22 縄文

59 ク

31 ', 

39 ク

24 時期不明

24 縄文

18 時期不明

27 ク

13 縄文

12 時期不明

16 ，， 

18 縄文

21 ケ

27 ヽ

28 ク

36 ク

17 ，， 

57 ク

10 ', 

21 ', 

18 ケ

30 ‘’ 
26 ケ

37 ‘’ 
24 ', 

15 時期不明

11 ，， 

22 ', 

20 ケ

23 縄文

30 ク

22 時期不明

50 縄文

22 時期不明

26 縄文

20 ク

22 ケ

19 ク

17 時期不明

22 ク

21 縄文

25 時期不明

20 ，， 

17 縄文

42 時期不明

40 縄文

19 ，， 

27 ク

40 ク•

21 ，，， 

27 時期不明

12 縄文

20 時期不明

12 ', 

35 縄文

番号 区 グリッド 長径 短径 深さ 備考

67 66 0-15 50 44 28 時期不明

68 ，， N-13 36 32 33 縄文

69 ク ク 66 30 35 ク

70 ', N-14 36 34 22 時期不明

71 ケ N-13 42 30 47 縄文

72 ', ', 28 22 26 ', 

73 ク ケ 24 22 27 ケ

74 ，， N-14 32 20 28 ，， 

75 ，， 0-16 40 24 36 ク

76 ク 0-17 48 46 38 時期不明

77 ', ', 26 24 32 縄文

78 ク ケ 22 18 42 ク

79 ，， ク 20 16 25 ケ

80 ，， 0~18 38 24 34 ク

81 ', P-17 42 30 43 ク

82 ，， 0-16 24 18 32 ，， 

83 ，， ', 104 48 34 ', 

84 ケ ，， 32 24 27 時期不明

85 ，， ，， 32 28 28 縄文

86 ケ 0-14 38 30 35 ケ

87 ', N-13 38 30 41 ', 

88 ケ ケ 46 40 49 ，， 

89 り 0-13 28 26 20 ', 

90 ケ 0-15 30 24 26 時期不明

91 ク 0-16 38 30 34 縄文

92 ク・ ク 24 22 17 ', 

94 ，， H-15 42 37 29 ク

95 ，， H-18 30 25 37 ', 

96 ，， ，，， 46 45 40 ク

97 ，，， H-19 30 26 40 ク

99 ', G-19 55 53 39 ク

100 76 G-1 42 34 48 ', 

101 ，， ，， 31 30 41 ，， 

102 ケ G-2 57 29 53 ', 

103 ', ，， 44 42 47 時期不明

104 ケ H-2 50 45 16 縄文

105 ，， I -2 75 63 60 ケ

106 ', I -1 32 25 21 ク

107 ，， ケ 50 40 24 ，， 

108 66 I -19 34 27 36 ，， 

111 ケ ク 56 44 54 ', 

112 ，， I -18 43 35 24 ，， 

113 ク ク 110 105 56 ', 

114 ，， ', 30 22 26 ク

115 ', ，， 45 34 27 ク

116 ，， I -17 94 52 35 ，， 

117 ，， I -16 60 30 15 縄文中期

118 ケ I -15 46 45 49 縄文

119 ', ', 51 34 24 ク

120 ，， I -16 48 45 45 ，， 

121 ク I -15 50 42 50 ク

122 ク I -14 50 36 34 ク

123 ', J -14 52 45 31 ク

124 ケ ク 27 25 49 ', 

125 ，， ，， 55 42 39 ', 

126 ', ', 55 43 46 ク

127 ケ J -15 50 40 55 ', 

128 ，， J -17 55 50 50 古墳一平安

129 ', ', 27 23 34 時期不明

130 ケ J -18 44 37 20 縄文



第2節縄文時代

番号 区 グリッド 長径 短径 深さ 備考 番号 区 グリッド 長径 短径 深さ 備考

132 66 J -19 30 29 110 縄文 193 66 J -19 30 28 41 縄文

133 ケ ケ 34 32 19 ，， 194 ，， K-19 34 27 52 ', 

134 ク ク 50 48 17 時期不明 195 ', K-18 40 38 47 ，， 

135 ク ケ 26 25 42 縄文 196 ', ] ~ 18 30 24 46 時期不明

136 ，， J ~20 57 56 31 時期不明 197 ', K-17 40 26 24 ，， 

137 ク ク 54 45 49 縄文 198 ク ', 42 32 49 ', 

138 76 K-1 61 59 48 ，， 199 ク K-16 26 24 35 縄文

139 ク ケ 33 31 27 ，， 200 ク I -16 34 22 66 ケ

140 ，， ，， 39 35 37 ', 201 ，，， ク 30 21 31 ク

141 ，， ク 44 38 53 ', 202 ，， J -15 26 19 53 ，， 

142 ク9 ク 36 34 31 ク 203 ク J -14 25 23 52 ', 

143 ，， 
‘ 56 55 40 ，， 204 ', J -15 40 38 44 ', 

144 ', ク 42 38 49 ，， 205 ', K-14 20 13 43 ，， 

145 ，， H-2 50 40 45 ク 206 ，， ク• 29 25 46 ク

146 ，， H-1 56 36 41 ク• 207 ', J -13 33 26 52 ク

147 66 I -18 33 27 48 ，， 208 ク K-13 16 15 49 ', 

148 ，， J -14 50 40 39 ク 209 ケ ，， 37 36 62 ケ

149 76 N-1 42 38 27 ケ 210 ク K-14 33 32 74 ', 

150 ケ ク 35 31 55 ‘’ 211 ', J -17 56 28 56 ', 

151 ケ 0-1 54 34 31 ，， 212 ', I -16 28 24 59 ケ

152 66 0-20 42 39 62 縄文中期 213 ク M-16 35 34 34 ，， 

153 ク P-20 36 34 40 縄文 214 ', L-18 42 36 48 ，， 

154 ', ケ 49 48 40 ', 215 ，， ', 50 37 58 ，， 

155 ，， P-19 44 42 37 ，， 216 ，， M-18 49 36 i 43 ，， 

156 ク 0~19 50 46 50 ケ 217 ク L-20 36 31 46 ，， 

157 ク ク 50 45 45 ク 218 ク ク 64 42 58 ク

158 ケ ク 52 40 49 ，， 219 ケ N-16 36 32 32 ク

159 ク N-18 60 41 30 ', 220 ，， L-20 42 27 52 ，， 

160 ，，， L-18 45 30 54 ク 221 ，， N-18 36 33 3 ', 

161 ク P-19 60 40 39 ，， 222 ク N-17 40 38 38 ', 

162 ，， N-16 34 32 82 ケ 223 ケ N-16 52 41 58 ，， 

163 ク ', 47 46 64 ク 224 ，， L-15 34 26 49 ', 

164 ', M-16 66 47 27 ', 225 ，， L-19 30 25 55 ク

165 ', L-l7 30 23 31 ', 226 ク L-20 27 2l 50 ク

166 ク P-19 40 35 33 ，， 227 ，， N-17 63 53 49 ク

167 ク N ~18 35 34 36 ，， 228 ク M-16 43 35 26 ，， 

168 ク N-20 42 32 36 ク 229 76 N-1 80 51 40 ‘’ 
169 ‘’ N-17 50 29 35 ，， 230 ・ヽ M-2 40 39 61 ，， 

170 ク9 M-17 52 46 44 ク9 232 66 M-16 42 30 29 ク9

172 ', P-12 23 22 68 ，， 233 ケ ク 24 20 46 ', 

173 ，， J -19 38 26 25 ク 234 ク L-15 66 34 27 ケ

174 ', 0-20 55 51 49 ク 235 ケ M-18 29 23 38 ケ

175 ク P-19 38 34 53 ケ 236 ク L-14 66 58 26 時期不明

176 ，， ク• 44 40 35 ケ 237 ク ，， 40 36 100 縄文

177 ,, P-20 52 48 74 ', 238 ', ，， 58 48 37 ク

178 ク L-16 76 49 52 ，， 239 ，， ク 52 30 30 ク

179 76 H-1 26 24 68 ', 240 ケ ケ 34 28 46 ', 

180 ク ク 23 18 40 ，， 241 ', ，， 48 38 38 ク

181 66 I -20 33 28 76 ', 242 ク ', 38 30 27 ‘’ 
182 ク J -20 40 34 59 ，， 243 ケ L-13 30 24 39 ケ

183 ク ，， 34 30 43 ク 244 ，， ，， 60 34 56 ', 

184 ク ク 31 26 54 時期不明 245 ケ ，， 50 40 43 ク

185 76 J -1 34 33 68 縄文 246 ，， L← 12 30 24 38 ケ

186 ク I -2 37 34 56 ク 247 ，， M-13 48 42 44 ク

187 ，， ク 40 37 38 ', 248 76 0-1 50 38 37 時期不明

188 66 J -18 24 23 43 ，， 249 ク ，， 32 27 16 ，， 

189 ク J -19 33 28 59 ク 250 ク ，， 26 19 18 縄文

190 ク• J -18 34 31 37 ', 251 ', ', 50 34 44 ，， 

191 ，， ，， 30 22 42 ', 252 ク N-2 37 36 21 ク

192 ，， ク 27 25 39 ケ 253 ク N-1 68 64 61 ，， 
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第4章 検出された遺構と遺物

番号 区 グリッド 長径 短径 深さ 備考 番号 区 グリソド 長径 短径 深さ 備考

254 76 N-2 76 34 45 縄文 319 65 L-20 27 25 49 縄文

255 ケ ，， 47 39 36 時期不明 325 75 G-3 38 34 33 古墳～平安

256 ', ケ 32 30 36 縄文 331 ，， F-3 36 34 65 ク

257 66 L-11 35 34 38 ', 332 ，， ，， 42 38 64 ク

258 ク M-11 36 35 53 ケ 334 ，， ク 32 30 46 ケ

259 ク ケ 46 46 28 縄文後期 337 ケ H-2 26 21 20 ，， 

260 ，，， P-12 52 46 69 縄文 340 66 E-19 52 48 59 縄文

261 ク Q-12 50 45 48 ケ 341 76 E-1 44 38 38 ，， 

262 ，， ，， 35 30 61 ク 342 ケ ク 22 20 25 ，， 

263 ケ ケ 63 59 67 ', 343 ，， ', 22 20 35 ，， 

264 76 P-1 65 45 27 ，， 344 ク ケ 32 26 34 ，， 

265 ケ ，， 60 40 34 ク 345 ，， ク 26 18 92 ，， 

266 ', 0-1 30 29 52 ，， 346 ，， ク 36 26 17 ケ

267 ，， ，， 35 29 19 時期不明 347 75 H-2 37 36 34 古墳～平安

268 ヽ ケ 37 34 51 縄文 348 ク ク 14 13 14 ', 

269 ク N-1 52 45 50 ク 349 65 M-20 30 26 31 縄文

270 66 N-15 36 32 47 ケ 350 ', L-20 61 44 20 時期不明

271 ，， M-18 46 22 46 ，， 351 ク9 0-19 106 84 27 ク

272 ', G-17 30 29 36 ，， 352 75 T-1 34 32 60 古墳～平安

273 ，， H-17 32 22 45 ク 353 65 T-20 34 32 64 ，， 

274 ケ ク 49 37 58 ，， 354 ケ ，， 29 23 19 ク

275 ，， G-19 65 55 51 ク 363 ，， S -18 32 30 21 ‘’ 
276 ク ク 25 20 28 ', 371 ク T-20 46 45 19 縄文

277 ヽ ，， 34 32 29 ，， 372 ，， T-19 50 42 22 縄文前期

278 ク9 ケ 32 25 25 ，， 373 ク T-20 67 47 70 縄文

279 ', F-19 63 45 42 ク 374 ク T-19 40 24 19 ', 

280 ，， ', 46 38 132 ，， 375 ', ', 35 30 12 ケ

281 ', ケ 40 38 50 ク 376 ク 4 47 35 11 ク

282 ク ケ 70 61 42 ク 377 ，， ', 45 34 15 ，， 

283 ク• G-20 50 40 29 ク 378 ，， ，， 57 50 16 時期不明

284 ク ク 55 45 58 ク 379 ケ ，， 28 24 14 縄文前期

285 ケ ケ 29 26 36 ，， 380 ', ，， 32 28 22 ', 

286 ', F-20 84 54 57 ，， 381 ク9 ク9 55 28 29 縄文

287 ク ', 74 58 32 ，， 382 ', ', 24 20 17 ，， 

288 ，， ク 120 94 26 ', 383 ク ，， 26 21 14 ク

289 ，， ，， 45 40 30 ケ 384 ケ ケ 24 22 16 ，， 

290 ，， F-18 31 28 58 時期不明 385 76 B-1 30 27 14 ク9

291 ，， H-19 60 35 27 縄文 386 ，，， ，， 37 36 39 ', 

292 76 G~l 27 20 32 ，， 387 ク ', 28 25 18 ク

293 ク ヽ 30 24 25 ク 388 ，， ，， 30 26 22 ', 

294 ケ ，， 28 22 34 ，， 392 66 B-17 14 12 26 ク

295 66 G-20 29 24 61 ク 393 ケ ，， 26 24 26 ク

296 ケ ，， 24 22 35 ，， 394 ', ケ 20 19 22 ク

297 ，， G-16 39 35 43 ク 395 ク ，，， 20 19 11 ク

298 ，， F-19 51 47 49 ', 396 65 S-19 27 26 8 ，， 

299 ク G-18 30 28 45 ク 397 ケ ク 35 33 32 ク

300 ，， ケ 40 35 44 ク• 398 ，， S-18 31 27 46 ，， 

303 ク F-20 66 59 35 ク 399 ，， ', 27 26 15 ', 

304 65 0-20 30 23 13 ，，， 400 ，， ，， 26 20 25 時期不明

305 ，， ', 30 22 11 時期不明 401 ，， T-18 31 27 22 縄文

306 ，， ', 19 18 17 ，， 402 ，， ，， 39 31 18 ', 

307 ク ク 45 27 22 ', 403 ク S-19 40 38 20 ，， 

308 ク ，， 20 19 21 ケ 404 66 A-20 36 35 40 古墳～平安

312 ', L-20 24 20 16 縄文 409 ', B-16 23 11 15 縄文

313 75 M-1 24 18 37 ，，， 410 ケ ', 20 12 20 ', 

314 ', L-1 18 16 48 時期不明 411 ，，， A-17 29 26 20 ', 

315 65 0-19 22 20 20 ク 412 75 R-1 30 29 12 ク

316 76 G-2 32 19 37 縄文 413 ', Q-2 22 20 21 ケ

317 ，， ケ 44 25 48 ，，， 

318 65 M-20 80 70 40 ケ
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第2節縄文時代

ー卜ツ

/

f

J

/

I

 

“゚
161ピソト ーl(l/2) 

くこ □ 

／ 

I 1s2ピットーl

154ピットー］ （1/4) 

I I 1s2ピットー2

I I 259ピットー1

゜
5cm 

10cm 
10cm 

第214図 117 • 152 • 154 • 161 • 259号ピット出土遺物

117号ピッ ト出土土器観察表（第214図 PL 102) 

番1号日口；v:ロごご門、1lt®~台士
深 鉢 ③砂粒を含む

断面三角の：帯：尋よ出：た：ち］原：R：の単節斜縄 1 加曽：E4:

文を横位に施文する。

152号ピ ット 出土土器観察表（第214図 PL 102) 

番号 部位 ①焼成 ②色調③胎土

l 口縁部片 ①良好 ②にぶい赤褐色

深鉢 ③細砂を含む

2 把手 ①良好 ②にぶい橙

深鉢 ③砂を含む

断面三角の：帯：戸）し：の：、；体：の：節：縄文を乱雑＼加曽：E4:. 

に施文する。内面磨き。

環状の把手。 I中期後半

154号ピット出土石器計測表 （第214図 PL 102) 

番号 1敲：昔 種 1_：欠存 1①：］：門雷門：1,：口勺：：：：1|籍色灯岩 材
備 考

161号ピット出土石器計測表（第214図 PL 102) 

番互十一器 種
1 加剥

残存 計測値①長さ ②幅③原さ ④重益 1 石 材

① 2.85② 2.9 ③ 0.6 ④ 2.4 黒耀石

備 考

259号ピット出土土器観察表（第214図 PL 102) 

:l:Iよ贔: 1 三：口を：：ふ：： ）胎土 1 :;[:門：：：：：元：こ［：：え：こしtのち 1 材名：式考
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第4章 検出された遺構と遺物

8 遺構外出土遺物
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第4章 検出された遺構と遺物

遺構外出土土器観察表（第215~220図 P 1102~106) 

番口［長冒
深鉢部

2 胴部片

深 鉢

3 胴部片

深 鉢

4 胴部片

深 鉢

5 胴部片

深 鉢

6 胴部片

深鉢

7 胴部片

深鉢

8 底部

深鉢

9 胴部片

浅鉢

10 底部1/3

深 鉢

11 胴部片

深鉢

12 胴部片

深 鉢

13 口縁部

深 鉢

14 口縁～底

深鉢部

15 胴部片

深 鉢

16 胴部片

深 鉢

17 胴部片

深 鉢

18 口縁部片

深 鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好

②にぶい赤褐色

③石英を含む

①良好 ②にぶい赤褐色

③石英を少量含む

①良好 ②にぶい赤褐色

③石英と 雲母を少量含む

①良好 ②明赤褐色

③石英と 雲母を少景含む

①良好 ②明赤褐色

③石英と雲母を少鍼含む

①良好 ②にぶい赤褐色

③石英と雲母を少最含む

①良好 ②明赤褐色

③少量の雲母を含む

①良好 ②にぶい黄橙

③砂を多贔に含む

①良好 ②橙

③砂を含む

①良好

②にぶい赤褐色

③白色鉱物粒を含む

①良好 ②にぶい橙

③細砂を含む

①良好 ②黒褐色

③絨維、砂を含む

①良好

②にぶい赤褐色

③雲母、白色鉱物粒を含む

①良好 ②にぶい赤褐色

③雲母、白色鉱物粒を含む

①良好

②褐灰色

③砂を含む

①普通 ②暗褐色

③砂を含む

①普通 ②橙

③雲母、砂を含む

①良好

②灰褐色

③砂を含む

19 胴部片 ①良好

深 鉢 1 ②にぶい赤褐

③細砂を含む

20 口縁部片 ①良好 ②にぶい黄橙色

深 鉢 ③砂を含む

21 口縁飾り ①普通 ②赤褐色

深 鉢 ③雲母、砂を含む

22 口縁部片 ①普通 ②にぶい赤褐色

深 鉢 ③砂、少凪の雲母を含む

23 胴部片 ①普通 ②橙

深 鉢 ③砂を含む

24 胴部片 ①やや不良 ②橙

深 鉢 ③繊維、細砂を含む
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器形・文様の特徴等

口径(18.0)cm。乳房状の尖底で、口縁は平口縁を呈する。

R 1状の撚糸文を横位に施文する。関東南西部に展開する大

浦山式土器の特徴を持つ。

R 1条の撚糸文を横位に施文する。 1と同一個体とも考えら

れる。

R 1条の撚糸文を横位に施文する。 1と同一個体とも考えら

れる。

浅い楕円押型文を横位に施文する。

浅い楕円押型文を横位に施文する。4と同一個体か。

浅い楕円押型文を横位に施文する。4と同一個体か。

浅い楕円押型文を横位に施文する。4と同一個体か。

底径11.6cm。底部、胴部ともに無文。やや括れながら立ち上

がる。内、外面になで状の痕跡有り 。

浅鉢の胴張出部。原体LRの単節斜縄文を施文したのち、棒

状工具による沈線で文様を描出する。

底径11.0cm。上げ底を呈する。胴部には原体0段多条RLお

よび 0段多条LRの単節斜縄文を羽状に施文する。底部にも

0段多条LRの単節斜縄文を施文する。

細い隆帯を貼付したのち、棒状工具による刻みを施す。

原体 0段多条RLおよび0段多条LRのループ文を施す。

口縁に 8の字状の突起を貼付する。胴部には原体LRの単節

斜縄文を施文したのち、棒状工具による沈線で渦巻状の文様

を描出する。口縁内側に沈線を l条巡らす。

文様、胎土とも 13に酷似するが、口縁内側の沈線が 2条巡ら

されている。底部には網代痕。

断面三角の隆帯で文様を描出したのち、原体RLの単節斜縄

文を施文する。さらに隆帯に沿ってなそりを施す。棒状工具

による刺突文を施す。

原体RLの単節斜縄文を乱雑に施文したのち、棒状工具によ

る沈線を垂下させる。

撚糸文を縦位に施文したのち、棒状工具による沈線を 2条巡

らす。

口縁はやや内湾し、刻みを付す。波状口縁を呈する。頸部は

括れ、その下部に稜を持つ。口縁部には半歓竹管状工具によ

る沈線を巡らしたのち、斜位の格子文を施す。その下位には

陰刻によってアーチ状の区画をなし、区画内に格子文を充埴

する。括れ部には原体LRの単節斜縄文を施文したのち上下

に細沈線を巡らす。稜の上部には斜位の沈線文を施し、下部

には原体LRとRLの単節斜縄文を羽状に施文する。

棒状工具による沈線を垂下したのち、浅い沈線で綾杉状の文

様を描出する。

原体RLの単節斜縄文を施文したのち、なぞりによって同心

円状の文様を描出する。

橋状の把手。表面には断面三角の隆帯を貼付する。裏面は凹

線で文様を描出する。

棒状工具による沈線を口縁部に巡らす。

原体不明の単節斜縄文を施文したのち、棒状工具による沈線

で文様を描出する。

原体RLの単節斜縄文を乱雑に施文する。

備考

早期初頭

65区N-19

早期初頭

65区N-19

早期初頭

65区N-19

早期初頭

65区N-19

早期初頭

65区N-19

早期初頭

65区N-19

早期初頭

65区0-20

前期前半

65区T-20

中期後半か

65区S-19

関山式

65区S-20

諸磯 b式か

65区R-19

前期前半

65区T-19

堀之内式

76区M-1

堀之内式

76区M-1

後期初頭

66区0-19

中期後半か

66区J-14 

勝坂式

66区S-12

前期末ー中期初頭

66区J-18 

加曽利E3式

曽利式か

66区 I-19 

加曽利 E4式

66区T-15

勝坂式

66区S-12

中期中葉

66区S-12

称名寺 I式

66区P-19

黒浜 （有尾）式

66区M-13



第2節縄文時代

番 号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

25 底部 ①良好 底径8.4cm。底部からはぽ垂直に立ち上がる器形を呈する。 勝坂式

深鉢 ②赤褐色 原体RLの単節斜縄文を施文したのち、棒状工具による山形 66区M-15

③砂を含む の沈線を施す。

26 口縁部片 ①普通 ②にぶい褐色 口唇部は外側にやや肥厚し、内側には稜を持つ。外面は無文 中期中葉

浅 鉢 ③雲母、砂を含む で、内面は磨き 。 66区M-18

27 口縁部片 ①良好 ②にぶい褐色 外面になで状の痕跡。内面は磨き。 後期初頭か

深鉢 ③砂を含む 66区E-17

28 口縁部片 ①普通 波状口縁を呈する。波頂部に瘤状の突起を貼付する。半歓竹 関山 I式

深鉢 ②にぶい黄橙 管状工具によるコンパス文を施したのち、同様のエ具による 66区H-18

③裁維、細砂を含む 山形の沈線を施文する。胴部には直前段合撚Rく［こkおよ

びLくに口を羽状に施文したのち、痛状の突起を貼付する。

29 把手 ①良好 ②にぶい黄橙 橋状を呈する把手。背割 り状に凹みを入れる。下部に細沈線

深鉢か ③砂を含む を施す。 66区H-20

30 胴部片 ①良好 ②にぶい赤褐色 原体LRの単節斜縄文を施文したのち、凹線で文様を描出す 加曽利E4式

深鉢 ③砂を含む る。 66区A-18

31 口縁部片 ①良好 口縁はやや内湾し、口唇部には刻みを付す。原体LRの単節 加曽利B式か

深鉢 ②灰色 斜縄文を施文したのち、棒状工具による沈線で文様を描出す 66区0-13

③細砂を含む る。外面、内面ともていねいな磨き 。

32 胴部片 ①普通 原体 0段多条RLおよび0段多条LRのループ文を羽状に施 関山 I式

深鉢 ②灰黄褐色 文したのち、半戟竹管状工具によるコンパス文を施す。内面 66区M-15

③練維、細砂を含む 磨き。

33 胴部片 ①普通 ②暗灰黄色 原体 0段多条LRおよび0段多条RLを羽状に施文する。 前期前半

深鉢 ③繊維、細砂を含む 66区J-16 

34 口縁部片 ①普通 ②明褐色 刻みのついた隆帯で区画を作り出し、区画内は櫛歯状工具に 勝坂 II式

深鉢 ③砂を含む よる短沈線と波状の沈線を施文する。 66区M-20

35 胴部片 ①普通 ②にぶい赤褐色 棒状工具による沈線で同心円状の文様を描出する。 中期中葉

深鉢 ③砂、少量の雲母を含む 66区K-19

36 胴部片 ①良好 ②にぶい橙 Rの撚糸を縦位に施文したのち、棒状工具による沈線で文様 勝坂式

深鉢 ③砂、小礫を含む を描出する。 66区A-19

37 口縁部片 ①普通 口縁は角頭状を呈し、頂部には竹管状工具による刺突文を施 前期末～中期初頭

深鉢 ②灰黄褐色 す。胴部には沈線で文様を描出したのち、同様の刺突文を施 66区D-19

③砂を含む す。

38 胴部片 ①普通 ②にぶい赤褐色 原体 0段多条RLのループ文を施文したのち、瘤状の突起を 関山 I式

深鉢 ③練維、細砂を含む 貼付する。内面は磨き。 66区A-20

39 胴部片 ①普通 ②橙 原体 0段多条RLの単節斜縄文を横位に施文する。 関山式

深鉢 ③裁維、砂を含む 66区G-14

40 胴部片 ①普通 ②にぶい橙 原体 0段多条LRのループ文を施文する。 関山 I式

深鉢 ③殺維、細砂を含む 66区M-15

41 胴部片 ①良好 ②にぶい橙 Rの撚糸を縦位に施文し、棒状工具による沈線を施す。 勝坂式

深鉢 ③砂、少量の雲母を含む 66区0-20

42 胴部片 ①良好 ②にぶい橙 Rの撚糸を縦位に施文したのち、棒状工具による沈線で文様 勝坂式

深鉢 ③砂、少量の雲母を含む を描出する。 66区A-20

43 口縁部片 ①良好 ②にぶい橙 口縁部には波状の突起。半歓竹管状工具による沈線を施した 関山 I式

深鉢 ③練維、細砂を含む のち、瘤状の突起を貼付し、刻みを付す。 66区A-20

44 胴部片 ①良好 ②にぶい褐色 Rの撚糸を縦位に施文したのち、棒状工具による沈線を横位 勝坂式

深鉢 ③細砂を含む に施す。 66区A-18

45 胴部片 ①普通 ②にぶい褐色 棒状工具による沈線でA型の文様を描出する。 後期前半か

深鉢 ③細砂を含む 66区C-19

46 口縁部片 ①良好 ②にぶい褐色 口縁はやや内湾し、内側に肥厚する。胴部には原体LRの単 加曽利E4式

深鉢 ③少贔の砂を含む 節斜縄文を施文したのち、棒状工具による刺突文を 2列施す。 66区Q-11

47 口縁部片 ①良好 平口縁で内側にわずかに肥厚する。細い隆帯と棒状工具によ 後期 （堀之内式か）

深鉢 ②にぶい橙 る沈線で文様を描出したのち、針状のエ具による刺突文を施 66区Q-11

③細砂を含む 文する。

48 胴部片 ①良好 ②にぶい橙 原体LRの単節斜縄文を施文したのち、半戟竹管状工具によ 諸磯 b式

深鉢 ③細砂、小礫を含む る沈線を、横位、斜位に施文する。内面磨き。 66区H-18

49 口縁部片 ①良好 口縁に半歓竹管状工具による刻みを付した突起を貼付する。 関山 I式

深鉢 ②橙 胴部には半裁竹管状工具よる沈線と刺突文を施 したのち、瘤 66区A-17

③萩維、細砂を含む 状の突起を貼付する。

50 胴部片 ①良好 ②灰褐色 原体不明の撚糸を縦位に施文する。 加曽利E3式

深鉢 ③雲母、砂を含む 66区B~18
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第 4章 検出された遺構と遺物

番号 部 位

51 胴部片

浅 鉢

52 胴部片

深 鉢

53 口縁部突

深鉢か 起

54 口縁部片

深鉢

55 把手

深鉢

56 胴部片

深鉢

57 口縁部片

深鉢

58 胴部片

深鉢

59 底部

深鉢

60 胴部片

深 鉢

61 I口縁部片

深 鉢

62 胴部片

深 鉢

63 胴部片

浅鉢か

64 胴部片

浅鉢か

65 胴部片

深 鉢

66 口縁～胴

深鉢部

67 

深 鉢

68 

深 鉢

69 

深 鉢

70 

深 鉢

71 

深 鉢

72 

深 鉢

73 

深 鉢

74 

深 鉢

75 

深 鉢
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胴部片

胴部片

口縁部片

胴部片

口縁部片

口縁部片

口縁部片

口縁部片

口縁部片

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②褐色

③砂を含む

①良好 ②にぶい黄橙

③砂を含む

①普通 ②にぶい黄橙

③砂を含む

①普通 ②にふい黄橙

③繊維、細砂を含む

①良好 ②にぶい赤褐色

③砂を含む

①良好 ②橙

③砂を含む

①良好

②にぶい橙

③砂を含む

①良好 ②褐灰色

③白色鉱物粒を含む

①良好 ②黒褐色

③白色鉱物粒を含む

①ゃゃ不良

②にぶい赤褐色

③練維、砂を含む

①良好

②灰黄褐色

③殺維、細砂を含む

①良好 ②赤褐色

③砂を含む

①良好 ②にぶい褐色

③砂を含む

①良好 ②にぶい橙

③砂を含む

①良好 ②橙

③砂を含む

①普通

②橙

③練維、細砂を含む

①普通 ②にぶい橙

③砂を含む

①良好 ②褐灰色

③砂を多贔に含む

①良好

②にぶい赤褐色

③砂、少祉の石英を含む

①普通 ②にぶい橙

③砂を含む

①普通

②灰褐色

③砂、少誠の石英を含む

①やや不良 ②赤褐色

③繊維、細砂を含む

①普通 ②明赤褐色

③砂を含む

①普通

②橙

③緻維、細砂を含む

①普通

②にぶい黄褐色

③練維、細砂を含む

器形・文様の特徴等 備考

胴部が張り、稜を持つ。棒状工具による沈線で文様を描出し 称名寺 I式か

たのち、原体RLの単節斜縄文を充埴する。 66区N-16

原体RLの単節斜縄文を施文したのち、竹管状工具による刺 諸磯 a式か

突文を施文する。 66区A-19

T字型の中央上部に棒状工具による刺突文を施し、そこから 一

背割り状の隆帯を垂下させる。頂部にも棒状工具による刺突。 66区H-20

波状口縁の頂部付近と思われる。頂部は平坦なつまみ状を呈 関山 I式

す。口唇部には半歓竹管状工具による刺突文を施す。 66区A-18

橋状の把手か。 1つの面に原体LRの単節斜縄文を施文する。 中期後半か

原体LRの単節斜縄文を施文したのち、棒状工具による沈線

で文様を描出する。

断面半円の隆帯を巡らせ、文様を描出する。その隆帯に棒状

工具による刻みと、刺突文を施す。胴部には沈線で文様を描

66区表採

後期前半

66区表採

後期

67区西側谷地トレ

出したのち、原体LRの単節斜縄文を充填する。 ンチ

外面はていねいな磨き 。細沈線と小刺突文で文様を描出する。 後期

胴の下部が張る器形。

底径8.4cm。底面に網代痕。底部から緩く開いて立ち上がる

器形を呈する。焼成、胎土が58に似る。

原体不明のループ文と原体 0段多条LRおよび0段多条RL

の羽状縄文を施文したのち、半歓竹管状工具によるコンパス

文を施文する。

口唇部には刻みを付す。半歓竹管状工具による沈線で文様を

描出したのち、竹管状工具による刺突文と瘤状突起を施す。

胴部には原体 0段多条RLおよび0段多条LRのループ文を

羽状に施文する。

75区P-3

後期

75区P-3

関山式

75区表採

関山 I式

75区R-2

表面はていねいな磨き 。棒状工具による沈線で文様を描出す 後期

る。 75区H-3

細い隆帯を貼付して文様を描出したのち、刻みを付す。 諸磯式

75区表採

細い隆帯を貼付して文様を描出したのち、刻みを付す。 諸磯式

75区表採

半戟竹管状工具による爪形文と沈線で文様を描出する。 中期

75区Q-1

口縁は平口縁で波状の突起を貼付する。原体 0段多条RLお 関山 I式

よび 0段多条LRのループ文を施文したのち、f奉状の貼付文 76区A-1

と痛状の突起を貼付する。

キャリパー型の器形を呈する。原体LRの単節斜縄文を乱雑

に施文したのち、棒状工具による細い沈線を垂下させる。

原体LRの単節斜縄文を施文したのち、蕨手状の凹線を施す。

口縁は台形様を呈する。口唇部に原体LRの単節斜縄文を施

文し、棒状工具で刻みを付す。胴部は棒状工具による沈線て

文様を描出したのち、原体LRの単節斜縄文を充填する。内

面は磨き。

原体RLの単節斜縄文を施文したのち、棒状工具による細沈

線を垂下させる。67と同一個体か。

波状口縁を呈する。断面三角の隆帯で口縁部を区画し、凹線

と沈線で文様を描出する。胴部は櫛歯状工具による沈線を施

文したのち、断面台形の低い隆帯を貼付する。

原体RLの単節斜縄文を横位に施文する。

波状口縁を呈する。棒状工具による沈線で楕円形、渦巻状の

文様を描出する。

波状口縁を呈する。また口縁には波状の突起を作り出す。頸

部には櫛歯状工具による沈線で文様を描出したのち、原体直

前段合撚L-LR-RR・LLを横位に施文する。

半歓竹管状工具と棒状工具による沈線で文様を描出したのち、

瘤状の貼付文を施す。下位には原体0段多条LRの単節斜縄

文を横位に施文する。

加曽利E4式

76区0-1

加曽利E4式

76区F-1

称名寺 I式期

搬入品か

76区0-1

加曽利E4式

76区0-1

加曽利E3式

76区D←2

前期前半

76区A-1

中期中葉か

76区L-1

関山式

76区P-1

前期前半（有尾式

か）

76区J-1 



第2節縄文時代

番号 部位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等 備考

76 口縁部片 ①良好 ②明赤褐色 波状口縁を呈する。有刻隆帯と沈線で文様を描出する。口縁 後期か

浅鉢か ③砂を含む 内側にも円形の文様を作 り出す。 内、外面磨き。 76区M-1

77 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 原体Rの撚糸を施文したのち、平行する隆帯を垂下。低い隆 勝坂11式か

深鉢 ③石英を含む 帯で文様を描出する。 66区R-20

78 口縁部片 ①良好 ②明赤褐色 波状口縁を呈する。口唇部は内側に肥厚する。棒状工具によ 加曽利 E4式

深鉢 ③砂、少益の石英を含む る沈線で渦巻状の文様を描出する。 76区H-1

79 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 半戟竹管状工具による爪形文を付した隆帯と同様のエ具によ 勝坂式

浅 鉢 ③砂を含む る沈線で文様を描出する。 76区E-2

80 胴部片 ①良好 ②赤褐色 半歓竹管状工具による沈線と箆状工具で格子文を斜位に施文 前期末～中期初頭

深鉢 ③白色鉱物粒を含む する。 76区E-2

81 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 口縁部は断面三角形の隆帯で区画し、区画内に短沈線を施文 勝坂式

深鉢 ③砂粒を含む する。 75区H-3

82 口縁～底 ①良好 口径10.2cm、底径 5cm、器高12.2cm。口縁部に有刻沈線を 1 中期後半

小型深鉢 部 ②明赤褐色 条巡らす。胴部は原体RLの単節斜縄文を縦位に施文したの 66区H-19

③砂、小礫を含む ち、棒状工具による沈線を垂下させる。

83 胴部片 ①普通 ②にぶい黄褐色 底部に近い胴部片。内面に有機物の炭化物付着。外面は無文 中期後半か

深鉢 ③砂粒を含む で磨き。 75区G-3

84 完存 ①良好 ②にぶい黄橙 長径6.8cm、短径3.7cm、中心に径 3mmの孔が貰通する。表面 後期前半か

土製品 ③細砂粒を含む には沈線で文様を描出する。土笛と思われる。 65区T-18

85 胴上位～ ①普通 断面台形の突帯がめぐり、この突帯上に縄文の端部の圧痕文 黒浜式か

深鉢 胴下位 ②黒褐色 を施文する。胴部は原体0段多条RLの単節斜縄文と 0段多 66区M-13

③繊維を含む 条LRの単節斜縄文を羽状に施文する。器形は直線的で胴上 屋外埋甕と思われ

部が開く 。 る。

86 ほぼ完存 ①良好 ②黒褐色 径2.8cm。中央に径 2mmの孔が貫通する。表面はよく磨き上 一

土製品 ③砂粒を含む げられる。土玉。 66区L-19
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遺構外出土石器計測表

打製石斧 （第221~226図 PL 107~109) 

番号 残 存 計測値 ①長さ②幅 ③厚さ④重品

I 基部一部欠 ①(14 3)② (6.8)③ （3.05)④ 324.9 

2 1/2 ①(11. 8)② (7.3)③ (2.6)④ 316.0 

3 刃部欠 ①(12. 9)② (4.6)③ (2.1)④ 136.5 

4 完 ① 12.5 ② 5.3 ③ l. 6 ④ 118.5 

5 完 ① 12. l ② 4. 7 ③ 2.5 ④ 146. 2 

6 一部欠 ①(10.0)② (4. 6)③ (2.1)④ 125.0 

7 I /2 ① (7. 7)② (4 9)③(l.4)④ 58.6 

8 基部欠 ① (7.9)② （5. 5)③ （l. 6)④ 87.4 ， 刃部欠 ① (8.9)② （5. 4)③ （2.6)④ 131. 4 

10 一部欠 ① (9 7)② (4.85)③ (2.4)④ 126.6 

11 完 ① 9.1 ② 4. 4 ③ l. 7 ④ 76.3 

12 刃部欠 ①(10.4)② (4. 5)③ (2.3)④ 126. l 

13 刃部欠 ① (9.5)② （5.0)③ （2.5)④ 159. 7 

14 刃部欠 ① (8.9)② （5.0)③ 2.1 ④ 93.2 

15 基部欠 ① (6.8)② （4. 7)③ （2.3)④ 77.2 

16 刃部欠 ① (8.0)② （4.5)③ （2.3)④ 84.1 

17 1/2 ① (6.8)② （4.8)③ (2. 7)④ 87. 7 

18 I /2 ① (6.9)② (4. 5)③(1. 3)④ 57.5 

19 一部欠 ① (7.55)② (4 l)③(l. 7)④ 55.2 

20 完 ① 8.2 ② 3.4 ③ 1. 3 ④ 43. 7 

21 基部欠 ① (7.0)② （4.4)③ （l. 4)④ 45.6 

22 碁部欠 ① (6.8)② （4. 5)③ （1. 3)④ 53.6 

23 刃部片 ① (5.2)② （4.6)③ （2.6)④ 70 8 

24 基部欠 ① (5 4)② （4.0)③ （l. 6)④ 44. I 

25 1 / 2 ① (5.9)② （3.9)③ （1. 7)④ 39.4 

26 一部欠 ① (6.5)② （3. 5)③ （1. 5)④ 35.4 

27 完 ① 13.8 ② 6.5 ③ 3.1 ④ 297.6 

28 完 ① 14. 5 ② 5. 9 ③ 2.0 ④ 167.2 

29 刃部欠 ①(13.6)② (6.8)③ (2.1)④ 290 6 

30 一部欠 ①(13.4)② (6.4)③ (2. 7)④ 295.4 

31 完 ① ]2.2 ② 4. 4 ③ I. 9 ④ 92.9 

32 完 ① 11.4 ② 5.6 ③ 1. 7 ④ 121. 9 

33 刃部欠 ①(11.4)② (5.3)③ (2.0)④ 135.8 

34 基部欠 ① (7.0)② （5.8)③ （2.2)④ 90.6 

35 刃部欠 ① (8.5)② （6.0)③ （2.1)④ 146. 6 

36 一部欠 ① (8. 7)② （5.8)③ （3.2)④ 150.6 

37 完 ① 9.2 ② 6.3 ③ 2.1 ④ 111.8 

38 一部欠 ① (8.9)② （6.4)③ （2.0)④ 115.6 

39 一部欠 ① (9.6)② （5.6)③ （2.3)④ 136.0 

40 刃部欠 ① (8.9)② （5.1)③ （1.8)④ 107.2 

41 完 ① 7.6 ② 4. 7 ③ l. 4 ④ 66. 7 

42 完 ① 9.2 ② 4.4 ③ 1. 3 ④ 58.6 

43 一部欠 ① (9.1)② （4.3)③ （l. 4)④ 57.0 

44 完 ① 10.0 ② 4.3 ③ 1.8 ④ 75.5 

45 完 ① 11. 3 ② 4.8 ③ l. 5 ④ 68. 9 

46 完 ① 9.9 ② 3. 7 ③ l. 7 ④ 65.1 

47 完 ① 9.3 ② 4.3 ③ 1.8 ④ 79.8 

48 完 ① 7.9 ② 3.9 ③ 1.8 ④ 64. 7 

49 完 ① 8.0 ② 4.3 ③ 2.4 ④ 87.8 

50 刃部欠 ① (8.6)② （4.2)③ （2.1)④ 80.4 

51 完 ① 8.0 ② 4. l ③ 2.0 ④ 68.2 

52 完か ① 7.5 ② 4.6 ③ 1.3 ④ 38.9 

53 完 ① 6.8 ② 4.5 ③ 1.4 ④ 68.3 

54 基部欠 ① (6.6)② （4.6)③ （1.8)④ 48.4 

55 完 ① 6.5 ② 4. l ③ l. 75④ 51 3 

56 基部欠 ① (4. 7)② （3.8)③ （1.4)④ 30.4 

57 完 ① 11 5 ② 7.8 ③ 3.5 ④ 284.6 

58 完 ① 7.4 ② 11. 0 ③ I. 6 ④ 141.0 

59 完 ① 11. l ② 6.5 ③ l. 7 ④ 133. l 
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粗粒輝石安山岩 66区J-18 

粗粒輝石安山岩 66区L-20

粗粒輝石安山岩 66区H-20

黒色頁岩 66区T-12

熙色頁岩 66区L-20

細粒輝石安l」I岩 66区L-18

黒色頁岩 66区表採

粗粒輝石安山岩 66区表採

黒色頁岩 76区P-1

粗粒輝石安山岩 66区表採

粗粒輝石安山岩 66区表採

粗粒輝石安山岩 66区表採

粗粒輝石安山岩 66区表採

黒色頁岩 66区表採

細粒輝石安山岩 76区D-2

黒色頁岩 66区N-19

黒色頁岩 66区表採

粗粒輝石安山岩 66区L-20

黒色頁岩 75区G-3

細粒輝石安山岩 66区表採

粗粒輝石安lJ」岩 75区G-3

黒色頁岩 75区Q-2

黒色頁岩 66区表採

細粒輝石安ill岩 66区表採

黒色頁岩 65区S-19

黒色頁岩 75区H-4

粗粒輝石安山岩 66区0-19

粗粒輝石安山岩 66区表採

粗粒輝石安山岩 75区P-2

粗粒輝石安ill岩 75区G-3

黒色頁岩 66区N-15

ホルンフェルス 76区N-1

粗粒輝石安山岩 76区P-1

細粒輝石安山岩 75区G-3

黒色頁岩 76区P-1

粗粒輝石安山岩 65区表採

黒色頁岩 66区J-18 

黒色頁岩 65区T-17

黒色頁岩 66区L-15

細粒輝石安山岩 76区N-1

粗粒輝石安山岩 75区G-2

細粒輝石安山岩 66区J-20 

根粒輝石安山岩 66区表採

粗粒輝石安山岩 66区0-20

ホルンフェルス 66区表採

細粒輝石安山岩 66区L-19

黒色頁岩 66区L-17

粗粒輝石安山岩 66区A-18

黒色頁岩 76区D-2

黒色頁岩 66区表採

黒色頁岩 66区Q-17

黒色頁岩 66区 I-17 

黒色頁岩 66区H-15

黒色頁岩 66区表採

黒色頁岩 66区表採

硬質泥岩 65区表採

黒色頁岩 66区P-19

黒色頁岩 75区H-3

細粒輝石安山岩 66区表採



第2節縄文時代

番号 残 存 計測値①長さ②幅③厚さ④重量 石 材 出土位置 備 考

60 一部欠 ①(12.0)② （7 7)③ (2.2)④ 217.2 細粒輝石安山岩 66区P-15

61 完 ① 10.9 ② 6.4 ③l. 3 ④ 88.0 黒色頁岩 76区L-l

62 1 / 2 ①(10.0)②(10.3)③ (2.2)④ 290. 9 灰色安山岩 75区T-1

63 1 / 2 ① (9 3)② （8.0)③ （3.1)④ 263. l 粗粒輝石安山岩 66区S-13

64 基部欠 ① (8.4)② （7.4)③ （2.3)④ 144.0 黒色頁岩 66区N-19

65 1 / 2 ① (8.0)② （7.0)③ （2.0)④ 124.6 黒色頁岩 65区S-18

66 一部欠 ①(11 3)② (8 3)③ （1.8)④ 206.9 灰色安山岩 66区L-20

67 2/3 ① (7.8)② （7.4)③ （1.8)④ 98.3 珪質頁岩 67区A-14

68 基部欠 ① (7. 5)② （6.0)③ （2.4)④ 114.2 黒色頁岩 66区N-19

69 1 / 2 ① (7 6)② （6 3)③ （1.9)④ 74.8 細粒輝石安山岩 76区D-2

70 一部欠 ① (7. 7)② （6.4)③ （1.8)④ 88. l 細粒輝石安山岩 66区表採

71 1 / 2 ① (6.1)② （5. 9)③ （1.2)④ 57.6 灰色安山岩 66区K-18

箆状石器（第227、228図 P L 109) 

番号 残 存 計測値①長さ②幅③厚さ④重屈 石 材 出土位置 備 考

l 完 ① 10.4 ② 5. 2 ③ 2.5 ④ 130. 5 黒色頁岩 66区表採

2 完 ① 8.5 ② 6.0 ③ 1. 6 ④ 74.2 細粒輝石安山岩 65区T-19

3 完 ① 8 1 ② 5.2 ③ 2.6 ④ 108.2 黒色頁岩 75区G-4

4 完 ① 8.1 ② 4.9 ③ 2.0 ④ 80.5 黒色頁岩 66区 0~16

5 完 ① 7.9 ② 5.2 ③ 2.3 ④ 89.9 黒色頁岩 76区N-1

6 完 ① 7.4 ② 5.1 ③ l. 9 ④ 84.9 黒色頁岩 66区H-18

7 完 ① 6.3 ② 3.8 ③ 2.7 ④ 68.3 細粒輝石安山岩 76区K-1

8 完 ① 7.3 ② 3.4 ③ 2.3 ④ 59. 7 黒色頁岩 66区表採， 完 ① 7.2 ② 4.3 ③I. 6 ④ 56.5 黒色頁岩 66区S-14

10 完 ① 7.0 ② 4.8 ③ 1.8 ④ 54. 7 黒色頁岩 66区表採

11 完 ① 7.2 ② 4.5 ③1.8 ④ 58.3 黒色頁岩 66区N-18

12 完 ① 8.3 ② 4.1 ③ 1.8 ④ 60.9 黒色頁岩 66区表採

13 完 ① 6.8 ② 4.6 ③l. 4 ④ 46.0 里色頁岩 76区P-1

14 一部欠 ① (5.9)② （3.4)③ （1.3)④ 28.4 黒色頁岩 66区0-16

15 完 ① 6.6 ② 3.8 ③l. 6 ① 45. 7 黒色頁岩 66区G-17

l6 1 / 2 ① (6.3)② （4. 5)③ （2.2)④ 64.8 黒色頁岩 75区H-3

17 完 ① 6. 7 ② 4.6 ③l. 7 ④ 49. 7 黒色頁岩 66区 I-13 

スクレイパー（第229~232図 P LllO) 

番号 残 存 計測値①長さ②幅③原さ④重最 石 材 出土位置 備 考

l 完 ① 11. 4 ② 5.5 ③ 2.0 ④ 89. 7 細粒輝石安山岩 66区表採

2 完 ① 10.0 ② 5.9 ③ 2.0 ④ 94.9 黒色頁岩 66区表採

3 一部欠 ① (8.8)② （4.5)③ （0 9)④ 34.9 黒色頁岩 66区表採

4 完 ① 10.0 ② 3.8 ③ 1. 4 ④ 57.0 黒色頁岩 66区表採

5 完 ① 8.5 ② 6.0 ③ l 5 ④ 74.1 粗粒樺石安山岩 75区F-3

6 完 ① 7.8 ② 6. 7 ③1.4 ④ 66.4 細粒輝石安山岩 66区表採

7 完 ① 7.9 ② 7.2 ③ 1.5 ④ 53 9 黒色頁岩 66区M-13

8 完 ① 6.9 ② 5. 7 ③l. 6 ④ 56.6 黒色頁岩 76区B-1， 完 ① 6.3 ② 4.5 ③ I. 3 ④ 35.9 黒色頁岩 76区A-1

10 完 ① 6.8 ② 4.6 ③ I. 2 ④ 39.0 黒色頁岩 66区表採

II 完 ① 6.8 ② 4.9 ③ I. 7 ④ 51.9 黒色頁岩 66区N-13

12 完 ① 7 4 ② 5.0 ③I. 4 ④ 50. 7 黒色頁岩 76区P-1

13 完 ① 6.8 ② 5.8 ③I. 2 ④ 42.4 黒色頁岩 66区A-17

14 完 ① 5 8 ② 4.5 ③1. 5 ④ 36. 7 黒色頁岩 76区B-1

15 はぽ完 ① 5.5 ② 4.2 ③ 1.0 ④ 26.3 黒色頁岩 表採

16 完 ① 7.8 ② 3.6 ③ 1.1 ④ 26.2 黒色頁岩 66区K-19

17 完 ① 5.5 ② 3.9 ③ l 0 ④ 25. l 黒色頁岩 66区S-15 

18 完 ① 5.8 ② 4.4 ③ l. 4 ④ 34. 9 黒色頁岩 66区 I-17 

19 完 ① 6.5 ② 3.6 ③ 1.4 ④ 29.4 黒色頁岩 66区J-19 

20 完 ① 5.9 ② 3. 7 ③ 0. 7 ④ 16.2 黒色頁岩 66区S-19

21 完 ① 5.5 ② 4.3 ③1. 2 ④ 21. l 黒色頁岩 66区M-13

22 一部欠 ① 4 1 ② 4.0 ③1. 4 ④ 20. l 黒色頁岩 66区表採

23 1/2 ① (4.2)② （3.3)③ （0.5)④ 7. 7 黒色頁岩 66区M~l4

24 完 ① 5. 7 ② 8.8 ③ 1.8 ④ 86.3 黒色頁岩 66区M-20

25 完 ① 5.2 ② 9.5 ③l. 5 ④ 48. 7 黒色頁岩 76区L-1

26 完 ① 6.0 ② 7.3 ③l. 3 ④ 79. 7 細粒輝石安山岩 76区D-2
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第 4章 検出された遺構と遺物

番号 残 存 計測値①長さ②幅③厚さ④重量 石 材 出土位置 備 考

27 完 ① 7. 7 ② 6.6 ③ 2.4 ④ 79. l 黒色頁岩 66区M-18

28 完 ① 4 6 ② 8.6 ③1.4 ④ 58.6 黒色頁岩 76区B-1

29 完 ① 5. 9 ② 9.4 ③I. 9 ④ 49. 7 黒色頁岩 76区A-1

30 完 ① 5.0 ② 7. 7 ③1.1 ④ 48.9 黒色頁岩 66区G-17

31 完 ① 6.1 ② 8 3 ③ l 3 ④ 52. 9 頁岩 76区 I-2 

32 完 ① 4.5 ② 6.6 ③1.0 ④ 23.8 黒色頁岩 66区S-20 

33 完 ① 5.1 ② 6.1 ③ 1.1 ④ 30.4 黒色頁岩 76区M-1

34 完 ① 4.0 ② 5. 9 ③ 0.9 ④ 22.9 灰色安山岩 66区表採

35 完 ① 3.9 ② 7.05③1.0 ④ 24.8 黒色頁岩 66区Q-15

36 完 ① 4.9 ② 7.3 ③ 1. 6 ④ 36.3 黒色頁岩 66区表採

37 完 ① 4 5 ② 3.8 ③ 0.9 ④ 6.5 硬質頁岩 66区A-20

38 1 / 3 ① (2、3)② （2.3)③ （0.6)④ 2.8 黒耀石 66区S-17

39 完 ① 2. 7 ② 2.2 ③ 0. 7 ④ 4.1 黒耀石 76区0-2

40 完 ① 2.2 ② 1.9 ③ 0.8 ④ 2.1 黒耀石 66区L-19

石匙（第233、234図 P LllO) 

番号 残 存 計測値①長さ②幅③厚さ④厘益 石 材 出土位置 備 考

l 完 ① 2.8 ② 5.2 ③ 1. 2 ④ 14. 2 黒色安山岩 65区T-19

2 完 ① 3 6 ② 5.3 ③ 0. 7 ④ 12.9 黒色頁岩 66区A-20

3 完 ① 3.1 ② 5.2 ③ 0. 7 ④ 9. 7 黒色頁岩 66区表採

4 完 ① 3.5 ② 6.4 ③ 0.9 ④ 13.2 黒色頁岩 76区表採

5 一部欠 ① (3.5)② （4.9)③ （0. 7)④ 9.5 赤碧玉 66区L-15

6 一部欠 ① (2.3)② （4.4)③ （l. 2)④ 11. 9 黒色頁岩 76区M-1

7 完 ① 2.2 ②1.0 ③ 0.4 ④ 0. 7 黒耀石 65区表採

8 完 ① 3.9 ② 4.4 ③ 0.6 ④ 8.2 黒色頁岩 66区表採， 完 ① 4.8 ② 6 7 ③ 0.6 ④ 15.3 黒色頁岩 76区N-1

10 未製品 ① 5.5 ② 5.4 ③ 1.0 ④ 15. 2 黒色頁岩 66区M-13

11 未製品 ① 5.5 ② 6.2 ③ 1.8 ④ 31.5 黒色頁岩 66区G-17

12 完 ① 5.1 ② 6.3 ③ 0.9 ④ 21. 4 黒色頁岩 66区A-20

13 一部欠 ① (7. 7)② （4.2)③ （1.7)④ 35.0 黒色頁岩 75区G-3

14 完 ① 5. 7 ② 3.0 ③ 1.0 ④ 16. 5 黒色頁岩 66区L-17

15 完 ① 6.0 ② 3.0 ③ 0. 7 ④ 10.3 黒色頁岩 66区K-13

16 完 ① 7.3 ② 4. 5 ③ 0.8 ④ 22. 7 黒色頁岩 66区M~lS

17 完 ① 6.6 ② 8.4 ③ 1. 5 ④ 45.0 黒色頁岩 76区A-1

石鏃（第235~238図 PLlll、112)

番号 残 存 計測値 ①長さ②幅 ③厚さ④重贔 石 材 出土位置 備 考

1 基部欠 ①(1. 2)② （0. 9)③ （0.3)④ 0.4 黒耀石 66区G-16

2 基部欠 ① (1. 7)② （1.2)③ （0.3)④ 0.4 黒耀石 66区表採

3 基部欠 ①(1.8)② （1. 5)③ （0.3)④ 0.4 黒耀石 66区H-14

4 先端部欠 ①(1. 4)②(1.5)③ (0.25)④ 0.6 黒耀石 66区 I-17 

5 1 /2 ① (2.1)② （1.1)③ （0.5)④ 0.8 黒耀石 66区J-18 

6 基部欠 ①(1. 85)②(1.4)③ （0.45)④ 0. 7 黒耀石 66区K-18

7 基部欠 ① (2.0)② （1.3)③ （0.4)④ 0.8 黒耀石 66区 I-20 

8 基部欠 ① (2.3)② （l. 5)③ （0.5)④ 1. 2 チャート 66区N-13， 基部欠 ①(l. 5)② （2.1)③ （0.4)④ 0.9 黒色頁岩 66区T-17

10 先端部欠 ① (2. 7)② （2. 7)③ （0.5)④ 1.3 黒色頁岩 66区表採

ll 基部欠 ①(1.8)② （l 4)③ (0.55)④ 1.4 黒色安山岩 66区0-16

12 基部、先端部欠 ①(1.1)② （l l)③ (0.45)④ 1.3 黒耀石 66区表採

13 基部欠 ①(1.8)② （l. 95)③ (0.4)④ 1.6 黒色安山岩 66区表採

14 完か ① l. 7 ②l. 2 ③ 0.4 ④ 0.9 黒耀石 66区T-11

15 先端部欠 ① (2.0)② （1.7)③ （0 5)④ 1.1 黒耀石 66区G-15

16 未製品 ① 2.0 ② I. 4 ③ 0.5 ④ 1.2 黒耀石 66区H-20

17 未製品 ① 2.0 ② 1.5 ③ 0.4 ④ l. 2 黒耀石 66区表採

18 一部欠 ① (2. 5)② （1. 4)③ (0.8)④ 2.4 黒耀石 66区M-15

19 未製品 ① 2.1 ② l. 9 ③ 0.4 ④ l. 7 黒耀石 66区L-17

20 基部、先端部欠 ① (2.05)② (2.2)③ （0. 75)④ 3.3 チャート 66区0-15

21 先端部欠 ① (2.2)② （2.3)③ （0.4)④ 1. 3 黒色頁岩 66区L-17

22 未製品 ① 2.5 ②l. 6 ③ 0.4 ④ 1.8 粗粒輝石安山岩 66区表採

23 ほぼ完 ① 2.6 ② 1. 5 ③ 0.6 ④ l. 5 チャート 66区B-20
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第2節縄文時代

番号 残 存 計測値①長さ②幅③厚さ④菫益 石 材 出士位置 備 考

24 未製品 ① 2.4 ② 1. 65③ 0.65④ 1.35 チャート 66区G-14

25 ほぽ完 ① 2.4 ② l 7 ③ 0.5 ④ l 5 黒色頁岩 66区K-20

26 完 ① 2.9 ②1.8 ③ 0.5 ④ I. 6 黒耀石 66区G-17

27 未製品 ① 2.9 ②1.85③ 0. 95④ 4.5 黒色頁岩 66区G-17

28 先端部欠 ① (2.55)② (2.15)③ (0.85)④ 4.2 チャート 66区H-16

29 先端部欠 ① (3.15)② (2.35)③ (0.65)④ 3.8 黒耀石 66区M-14

30 完 ① 3.55② 2.1 ③ 0.8 ④ 4.3 黒耀石 66区0-13

3l 先端部欠 ① (3.05)② (2.3)③ （0.8)④ 5 8 珪質頁岩 66区表採

32 完 ① 2.0 ②1.6 ③ 0.3 ④ 0.4 チャ ー ト 65区L~20 

33 基部欠 ① (2.1)② （1.4)③ （0.4)④ 0. 7 黒耀石 65区N-19

34 碁部欠 ① (2.0)② （l. 2)③ （0.3)④ 0.5 チャート 65区S-18

35 基部、先端部欠 ①(l. 5)② （l. 2)③ （0.8)④ 1.1 黒耀石 75区表採

36 碁部欠 ①(1. 5)② （l. 3)③ (0.3)④ 0.4 黒耀石 75区表採

37 先端部欠 ①(1.3)② （1.1)③ （0.3)④ 0.3 黒耀石 75区G-3

38 基部、先端部欠 ① (2.0)② （0.3)③ （0.4)④ 0.6 黒耀石 75区H-3

39 はぼ完 ① 1.6 ② 1.1 ③ 0.3 ④ 0.6 黒耀石 76区B-1

40 碁部欠 ①(1.65)②(1.1)③ （0.25)④ 0.3 黒耀石 76区C-2

41 先端部、基部欠 ①(l. 5)② （l. 6)③ （0.5)④ 1.3 黒耀石 76区B-1

42 完 ① 1.9 ② l. 9 ③ 0.45④ 1.1 黒耀石 76区L-1

43 基部欠 ① (2.5)② （1.9)③ （0.45)④ 1.2 黒耀石 75区F-3

44 先端部欠 ① 2.3 ② 2.0 ③ 0.4 ④ 2.1 チャート 67区西谷

45 先端部欠 ① (2.4)② （1.6)③ （0.8)④ 2.6 黒耀石 75区Q-1

46 完 ① 2.6 ② 1.6 ③ 0.5 ④ 1.3 チャート 76区0-1

47 基部欠 ① (2.5)② （1.8)③ （0.5)④ I. I チャート 75区表採

48 完 ① 1. 9 ②1.5 ③ 0.4 ④ 0. 7 チャート 76区N-1

49 基部、先端部欠 ① (2.6)② （1.6)③ （0.4)④ 1.0 黒耀石 75区S-2

ピエスエスキーユ（第239図 P Lll2) 

番号 I 残 存 I 計測値①長さ②幅③庫さ④重鼠

1 I完

石材

① 3.3 ② 3.1 ③ 1.1 ④ 11.6 Iチャー ト

出土位置

65区S-18

備 考

石核 （第240図 PL 112) 

番号 I 残 存 I 計測値①長さ②幅③厚さ④璽絨 石 材 出土位置 備 考

① 5.0 ② 1.8 ③ 1.3 ④ 10.8 黒耀石 65区R-19

2 3 
① 1.8 ② 2.35③ l. 4 ④ 6.0 黒耀石 76区D-2

① 6.4 ② 3.8 ③ 1.85④ 55.6 黒耀石 76区H-1

ドリル（第241~243図 P L113) 

番号 残 存 計測値①長さ②幅③厚さ④重量 石 材 出土位置 備 考

l 完 ① 2.2 ② l.O ③ 0.8 ④ l. 2 黒耀石 66区S-20

2 1/2 ① (2.3)② （1.25)③ (0.8)④ 2.0 黒耀石 76区L-1

3 一部欠 ①(1.1)② （2.3)③ （0.5)④ 0. 7 黒耀石 66区K-13

4 一部欠 ① (2.0)② （2.1)③ （0.4)④ 1.2 チャート 表採

5 一部欠 ① (2.6)② （l. 5)③ （0.6)④ 2.5 黒耀石 75区 I-2 

6 一部欠 ① (2.85)② (1. 25)③ (0.3)④ l. 5 黒色頁岩 66区G-17

7 完 ① 3.1 ② 1.4 ③ 0.4 ④ 1.8 黒色頁岩 66区K-13

8 一部欠 ① (2.6)② （2.0)③ （0.4)④ 2.3 黒色頁岩 75区G-2， 一部欠 ① (2.0)② （3. 7)③ （0.8)④ 5.6 チャート 66区L-17

10 はぽ完 ① 4.35② 2.6 ③ 0.65④ 5.1 黒色頁岩 65区Q-20

ll 一部欠 ① (2.95)② (2.15)③ (0. 7)④ 3.2 黒色頁岩 表採

12 未製品 ① 4.95② 2.3 ③ 0.8 ④ 6.0 黒色頁岩 66区H-15

13 一部欠 ① (5. 7)② （2.2)③ （0. 7)④ 9.1 黒色頁岩 76区L-1

14 完 ① 4.5 ② 2. 7 ③ 0. 7 ④ 7. 9 黒色頁岩 65区T-20

尖頭器（第244図 PL 133) 

番：Ì：曳2 存 1 霊n[:lj：~ 臼［［：］詈悶で）さ王）重合：I:：臼：材 に巴［イ］置

備 考
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加工痕を有する条lj片（第245図 PL 113) 

番：I 残 存 1翠言芋宝長:：②詈亨屋さ：：：言：I:：且：材 且卓ぎ了覧

備 考

蔽石・磨石（第246、247図 PL 114) 

番号 残 存 計測値 ①長さ②幅 ③限さ④重贔 石 材 出土位置 備 考

l 完 ① 8.15② 2.45③ l. 4 ④ 48.2 流紋岩 66区K-18

2 完 ① 12.0 ② 7.2 ③ 5. 95④ 717.1 粗粒輝石安山岩 65区T-19

3 完 ① 14 3 ② 5.05③ 3.3 ④ 436.5 粗粒輝石安山岩 66区0-19

4 完 ① 12 8 ② 8.4 ③ 2.6 ④ 452 粗粒輝石安山岩 66区表採

5 完 ① 13.5 ② 4.9 ③ 3.6 ④ 293.5 黒色頁岩 75区H-2

6 完 ① 12 9 ② 5.1 ③ 3.6 ④ 459.0 粗粒輝石安山岩 75区G-3

7 完 ① 12.6 ② 4.8 ③ 4. 4 ④ 449.8 粗粒輝石安山岩 66区表採

8 完 ① 10. 6 ② 3.35③ 2.3 ④ 99.0 珪質準片岩 75区Q-1， 完 ① 14. 5 ② 5.25③ 3.5 ④ 433 7 粗粒輝石安山岩 76区P-1

II 完 ① 16.0 ② 6. 7 ③ 3 I ④ 510.2 変質安山岩 76区H-1

10 完 ① 9.9 ② 9.6 ③ 3.4 ④ 497.6 粗粒輝石安山岩 76区0-1

12 完 ① 13.8 ② 5.2 ③ 5.0 ④ 558.1 粗粒輝石安山岩 66区表採

13 完 ① 12. 5 ② 7. 7 ③ 5.6 ④ 678.6 粗粒輝石安山岩 75区H-2

14 完 ① 12.5 ② 6. 2 ③ 4.3 ④ 488.5 粗粒輝石安山岩 75区 I-2 

15 完 ① 19.0 ② 8.0 ③ 5.15④ 1230 粗粒輝石安山岩 表採

16 完 ① 17. 5 ② 6. 7 ③ 6. 7 ④ 1265 粗粒輝石安山岩 66区J-15 

凹石 （第248、249図 PL 114) 

番号 残 存 計測値①長さ②幅③原さ④重拭 石 材 出土位置 備 考

l 完 ① II.I ② 10.1 ③ 5. 2 ④ 781.2 粗粒輝石安ill岩 75区G-3

2 完 ① 9. 7 ② 9.4 ③ 5.8 ④ 698.5 粗粒輝石安山岩 75区Q-2

3 完 ① 10.8 ② 10.5 ③ 5 9 ④ 1034 粗粒輝石安山岩 76区G-1

4 完 ① 11. 2 ② 7.25③ 4.6 ④ 597.8 粗粒輝石安山岩 66区Q-17

5 完 ① 12 3 ② 7.5 ③ 4. 5 ④ 597.2 粗粒輝石安山岩 66区表採

6 完 ① 12. 5 ② 7.3 ③ 5.0 ④ 529.6 粗粒輝石安山岩 66区表採

7 完 ① 12.0 ② 7.6 ③ 4.2 ④ 608.1 粗粒輝石安山岩 76区F-1

8 完 ① 10.8 ② 7. 2 ③ 4 0 ④ 397.0 粗粒輝石安山岩 75区Q-2， 完 ① 12.1 ② 6. 5 ③ 4.35④ 405.5 粗粒輝石安山岩 76区E-2

10 完 ① 10.8 ② 7.3 ③ 4.2 ④ 505.3 粗粒輝石安山岩 66区M-19

11 完 ① 10.0 ② 6.8 ③ 4.3 ④ 362.4 粗粒輝石安山岩 66区表採

12 完 ① 8.6 ② 7 7 ③ 4.2 ④ 373.2 粗粒輝石安山岩 66区L-17

13 完 ① 9.5 ② 8.3 ③ 5.0 ④ 471.0 粗粒輝石安山岩 66区M-13

14 完 ① 8. 7 ② 9.1 ③ 5.0 ④ 514.6 粗粒輝石安山岩 66区B-17

15 完 ① 9.95② 7. 7 ③ 5. 45④ 598.5 粗粒輝石安山岩 66区P-20

16 一部欠 ①(11. 7)② (9.2)③ (4. 7)④ 416. 7 粗粒輝石安山岩 65区S-18 

17 完 ① 9.3 ② 6.1 ③ 5.3 ④ 187.2 ニツ岳軽石 65区R-20 一部被熱

18 完 ① 3.8 ② 4.6 ③ 2.6 ④ 21.4 軽石 66区表採

19 完 ① 4.4 ② 4.8 ③ 2.8 ④ 82.8 粗粒輝石安山岩 66区表採

磨製石斧（第250図 PL 115) 

番号 残 存 計測値①長さ②幅③厚さ④董屈 石 材 出土位置 備 考

l 1 /2 ① (6.5)② （6.4)③ （2.3)④ 160.0 変玄武岩 66区A-16

2 1 /2 ① (5. 7)② （4.0)③ （0. 7)④ 28.2 珪質頁岩 66区 I-13 

3 1 /2 ① (6.2)② （3.5)③ （l. 7)④ 65.2 変玄武岩 76区P-1

4 I /2 ① (8.3)② （4.6)③ （2.6)④ 188. l 変玄武岩 66区表採

5 1 /3 ① (4 9)② （5.0)③ （3.2)④ 119. 9 変輝緑岩 66区L-19

6 基部片 ① (4.0)② （2. 9)③ （l 6)④ 26. l 変玄武岩 66区表採

7 基部片 ① (4.2)② （4. 7)③ （2.0)④ 58.3 変輝緑岩 76区D-2

8 基部片 ① (4.2)② （4.1)③ （1.8)④ 39.5 変質蛇紋岩 66区J-14 ， 一部欠 ① (3.3)② （3.4)③ （0 7)④ 12. 9 蛇紋岩 65区表採
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石製円盤（第251図 PL 115) 

番]|完残 存 1①百t:ljぞ雷長:2②竺］勺さ虐）重：」変玄：岩材 175塁：［：置
備 考

石棒状石器（第252図 PL 115) 

番号 残 存 計測値①長さ②幅③厚さ④重贔 石 材 出土位置 備 考

l 完 ① 11. 0 ② 4.0 ③ l. 7 ④ 92.5 雲母石英片岩 75区P-3

2 完 ① 12.0 ② 4 5 ③1.3 ④ 128.5 緑色片岩 66区P-19

① 11. 3 ② 5.4 ③1. 6 ④ 137. 9 雲母石英片岩 66区表採

4 I完 l ① 8. 7 ② 2. 5 ③1.45④ 50.2 緑色片岩 76区0-1

スタンプ形石器（第253図 P Lll5) 

番： I完残 存 1①言］：lj：直塁長:5②：誓勺さよ[:: I粗粒：石安ば岩 175悶：イ］置
備 考

石錘・浮子（第254図 PL 115) 

番号 残 存 計測値①長さ②幅③厚さ④重望 石 材 出土位置 備 考

l 完 ① 6 25② 3.5 ③1.15④ 38.3 砂岩 66区A-20 石錘

2 完 ① 3. 9 ② 2. 75③ 0. 95④ 19.1 珪質準片岩 66区N-18 ク

3 完 ① 5.6 ② 3.6 ③ 1.1 ④ 43.2 黒色片岩 75区G-2 ク

4 未製品 ① 5.3 ② 4. 7 ③l. 9 ④ 49.6 硬質泥岩 65区T-18 ケ

5 完 ① 9.4 ② 5.4 ③ 1.8 ④ 47.5 軽石 76区F-1 浮子

多孔石（第255図 PL 115) 

番 [I三残 存 1塁習［言1f：②言豆言さ妥豆言： I:［き［三］塁ぽ点ぎ苔：

備 考

砥石（第256図 PL 116) 

番了I：名：、 存 i襄習亨王：［立言唇言）さ苫1芸：I:［：岩材 ば甘苔ぎ苔：

備 考

石皿（第257、258図 P Lll6) 

番号 残 存 計測値①長さ②幅③原さ④重趾 石 材 出土位置 備 考

l 完 ① 25.4 ② 17.1 ③ 6.7 ④ 3500 粗粒輝石安山岩 66区T-14

2 完 ① 5. 7 ② 3.35③l. 7 ④ 32 4 粗粒輝石安山岩 66区N-11

3 1 /2 ①(18.8)②(17.8)③ (4. 7)④ 2422 粗粒輝石安山岩 66区J-18 

4 1/2 ①(31. 9)②(18. 7)③ (5.8)④ 7000 粗粒輝石安山岩 76区0-1

5 1/3 ①(14. l)②(11.7)③ (2.8)④ 630 緑色片岩 75区S-2

6 1/2 ①(22.5)②（27.0)③ (8.5)④ 6360 粗粒輝石安山岩 66区T-15

7 完 ① 35.0 ② 20.4 ③ 9.0 ④ 8000 粗粒輝石安山岩 66区表採
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第3節弥生時代

1 遺構遺物の概要

遺構 本遺跡で調査された弥生時代の遺構の内訳

は、住居 5軒、土坑 7基である。住居 5軒の帰属時

期はすべて後期の樽式土器期と考えられる。樽式土

器は若狭、飯島、平野らの研究＊ 1によって概ね 3

期に細分が行われているが、本遺跡の住居は第rn期

に属すると思われる。すなわち、弥生時代後期のう

ちでも終末期に近い時期といえよう 。これは、後述

するが、住居内の埋没土中に As-Cの純層と思われ

る層が確認されている。現在までのところ As-Cの

降下時期は 3世紀末～ 4世紀初頭と考えられている

ため、本遺跡で調査された集落はほぽこれと同時期

ということができる。北陸新幹線関連の遺跡では弥

生時代の遺構及び遺物の検出例が少なく、集落とし

ては本遺跡が唯一のものとなった。榛名山南麓地域

においては平野部での調査例は報告されているが、

台地部での調査例は数が少ないこともあり、そうい

った意味では貴重な例といえよう 。

住居の形状を概観してみると、 28号住居がやや不

明な点はあるが、すべて隅丸方形の平面形状を呈す

るといえよう 。当該期の住居は同様の形状を示す例

が一般的であり、本遺跡もそれに該当するものであ

る。28号、 35号住居は後世の削平を受けているため、

残存があまり良好でないが、他の 3軒はいずれもし

っかりした掘り込みを持っている。柱穴の構造も時

期的には 4本主柱穴の構造を示すものが一般的であ

るが、柱穴が検出できた43、46号住居では同様の構

造を示すと思われる。これ以外の住居は柱穴が認め

られなかったが、これが無主柱の構造を示すもので

あるかは不明である。

住居の分布をみると、特に規則性は認められず、

14号住居は台地頂部付近の平坦部に、 28号、 35号住

居は台地頂部から東向きの斜面への地形変換点付近

に占地している。43号、 46号住居は東向きの緩やか

な斜面上に占地している。

土坑は 7基が弥生時代に帰属すると思われる。こ
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れらは遺物からの判断であるが、この他にも遺物の

出土はないが、埋没土から判断すると弥生時代に含

まれると思われる土坑も 4基ほど存在している。 し

かし、決定的な材料に欠けるため時期不明として分

類している。59号土坑は遺物から判断すると、中期

に属すると思われるが、本遺跡においては当該期の

遺構はこの土坑が唯一のものである。これ以外の土

坑はすべて樽式期のもので、住居と同時期に当たる。

今回報告した土坑はいずれも円形～楕円形の平面

形状を呈し、断面形状は皿形が 4基、浅箱形 2基、

箱形 1基に分類できる。

土坑の分布についてもはっきりした傾向は見いだ

せないが、 59号土坑が弥生時代の他の遺構とは離れ

て占地し、それ以外は当該期の住居と比較的近い位

置に占地しているといえよう 。

遺物 住居から出土した遺物は1,903点を数える

が、小片が多く、その多くは図示しえなかった。そ

の中では43号住居からは比較的良好な資料が得られ

た。住居間に遺物からは時期差は見られないうえ、

当該期の住居どうしに重複は見られないことから、

すべての住居が同時期に併存していた可能性もある

が、 As-Cの堆積が観察されている住居とそうでな

い住居とが存在しているため、すべてが同時期に存

在していたと結論づけることはできないであろう 。

土坑出土の遺物は59号土坑から出土した甕胴部片

をのぞくとほとんどが樽式期のものである。120号、

186号土坑はやや集中して遺物が出土しているが、

それ以外の土坑は遺物の出土が少なかった。

遺構外出土の遺物も時期的には遺構と同様の傾向

を示している。その中で、中期の岩櫃山式土器の甕

約1/2個体が調査区中央付近北寄りの遺構外から出

土 している。周囲での遺構確認に努めたが確認には

いたらなかった。

*l 飯島克巳・若狭徹 「樽式土器編年の再構成」 r信濃』40-9

1988 

平野進一 「解説 弥生時代土器の編年」r群馬県史資料編 2』

1986等
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2 竪穴住居

［

＼

一

I

叫

A
 

叫

叫

◎ 

＠ 

lll[•OOON

II
1 

A L~208. lm ①
 

A' 

C L~208 Im ⑥ C' 

14号住居

① 黒色土 As-C少最含む。

② 黒色土 As-C少量含む。①より暗。

戸＼ ③黒色土やや明るい。

④黒色土 粒子粗。 As-C多く含む。

⑤ As-Cの純居

D D' ⑥黒色土粒子密。軽石微粒少罰含む。
1、=208.lm

⑦ 暗褐色土 ローム粗粒、ロームプロック

多く含む。

⑧ 黄褐色土 ローム土主体。黒色土混じる。

⑨黄褐色土 ローム土主体。

14号住居ピット

① 暗褐色土 As-YP多く含む。し まり悪い。

②暗黄褐色土 ローム土主体。As-YP少量
E L=208. lm E' 

含む。

③ 暗褐色土 As-YP少量含む。

④ 黒色土 As-YP多く含む。

Pl 

① 

゜
2m 

L 

第259図 14号住居 （1)
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F L-208.lm F
 

G L-208. lm G' 

①
 

H L-208.lm H' 

第260図 14号住居（ 2)

゜
2m 

14号住居

位置 66区L-17グリッド他方位 N-80°-E

重複平安時代の13号住居に切られる。

写真 PLll7 

形状 長軸5.24m、短軸3.96mの隅丸長方形を呈す

る。 壁高 1.28mを測る。 面積 17.15m' 

埋没土 As-Cを含む黒色土を主体とする。埋没土

層に As-Cの純層と思われる層が見られる。 この

As-C層は最大厚で15cmを測る。 床面貼り床は

認められなかった。特に硬化した部分も認められな

かった。

周溝検出されなかった。 柱穴床面からは検出

されなかった。北側の壁で 3基、東西の壁でそれぞ

れ1基のピットが検出されている。向きから考えて

主柱穴とは考えられないが補助的な柱穴の存在も推

定される。 炉 床面からは検出されなかった。

遺物 埋没土中から縄文土器片171点、弥生土器片

5点、土師器片14点、石器類26点が出土している。

いずれも小片で図化には至らなかった。

考察 本住居は時期決定の材料となるような遺物の

出土がなく、遺物からは時期を決定することが困難

である。 しかし、埋没土の中に As-Cの純層と思わ
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れる層が検出されている。この As-Cはレンズ状の

堆積状況を呈 し、その最下部は住居床面から 8cm程

の位置である。本住居は三ツ子沢中遺跡が立地する

台地上の頂部付近に占地しているため、この As-C

が流水の影響等を受けているとは考えられず、降下

による 一次堆積だと考えられよう。 As-Cの降下時

期は 3世紀末から 4世紀初頭と考えられているた

め、本住居はその降下時から時期的にさほど上るこ

とはないであろう 。また、後述する43号住居におい

ても本住居と同様の As-Cの堆積が確認されてお

り、 43号住居ではその下位から弥生時代後期の樽式

土器が出土している。したがって、本住居の時期は

4世紀前半、弥生時代後期の樽式期の竪穴住居とい

えよう 。ただ、本住居ば炉が検出されず、遺物の出

土もほとんどないことなど、生活の痕跡が認められ

ない。しっかりした平面プランと掘り込みを持って

いるが、その性格には検討の余地があるといえよう 。
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28号住居

① 暗褐色土粒子粗。ぽろぽろ。

② 暗褐色土 白色鉱物粒少量含む。

③ 茶褐色土 ローム土主体。黄色軽石僅か

に含む。

④ 暗褐色土 ローム土主体。もろい。

⑤ 暗褐色土 白色鉱物粒、ローム細粒少誠

含む。
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第261図 28号住居

28号住居

位置 66区E-18グリッド 方位 N-2°-W

重複 縄文時代と思われる29号住居を切る。また、

縄文時代の117号土坑が住居推定プラン内で検出さ

れている。さらに、同時期の120号土坑と重複する

が新旧関係は不明である。立木および耕作による攪

乱をうける。 写真 P L118 

形状 調査区外にかかることと削平により住居東側

部分を欠くため、全体の形状は不明であるが、残存

する 1辺は5.63mを測り、隅丸方形を呈するものと

思われる。

壁高 比較的残存の良好な西壁で24cmを測る。

面積 不明 埋没土 暗褐色土を主体とする。

床面 西側一部分のみの調査であったが特に硬化 し

た部分は認められなかった。 周溝、柱穴 ともに

検出されなかった。 炉 調査された範囲からは検

出されなかった。 遺物 弥生土器片435点、石器

類14点が出土し、そのうち土器片427点と石器類13

点を一括して取り上げた。その他に埋没土中から縄

文土器片71点と土師器片40点が出土している。 2は

住居南西隅から集中して出土したが、 2点が接合し

たのみであった。

考察 東向きの斜面に立地していたため後世の削平

を受けており、住居西側の一部分を調査できたのみ

である 。出土遺物の様相から後期の樽式期の竪穴住

居であるといえよう 。重複の項でもふれたが、同時

期の120号土坑が本住居内から検出されている。両

遺構間の土器接合を試みたが、接合には至らなかっ

た。 しかし、時期的に近い遺構であるので、 120号

土坑が本住居に伴うものである可能性は捨てきれな

し‘o
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② 黒色土 ローム細粒少量含む。黄色軽石僅かに含む。

③黒褐色土 ローム細粒少址含む。

④ 黒褐色土 ローム細粒少絨含む。 しまり弱。

⑤ 黒褐色土 ローム細粒多く含む。黄色軽石多く含む。

c
 

~
 E2"9

0
2
=

7
 

`
G
 01

ロ
吋 o| 

c
 

L=206.2m 

① 

三 キ乏―
⑥ ③ ② 

C' 

35号住居炉

①暗褐色土 白色鉱物粒、ローム粗粒多く含む。

② 黄褐色土 As-YP多く含む。

③黄褐色土 ローム土主体。

④暗褐色土 焼土粒僅かに含む。

⑤赤褐色土焼土主体。

⑥ 暗黄褐色土 As-YP僅かに含む。
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35号住居ピ；；ト

① 暗褐色土 As-YP少祉含む。 しまりよい。

②暗褐色土 ローム土が混入する。

③ 暗褐色土 As-YP多く含む。
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第262図 35号住居

35号住居

位置 66区D-16グリッド他 方位 N-13°-W 

重複 現代の耕作溝によって攪乱を受ける。

写真 PL 118 

形状 長軸3.02m、短軸2.4mを測る隅丸長方

形を呈するものと思われる。 壁高 残存の比

較的良好な西壁で 6cmを測る。 面積 不明

埋没土 黒色土を主体とする。 床面 特に

硬化 した部分は認められなかった。東壁寄り

に床下土坑状の落ち込みが掘り方調査時に検

出された。 炉 北壁寄り中央で検出された。

不整円形の掘り込みを持つ地床炉である。長

径0.78m、短径0.75mを測り、床面からの掘

り込みは12cmである。 遺物 図示した遺物

の他、弥生土器片45点が出土している。 1は

ほとんどがp2の埋没土から出土している。

2は住居内のやや離れた位置での接合関係を

示す。 考察 出土遺物の様相から樽式期の

竪穴住居であるといえよう。
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43号住居

44住 ① 茶褐色土

② 黒色土 As-C多く含む。

③ As-Cの純層
⑨ 

④ 明茶褐色土 ローム粒、As-C

少益含む。

C L-203 2m C' ⑤ 茶褐色土 As-C少贔含む。ロー

ムプロック含む。

⑥ 茶褐色土 ロームプロックを斑

状に含む。

⑦黒色土 粘質。

⑧ 暗褐色土 ローム粒、軽石少塁

含む。

⑨ 茶褐色土 ロームプロソク多く

含む。

⑩ 茶褐色土非常に粘質。暗色帯

か。
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第263図 43号住居（ 1)
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43号住居

位置 75区P-3グリッド他 方位 N-135°-W 

重複 古墳時代 (6世紀中葉）の44号住居が重複す

るが44号住居の床下土坑以外は本住居の床までは達

していない。 写真 P L  119、120

形状 北西と北東の 2辺が調査区外にかかるため、

全体の形状は不明だが、短軸5.85mの隅丸長方形を

呈するものと思われる。

壁高 南西側の壁で0.93mを測る。

面積不明 埋没土 As-Cを含む黒色土及び粘性

を持つ黒色土を主体とするが、前に述べた14号住居

と同様に、埋没土中に As-Cの純層と思われる層を

含む。この As-C層は最大厚12cmを測る。

床面 埋没土断面観察によって、住居東半部で暗色

帯と似た茶褐色土で貼り床を施している状況が看取

できた。 周溝 検出されなかった。

柱穴 ピットは10本検出された。そのうち位置と形

状から、p1とP10が主柱穴に相当すると思われる。

本住居はその時期から 4本柱穴構造をとると思われ

るので、残り 2本は調査区外になると思われる。

炉 住居南西壁寄り中央で検出された。長軸1.33m、

短軸0.69mを測る不整形を呈し、床面からの掘り込

みは最大で15cmを測る。東側に礫を 2石配している。

埋没土は焼土層、および焼土を含む土層を主体とし、

炭化物も検出されている。また、東側調査区外にか

かる地点で、埋没土に焼土を含むp4が検出されて

いる。規模は前に述べだ炉よりもかなり小さいが、

第 2の炉として使用されていた可能性も推定される

ピットである。

住居内土坑 p 8は南壁に接して検出された。長径

60cm、短径50cm、床面からの掘り込みは87cmを測る。

付近からは70点余りの遺物が集中して出土し、ピッ

ト内からは16の甕底部が、 上に礫が乗ったような状

態で出土している。埋没土はしまりが悪く 、人為的

な埋没が推定される。床面の精査によって検出され

ているため、本住居に伴う遺構と考えられるが、性

格は不明である。

ベッド状遺構 本住居の北西隅から検出された。規

316 

模は長軸2.02m、短軸0.88mで、高さは16~22cmを

測る。住居構築の際に造り出されたもので、床面を

掘り＜ぽめたのちに造りつけたものではない。この

ベッド状遺構はその名の通り、寝台として使われた

とされるが、収納スペースあるいは祭壇としての用

途も推定される遺構である。＊］

遺物 弥生土器片741点と石器類24点が出土し、土

器444点は一括して取り上げた。その他に埋没土中

から縄文土器片371点と土師器片493点が出土 してい

る。土師器片はその多くが重複する44号住居のもの

と思われる。本住居の遺物出土状態ぱ炉の周辺と P

8の周辺に集中する傾向が見られる。13と15は広範

囲の接合関係を示しており、p8の底部付近におい

ても接合が見られることから、住居廃絶後にこれら

の遺物を廃棄した状況が推定される。22のガラス小

玉は炉に流入したような状況で出土している。また、

5は器台脚部片と考えられる遺物で、p8付近の掘

りくぼめた範囲から出土している。

考察 本住居は14号住居と同様に埋没土中に As-C

の純層が確認された。14号住居と比較するとその最

下部がやや高く位置しているため、 As-Cの降下時

には14号住居よりも若干埋没が進行していたと思わ

れるが、廃絶時期に関しては、その時点での上屋の

存否の条件もあり、 一概に14号住居よりも本住居が

旧いとは結論できない。 しかし、出土遺物の様相か

ら本住居は後期の樽式期の竪穴住居であることは確

実であろう 。本住居に堆積した As-Cは、多くを重

複する44号住居によって失っている。残存している

部分の As-C上面では樽式土器および古式土師器は

確認できなかった。

また、これは14号住居と共通するが、住居の周辺

では As-Cの堆積は確認されていない。 したがって

周辺の As-Cは後世の削平によって取り除かれてい

ると考えられるので、本住居の掘り込みは調査時よ

りも深かったであろうことが推定される。

*l 宮本長二郎「住居と倉庫」 r弥生文化の研究』 7 1986 
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43号住居ピノト

① 暗褐色土 ローム粒少益含む。粘質。

② 茶褐色土 ローム土主体。暗褐色土混じる。

③ 茶褐色土 As-C僅かに含む。

④ 茶褐色土 ローム粒少最含む。

⑤ 暗褐色土焼土、炭化物僅かに含む。

⑥ 赤褐色土焼土層。

⑦ 黒褐色土

⑧ 茶褐色士 ローム粒多く含む。

⑨赤褐色土 ローム土主体。

⑩ 茶褐色土 ローム土多く含む。

⑪ 暗褐色土 ロームプロック含む。橙色軽石少量含む。

⑫ 黒褐色土 橙色軽石少益含む。

⑬ 黒褐色土 橙色軽石僅かに含む。炭化物少量含む。

⑭ 暗褐色土 橙色軽石少況含む。

⑮ 茶掲色土 炭化物少量含む。ぽろぽろ。

⑮ 茶褐色土 ローム土多く含む。

＠ 

43号住居炉

① 茶褐色土焼土粒、炭化物含む。

② 赤褐色土 焼土層。

③ 暗茶褐色土 焼土粒、炭化物含む。

④ ロームプロック

⑤ 赤褐色土焼土主体。

⑥ 茶褐色土焼土粒少紐含む。
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第264図 43号住居（ 2)
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46号住居

① 黒色土 As-C少量含む。

②暗褐色土 ローム細粒少誠含む。

③ 暗褐色土 ローム細粒、焼土粒僅かに含む。

④黒褐色土 ロームプロック、 As-C少最含む。
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46号住居ピット

①黒色土 ローム粒僅かに含む。

②暗褐色土 ローム粒少絨含む。

③ 暗褐色土 ローム粒、 As-YP多く含む。

④ 黄褐色土 ローム土がプロ・ノク状に混入。

⑤ 暗茶褐色土． ロームプロック多く含む。

⑥暗褐色土 ローム粒、As-YP少益含む。

⑦黄褐色土 ローム士の 2次堆積土層。

⑧黒色土 ローム粒、 As-YP少最含む。

⑨ 暗黄褐色土 ロームプロック多く含む。

⑩ 暗褐色土 ロームプロック 、As-C、白色粘土少益含む。

⑪黒褐色土 ロームプロック、 As-C含む。

⑫ 黒褐色士 ロームプロック僅かに含む。軟質。

⑬暗茶褐色土 ローム粒、 As-YP少益含む。

⑭茶褐色土 ローム粒多く含む。

⑮黒褐色土 ローム粒、 As-YP少屈含む。

⑯暗茶褐色土 ローム粒多く含む。

⑰ 暗黄褐色土 ローム土がプロソク状に混入。

⑱ 黒色土 As-YP僅かに含む。

F~P L-204.4m 
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第265図 46号住居（ 1)
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① 黒色土 ローム粒、焼土粒僅かに含む。
② 赤褐色土焼土層。

③ 茶褐色土 ローム土主体。
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46号住居

位置 66区B-19グリッド他方位 N-3 °-E 

重複古墳時代 (7世紀中葉）の37号住居が重複し、

本住居の東側半分を失う 。

写真 P L120 

形状 37号住居の重複によって東半部を失っている

が残存する部分から 1辺が5.56mを測る隅丸方形を

呈するものと思われる。残存が良好でなかったが南

東のコーナーが検出されている。また、北辺の一部

がやや湾曲し張り出しているが、 37号住居の壁と重

なるため、誤認の可能性もある。

壁高 残存の良好な西壁で0.63mを測る。

面積不明

埋没土 ローム粒を含む暗褐色土を主体とする。

床面 特に硬化した部分は確認できなかった。埋没

土の土層断面からも貼り床は確認できなかった。

周溝検出されなかった。

柱穴 ピットは11本が検出された。位置、形状から

p 1、p2、p3、p4が主柱穴に相当すると思わ

れる。本住居はその帰属時期から考えると 4本主柱

穴の住居と考えられるため、すべての柱穴が調査さ

第 3節弥生時代

れたと思われるが、p1は位置が若干内側に入りす

ぎているかもしれない。その場合、もう 1本の柱穴

は37号住居によって壊された部分に存在すると思わ

れる。

炉住居北壁寄り中央付近から検出された。長軸

1.05m、短軸0.78mの楕円形を呈する地床炉である。

床面からの掘り込みは13cmを測る。底部付近に焼土

が良好に残存していた。

遺物 弥生土器片641点と石器類13点が出土 し、そ

のうち土器片601点と石器類のすべてを一括して取

り上げた。土器は小片が多く、図化は 3点にとどま

った。 1はp7の底部付近から出土したものである。

3もp7の上端部から出土しており、このピットは

柱穴とは異なり、貯蔵穴とも考えられる。また図化

しなかったが、炉の南側から当該期の無文の甕胴部

片が 7点ほどまとまって出土している。

考察 本住居は出土遺物の様相から後期の樽式期の

竪穴住居と思われる。 これは前に述べた43号住居と

同時期と思われる。 しかし、 14号、 43号住居で見ら

れたような As-Cの堆積が観察できなかった。多く

の部分を37号住居及び耕作による攪乱によって破壊

されているため、埋没土を観察できた部分が少なか

ったが、その中では As-Cは確認できていない。こ

のことから、本住居構築時には As-Cが降下してお

り、 As-Cを取り除くかたちで住居を堀り＜ぽめた

という考え方と、 As-Cの降下時にはまだ上屋が残

存しており、住居内には堆積しなかったという 2つ

の考え方ができよう 。

遺物の観察からは、 43号住居と本住居との間に時

期差は見られないことからこのどちらかと結論をだ

すことは難しい。 しかし、そのいずれにしろ本住居

はAs-Cの降下をはさんだ前後の時期に帰属すると

いえよう 。そして、 As-Cの降下した時点ではこの

地域では樽式土器を用いた住居が存在していたと考

えられる事例であろう 。
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3 住居出土の遺物

□ 
＼＼ 

贔＼、 3

第267図 28号住居出土遺物 ゜
10cm 

28号住居出土遺物観察表（第267図 PL 121) 

器種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎ナ 成形・器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁部片 ロ〈13.4〉 ①良好 内、外面とも赤色塗彩。内、外面とも横方向の

鉢 底 ー ②暗赤褐色 箆磨き 。

高坪坪部か 高 一 ③砂粒を含む

2 屑部片 ロー ①良好 11歯 l単位の櫛描文を羽状に施文したのち、肩

甕 底 一 ②にぶい黄橙 部に11歯 l単位の簾状文を巡らす。施文後に胴

高 一 ③砂粒を含む 部に横方向の箆磨き 。

3 肩部片 ロー ①良好 10歯 l単位、 3連止めの簾状文を施文し、その

甕 底ー一 ②淡黄 下位に 5歯 l単位の櫛描文を斜縦位に施文す

高 一 ③砂粒を含む る。

＼ ＼ 

／ 

•三
ー ミ=一

三

/ / l (l/4) 

゜
10cm 

10cm 

第268図 35号住居出土遺物

35号住居出土遺物観察表（第268図 PL 121) 

器 種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴等 備 考

1 胴部片 口 一 ①良好 球状の胴部。頸部に 5歯 l単位、 3連止めの簾状

甕 底a- 一 ②暗褐 文を施文し、その下位には 9柏 1単位の波状文を

高 一 ③砂粒、少量の雲母を含む 施文する。外面の胴中位と内面は箆磨き。

2 胴上部～ ロー ①良好 胴中位にやや張りを持つ球形の胴部。上部に波

小型壺 底部 底 4. 7 ②暗赤灰 状文を施文するが不明瞭である。胴中位は横方

高 (6.5) ③細砂粒、雲母を含む 向の箆磨き。内面に白色の有機物が付着する。
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第270図 43号住居出土遺物（ 2)

43号住居出土遺物観察表（第269、270図 PL 121、122)

器種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形 ・文様の特徴等 備 考

I ほぼ完形 口 17.1 ①良好 接合部から裾部にむけて脚部は僅かに外反する。

高杯 底 8.8 ②橙 裾端部は強い面取り 。杯部内、外面は横方向、

高 13.2 ③砂粒、少最の雲母を含む 脚部外面は縦方向に箆磨き。焼成時の黒斑が内

外面に残る。

2 脚部欠 口 12.6 ①普通 口縁部は僅かに外反する。脚部には三角形と思

高杯 高 (7.2) ②赤褐 われるすかしを 3ヶ所に穿つ。内、外面とも赤

底 ー ③砂粒を含む 色塗彩し、焼成時に吸炭している。

3 脚部 口一 ①良好 接合部から裾部にむけて僅かに外反する。裾端

高坪 底 13.4 ②橙 部は強い面取り 。三角形のすかしを 3ヶ所に穿

高 (9.3) ③砂粒、少最の雲母を含む つ。

4 脚部接合 ロ ー ①良好 脚部はやや大きく開く 。杯部内側は黒色。裾部 全体的に器面が

高 坪 部 底 ー ②浅黄橙 内面に横撫でか。坪部から脚部にかけて、粘土 荒れる。

高一 ③砂粒を含む を上からかぶせ、その後横方向の器面調整。

5 脚部 口 一 ①良好 中央に径 9mmの孔が貰通する。外面は縦方向の

器 台 底一 ②橙 箆磨き 。

古向・ 一 ③砂粒を含む

6 1/5 口 〈12.5〉 ①良好 やや上げ底を呈する底部から体部は緩やかに立

鉢 底〈2.6〉 ②にぶい黄橙 ち上がる。内、外面とも箆磨き 。外面と内面の

高 5. 2 ③細砂粒を含む 一部に黒斑が残る。

7 口縁部片 ロ〈13.0〉 ①普通 折り返し口縁を持つ。折り返し口縁部には 5歯

甕 底 ー ②にぶい橙 1単位の波状文。頸部には簾状文をはさんで 7

古回 ー ③砂粒を含む 歯 1単位の波状文。簾状文は 9歯 1単位で、 3

連止め。割付の単位は不明。

8 口縁部片 口く18.l〉 ①良好 折り返し口縁を持つ。折り返し口縁部には 7歯

甕 底 ー ②褐色 1単位の波状文。頸部には単位不明の波状文。

高一 ③砂粒を含む 口唇部内側は僅かに受口状になっており、横撫

での痕跡を持つ。， 口縁部片 ロ 〈14.0〉 ①普通 折り返し口縁を持つ。折り返し口縁には単位不

甕 底一 ②にぶい橙 明の波状文。

高一 ③砂粒を含む

10 口縁部片 ロ〈13.3〉 ①良好 折り返し口縁を持つ。折り返し口縁部には波状

甕 底 一 ②明褐色 文を施文するが器面が荒れており、単位は不明

高 一 ③砂粒、少贔の雲母を含む である。頸部には10歯 1単位の波状文、その下

位には簾状文。内面は横方向の箆磨きを施す。

11 口縁部片 口 一 ①良好 口縁部はやや外反し、折り返し口縁を持つ。折 一部器面が荒れ

甕 底一 ②灰白 り返し口縁上には棒状工具による刻み目文が2 ている。

高一 ③砂粒を多く含む 列平行に施文されている。内面は横方向の磨き

を施す。

12 屑部片 ロ ー ①普通 9 ffi 1単位の簾状文。 8~4連止めで、割付の

甕 底 一 ②褐色 単位は不明である。その下位に 7歯 1単位の波

高 一 ③砂粒を含む 状文。内面は横撫で、外面は黒斑有り 。
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器種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴絆 備

13 胴部 ロー ①良好 頸部に単位不明の簾状文。その下位に 6歯 1単

甕 底,. 一 ②にぶい黄橙 位の波状文。内、外面とも横方向の箆磨き。 外

高 (21.2) ③砂粒を含む 面胴下部は斜方向の箆磨き。

14 屑部片 ロー ①良好 9歯 l単位の櫛描文を羽状に施文したのち、 8

班」し 底 ー ②淡黄 歯 1単位の櫛描横線文を巡らすが、横線文の一

高一 ③細砂粒を含む 部は、下部の箆磨きによって消されている。

15 胴上位～ 口 一 ①良好 球形の胴部。外面は 6歯 l単位の波状文を施文

瓶」L』 底部 底 7.0 ②にぶい橙・褐灰 したのち横方向の箆磨き 。内面は横方向の器面

高 (22.0) ③砂粒を含む 調整。

16 胴下位～ ロ ー ①普通 底部から緩やかに立ち上がり、大きく開く胴部。

甕 底部 底 10.8 ②灰白 内、外面とも器面が荒れるが、外面の一部に箆

高（16.7) ③砂粒を含む 磨きの痕跡。外面胴下半の一部に黒斑有り 。

17 底部 ロ ー ①普通 底部から胴部はやや湾曲気味に立ち上がる。内

甕 底 7.0 ②赤褐 外面とも横方向の箆磨き 。

高一 ③砂粒を含む

18 底部 ロー ①良好 内、外面とも箆磨き。底部外面を除き赤色塗彩

甕 底 4.6 ②暗褐 を施す。底部外面は箆磨き 。

高 一 ③細砂粒を含む

19 完形 径 4.8 ①良好 土製。重星39g。全面を箆磨き 。

紡錘車 厚 I. 7 ②にぶい黄橙

孔径 0.7 ③細砂粒を含む

20 1/2 径 4.4 ①良好 土製。全面を箆磨き。

紡錘車 原 1.25 ②にぶい黄橙

孔径 0.6 ③細砂粒を含む

21 完形か 長 9.8 長軸方向に掠痕あり 。縁辺部にはV字状の擦痕

砥石 幅 4.2 が4ヶ所にある。

厚 2.3 

22 完形 径 5.5mm 筒状の小玉で、両端は研磨されている。気泡が

玉 孔径 2.1mm 多く入る。

厚 4.Omm 

亨三ll
I I 2 

¥¥ 

>
＼ // 1(1/4) / / 3 

゜
10cm 

第271図 46号住居出土遺物

46号住居出土遺物観察表（第271図 PL 122) 

器 種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴等 備

1 口縁～胴 口 138 ①良好 折り返し口縁を持ち、球形の胴部。折り返し口

甕 下位 底一 ②にぶい黄褐色 ・橙 縁部に 5歯 l単位の波状文。頸部の簾状文をは

高(16.8) ③砂粒、小礫を含む さんで上下に 5歯 l単位の波状文。簾状文は10

歯 1単位で、 2連止めと 3連止めで 8単位の割

付。内面と胴下部は箆磨き。表面の一部に黙斑。

2 口縁部片 ロ〈17.5〉 ①普通 折り返し口縁を持つ。折り返し口縁部と頸部に

甕 底ー ②にぶい橙 は4歯 l単位の波状文。内面は横撫で、外面は

高 一 ③砂粒を含む 器面が荒れる。

3 胴部片 ロ ー ①良好 4歯 1単位の波状文を施文。内、外面とも横方

甕 底 一 ②黒褐 向の箆磨き 。

高 一 ③砂粒、小礫を含む

考

10cm 

考
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4 土坑

59号土坑

｛ 
A
 

A' 

59号土坑

位置 66区 I-18グリッド 写真 PL 123 

規模 長径1.22m、短径1.06m、深さ20cmを測る。

形状 平面形状は隅丸方形、断面形状は浅箱形を呈

する。

埋没土 黒色土を主体とする。 遺物 今回図示し

た中期の甕胴部片 l点が出土したのみである。

考察 遺物から中期に属すると思われる。

A L=208.2m 

くこニニコー

□

`
 

A
-

l

|
|

¥
T

.
 

A L-206. 7m 

②
 

152号土坑

A' 59号土坑

①黒色土 ロームプロック

含む。粒子密。

120号土坑

① 黒色土 白色鉱物粒含む。

② 黒色土 ローム土少益含む。

A' ③ 黒色土

一 ④ 黒色土 ローム土を層状に少

趾含む。

⑤ 黒色土 白色鉱物粒僅かに含

む。

A' ⑥黒色士 ローム士含む。

•一 ⑦ 暗褐色土 白色鉱物粒、炭化

物少益含む。

⑧ 暗褐色土 ローム土、炭化物

含む。

A＼□A ］旦；雪: 0::0覧
④ 少泣含む。

120号土坑

位置 66区E-18グリッド 重複 弥生後期の28号

住居の床面で検出された。新旧関係は不明である。

写真 PL 123 

規模 長径0.85m、短径0.76m、深さ82cmを測る。

形状 平面形状は円形、断面形状は箱形を呈する。

埋没土 黒色土を主体とする。土層観察から人為的

な埋没の可能性が考えられる。

遺物 弥生土器片301点が出土し、そのうち275点を

一括して取り上げた。図示した遺物の他は小片が多

く、接合関係も見られなかった。

考察 遺物の出土状況から土器を廃棄した状況が推

定される。時期は後期の樽式期と考えられる。同時

期の28号住居の床面精査中に検出されているため、

28号住居よりも前出と考えられるが、住居内の位置

からこの住居に伴う土坑とも考えられる。

゜
2m 

152号土坑

位置 66区D-18グリッド 重複 弥生時代後期の

28号住居のプラン内に位置する可能性もあるが、同

住居は削平を受けているため詳細は不明である。

写真 P Ll23 

規模 長径0.77m、短径0.67m、深さ45cmを測る。

形状 平面は円形、断面は箱形を呈する。

埋没土 黒色土を主体とする。自然埋没と思われる。

遺物 弥生土器片 2点が出土しているが、図示には

いたらなかった。 考察 出土遺物、埋没土の様相

から後期樽式期に属すると思われる。

第272図 59 • 120 • 152号土坑
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183号土坑

ロ 〉
A L~205 .6m A' 

こ

186号土坑

A
 

A L-203.0m A' 

←匂—
186号土坑

① 暗褐色土 ローム粒僅かに含
む。

② 明褐色土 ロームプロック含
む。

188号土坑

A
 

A L~204. 4m 

゜

A' 

＼
 

168号土坑

①黒色土 As-C僅かに
含む。

183号土坑

①黒褐色土 暗褐色土粒少贔含
む。橙色軽石僅かに含む。

＼
 

A' 

188号土坑

① 暗褐色土ロームフ令 紀中葉）の37号住居の床下で検出された。弥生時代
ロック少最含む。焼

土粒僅かに含む。
A' ② 暗黄褐色土 ローム

プロッ ク少最含む。

③黒褐色土 ロームプ

誠含む。

2m 

第273図 168 • 183 • 186 • 188号土坑

第 3節弥生時代

168号土坑

位置 65区S-19グリッド 写真 PL  123 

規模 長径0.77m、短径0.48m、深さ 5cmを測る。

形状 平面形状は楕円形、断面は皿形を呈する 。

埋没土 黒色土のみで埋没する 。

遺物 図示した甕口縁部片 1点のみの出土である 。

考察 残存が不良なため土坑との認定には若干疑問

も残るが、遺物から樽式期の土坑と思われる。

183号土坑

位置 65区R-18グリッド 写真 PL  123 

規模 長径0.67m、短径0.61m、深さ18cmを測る。

形状 平面形状は円形、断面は皿形を呈する 。

埋没土 黒褐色土のみで埋没する。

遺物 弥生土器片 2点が出土しているが図示にはい

たらなかった。

考察 出土遺物の様相から樽式期の土坑であろう 。

186号土坑

位置 75区R-1グリッド 写真 PL  123 

規模 長径0.85m、短径0.67m、深さ18cmを測る。

形状 平面形状は楕円形、断面は皿形を呈する。

埋没土 暗褐色土を主体とする。自然埋没と思われ

る。 遺物 弥生土器片16点が出土し、そのうち 2

点を一括して取り 上げた。 1の甕は土坑内のテラス

状の部分に、正位の状態で出土している。

考察 遺物から樽式期の土坑であろう 。

188号土坑

位置 66区A-19グリッド 重複古墳時代 (7世

後期の46号住居と重複していた可能性もある。

写真 PL  123 

規模 長径1.45m、短径1.23m、深さ40cmを測る。
ロック僅かに含む。

④ 暗褐色土焼土粒少 形状 平面形状は円形、断面は浅箱形を呈する。

埋没土暗褐色土を主体とする 。 遺物 1の甕口

縁部片が出土したのみである 。 考察 遺物から樽

式期の土坑と判断した。
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5 土坑出土の遺物
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59号土坑出土土器観察表（第274図 PL 124) 

器 種

1 

甕

：：：存 1 口計口値

底一

高一

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好

②灰黄褐

③砂粒、小礫を含む

成形・器形・文様の特徴等

櫛歯状工具による沈線文を横位に施文する。内

面に炭化物付着。内面は横方向の器面調整をし

ている。

備考

120号土坑出土土器観察表（第274図 PL 124) 

器 種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁部片 口〈15.0〉 ①良好 折り返し口縁を持つ。折り返し口縁上にははけ

甕 底ー ②明黄褐 目。頸部上位と下位には横方向の撫で、中位は

古回 — ③細砂粒を含む 縦方向の撫で。その下位には 7歯 l単位の簾状

文。 3連止めで割付の単位は不明。内面は横方

向の磨き。口唇部内面に籾の痕跡有り 。

2 口縁部片 口 〈14.0〉 ①普通 折り返し口縁を持つ。折り返し口縁部と頸部に

甕 底一 ②にぶい赤褐 は5歯 1単位の波状文。その下位には単位不明

高一 ③砂粒を含む の簾状文。3連止めが看取できる。

3 口縁部片 ロ ー ①良好 折り返し口縁部には 4歯 1単位の波状文。頸部

甕 底一 ②黒褐 には、はけ目を施したのち、 4歯 l単位の波状

高一 ③砂粒、小礫を含む 文。口唇部に歪みがある。

4 胴部片 ロー ①普通 やや張りのある球形の胴部。頸部には単位不明

甕 底一 ②赤褐 の簾状文の下位に、 5歯 1単位の波状文。胴部

高一 ③細砂粒を含む の内、外面とも磨き 。外面に黒斑が見られる。
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168号土坑出土土器観察表 （第274図 PL 124) 

器種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴等 備考

1 口縁部片 ロ〈19.8〉 ①良好 折り返し口縁を持つ。折り返し口縁部には 5歯

甕 底 ー ②にぶい褐 l単位の波状文。頸部には簾状文を施文したの

高 一 ③細砂粒を含む ち、その上下に 6歯 1単位の波状文。簾状文は

7歯 l単位で、 5連止め。内面は横方向の磨き。

186号土坑出土土器観察表（第274図 PL 124) 

器種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴等 備 考

I 口縁～胴 口 13.5 ①良好 折り返し口縁を持ち、緩く開く頸部。胴部はや

甕 部 底 一 ②赤褐 や張りのある球状。折 り返し口縁部には 4歯 1

高 (15.3) ③細砂粒を含む 単位の波状文。頸部には簾状文を施文後、 5歯

l単位の波状文。簾状文は 9噛 1単位で 3連止

め。割付は 6単位。胴部内外面は横方向の箆磨

き。内、外面とも炭化物が僅かに付着する。

188号土坑出土土器観察表（第274図 PL 124) 

器種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形 ・文様の特徴等 備考

1 口縁部片 ロー ①普通 折り返し口縁を持つ。折り返し口縁部には 6歯

甕 底一 ②にぶい褐 1単位の波状文。頸部には 8歯 1単位の波状文。

高一 ③細砂粒を含む 内面はやや器面が荒れるが、赤色塗彩の痕跡が

一部に残る。
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6 遺構外出土遺物
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遺構外出土土器観察表（第275図 PL 124) 

器種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形 ・器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁～胴 口く25.8〉 ①普通 僅かに開く短い頸部。胴部は緩やかに湾曲する。 66区L-20

甕 下位1/2 底一 ②褐灰 口縁部には原体LRの単節斜縄文を横位に施文

高 (22.7) ③大きめの砂粒を含む したのち、棒状工具による沈線を 1条巡らす。

頸部は横方向の箆磨き。胴部上位に木口状工具

によるはけ目を施したのち、胴部上位から中位

にかけて棒状工具による上下 2条の平行沈線文

を施文し、この間に菱形連繋文を施す。平行沈

線文との接点には僅かに瘤状の凸部が見られる。

連繋菱形文の区画内には原体LRの単節斜縄文

を充埴する。内面には横方向の器面調整による

砂粒の移動が顕著である。

2 胴部 ロ ー ①普通 球形の胴部。頸部には単位不明の簾状文。胴部 65区S-18 

甕 底ー ②灰褐 の外面は磨き。内面には横方向の器面調整が見

高 一 ③砂粒を含む られる。

3 脚部 口 一 ①良好 接合部から裾部にむけて直線的に開く 。裾端部 75区Q ~3

高杯 底 ー ②にぶい黄橙 は強い面取りにより平坦面を作る。内面の一部

高一 ③細砂粒を含む に押さえの痕跡が見られる。外面上位には縦方

向、外面下位と内面下位には横方向の器面調整

の痕跡が見られる。

4 脚部 ロー ①良好 接合部から裾部にむけて直線的に開く。外面は 75区H-2

高杯 底 一 ②にぶい橙 磨き。脚部内面接合部付近に箆押さえ痕が残る。

高一 ③砂粒を含む 外面頸部には僅かに炭化物が付着する。
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第 4節古墳時代

1 遺構、遺物の概要

遺構 古墳時代に属すると思われる遺構は、調査さ

れた範囲では住居 9軒をあげることができる。土坑

の中にも古墳時代以降に属するとおもわれるものが

検出されているが、遺物の出土がなく、また埋没土

からも平安時代との区別が困難であるため、古墳時

代と思われるが時期不明と分類せざるをえなかっ

た。この時代の住居を概観すると以下の通りになる。

まず、住居の時期を見てみると、 6世紀中葉が 1軒、

6世紀後半が 2軒、 7世紀中葉が 2軒、 7世紀後半

が 3軒、不明 1軒という分類になる。 したがって、

本遺跡の古墳時代の集落は100~150年間ほど継続し

た集落と考えられ、同時期に併存した可能性がある

のは 2~ 3軒ということができる。次に形状で分類

してみると、平面形状はすべて方形を呈している。

その中では、やや長方形を呈する住居が 3軒、正方

形に近い住居が 4軒、不明 2軒となる。時期的な傾

向ははっきりとしないが、 7世紀代の住居は正方形

に近い形状を呈するといえるかもしれない。中での

11号住居と37号住居は遺物からみると l四半期分の

時期差を持つが、規模、形状とも近似した状況を見

せている。主軸方位もほぼ一致しており、同時期併

存あるいは建て替えによる移転といった状況を感じ

させる組み合わせである。

本遺跡においてはこの時代の住居は比較的しつか

りした掘り込みを持っており、 9軒の平均で58.2cm

を測る。これは第 5節で述べる平安時代の竪穴住居

と明確な差をみせている。ちなみに、平安時代の住

居の掘り込みの平均は31cmである。25号住居は遺物

の出土がなく、時期を決定する材料を欠いたが、埋

没土の様相とともに、この掘り込みの差から、古墳

時代の住居と判断した。

次に龍の位置を分類してみると、寵が検出された

8軒のうち、東壁に構築される住居が 2軒、北壁に

構築される住居 5軒、南東隅に構築される住居 1軒

となる。この傾向から寵の検出されなかった25号住

第4節古墳時代

居も北壁に検出されなかったため、東壁に構築され

ているものと思われる。壺の位置は時期的な傾向は

見られないが、唯一南東隅に寵を持つ40号住居は今

回の報告の中ではもっとも新しい住居とも考えられ

るので、こうした時期的な要因があるかもしれない。

住居の分布に特に規則性は見いだせないが、 7号、

8号、 11号、 25号、 31号住居と37号、 38号、 40号、

44号の 2群に分けることができる。これは、前者の

1群が、本遺跡が立地する台地の頂部付近の平坦部

に占地し、後者の 1群がこの台地から東側への傾斜

地を避けてその下の平坦面に占地しているというこ

とが言えそうである。ただし、これは時期的な移動

とは考えられない。

遺物 住居の分布で分類した 2群は、遺物の出土状

態でも差を見せている。すなわち、後者に比較して

前者の 1群は遺物の出土が少ない傾向がうかがえ

る。これは後者の 1群は傾斜地の下に位置するため、

流れ込みの遺物が多いということも考えられよう 。

遺構外の遺物も時期的には住居と同様の傾向を示

しており、その多くが住居と関連を持つ遺物である

ということができよう 。
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2 竪穴住居
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①黒色土住居覆土の①層。

② 黒褐色土 As-C、ローム微粒少罷含む。焼土粒僅かに含む。粒子粗い。

③ 黒色士 As-C僅かに含む。ローム微粒僅かに含む。

④ 暗褐色土 As-C僅かに含む。ローム細粒少量含む。

⑤暗褐色士 ローム微粒僅かに含む。

⑥ 黄褐色土 ロームプロソク主体。焼土粒少磁含む。

⑧ 黒色土 As-C僅かに含む。ローム細粒僅かに含む。

⑦ 暗褐色土 ローム微粒多く含む。焼土粒僅かに含む。黒色土粒少屈含む。

⑨ 暗黄褐色土 ローム微粒多く含む。焼土粒多く含む。黄色軽石僅かに

含む。

⑩ ロームプロック

⑪ 暗黄褐色土 ⑩に似る。

⑫ 暗赤褐色土 黄色軽石僅かに含む。焼土粒多く含む。

⑬ 黒色土 黄色軽石僅かに含む。ローム微粒僅かに含む。

⑭ 暗赤褐色土 黄色軽石僅かに含む。焼土粒少趾含む。

第276図 7号住居
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7号住居

位置 76区M-1グリッド方位 N-89°-E

重複 西壁の一部を耕作による攪乱で破壊される。

写真 PL 125 

形状 長軸2.92m、短軸2.61mの隅丸長方形を呈す

る。 壁高 0. 78mを測る。

面積 3.99吋を測る。 埋没土 As-Cを含む黒色土

を主体とする。観察によると自然に埋没したものと

思われる。 床面 As-YPを多く含む黒色土 を貼

っている。寵の手前、径1.5mほどの範囲と住居北

西隅及び北東隅で特に硬化した部分が認められた。

貯蔵穴検出されなかった。 柱穴 検出されなか

った。 掘り方 西壁中央付近から床下土坑が検出

された。径は96X78cm、深さ54cmを測る。

遺物 図示した遺物の他、 土師器杯片11点と土師器

甕片 5点が出土している。図示した 1は寵左袖の手

前床から出土している。

竃位置東壁中央やや南寄り 。

規模全長1.14m、焚き口幅0.46m。

袖 右袖には礫を立てて補強材としている。

支脚 燃焼部中央に細長い礫を立てて支脚とし

ている。

考察 しつかりした掘り込みを持っている小型の住

居である。出土遺物の様相から 6世紀後半の竪穴住

居と思われる。

8号住居

位置 66区K-15グリッド他方位 N-77°-E 

重複なし写真 PL125 

形状 長軸4.62m、短軸4.38mの長方形を呈する。

壁高 0.65mを測る。 面積 14.8m'を測る。

埋没土 As-Cを含む黒色土、黄色軽石粒を含む黒

色土を主体とする。土層観察によると自然に埋没し

たものと思われる。 床面 黒色土を貼っている。

貯蔵穴 寵右手前で検出された。規模は径61X42cm、

深さ33cmを測る。埋没土層の観察によると人為的な

埋没と推定される。

周溝 ほぽ全周にわたって検出された。最大幅32cm

第4節古墳時代

深さ 11cmを測る。

柱穴 ピットは 5本検出された。そのうち、位置、

形状からp1、p3、p4、p5が主柱穴に相当す

ると思われる。 掘り方 床面から15cmほど掘り込

まれている。床下土坑と思われる掘り込みが中央付

近と北東隅付近で検出されている。床下土坑 lは径

1.30 X 1.26mで深さ 18cmを測る。床下土坑 2は径

l.40X l. 32 mで深さ40cmを測る。

遺物 閲示した遺物の他、土師器坪片14点、土師器

甕片23点、須恵器甕片 3点が出土 している。 1と2

が住居東半分で出土している他は、散漫な出土状態

である。また、今回図示しなかったが、北西隅付近

でこも編み石と思われる円礫が18点出土している。

竃位置東壁中央やや南寄り 。

規模全長1.28m、焚き口幅1.30mを測る。

袖 黄色軽石を含むローム土で長さ約40cmの袖

をハの字状に作り、右袖先端には角礫を置き、

補強材としている。また右袖手前で出土した礫

は崩落した補強材であると思われる。

煙道 住居壁より 54cm外に延びるが、上部の構

造は残存していない。

考察 出土遺物の様相から 7世紀中葉の竪穴住居と

思われる。
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8号住

① 黒色土 A S -C多く含む。

② 黒色土 A S _C多く含む。ローム微粒少最含む。

③ 黒色士 A s -C少最含む。ローム微粒多く含む。

焼土粒僅かに含む。

④ 黒色土 A S _C僅かに含む。粒子密。

⑤ 黒色土 A s -C少鑓含む。ローム微粒僅かに含む。

⑥ 黒色土 A S -C僅かに含む。

⑦ 黒色土 黄色軽石少塁含む。ローム細粒少誠含む。

⑧ 黒色土 黄色軽石多く含む。ローム粗粒少量含む。

⑨ 黒色土 黄色軽石多く含む。ローム微粒少最含む。

⑩黒色土 黄色軽石多く含む。ローム微粒多く含む。

⑪ 黒色土 黄色軽石僅かに含む。炭化物、焼土粒少址

含む。

⑫ 黒色土 YP少最含む。ローム細粒少量含む。

⑬ 黒色土 YP多く含む。

⑭ 黒色土 YP少屈含む。ロームプロノク少量含む。

⑮ 黒色土 YP少景含む。ロームプロノク多く含む。

⑯ 黒色土 YP僅かに含む。ローム細粒僅かに含む。

⑰ 黒色土 ローム プロ・ノク主体。YP僅かに含む。

⑱ 黒色土 YP多く含む。

⑲ 黒色土 YP少最含む。
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8号住居貯蔵穴

① 黒色土 黄色軽石僅かに含む。 ③ 暗褐色土 As-YP多く含む。

② 暗褐色土 ④ ロームプロノク

8号住居ピソト

① 暗褐色土 As-YP、ロームプロック僅かに含む。

② 茶褐色土 As-YP多く含む。ロームプロノク少最含む。

③暗褐色土 ローム土が混入する。

④ 暗褐色土 As-YP少誠含む。

⑤ 暗褐色土 ②を含む。

O 2m 

第277図 8号住居（ 1)
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8号住居カマド

① 黒色土 As-C多く含む。

② 黒色土 As-C少是含む。ローム粒多く含

む。

黄褐色土 ロームプロック。

赤褐色土焼土プロック。

暗赤褐色土 ローム粒多く含む。焼土粒多

く含む。

暗褐色土 ローム微粒少量含む。黄色軽石

僅かに含む。焼土粒多く含む。

暗褐色土 ローム微粒、焼土粒多く含む。

暗褐色土 As-YP、焼土粒少量含む。

暗褐色土 As-YP多く含む。

黄褐色土 ソデ構築のためのローム。

黒色土 As-YP多く含む。

黒色土 ローム粗粒少最含む。As-YP僅

かに含む。

⑨
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第278図 8号住居 (2)
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11号住居貯蔵穴

①暗褐色土 黄色軽石少贔含む。

D' ざらつく。

② 暗褐色土 ①に類似。内容物少

ない。

③黄褐色土 ローム土と①、②が

混じる。

④黄褐色土 ロームブロック。

E L~208.5m E' 
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第279図 11号住居 (l)
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11号住居ピ ット

① 熙色土 白色鉱物粒、 As-YP少址含む。

②暗褐色土 白色鉱物粒、 As-YP少量含む。

③ 暗茶褐色土 As-YP多く 含む。

④黒色土粒子密。

⑤暗褐色土 白色鉱物粒多く含む。 ⑨ 暗褐色土 ロームプロノク 多く含む。

⑥ 茶褐色土 As-YP僅かに含む。 ⑩ 黄褐色土 As-YP主体。

⑦ 黄褐色土 ローム土主体。

⑧ 暗褐色土 As-YP多く含む。
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11号住居床下土坑 l

①黒色土 As-YP多く含む。ローム 粗粒少羹

含む。

②黄褐色土 ロームプロ ソク 多く含む。As-YP

少巌含む。

③ 黄褐色土 ロームプロック少最含む。As-YP

多く含む。

④黒色土 As-YP多 く含む。 ローム プロック

少益含む。

11号住居

① 黒褐色土 As-C多 く含む。ローム ブロ

ック価かに含む。

② 暗褐色土 ロームプロ ック少侃含む。軟質。

③ 暗黄褐色土 ロームプロ ック 、ローム粗

粒僅か含む。

④黒色土 ロームプロ ック、ローム粗粒少

祉含む。軟質。

⑤ 暗黄褐色土

⑥ 黒褐色土

⑦ 黄褐色土 As-YP含む。

⑧黄褐色土 ローム土を含む。

⑨ 暗褐色土 As-YP、黒色土粒を少益含む。

⑩黄褐色土 ローム 土主体。As-YP少羹

含む。

⑪ 黒色土 As-YP、ロ ーム粗粒少皇含む。

⑫ 貨褐色ナ As-YP主体。黒色土混 じる。

⑬ 暗黄褐色土 As-YP、ロ ーム土主体。

⑭黒色土 As-YP倣かに含む。 ローム プ

ロック多く含む。

⑮黄褐色土 ロームプロック 主体。黒色土

僅かに含む。
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第280図 11号住居 （2)
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11号住居カマ ド

① 黒色土 ローム細粒少量含む。As-C少最

含む。

②黒色土焼土粒、As-C少量含む。

③ 暗赤褐色土 焼土粒多く含む。ローム細粒

僅かに含む。

④暗赤褐色土 焼土粒多く含 む。 ローム ブ

ロック少量含む。

⑤ 暗赤褐色土 焼士塊少量含む。粘土質。

⑥赤褐色土焼土塊、焼土粒多 く含む。

⑦ 黄褐色土 ローム土。カマドのソデ。

⑧ 赤褐色土 ⑦が焼けて赤変したローム土。

⑨赤褐色土 焼 土 粒 少戴含む。

⑩黄褐色土 ローム土。 カマドのソデ。

⑪ 暗褐色土 As-YP少量含む。ローム細粒

少量含む。

⑫ 黒色土 As-YP多く含む。 ローム細粒少

量含む。

⑬ 暗褐色土 As-YP、にごったローム少量含

む。

⑭ 赤褐色土焼土プロック多く含む。

⑮ 褐色土焼土粒僅かに含む。As-YP少最

含む。

⑯ 褐色土 白色軽石、焼土粒僅かに含む。

゜
lm 
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第281図 11号住居（ 3)

11号住居

位置 66区L-19グリッド方位 N-2°-W

重複 平安時代(lo世紀前半）の12号住居が南壁の

一部に重複する 。本住居の床面までは達していない。

写真 PL 126 

形状 長軸5.9m、短軸5.7mのほぽ正方形を呈する。

壁高 0.7mを測る。 面積 27.5吋を測る。

埋没土 軟質な暗褐色土を主体とする。観察による

と自然に埋没したものと思われる。①層は本住居の

埋没土を掘り込むように堆積しているため、本住居

調査時には確認されなかった別遺構が存在している

可能性がある。 床面 貼り床は確認されなかった。

特に硬化した部分も認められなかった。

貯蔵穴 寵右手前で検出された。径は88X78cm、深

さは63cmを測る。

周溝 東壁の一部をのぞいて、ほぼ全周にわたって

検出された。最大幅は21cm、深さは14cmを測る。

柱穴 ピットは 8本検出された。そのうち、位置、

形状からp1、p2、p3、P4が主柱穴に相当す

ると思われる。ただし P4は他の 3本よりも浅い。

336 

掘り方床面から10~25cmほど掘り込まれている。

床下土坑が、住居中央やや東壁寄りと、中央やや西

壁寄りの地点から 2基検出されている。東側の床下

土坑 1は径l.50X 1.26m、深さ38cm、西側の床下土

坑 2は径l.70 X 1.48m、深さ45cmを測る。また、南

東隅からも床下土坑状の掘り込みが検出されてい

る。 遺物 図示した遺物の他、 土師器杯片10点、

土師器甕片53点、須恵器椀片 2点、須恵器甕片 2点

が出土 している。 1の杯は南壁に立てかけたような

状況で出土している。

竃位置北壁中央規模全長1.27m、焚き口幅

0.55mを測る。 袖 ローム土で60cmほどの袖

をハの字状に作る。右袖先端に礫を置き、補強

材としている。燃焼部右側から袖にかけて一部

攪乱を受けている。

考察 7世紀第 2四半期の竪穴住居である。本遺跡

における古墳時代の住居では最大の規模を持つが、

遺物の出土は比較的少ない。
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25号住居

① 暗褐色土 As-C少絨含む。粒子粗。

② 黒色土 As-C多く含む。

③ 暗褐色土 黄色軽石多く含む。ローム細粒少屈含む。

④暗褐色土 黄色軽石少量含む。

⑤暗褐色土 黄色軽石僅かに含む。

⑥暗褐色土 ローム土多く含む。
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第282図 25号住居
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31号住居

① 暗褐色土 As-C多く含む。

② 黒褐色土 As-C多く含む。

③ 暗褐色士 As-C、ロームプロソク非常に

多く含む。

④ 暗褐色土 As-C多く含む。

⑤ 暗褐色土 As-C、ロームプロック多く含

む。

⑥暗褐色土 As-YP、As-C、ロームプロy

ク多く含む。

⑦ 暗褐色土 As-YP、ローム細粒少誠含む。

⑧茶褐色土 ロームプロック多く含む。

⑨ 暗褐色土 As-YP少益含む。

⑩暗褐色土 ロームブロック、 As-YP多く

含む。

⑪ 茶褐色土 ローム土主体。 As-YP、暗褐色

土少批含む。粘質。

G G' 
―． ① ．― 

②てこ四

H If 

W 
G • H L=205.9m 

A L~206.4m A' 

31号住居ビソト

① 黒色土 As-YP少量含む。 しまり弱い。

② 暗褐色土 As-YPとローム土を多く含む。

—- ゜
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第283図 31号住居（ 1)
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31号住居カマド

① 暗褐色土 As-C多く含む。ロームブロソク少最含

む。

② 褐色土 ローム粗粒非常に多く含む。焼土粒僅かに

含む。

③ 暗褐色土 As-C多く含む。ローム細粒少誠含む。

④ 暗褐色土 ローム粗粒多く含む。As-C、焼土粒僅

かに含む。

⑤暗褐色土 ロームブロック、 As-C多く含む。

⑥ 褐色土 ローム細粒非常に多く含む。焼土粒多く含

む。As-C少筵含む。

⑦ 褐色土 ローム細粒多く含む。ロームブロノク含む。

As-YP少慨含む。軟質。

⑧ 黄褐色土 ロームの二次堆積。
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第284図

25号住居

位置 66区M-11グリッド 方位 N-84°-E

写真 PL 127 

形状 大部分が調査区外のため不明だが、 1辺が

2.98mの方形を呈すると思われる。 壁高 0.58m 

を測る。 埋没土 暗褐色土を主体とする。

周溝 東壁の一部で検出された。 寵北壁で検出

されなかったので東壁に構築されていると思われ

る。 遺物 出土しなかった。 考察 埋没土から

古墳時代の住居と判断した。

D L~Z06.3m 

E L~206 . 0m . 王

」
31号住居（ 2)

D
 

31号住居

位置 66区Q-14グリッド他 重複 縄文時代の130

号土坑を切る。住居床下から縄文時代の135号、 136

338 

F L~206.0rn F' 

ょ
号土坑が検出された。群馬用水、町道によって西壁

を失う。 写真 PL 127 

形状 l辺が3.7mの方形を呈すると思われる。

壁高 0.4m 面積 不明。 埋没土 As-Cを多

く含む暗褐色土を主体とする。 柱穴 p 1、p2 

が主柱穴に相当すると思われる。 掘り方 床面か

ら5cmほど掘り込まれている。 遺物 図示した遺

物の他29点の土師器坪、甕片が出土している。

竃 位置 北壁ほぼ中央 規模 130号土坑調査の

際に誤って一部を破壊するため全長は不明。焚

き口幅は0.62mを測る。 袖 残存が不良だが

芯材と思われる礫が出土している。

考察 7世紀後半の竪穴住居と思われる。
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37号住居

① 黒色士 As-C多く含む。

② 黒色土 As-C少量含む。

③ 黒褐色土 As-C少量含む。ローム微粒僅かに含む。

④ 黒褐色土 As-C少量含む。ローム細粒僅かに含む。

⑤ 黒褐色土 As-C少埜含む。ローム細粒僅かに含む。焼

土粒僅かに含む。

⑥ 黒褐色土 As-C僅かに含む。焼土粒僅かに含む。粒子密。

⑦ 黒褐色土 As-C多く含む。焼土粒少最含む。ローム細

粒少最含む。

⑧ 黒褐色土 As-C僅かに含む。焼土粒僅かに含む。ロー

ム微粒少益含む。

⑨ 黒褐色土 貼り床。ロームプロノク、炭化物含む。

⑩黒褐色土 ロームプロック含む。

⑪黄褐色土 ロームプロック多く含む。

⑫黄褐色土 ロームプロック、炭化物含む。

⑬ 暗黄褐色土 ロームプロック少贅含む。

⑭黄褐色土 ロームプロソク多く含む。

⑮ 暗黄褐色土 ロームプロック少量含む。

⑯暗黄褐色土 ローム土主体。

゜
2m 

第285図 37号住居（ 1)
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第4章 検出された遺構と遺物

L 賢① 工

J J' k ① k' L ⑤ L' 
② 

濾口 喜 I~L L~ 204 4m 

＼ 

叫

I I `  017 ◎◎ でぅ

P4 ` 46住 II

炭

A
 

曇 △ 

37号住居ピソト

① 黒色土 ローム粒僅かに含む。ロームプロソク含む。

② 黒褐色土 ローム粒僅かに含む。焼土粒僅かに含む。

③ 黒褐色土 ローム粒少凪含む。焼土粒僅かに含む。

④ 暗褐色土 ローム粒僅かに含む。焼土粒僅かに含む。

⑤黒褐色土 ローム粒僅かに含む。 しまり弱い。

⑥ 暗褐色土 ローム粒少益含む。かたくしまる。

⑦黒褐色土 ローム粒少屈含む。

。◎
cu 

a

0

 

冒冨
12

188土

9゚
[
 

A' 

iヽ

：
 

叫 37号住居カマド

① 黒褐色土 ローム、焼土、 炭化物が混じる。カマドの

崩落土。

② 黄褐色土 ローム、焼土、炭化物含む。

叫 叫 ③ 焼土層

④黄褐色土 ローム、焼土のプロノク含む。

カマドソデの崩落土。

⑤ ロームプロック

⑥ 黒色土 As-C、炭化物、焼土多く含む。

◎ ⑦赤褐色土 焼土プロック、炭化物、 As-Cを含む。

⑧ カマドソデ粘土 焼土、 As-C僅かに含む。

⑨ 焼土層

⑩ 赤褐色土 焼土主体。ローム粗粒、炭化物多く含む。

◎ ⑪暗褐色土焼土、炭化物少最含む。

：関』 G L=204 7m G' 

II 
→ 

吋 吋
H L=204 7m H' 

E L=204 7m 口R R -"  

lm 

゜
2m 

⑦ 

第286図 37号住居 (2)
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37号住居

位置 66区B-19グリッド他方位 N-13°-E

重複 弥生時代後期の46号住居を切る。床下から弥

生時代後期の188号土坑が検出された。

写真 P Ll28 

形状 長軸5.8m、短軸5.5mのほぽ正方形を呈する。

壁高 0.4mを測る。 面積 25.lm' 

埋没土 As-Cを含む黒色土を主体とする。

床面 炭化物を含む黒褐色土を貼るが軟らかい。

柱穴 p l~p 4が主柱穴に相当すると思われる。

掘り方 床面から15cmほど掘り込まれている。中央

やや西壁寄りで床下土坑が検出されている。径l.91 

X 1.14 m、深さ50cmを測る。 遺物 図示した遺物

第4節古墳時代

の他、 土師器杯片121点、甕片309点、須恵器坪片 2

点、甕片 3点が出土している。寵の右手前に土器お

よび礫が集中して出土している。19の耳環は寵手前

の床面から出土 しているが詳細な出土位置は記録し

なかった。

竃位置北壁 中央規模 全長1.1m、最大幅

1.05mを測る。 袖 ローム土で60cmほどの長

さでハの字状に作り、両袖から補強材および芯

材と思われる礫が出土 している。 遺物 長胴

甕 5個体が焚き口に並べられた状態で出土して

いる。 残存 燃焼部に厚さ 4~8 cmの焼土。

天井は崩落している。

考察 7世紀第 3四半期の竪穴住居と思われる。

|

l
ー、ヽ
―

切

18十
T m̀ | 

^
 

5 も2

°’ 

゜

ジ

O
N
I
I
1
 

G L-203. lm G' 

①＼：コ

叫

38号住居貯蔵穴

①黄褐色土 ローム主体。

焼土粒少戴含む。

② 暗褐色土 ローム粒多

く含む。焼土粒、炭化

物僅かに含む。

③ 暗褐色土 ローム粗粒

少量含む。焼土粒僅か

に含む。

④ 暗褐色土 ローム粗粒

多く 含 む。 ローム プ

ロック少量含む。

A L~ 204 .lm A' 38号住居

① 黒色土 As-C多く含む。

② 黒色土 As-C少量含む。

③ 暗褐色土 橙色軽石粒僅かに含む。

④ 黒色土 As-C僅かに含む。やや粘質。

⑤ 黄褐色土 ロームの貼り床。

⑥ 暗褐色土 ローム粒多く含む。ロームプ

ロソク少贔含む。As-C僅かに含む。

⑦ 黒褐色土 ロームブロック少量含む。

A L=204.1m 
A' 

6 5 1 

゜
2m 

第287図 38号住居 （1)

341 



第4章 検出された遺構と遺物

tl8 

ジ

38号住居

位置 65区T-17グリッド 方位 N-7°-E

写真 PL 129 

形状 1辺4.6mの隅丸方形を呈すると思

われる。

壁高 0. 78mを測る。 埋没土 As-Cを

含む黒色土を主体とする 。 床面 一部に

貼床状のローム土が詔められる。 貯蔵穴

北西隅で検出。径67X 62cm、深さ 46cm。

掘り方 床面から20cmほど掘り込まれてい

る。住居中央に床下土坑状の掘り込み。

竃位置北壁中央規模全長1.27m、

焚き口幅0.55mを測る。 袖 ローム

土で作り、芯材と思われる礫が出土し

ている。

ò | 可

c
 

吋
c i.=203. 7m 

C' じE— 

裔
II 
—; 

叫
C' 

ー一二三----

②
 

F ・ L-203.4m F
 

E
 

L-203.4m 
E' 

」

遺物土師器坪、甕片795点、須恵器片 5

点が出土している。籠左側から完形の甑。

考察 6世紀第 3四半期であろう 。

38号住居カマド

① 黒色土 As-C少量含む。焼士粒僅かに

含む。

② 暗褐色土 As-C僅かに含む。焼土粒少

監含む。黒色土プロック少最含む。

③暗褐色土焼土粒少益含む。

④暗褐色土焼土粒少屈含む。黒色土ブ

ロック多く含む。

⑤褐色土焼土粒僅かに含む。

⑥暗褐色土 焼土粒、焼土プロノク少鼠含

第288図 38号住居（ 2)

⑬ 

む。

⑦暗褐色土 焼土粒僅かに含む。

⑧暗褐色土焼土粒少最含む。As-C少量

含む。

⑨赤褐色土 焼土プロノク 。壁の焼けたも

の。

⑩ 黒褐色土 焼土粒、ローム粒僅かに含む。

⑪黒褐色土 ロームプロック少量含む。焼

土粒僅かに含む。

⑫暗黄褐色土 黄色軽石少量含む。焼士粒

僅かに含む。

⑬暗黄褐色士 黄色軽石少鑓含む。焼土粒

僅かに含む。⑫より暗い。

⑭ 暗褐色土 焼土粒少凪含む。ローム粒僅

かに含む。

⑮暗褐色土 焼土粒僅かに含む。ややしま

る。

⑯黒褐色土 焼土粒僅かに含む。ローム粒

少誠含む。

⑰ 暗褐色土 焼土粒僅かに含む。

⑱ 暗褐色土 焼土粒少最含む。ローム粒僅

かに含む。

゜
lm 
Zm 
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第4節古墳時代

叫
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9住

A
 

A' 

叫
40号住居

① 黒色土 As-C多く含む。ローム粒僅かに含む。
② 黒褐色土 As-C少誠含む。焼土粒僅かに含む。
③ 暗褐色土 As-C、焼土粒、ローム粒少量含む。
④ 暗褐色土 As-C少絨含む。

⑤ 黒褐色土 As-C少鍼含む。ローム粒僅かに含む。
⑥ 黒色土 As-C少量含む。

⑦ 暗褐色土 As-C僅かに含む。ローム粒少最含む。
⑧ 黒褐色土 As-C、ローム粒僅かに含む。

⑨ 黒褐色土 As-C、ローム粒、焼土粒僅かに含む。
⑩ 黒褐色土 貼り床。As-C少墨含む。ローム粘質土

僅かに含む。

⑪ 暗褐色士 床下土坑覆土。ローム粘質土僅かに含む。
9 •• 6 

L=202.6m 
E E‘ 
一 ② ー

③" (j) 

40号住居ピット

① 黒褐色土 ローム粒僅かに含む。炭化物僅かに含む。
② 暗褐色土 ローム粒多く含む。黒色土粒僅かに含む。
③ 黄褐色土 ロームプロノク主体。暗褐色土少誠含む。
④暗褐色土 ローム粒多く含む。

司 叫

c
 

C' 

叫

C L~202 .9m 
c
 

40号住居カマド

① 黒褐色土 As-C少鼠含む。

② 暗褐色土 As-C少量含む。ローム粒多く含む。焼土粒少量含
む。

③ 暗黄褐色土 ローム粒多く含む。焼土粒少量含む。
④ 黄褐色土 ロームプロック主体。天井崩落土か。下部が焼ける。
⑤灰褐色土 ローム粒少量含む。焼土粒少鍼含む。
⑥黒褐色土 ローム粘質土少最含む。As-C少量含む。
⑦黒褐色土 ローム粘質土多く含む。As-C僅かに含む。
⑧ 黒褐色土 ローム粘質土、As-C、焼土粒僅かに含む。

゜
lm 
2m 

第289図 40号住居
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第4章 検出された遺構と遺物

40号住居

位置 65区R-19グリ ッド他方位 N-150°-E 

重複 平安時代(11世紀前半）の39号住居と南東隅

で接する。 写真 P L130 

形状 長軸3.27m、短軸2.67mの隅丸長方形を呈す

る。 壁高 0.45mを測る。 面積 6.6吋を測る。

埋没土 As-Cを含む暗褐色土、黒褐色土を主体と

する。観察によると自然埋没と思われる。

床面 貼り床は認められなかった。特に硬化した部

分も認められなかった。 貯蔵穴 検出されなかっ

た。 柱穴 ピットは 1本検出された。p1の他に

3ケ所で、深さ 2~3 cmのピット状の揺り込みが確

認されている。 掘り方床面から 4~10cm掘り込

まれている。住居ほぽ中央で床下土坑が検出されて

いる。径88X80cm、深さ30cmを測る。

遺物 図示した遺物の他、土師器杯片57点、甕片

107点、須恵器甕片 3点が出土している。 6の甕は

籠手前でつぶれたような状態で出土しているが、婿

から崩落したものとも考えられる。また、住居埋没

途中に投げ込まれたと思われる礫が 4点ほど出土し

ている。

竃位置南東コーナ一部規模全長0.94m、焚

き口幅0.23mを測る。 袖 ローム土を含む黒

褐色土で20cmほどの袖を作る。 遺物 埋没途

中で流れこんだと思われる甕片が出土している。

残存 燃焼部に天井が崩落した状況が確認でき

る。

考察 7世紀後半の竪穴住居と思われる。今回の報

告の中では、コーナ一部に寵を持つ住居は本住居の

みである。

44号住居

位置 75区P-3グリッド他 方位 N-13°-E 

重複 弥生時代後期の43号住居の埋没土を堀り込ん

で構築される。床下土坑以外では43号住居を破壊し

ていないと思われる。 写真 P Ll30 

形状 住居北西隅が調査区外にかかっているが、長

軸4.62m、短軸3.50mの隅丸長方形を呈するものと

344 

思われる。 壁高 0.5mを測る。 面積 不明

埋没土 As-Cを含む黒褐色土を主体とする。観察

によると自然埋没と思われる。

床面 As-C及びロームブロックを含む茶褐色土で

貼り床を作るが、あまり踏み固められていない。

貯蔵穴 北東隅で検出されている。径は73X65cm、

深さ25cmを測る。 周溝 調査された範囲ではほぽ

全周にわたって検出された。最大幅30cm、深さ 8cm 

を測る。 柱穴 ピットは 1本検出されている。柱

穴に相当するかは不明である。

掘り方 床面から 6cmほど掘り込まれている。住居

中央やや東寄りで床下土坑が検出されている。径は

l.38X0.86m、深さ25cmを測る。単一の埋没土のた

め、人為的な埋没が推定される。

遺物 図示した遺物の他、土師器坪片200点、甕片

258点、須恵器杯片 2点、甕片 4点、高台部片 l点

が出土している。重複する43号住居で取り上げた遺

物にも本住居の遺物が含まれると思われる。 8は比

較的広範囲の接合状況を示している。遺物の出土状

況は住居の西側に集中する傾向が見られる。

竃位置北壁ほぼ中央規模 一部が調査区外に

かかるが全長0.gm、焚き 口幅0.2mを測る。

袖 貼り床と近似する茶褐色土で、 60cmほどの

袖を馬蹄状に作る。

残存 燃焼部に 4cmほどの焼土が堆積し、天井

が崩落した状況が観察できる。

考察 出土遺物の様相から 6世紀中葉の竪穴住居で

あると思われる。
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E L=202.4m E' 

て
44号住居貯蔵穴

①茶褐色土 As-C、焼土

粒、炭化物少最含む。

F F' 

言
L-202.4m 

44号住居ピット

①暗褐色土 As-C少量含

む。

叫

A' 

A L=203.2m A' 

叫

44号住居

① 黒褐色土 As-C含む。

② 黒褐色土 As-C多く含む。炭化物含む。

③ 暗褐色土 As-C少孤含む。

④ 暗褐色土 As-C含む。

⑤ 暗黄褐色士 As-C、粘土プロ ック含む。

⑥ 茶褐色土 As-C多く含む。

⑦茶褐色土 貼 り床。As-C、粘土プロック含む。

⑧ 黒褐色土床下土坑覆土。ローム粒、 As-C

少最含む。

44号住居カマド

① 黒褐色土 ローム粘質土多く含む。As-C

少量含む。

品

喜 冷

② 暗褐色土 ローム粘質土少量含む。 As-C、

謎
焼土粒僅かに含む。

II ③黒褐色土 ローム粘質土多く含む。As-C
...l 

少最含む。焼土粒、炭化物僅かに含む。

o| ol ④ 赤褐色土焼土粒主体。

⑤ 茶褐色土 As-C催かに含む。カマドソデ。

C L=202 8m C' 
⑥赤褐色土焼土層。

⑦ 黒褐色土 As-C、炭化物少量含む。

⑧ 赤褐色土焼土プロック。

｀ 
⑨黒灰色土 粘土プロック 、焼土、炭化物混。

lm 
g) ⑧ ⑦ ⑥ ④ 

゜
2m 

第290図 44号住居
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第4章 検出された遺構と遺物

3 住居出土の遺物

□ 1 

゜
10cm 

第291図 7号住居出土遺物

7号住居出土土器観察表（第291図 P L 131) 

器 種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴等

1 口縁一部 口 12.0 ①酸化烙、やや軟質 浅い底部から弱い稜を経て口縁は僅かに外反す

土師器 欠 底 ー ②にぶい黄橙、底部外面は る。口縁部内、外面は横撫で。底部内面は撫で。

杯 高 4.0 黒褐色 外面は箆削り 。

③細砂粒を含む

備 考

I I 

/
h
|
|
|
|
 

11 1 (114) 
2(1/4) 

゜
10cm 

第292図 8号住居出土遺物

8号住居出土土器観察表（第292図 PL 131) 

器 種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形 ・器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁～胴 口 21.2 ①酸化焔、やや軟質 ほぼ直線的な胴部から、口縁は湾曲して外反す

土師器 部中位 底 ー ②橙 る。口縁部内、外面は横撫で。胴部内面は横位

甕 2/3残存 高一 ③砂粒、片岩を含む の箆撫で。外面は縦位の箆削り 。

2 胴中位～ ロ ー ①酸化焔、やや軟質 小さな平底の底部から、胴部はやや湾曲して立

土師器 底部3/4 底 5.2 ②にぶい赤褐色 ち上がる。胴部内面中位は縦位箆撫で、下位は

甕 残存 古向 — ③砂粒、片岩を含む 横位箆撫で。胴部外面は縦位箆削り 。
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ー

こ ＿三／3

＼＼ 

4(1/4) 

゜
10cm 

10cm 

第293図 11号住居出土遺物

11号住居出土土器観察表（第293図 PL 131) 

器種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形 ・器形 ・文様の特徴等 備 考

1 口縁一部 □ 12.6 ①酸化焙、やや硬質 緩やかに湾曲する底部からやや強い稜を経て、

土師器 欠 底ー ②黄灰色 口縁は直立する。口縁部内、外面は横撫で。底

杯 高 4 6 ③砂粒を含む 部内面は横樺での後放射状の箆磨き。底部外面

は箆削り 。

2 口縁～底 口 12.6 ①酸化焔、やや軟質 緩やかに湾曲する底部からやや強い稜を経て、

土師器 部3/4残 底一 ②にぶい赤褐色 口縁は僅かに外反する。口縁部内、外面、底部

杯 存 高 4.4 ③砂粒を含む 内面は横撫で。底部外面は箆削り 。

3 口縁～底 ロ〈13.9〉 ①酸化烙、やや軟質 浅い底部からやや強い稜を経て、 口縁は直線的

土師器 部1/2残 底 ー ②明赤褐色 に外反する。口縁内側端部に 1条の沈線が巡る。

坪 存 高一 ③細砂粒を含む 口縁内、外面、底部内面は横撫で。外面は箆削

り。

4 胴部片 ロ ー ①還元烙、硬質 内、外面叩き目。

須恵器 底 一 ②灰白色

甕 高 一 ③小礫を含む
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ここ二／］

2
 

゜
10cm 

10cm 
I I 3(114) 

第294図 31号住居出土遺物

31号住居出土土器観察表（第294図 PL 131) 

器種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁一部 口 11.6 ①酸化焔、やや硬質 緩やかに湾曲する底部から、口縁は直立する。

土師器 欠 底ー ②橙 口縁部内、外面は横撫で。底部内面は横撫で、

杯 高 3.2 ③砂粒、片岩を含む 外面箆削り 。

2 口縁～底 ロ〈12.9〉 ①酸化焙、やや硬質 緩やかな丸底から体部は湾曲して立ち上がり、

土師器 部1/2残 底 一 ②にぶい褐色 口縁は短く直立する。口縁部内、外面、 1本部内

杯 存 高 3.9 ③砂粒を含む 面上位は横撫で。体部内面下位撫で。体部外面

箆削り 。

3 口縁～胴 口 23.0 ①酸化焔、やや軟質 胴部上位に僅かに脹らみを持ち、口縁は緩やか

土師器 部中位 底 ー ②橙 に外反する。口縁部内、外面は横撫で、胴部内

甕 1/2残存 高一 ③砂粒、片岩を含む 面は横位及び縦位の箆撫で。胴部外面は斜縦位

の箆削り 。

三

□ 2 万

こ

ロ`

ミ 5

口

｀ ゜
10cm 
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第295図 37号住居出土遺物（ 1)
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ク
II (1/4) 

II 13(114) 
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/; 14(1/4) 

口

゜

ーニ戸＼

10cm 

16 

17 

第296図 37号住居出土遺物 （2)
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＿□- ｀ 18(I/2) 

g=。
し19(1/2)

゜第297図 37号住居出土遺物 (3)

37号住居出土遺物観察表（第295~297図 PL 132、133)

゜
5cm 

器種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・ 文様の特徴等 備 考

1 口縁一部 口 11.7 ①酸化烙、やや硬質 緩やかに湾曲する底部から、弱い稜線を経てロ

土師器 欠 底一 ②にぶい赤褐色 縁部は僅かに外傾する。口縁部内、外面は横撫

杯 古I可 3.7 ③細砂粒を含む で。底部内面横撫で、外面箆削り 。

2 口縁ー底 口 11.5 ①酸化焔、やや硬質 緩やかに湾曲する底部から、弱い稜線を経てロ

土師器 部2/3残 底 ー ②橙 縁部は僅かに外反する。口縁部内、外面は横撫

杯 存 高 3.9 ③砂粒を含む で。底部内面横撫で。外面箆削り 。

3 口縁一底 ロ 〈11.6〉 ①酸化烙、やや硬質 湾曲する底部から、やや強めの稜線を経て口縁

土師器 部213残 底 一 ②橙 は短く外反する。口縁部内、外面は横撫で。底

杯 存 高 4.0 ③砂粒を含む 部内面撫で。外面箆削り 。

4 口縁～胴 口 11.1 ①酸化焙、やや硬質 緩やかに湾曲する底部から、 口縁は短く直立す

土師器 下位1/2 底 一 ②にぶい褐色 る。口縁部内、外面は横撫で。底部内面横撫で、

杯 残存 高一 ③砂粒を含む 外面箆削り 。

5 口縁～底 ロ 〈10.5〉 ①酸化烙、やや軟質 緩やかに湾曲する底部から、やや強めの稜線を

土師器 部1/2残 底 ー ②にぶい橙 経て、口縁は僅かに外反する。口縁部内、外面

杯 存 高 一 ③細砂粒を含む は横撫で。底部内面横撫で、外面箆削り 。

6 口縁～底 口 118 ①酸化烙、やや軟質 湾曲する底部から、口縁は短く僅かに内傾する。

土師器 部1/2残 底一 一 ②橙 口縁部内、外面は横撫で。底部内面撫で、外面

杯 存 高 4.1 ③砂粒を含む 箆削り 。

7 口縁～底 口 〈11.4〉 ①酸化烙、やや軟質 湾曲する底部から、口縁は短く僅かに内湾する。

土師器 部1/5残 底 一 ②明赤褐色 口縁外面横撫で。口縁、底部内面撫で。底部外

杯 存 高 一 ③細砂粒を含む 面箆削り 。

8 口縁～底 ロ〈12.9〉 ①酸化焔、やや硬質 緩やかに湾曲する底部から、やや強めの稜線を

土師器 部1/5残 底 一 ②明赤褐色 経て口縁は緩やかに外反する。口縁部内、外面

杯 存 高 一 ③砂粒を含む は横撫で。底部内面横撫で、外面箆削り 。， ほぼ完形 口 21.6 ①酸化烙、やや硬質 小さな平底の底部から胴部は緩やかに外反して

土師器 底 5.4 ②明赤褐色 立ち上がり、胴部上位に僅かに脹らみを持つ。

甕 高 33.5 ③砂粒、 片岩、 雲母を含む 口縁は緩やかに外反し、口縁内側に強い稜を持

つ。口縁部内、外面は横撫で。胴部内面は箆撫

で、外面は縦位及び斜縦位の箆削り 。

10 底部欠 口 21.6 ①酸化焔、やや軟質 平底と思われる小さな底部から、胴部は緩やか

土師器 底 一 ②明赤褐色 ・黒褐色 に外反して立ち上がり、胴部上位に僅かに脹ら

甕 高 （34.3) ③砂粒、片岩、 雲母を含む みを持つ。口縁は緩やかに外反し、口縁内側に

やや強い稜を持つ。口縁部内、外面は横撫で。

胴部内面は斜位の箆撫で。胴部上位は縦位の、

胴部下位は斜縦位の箆削り 。

11 口縁～胴 口 23.0 ①酸化焔、やや軟質 胴部は緩やかに外反して立ち上がり、胴部中位

七師器 一部、底 底 ー ②にぶい赤褐色 に僅かに脹らみを持つ。口縁は緩やかに外反す

甕 部欠 高 一 ③砂粒、片岩、 雲母を含む る。口縁部内、外面は横撫で。胴部内面は横位

の箆撫で。外面は斜縦位の箆削り 。

12 口縁一胴 ロ〈24.0〉 ①酸化烙、やや硬質 胴部は緩やかに外反して立ち上がり、胴部上位

土師器 部下位 底 一 ②明赤褐色 に僅かに脹らみを持つ。口縁は緩やかに外反す

甕 1/2残存 高 一 ③砂粒、片岩、 雲母を含む る。口縁部内、外面は横撫で。胴部内面は横位

の箆撫で、外面は縦位の箆削り 。

13 口縁～胴 口 20.9 ①酸化焔、やや軟質 胴部中位に僅かに脹らみを持ち、口縁は緩やか

土師器 部中位 底ー ②橙 に外反する。口縁内側に弱い稜を持ち、口縁端

甕 高 一 ③細砂粒、雲母を含む 部に 1条の沈線が巡る。口縁部内、外面は横撫

で。胴部内面は箆撫で、胴部上位は横位、中位

は斜縦位の箆削 り。

14 口縁～胴 口 〈220〉 ①酸化焔、やや硬質 胴部は上位に僅かに脹らみを持ち、口縁は屈曲

土師器 部中位 底 ー ②にぶい褐色 して直線的に外反し、端部はさらに外反する。

甕 1/2残存 高 一 ③砂粒、雲母を含む 口縁部内、外面は横撫で。胴部内面は横位の箆

撫で、外面は斜縦位の箆削り 。
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器 種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形 ・器形・文様の特徴等 備 考

15 口縁～底 口 15.5 ①酸化焔、やや硬質 丸底の底部から球形の胴部、口縁は直立気味に

土師器 部2/3残 底 ー ②にぶい橙 立ち上がる。口縁部内、外面は横撫で。胴部内

小型甕 存 高 15.5 ③赤褐色粒を含む 面は箆撫で、外面は箆削り。

16 天井部～ 口 11.0 ①還元焔、やや硬質 天井部と口縁部との境界に 1条の沈線が巡る。

須恵器 端部3/4 底 ー ②灰色 胴部内面と口縁部外面は鞘櫨整形。天井部は輛

蓋か 残存 高 3.95 ③砂粒を含む 輯整形ののち、箆削り。

17 天井部～ 口 〈12.0〉 ①還元焔、硬質 内、外面とも椀櫨整形。天井部と口縁部との境

須恵器 端部1/3 底 一 ②灰白色 界に段を持つ。

蓋か 残存 高 一 ③砂粒を含む

18 一部欠 長径 22 径4mmの孔が両側穿孔によ ってあけられる。 滑石製

石製品 短径 2.2

垂飾 厚みl.4 

19 外径 l.9 

金環 内径1.0

こ
□ 2 

しニニシ5

_〇-O)
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第298図 38号住居出土遺物

38号住居出土遺物観察表（第298図 PL 134) 

器 種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁～底 口 13.4 ①酸化焔、やや硬箕 浅い底部から弱い稜を経て、口縁はほぽ直線的

土師器 部1/2残 底ー ②にぶい赤褐色 に外反する。稜の上位に 2-3条の浅い沈線が

杯 存 高 4.6 ③細砂粒を含む 巡る。口縁部内、外面、底部内面は横撫で。底

部外而は箆削り 。

2 口縁～底 口 11.8 ①酸化焔、やや軟質 緩やかに湾曲する底部から口縁は短く直立する。

土師器 部1/2残 底 一 ②橙 口縁部内、外面は横撫で。底部内面撫で、外面

坪 存 高 3.6 ③細砂粒を含む 箆削り 。

3 ほぼ完形 口 16.5 ①酸化焔、やや硬質 丸底から胴部は湾曲して立ち上がり 、口縁は短

土師器 底 ー ②明褐色 く外反する。口縁部内、外面、胴部上位内、外

甑 高 12.9 ③砂粒、案母、石英を含む 面は横撫で。胴部下位は箆削り 。胴部中位は器

表面が荒れて整形技法は不明。
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器 種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴等 備 考

4 口縁～胴 口 21.0 ①酸化烙、やや軟質 胴部は緩やかに外反しながら立ち上がり、はぽ

土師器 部下位 底 一 ②にぶい橙 直線的な胴部上位を経て、口縁は湾曲して外反

甕 4/5残存 高 一 ③砂粒、片岩、石英を含む する。口縁部内、外面は横撫で。胴部内面は横

位の箆撫で。胴部外面は縦位の箆削り 。

5 口縁～底 口 12.2 ①還元焔、やや硬質 胴部内面と口縁部内、外面は鞘轄整形。底部外

須恵器 部1/2残 底-•-• ―- ②灰黄色 面は輛輯整形ののち、箆削 り。 口縁は緩やかに

杯 存 高 3.5 ③砂粒を含む 外反する。

6 口縁～胴 口 〈10.5〉 ①還元焔、硬質 やや肩が張 り、頸部は短く直立する。内、外面

須恵器 部下位 底 一 ②暗灰色 とも観櫨整形。胴部外面はカキ目。内、外面の

短頸壺 2/5残存 高 一 ③密、砂粒を僅かに含む 一部に自然釉。

7 一部欠 長径l.9 径2.5mmの孔がほぽ中央に穿孔される。 滑石製

石製品 短径 1.6

垂飾 厚さ 0.5

重さ 2.0g
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第299図 40号住居出土遺物
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40号住居出土土器観察表（第299図 PL 134、135)

器 種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形 ・器形・文様の特徴等 備 考

1 完形 口 11.2 ①酸化烙、やや軟質 緩やかに湾曲する底部から、口縁は短く内湾す

士師器 底一 ②橙 る。口縁部内、外而、底部内面上位は横撫で、

杯 高 3. 7 ③砂粒を僅かに含む 底部内面下位は撫で。底部外面は箆削り。

2 口縁一部 口 12.8 ①酸化焔、やや硬質 緩やかに湾曲する底部から、口縁は短く直立す

土師器 欠 底一 ②橙 る。口縁部杓、外面、底部内面上位は横撫で、

坪 高 4. l ③砂粒を含む 底部内面下位は撫で。底部外面は箆削り 。

3 口縁～底 口 〈12.0〉 ①酸化焔、やや硬質 緩やかに湾曲する底部から、口縁は直立し口唇

土師器 部1/3残 底 一 ②にぶい赤褐色 部は小さく外反する。口縁部内、外面、底部内

杯 存 高一 ③砂粒を含む 面上位は横撫で、底部内面下位は撫で。底部外

面は箆削り。

4 口縁～体 ロ〈11.0〉 ①酸化焔、やや硬質 浅い底部から弱い稜を経て、口縁は緩やかに外

土師器 部中位 底一 ②明赤褐色 反する。口縁部内、外面は横撫で。底部内面は

杯 1/3残存 高一 ③細砂粒を含む 撫で、外面箆削り 。

5 口縁～底 口 〈12.7〉 ①酸化焔、やや硬質 緩やかに湾冊する底部から、口縁は短く直線的に

土師器 部1/3残 底 一 ②橙 外反する。口縁部内、外面、底部内面上位は横

杯 存 高 一 ③細砂粒を含む 撫で、底部内面下位は撫で。底部外面は箆削り 。

6 口縁～底 口 204 ①酸化焔、やや軟質 器肉の淳い丸底から胴部は緩やかに立ち上がり 、

土師器 部4/5残 底 ー ②橙 最大径を胴部上位で測る、やや肩の張った器形

甕 存 高 34.9 ③砂粒を含む を示す。口縁は屈曲して外反する。口縁部内、

外面は横撫て。胴部内面上位は横位の箆撫で。

下位は器面が荒れて不明である。胴部外面上位

は横位、斜縦位の箆削り、下位は縦位の箆削り。

7 口縁～胴 口 14.5 ①酸化焔、やや軟質 胴部下位に僅かに脹らみを持ち、口縁は緩やか

土師器 下位3/5 底 ー ②にぶい褐色 に外反する。口唇部はさらに小さく外反する。

小型甕 残存 高 一 ③砂粒を多く含む 口縁部内、外面は横撫で。胴部内面は斜位の箆

撫で、外面は縦位の箆削り 。胴部の器肉は薄い。

8 口縁一胴 ロ〈11.1〉 ①酸化焔、やや軟質 胴部中位に脹らみを持ち、頸部の段を経て口縁

土師器 部1/2残 底 一 ②橙 は直立し、口唇部は小さく外反する。口縁部内、

小型甕 存 高 一 ③赤褐色粒を含む 外面は横撫で。胴部内、外面は磨滅しているが、

内面は斜位の撫で、外面は箆削りののち、撫で

による整形を施すと思われる。， 胴部片 口 一 ①還元焙、硬質 内、外面とも叩き目。

須恵器 底ー ②灰色

甕 高 一 ③砂粒を含む

ー 2 3 

□ 口 5
6
 

゜
10cm 

第300図 44号住居出土遺物（ 1)
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□(l/2) 

゜
5cm 10cm 

第301図 44号住居出土遺物 (2)

44号住居出土土器観察表（第300、301図 PL 135) 

器 種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁～底 口 13.0 ①酸化焔、やや軟質 浅い底部からやや強い稜を経て、口縁は直線的

土師器 部3/4残 底一 ②橙 に外反する。稜の上位に 1条の沈線が巡る。ロ

均 存 高 5.0 ③細砂粒を含む 縁内、外面、底部内面横撫で。外面箆削り 。

2 口縁～底 口 13.0 ①酸化焔、やや軟質 緩やかに湾曲する底部から弱い稜を経て口縁は

土師器 部4/5残 底一 ②橙 直線的に外反する。口縁部内、外面は横撫で。

杯 存 高 5.3 ③砂粒を僅かに含む 底部内面撫で。外面箆削り 。

3 口縁～底 口 13.6 ①酸化烙、やや軟質 浅い底部から弱い稜を経て、 口縁は直線的に外

土師器 部213残 底一 ②橙 反する。口縁部内、外面は横撫で。底部内面は

杯 存 高 5.3 ③砂粒を含む 撫で、外面箆削り。

4 口縁～底 口 12.8 ①酸化烙、やや軟質 浅い底部からやや強めの稜を経て、器肉の庫い

土師器 部1/2残 底ー ②橙 口縁が直線的に外反する。口縁部内、外面は横

杯 存 商 4.5 ③砂粒を含む 撫で、底部内面撫で。外面箆削り 。

5 口縁～底 ロ〈12.6〉 ①酸化烙、やや軟質 浅い底部から強い稜線を経て、口縁は緩やかに

土師器 部1/2残 底 ー ②橙 外反する。口縁部内、外面は横揮で。底部内面

均 存 高 3.9 ③細砂粒を含む は撫で、外面箆削り 。

6 口縁～底 ロ〈13.2〉 ①酸化焔、やや軟質 浅い底部から強い稜を経て、段を持つ口縁は直

土師器 部1/3残 底一 ②黒褐色 線的に外反する。 口縁部内、外面、底部内面は

杯 存 高 3.6 ③砂粒を含む 横撫で。外面箆削り 。

7 口縁～底 ロ〈17.2〉 ①酸化焔、やや軟質 器肉の厚い丸底から体部は湾曲して立ち上がり、

土師器 部1/3残 底 一 ②にぶい橙 弱い稜を経て、 口縁は緩やかに外反する。口縁

杯 存 高 8.2 ③細砂粒を含む 部内、外面横撫で。体部内面は撫で、外面箆削り 。

8 胴部一部 口 14.2 ①酸化焔、やや軟質 緩やかに湾曲する体部からやや強い稜を経て、口

土師器 欠 底一 ②橙 縁は僅かに内傾し、口唇部は外反する。口縁部

鉢 高 10.l ③砂粒、赤褐色粒を含む 内、外面は横撫で。体部内面箆撫で、外面箆削り。， 口縁～胴 口 10.7 ①酸化烙、やや軟質 器肉の厚い底部から球状の胴部が立ち上がり、

土師器 部314残 底一 ②灰褐色 口縁は湾曲して僅かに外反する。口縁部内、外

小型甕 存 高 10.8 ③砂粒、軽石を含む 面は横撫で、体部内面は箆撫で、外面は箆削り。

10 口縁一部 ロ 2.6 ①酸化焔、やや軟質 球状の胴部に、口縁は僅かに外反する。口縁、

手捏土器 欠 底一 ②橙 体部の内、外面に指頭痕を残す。

高 3.0 ③細砂粒を含む

11 口縁～胴 ロ 7.4 ①良好 頸部は短く立ち上がり、端部は外反する。胴部

土師器 下位1/2 底一 ②橙 は球形でやや張りを持つ。内、外面とも横方向

短頸壺 高(lo.4) ③細砂粒を含む の箆磨き 。口縁内、外面の一部に横撫での痕跡。
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4 遺構外出土遺物
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第302図 遺 構 外 出土遺物

遺構外出土土器観察表（第302図 PL 135) 

ミ
11(1/4) 

゜
10cm 

10cm 

器 種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁～底 ロ〈11.0〉 ①酸化焔、やや軟質 緩やかに湾曲する体部から、やや強い稜線を経 65区R-19

土師器 部1/4 底一 ②にぶい褐色 て口縁は湾曲して外反する。体部外面は箆削り 。

杯 高 一 ③細砂粒を含む

2 口縁部片 ロ〈14.0〉 ①酸化烙、やや軟質 体部から弱い稜を経て、口縁は僅かに外反する。 66区表採

土師器 底 一 ②にぶい橙 口縁部内、外面は撫で。体部外面は削りか。

杯 高 一 ③細砂粒を含む

3 口縁部片 □〈10.6〉 ①酸化焔、やや硬質 緩やかに湾曲する体部から弱い稜を経て、口縁 75区P-3

土師器 底 ー ②にぶい橙 は外傾し、口唇部は僅かに外反する。口縁部内、

坪 高 一 ③細砂粒、小礫を含む 外面は横撫で。体部外面は箆削り 。

4 口縁部片 口 一 ①酸化焔、やや硬質 口縁は緩やかに外反し、口唇部はさらに小さく 65区R-19

土師器 底 一 ②にぶい赤褐 外反する。口縁部は内、外面とも横撫で、胴部

小型甕 高 一 ③砂粒、小礫を含む 外面は縦位の箆削り 。

5 口縁部片 ロ〈11.8〉 ①酸化焔、やや硬質 球状と思われる胴部から、口縁は短く外反する。 75区P-3

土師器 底ー ②褐灰 口縁部内、外面は横撫で、体部外面は縦位の箆

小型売 高一 ③細砂粒、小礫を含む 削り 。

6 底部 ロ ー ①酸化焔、やや軟質 僅かに上げ底を呈する底部から、体部は大きく 76区D-1

土師器 底 7.4 ②にぶい橙 開いて立ち上がる。外面は横位及び斜位の箆削

甕 高 一 ③砂粒を多く含む り。

7 底部 ロ ー ①酸化焔、やや軟質 僅かに丸底状の底部から、体部は緩やかに外反 76区M-1

土師器 底 6.9 ②にぶい橙 して立ち上がる。体部外面は縦位の箆削り 。

甕 高 一 ③砂粒を含む

8 口縁部片 口〈19.8〉 ①還元焔、硬質 直線的な体部。かえりは Icmほど内側につき、 65区T-20

須恵器 底 一 ②灰 やや内傾する。

蓋 高 一 ③密、白色粒を含む， 口縁部片 ロ〈13.9〉 ①還元烙、硬質 やや湾曲する体部。かえりは端部から内傾する。 67区表採

須恵器 底 ー ②褐灰

蓋 高 一 ③細砂粒を僅かに含む

10 口縁部片 ロ〈12.8〉 ①還元焔、やや硬質 口縁は緩やかに外反する。口縁部内、外面とも 65区R-19

須恵器 底 ー ②褐灰 輛輯整形。底部は輛輯整形ののち、箆削り。ロ

蓋 高一 ③細砂粒を含む 縁部外面に自然釉。

11 肩部片 口 一 ①還元焔、硬質 頸部は横撫で、体部内面に叩き目。 66区表採

須恵器 底 一 ②黄灰

甕 古向 一 ③細砂、小礫を含む

355 



第4章 検出された遺構と遺物

第5節平安時代

1 遺構、遺物の概要

遺構 今回報告する平安時代の遺構は、住居14軒、

土坑 8基を数える。このうち、住居を時期的に分類

すると、 9世紀後半ー 1軒、 10世紀第 1四半期ー 2

軒、 10世紀第 2四半期ー 2軒、 10世紀第 3四半期一

4軒、 11世紀前半ー2軒、 10世紀代と思われるもの

-1軒、平安時代に属すると思われるが細かい時期

が不明のものー 2軒ということになる。概していう

と平安時代後期の集落ということになり、調査され

た範囲ではおよそ 1世紀半の間、継続した集落とい

うことができる。北陸新幹線地域で当該期の集落が

調査されている遺跡の中では、神戸宮山遺跡に次い

で新しい集落といえよう 。

次に住居の形状を分類すると、平面形状は時期に

よる変化は見られず、概ね長方形ということができ

る。また、掘り込みの深さでみると、古墳時代の概

要で述べたように、古墳時代の住居と比較すると概

して浅い傾向がうかがえる。古墳時代の住居の平均

の掘り込みが58cmであるのに対して、平安時代の住

居13軒（15号住居は除く）の平均は31cmである。こ

れは構築時の差と考えられるが、平安時代の集落が、

古墳時代の集落よりも上位で検出されているため、

後世の削平をより強くうけているためとも考えられ

る。次に寵の位置をみると、北向きの寵を持つのは

13号住居 1軒のみであり、他は東壁、あるいは東壁

隅に寵を持っている。寵が調査区外になったり、削

平をうけている住居の中でも、北壁に構築されてい

る住居はなく、東壁あるいは東壁隅に寵を持つと思

われるのである 。しかし、 11世紀代になる39号住居

が南東隅に寵を持ち、時期的に近い33号住居の寵が、

調査区外になるとはいえ、東壁の南寄りに構築され

ていることが推定されることから、時期が下ると南

東寄りに壺が構築されるということができるかもし

れない。また、唯一北東隅に寵を持つ26号住居は、

今回報告された中では、唯一 9世紀代に属する住居

であることから、寵の位置については時期的な変遷

356 

を窺わせる。

住居の分布を概観すると、本遺跡が立地する台地

の頂部から東にかけて立地している。また、比較的

時期の近い住居 2軒が対をなして分布している状況

がうかがえる。すなわち、 4号と 5号、 9号と 10号、

12号と 13号、 33号と34号、 41号と42号などである。

これらは重複することなく、隣接して占地されてい

る。時期的に若干の差を持つことから同時期併存と

は考えられないが、建て替えによる移転等の状況が

推定される。こうした視点で見ると、時期が不明で

ある34号住居も、隣接する33号住居の時期に近いと

考えることができるのではないだろうか。

土坑は時期的には明らかでないものが多い。遺物

から時期を決定した土坑を含めて、平安時代後期に

属するものが多いということはいえよう 。分布に関

しては 8基中 7基が住居と重複している。また旧マ

ルバシ区で 8基中 4基が検出されている。

遺物 今回報告する遺物の中では、土師質土器の占

める割合が高いことがいえよう 。「矢田遺跡＂」（中

沢 1997) によると土師質土器は10世紀後半段階に

出現するとされており、これは本遺跡においても整

合性を持っている。また、これらの土器は時期の上

る遺物と比較すると、やや雑な作りのものが多いよ

うに思われる。特に高台部などに現れていると言え

よう 。
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4号住居

① 暗褐色土 もろくサラサラ。ローム粒、白色軽石少最含む。

② 黄褐色土 ローム土に①の土が混じる。

③ 黒色土 白色軽石僅かに含む。

④ 暗茶褐色土

⑤ 黒色土 ローム土、黄色軽石少最含む。

⑥ 暗褐色土 ローム土を斑状に含む。粗くもろい。

⑦ 暗褐色土

⑧ 暗黄褐色土 貼り床。ローム土主体。

⑨ 黒色土 ローム細粒少鍼含む。

⑩ 暗褐色土 にごったローム士を含む。

4号住貯蔵穴

① 黒色土 As-C少量含む。ローム微粒僅かに

含む。

② 黒色土 As-C僅かに含む。ローム細粒少筵

含む。

叫

c
 

c
 

ol ei I 

4号住居カマド

① 暗茶褐色土 ローム土少量含む。

② 黄褐色土 ローム土主体。

③ 黄褐色土 焼土含む。

④ 暗茶褐色土 やや粘質。ローム細粒を含む。

⑤ 暗茶褐色土 焼土粒僅かに含む。

⑥ 暗茶褐色土 粗い。焼土粒僅かに含む。

⑦ 暗褐色土 焼土少量含む。

⑧ 暗褐色土 焼土少羅含む。ローム微粒を僅かに含む。

⑨ 暗褐色土 硬いローム微粒、細粒を含む。

⑩ 暗褐色土 As-YPを少最含み、硬く しまる。縄文のピ ットか。

第303図 4号住居
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5号住居

①黒色土粗くサラサラ。

②暗褐色土 黄褐色土僅かに含む。

③ 茶褐色土 細かくしまり強い。

④ 茶褐色土 白色軽石粒を含む。

⑤黒色土 ローム土と茶褐色土のプロックを

含む。

黒色土

茶褐色土 ロームプロックと As-YPを含

む。

⑧ 暗褐色土 ロームプロソク僅かに含む。も

ろい。

⑨ As-YPプロック

⑩ 黒色土 ローム土と茶褐色土のプロックを

含む。やや粗い。

⑪黄褐色土 ローム土と茶褐色土の乱れた

層。
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5号住居貯蔵穴

① 黒色土 As-C僅かに含む。ローム微粒少益含む。

②黒色土 ローム微粒少最含む。焼土粒僅かに含む。

③暗褐色土 ローム微粒多く含む。
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叫
5号住居カマド

①黒色土 もろい。

②暗褐色土 ローム土少量含む。

③暗褐色土 橙色軽石粒を僅かに含む。

④ 暗褐色土 ローム粒、橙色軽石粒僅かに含む。

⑤黒色土 ローム粗粒少量含む。

⑥茶褐色土焼土僅かに含む。

⑦茶褐色土 ローム土、焼土を含む。

⑧黒色土 焼土のプロックを含む。

⑨茶褐色土焼土多く含む。

⑩暗茶褐色土焼土僅かに含む。もろい。

C L=207.5m C' 

⑦〔口厚
⑪暗茶褐色土焼土少量含む。

⑫暗茶褐色土 焼土粒僅かに含む。

⑬ 黒色土 As-YP僅かに含む。

⑭暗褐色土焼土粒少量含む。

⑮暗褐色土焼土粒僅かに含む。ローム微粒僅

かに含む。

゜
m
m
 

1
2
 

第304図 5号住居
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4号住居

位置 66区H-17グリッド他方位 N-94°-E

重複なし写真 PL136 

形状 長軸3.42m、短軸2.4mの長方形を呈する。

壁高 30cmを測る。 面積 6.9m'を測る。

埋没土 暗褐色土を主体とする。観察によると自然

に埋没したものと思われる。 床面 ローム土によ

る貼り床が観察される。住居南半分で、硬化した部

分が認められている。

貯蔵穴 寵右手前で検出された。径l.28X1.03m、

深さ26cmを測り、ほぽ正円形を呈する。

周溝検出されなかった。 柱穴検出されなかっ

た。 掘り方床面から 8cmほど掘り込まれている。

住居北壁寄りで床下土坑が検出されている。径1.40

X0.88m、深さ58cmを測り、楕円形を呈する。埋没

土から人為的な埋没と思われる。

遺物 埋没土中からの出土が多いが、土師器坪片 5

点、甕片25点、須恵器坪片 6点、椀片11点、その他

土釜、羽釜片、灰釉陶器破片が出土している。遺物

の出土は特に集中する傾向は見られない。

竃位置東壁中央やや南寄り 規模全長0.71m、

焚き口幅0.55mを測る。 袖 残存が良好でな

く、はっきりした袖は確認できないが茶褐色土

で短い袖を作っている。右手前に補強材あるい

は芯材であ ったと思われる礫が出土している。

考察 出土遺物の様相から10世紀第 3四半期の竪穴

住居であると思われる。

5号住居

位置 66区H-17グリッド方位 N-100°-E

重複なし写真 PL136 

形状 長軸4.15m、短軸3.02mを測る長方形を呈す

る。 壁高 28cmを測る。 面積 11.44吋を測る。

埋没土 粗い黒色土を主体とする。住居主体部は自

然埋没と思われる。 床面 貼り床は認められなか

ったが、住居中央部において特に硬化した部分が認

められた。 貯蔵穴 寵右手前で検出された。径70

X66cm、深さ28cmを測る。

第 5節平安時代

周溝検出されなかった。 柱穴検出されなかっ

た。 掘り方 床下から長軸2.5m、短軸2.lmを測

る方形の掘り込みが検出されている。これは埋没土

の観察から人為的に埋没した可能性が高い。また、

寵手前に籠状の掘り込みも確認されていることか

ら、この方形の掘り込みは本住居の前段階の小型の

住居であり、本住居はこの小型住居を埋めて拡張し

たと考えられる。床下土坑は中央やや東よりで検出

された。径1.42 X 1.48m、深さ20cmを測り、これは

本住居構築時に掘られたと思われる。

遺物 土師器坪片 5点、甕片40点、須恵器坪片 9点、

椀片10点、羽釜片11点、他に土釜片、灰釉陶器片等

が出土している。遺物の出土状況は散漫な状況を示

すが、寵からややまとまった出土が見られる。

竃位置東壁中央やや南寄り 規 模 全 長0.72m、

焚き口幅0.75mを測る。 袖 短い袖を持つ。

残存状態は不良である。

考察 出土遺物の様相から10世紀第 2四半期の竪穴

住居であると思われる。

6号住居

位謳 66区K-20グリッド方位 N-104°-E

重複なし写真 PL137 

形状 長軸3.52m、短軸2.98mを測る長方形を呈す

る。 壁高 25cmを測る。 面積 7.78吋を測る。

埋没土黒色土を主体とする。観察によると自然に

埋没したものと思われる。

床面 As-Cを少し含む黒褐色土を貼って床を作

る。貯蔵穴 寵右手前で検出された。径60X56cm、

深さ45cmを測る。埋没土中から土器片が出土。

周溝 東壁の一部と南壁の一部をのぞき、検出され

た。最大幅30cm、深さ 8cmを測る。

柱穴 ピットは 3本検出されたが、柱穴に相当する

かは不明である。 掘り方 床面から25cmほど掘り

込まれている。

遺物 土師器杯片 3点、甕片28点、須恵器坪片11点、

羽釜片44点、他に須恵器椀片、土釜片が出土してい

る。遺物出土状況は特に集中した傾向は見られない。
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第4章検出された遺構と遺物
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⑥
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6号住居

① 黒色土 As-C少罷含む。微粒暗褐色土僅かに含む。

② 黒色土 As-C僅かに含む。

③黒色土 ローム微粒、焼土粒僅かに含む。

④ 黒色土 As-C少絨含む。

⑤黒色土 ローム微粒僅かに含む。 しまり弱。

⑥黒色土 ローム微粒僅かに含む。As-C、焼土粒僅

かに含む。

⑦ 黒色土 As-C僅かに含む。

⑧黒色土 ローム微粒僅かに含む。

⑨黒褐色土 床面。白色鉱物粒、 As-Cを僅かに含む。

⑩ 黒色土 As-C、焼土粒僅かに含む。

⑪ 黒色土 As-C、As-YP、焼土プロ・ノクを僅かに含む。

軟質。

⑫ 黄褐色土 As-YPを含む。軟質。

⑬ 暗褐色土 貼り床下面。 しまりあり 。白色鉱物粒僅

かに含む。

⑭ 明黄褐色土 貯蔵穴壁の流入土。

6号住居貯蔵穴

① 黒色土 As-C少益含む。ローム微粒僅か

E' に含む。

② 黒色土 As-C僅かに含む。ローム微粒少

絋含む。

③ 黒色土 ローム微粒少最含む。黄色軽石僅②＼こ［
かに含む。

c
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C L-208.7m 
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6号住居ピット

①黒色土 ローム細粒少巌含む。

As-YP少量含む。

② 暗黄褐色土 As-YP主体。しまり

悪い。

E-G L=208.7m 可

c
 

C' 
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6号住居カマド ol 
① 黒色土 As-C少抵含む。焼土粒僅かに含む。

② 黒色土 ローム細粒少量含む。

③ 暗褐色土 ローム微粒多く含む。焼土粒多く含む。

④ 暗褐色土 ローム微粒僅かに含む。焼土粒僅かに含む。

⑤ 暗褐色士 焼土粒僅かに含む。ローム微粒少量含む。

第305図 6号住居

竃 位置東壁中央やや南寄り 規模 全長1.1m、

焚き口幅0.42mを測る。 袖 ほとんど残存し

ていない。 遺物 燃焼部から羽釜片が出土し

ている。

考察 10世紀第 2四半期の竪穴住居であると思われ

る。
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第5節平安時代
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9号住居

① 黒色土 As-C多く含み、もろい。

② 暗褐色土粒子密、やや粘質。

③暗黄褐色土 ローム粒含む。軟質。

N-

C L-206.7m C' 

①＼ロロf―②

調

査

区

外

ミl.
2 _ '.  \~ 4 
/‘`/  

p I 

◎ 

9号住居貯蔵穴

①黒色土 黄色軽石僅かに含む。

② 黒色土 黄色軽石少量含む。ローム微粒少量含む。

③ 暗褐色土 黄色軽石多く含む。ロームプロソク含む。

D L ~ 206. 7m D' 

、 文
① 

十12
L 

E
-
l
O
Z
1
1
1
 

9号住居ピソト

①暗褐色土 ローム粒、軽石粒少絋含む。

叫 叫
A L-207.lm A' 

：こ二三ニニニニ三③上
第306図 9号住居
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9号住居

位置 66区L-12グリ ッド他 方位 N-83°-E

重複なし写真 PLl37 

形状 南東の隅が調査区外にかかるため、全体の形

状は不明だが、長軸4.26m、短軸3.10mの長方形を

呈すると思われる。

壁高 48cmを測る。 面積不明

埋没土 As-Cを含む黒色土を主体とする。自然埋

没と思われるが、しまりはよくない。

床面貼り床は認められなかった。

貯蔵穴 住居北東隅で検出された。径は68X52cm、

深さ48cmを測り、楕円形を呈する。

周溝 調査された範囲では検出されなかった。

柱穴 南壁寄りでピットが 1本検出されているが柱

穴に相当するかは不明である。

掘り方 確認できなかったが、住居中央で床下土坑

状の掘り込みを検出している。

遺物 土師器杯片15点、甕片34点、須恵器椀片50点、

羽釜片20点が出土している。また、床下土坑状の掘

り込み、およびピットから鉄滓が出土している。

また、この掘り込みからほぽ完形の石製丸靭が出

土している。土器は住居南東隅から南壁に沿った範

囲から多く出土している。

竃 調査された範囲では検出されなかった。調査区

外にあたる東壁に構築されているものと思われ

る。

考察 出土遺物の様相から10世紀第 1四半期の竪穴

住居と恩われる。本住居から出土した鉄滓は椀形滓

といわれる鉄精錬の際に得られるもので、他にも流

動滓といわれる滓が出土している。これは、本住居

が製鉄、あるいは精錬に関わることを推定させるも

のである。 14の礫は被熱しており、砥石状の磨面も

確認できるため、住居中央にみられる掘り込みが鍛

冶炉の可能性は高いが、羽口は出土しておらず、鍛

造剥片類の調査は行わなかったので、詳細は不明で

ある。また官人の身につけていたであろう石製丸朝

の出土も本住居の性格を考える上での要因の一つに

なろう。
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第4章検出された遺構と遺物
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叫
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10号住居

① 黒色土 As-C少最含む。

② 黒色土 As-C多く含む。もろい。

③暗褐色土粒子粗。

④ 暗褐色士 ロームプロック多く含む。

⑤ 茶褐色土 ローム土主体。 しまり強。

E 

蕊゚ I◎ 
II 

—•>

IP¥ 叫 I L=207 Om J' 

① 

A L-207 Om A' 戸

⑤~ vヽ ゞ
10号住居貯蔵穴

①黒色土 ローム細粒僅かに含む。

② 暗褐色土 ローム細粒、炭化物僅かに含む。

L-206.6m 

A L=207 Om • 62d虚14
A' 上 ②①  ③ 玉上

羹 ；
⑦ 

10号住居床下土坑

①暗褐色土 ローム細粒少量含む。

②暗褐色土 白色鉱物粒少最含む。

③ 黒色土 As-C多く含む。

④ 黄褐色土 ローム土主体。As-YP多く含む。

⑤ 黄褐色土 As-YP少量含む。

一ーが一 →舎
⑥ 黄褐色土 As-YP多く含む。

ヨ
⑦ 黄褐色土 As-YP少量含む。

⑧ 暗褐色土

A' 
L 玄① L' 

』
————· M M' 

k o k. 口
L M L-206 5m 

10号住居ビット
E ①暗褐色土粒子密。

ら゚c~ ② 暗褐色土 As-YP僅かに含む。
II 

③ 暗褐色土 As-YP少塁含む。...l 

吋

゜
2m 

第307図 10号住居（ l)
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L=206.9m C' 
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E L=206.8m E' 

□ 
Im 

゜

10号住居

位置

重複

形状

壁高

66区M-12グリッド他

埋没土

なし 写真

40cmを測る。

P Ll38 

面積

方位

]' 

0| 

10号住居カマド

① 黄褐色土 ローム土主体。As-C少絨含む。

② 黒色土 As-C多く含む。

③ 暗褐色土粒子粗。

④ 暗褐色土 As-C多く含む。

⑤ 黄褐色土 ローム土主体。As-C多く含む。

⑥ 暗褐色土

⑦ 暗褐色土 ローム粗粒、 As-C少量含む。

⑧ 黒色土 As-C多く含む。

⑨暗赤褐色土焼土主体。

F
 

L~ 206 .8 m 

し
第308図

N-106°-E 

長軸3.4m、短軸2.71 mの長方形を呈する。

7.68対を測る。

As-Cを含む黒色土を主体とする。

F' 

◎
 

10号住居 （2)

100cm、深さ10cmを測り、ほぽ円形を呈する。

遺物

G
 

c
 

こ

L-207.0m 

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黄褐色土

黄褐色土

茶褐色土

黄褐色土

暗褐色土

暗褐色土

G' 

l' 

o| 

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

 

焼土多く含む。

粒子粗。

焼土粒少晟含む。

ローム士主体。As-C少塁含む。

ローム土主体。焼土粒少量含む。

ローム粗粒、炭化物少戴含む。

ロームプロソク多く含む。

焼土粒多く 含む。軟質。

As-C、ローム粗粒少誠含む。

H L-207.0m H' 

ピ ← 
土師器杯片 9点、甕片53点、須恵器杯片20点、

床面 貼り床は認められなかった。住居北側部分で

やや硬化した部分が認められた。

貯蔵穴

14cmを測り、楕円形を呈する。

周溝

柱穴

寵右手前で検出された。径61X52cm、深さ

検出されなかった。

掘り方調査時に東壁沿いにピットが 2本検出

されたが、柱穴に相当するかは不明である。

掘り方 床面から 8~30cm揺り込まれている。住居

椀片 9点、羽釜片79点が出土している。このうち、

羽釜片は寵からの出土が多く、また、遺物は住居南

東部に集中する傾向が見られる。図示した 7 • 8 • 

9の椀はこの 3点が重なった状態で、寵左手前床か

ら出土した。25の鉄製紡錘車は中央西壁よりの床か

ら出土している。

竃 位置

考察

東壁やや南寄り

き口幅0.72mを測る。

を作る。 残存

模規

袖

全長0.97m、焚

ローム土で短い袖

燃焼部壁に礫を貼り、煙道部

に礫を積み上げている。天井部は崩落している。

出土遺物の様相から10世紀第 2～第 3四半期

の竪穴住居であると思われる。

ほぽ中央で床下土坑が検出されている。径110X 
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第4章 検出された遺構と遺物
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12号住居

① 黒色土 As-C少量含む。ロームプロック僅かに含

む。

② 黒色土焼土粒僅かに含む。

o) ③黄褐色土 貼り床。ローム土主体。

④褐色土 ローム粗粒少量含む。

⑤ 褐色土 ロームプロック少量含む。

⑥ 暗褐色土 焼土粒、ローム粗粒多く含む。

―/ト-
十L

18 

A
 

吋

A' 
c
 

C L~208.3m 

攪乱

c
 

c
 

②
 

A' 
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12号住居カマド

① 黒色土 As-C少量含む。ローム微粒僅かに含む。

②黒色土住居覆土の②層

③黒色土住居覆土の①層

④ 黒色土 ローム細粒多く含む。焼土粒少最含む。

⑤暗赤褐色土 焼土粒多く含む。粘土質。

⑥黒色土 ロームプロソク少量含む。

⑦暗褐色土住居覆土の⑥層

゜
lm 
2m 

第309図 12号住居

12号住居

位置 66区L-18グリッド他方位 N-98°-E

重複古墳時代 (7世紀第 2四半期）の11号住居の

南壁を切る。縄文時代の90号土坑が東壁下で検出さ

れた。 写真 PL 139 

形状 長軸3.34m、短軸2.48mの長方形を呈する。

壁高 35cmを測る。 面積不明

埋没土 黒色土を主体とする。 床面住居中央部

364 

でローム土による貼り床。 掘り方 住居中央に床

下土坑。径l.10Xl.02m、深さ15cm。 遺物土師

器片20点、須恵器坪片 5点、羽釜片 3点が出土して

いる。 2の土釜は寵手前床から出土した。

竃攪乱によってほとんど破壊されている。東壁中

央やや南寄りに構築され、粘土で短い袖を作っ

ていることが確認できた。

考察 遺物から10世紀第 1四半期と思われる。
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13号住居

① 黒色士粒子粗。

② 黒色土 ①より密。

③茶褐色土粒子密。粘質。

④ 暗褐色土 灰層。

⑤ 暗褐色土 As-C、ローム細粒僅かに含む。貼 り床。

⑥ 黒色土 As-C少最含む。ローム細粒僅かに含む。

⑦ 暗褐色土 As-C僅かに含む。ローム細粒少量含む。

⑧暗褐色土 ローム細粒少醤含む。

⑨ 暗黄褐色土 ローム細粒多く含む。坑底に貼ったローム。

cl 叫
ド

13号住居カマド

① 黒色土 As-C多く含む。ローム細粒少鍼含む。

② 茶褐色土焼土僅かに含む。

③赤褐色土焼土主体。軟質

④ 暗黄褐色土 焼土プロ、ノク少最含む。

C --- I`℃ ＼へ←ご—人工｀ C' 

l< @

⑤ ロームプロ ック

E ⑥ 赤褐色土

葛
⑦ 黒色土 ローム粗粒少鍼含む。軟質。

II ⑧ 黄褐色土 ロームプロック少量含む。軟質。

一
叫 al 

C L-208 l m C' 

② 

｀ ④ ④ ③ 
lm 

゜
2m 

ヒ

第310図 13号住居
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第4章検出された遺構と遺物

13号住居

位置 66区M-17グリッド他方位 N-2°-E 

重複 弥生時代後期の14号住居の上面で検出され

た。耕作による攪乱をうける。

写真 PL 139 

形状 長軸2.94m、短軸2.51mの長方形を呈する。

壁高 東壁で20cmを測る。 面積 6.47吋を測る。

埋没土 黒色土を主体とする。観察によると自然に

埋没したものと思われる。

床面 寵手前の一部分で暗褐色土による貼り床を確

認した。1.8mXl.2mの範囲で硬化した部分が認め

られた。 掘り方 床調査後、 14号住居の調査によ

り、誤って本住居の掘り方の東1/3を破壊してしま

った。中央東寄りで検出された床下土坑も半分を破

壊されている。残存部によると径l.48X0.88m、深

さ28cmを測る。この床下土坑には、坑底にローム土

を貼ったような硬化面が認められた。

遺物 土師器片14点と須恵器杯片 4点、椀片 6点、

羽釜片12点が出土している。このうち床下土坑から

12点が出土している。また、本住居からは墨書土器

が 3点出土している。

竃位置北壁中央規模全長0.68m、焚き口幅

0.52mを測る。 袖 ほとんど認められなかっ

た。芯材あるいは補強材と思われる礫が左手前

に出土している。 遺物 右手前から11• 12の

羽釜片が出土している。

考察 出土遺物の様相から10世紀第 3四半期の竪穴

住居であろう 。

15号住居

位置 66区N-17グリッド他方位 N-90°-E

重複 縄文時代前期の17号住居上面で検出された。

写真 PL 140 

形状 後世の削平をうけているため、残存がきわめ

て良くない。寵と東、北壁の一部が調査されたにす

ぎないが、平面形状は長方形を呈するものと思われ

る。規模は不明である。

壁高 残存する北壁で12cmを測る。 面積 不明

366 

埋没土 黒色土を主体とする。

床面 貼り床は確認されなかった。

貯蔵穴、周溝、柱穴 検出されなかった。

掘り方 確認できなかった。

遺物 土師器片 2点が出土 しているが、図示にはい

たらなかった。

竃位置東壁南寄りか規模全長0.38m、焚き

口幅0.23mを測る。 袖 確認できなかった。

考察 平安時代の竪穴住居と思われるが、詳細は不

明である。

26号住居

位置 66区F-20グリッド他方位 N-91°-E

重複 時期不明の128号土坑に切られる。耕作によ

ると思われる攪乱をうける。

写真 PL 140 

形状 128号土坑および耕作による攪乱のため、東

壁、北壁の一部を失うが長軸3.24m、短軸2.86mの

長方形を呈するものと思われる。

壁高 後世の削平をうけているため、壁の残存はき

わめてよくないが、残存の比較的良好な西壁で18cm

を測る。 面積 不明

柱穴 ピットが 3本検出されている。いずれも柱穴

に相当すると思われるが、やや浅い。

掘り方床面から 5~18cm掘り込まれている。

遺物 土師器片71点と羽釜片 6点、土釜片 4点、甕

片 2点、坪片 1点が出土している。接合関係が見ら

れないことから、流れ込みの遺物が多いと思われる。

竃住居北東隅に構築されていたものが、 128号土

坑によって破壊されているものと思われる。

考察 出土遺物の様相から 9世紀後半の竪穴住居と

思われる。
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①黒色土 As-C 
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26号住居

① 黒褐色土 ローム細粒少絨含む。

② 暗褐色土 As-YP、ローム細粒少最含む。

引

26号住居ピッ ト

① 暗褐色土 As-YP多く 含む。

② ロームプロック

第312図 26号住居
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33号住居

位置 65区M-20グリッド他 方位 N-l47°-W

重複 なし 写真 PL141 

形状 住居の約1/2が調査区外にかかるため、 全体

の規模、形状は不明だが、 1辺が2.9mの長方形を

呈するものと思われる。 壁高 45cmを測る。

面積不明 埋没土 As-Cを含む黒色土を主体と

する。 床面 粘性のあるローム土を含む黒褐色土

を貼り、堅緻な床を造る。 貯蔵穴 南西隅と思わ

れる地点で検出された。長径60cm、深さ40cmを測る 。

周溝 ほぼ全周する。最大幅28cm、深さ 4cmを測る。

掘り方 床面から 6cmほど掘り込まれる。南壁寄り

で床下土坑が検出されている。径1.08m、深さ28cm

を測る。 遺物 土師器片157点と須恵器椀片12点、

甕片 6点、羽釜片10点が出土している。 2の鉄製品

はやや浮いた状態で出土している。

竃 調査区外の東壁に構築されていると思われる。

考察 出土遺物の様相から11世紀前半と思われる。
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調査区外

攪乱

①
 

A' 
33号住居

① 黒色土 As-C少蓋含む。

② 黒色土 As-C少益含む。ローム細粒、

炭化物僅かに含む。

③ 黒色土 As-C僅かに含む。

④ 黒色土 As-C僅かに含む。やや粗。

⑤ 黒色土 As-C僅かに含む。 ローム細粒

僅かに含む。

⑥黒色土貯蔵穴覆土。As-C僅かに含む。

ローム微粒僅かに含む。

⑦ 黒色土 貯蔵穴覆土。ローム微粒少饂含む。

A' ⑧ 黒色土 貯蔵穴覆土。ローム微粒多く含む。

⑨ 黒色土 貯蔵穴覆土。ローム微粒僅か含む。

⑩黒褐色土貼り床。 As-C僅かに含む。

粘質のローム土僅かに含む。硬くしまる。

⑪黒褐色土床下土坑覆土。As-C僅かに

含む。粘質のローム土少量含む。

A L-200.5m A' 

；／ロ

゜
2m 
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Y
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第313区 33号住居

t20 

A' 

34号住居

① 暗灰褐色土

② 黒色土 As-C多く含む。

③ 黒色土 As-C多く含む。②より暗い。

④ 黒色土 As-C少祉含む。

⑤黒褐色土 白色鉱物粒僅かに含む。

A L~ J99 .9 m A' 

34号住居

位置 65区M-20グリッド他方位 N-96°-E

重複 平安時代と思われる160、161、163号土坑に

切られる。縄文時代の162号土坑を切る。

写真 PL 141 

形状約2/3が調査区外にかかるが、 1辺4.45mの

長方形を呈すると思われる。傾斜地のため、東壁は

残存が不良で、明瞭な立ち上がりは確認できない。

壁高西壁で45cmを測る。 面積不明

368 

゜
Zm 

34号住居

埋没土 As-Cを含む黒色土を主体とする。

床面 調査された床面は少ないが、貼り床は認めら

れなかった。 掘り方床面から 9cmほど掘り込ま

れる。 遺物 土師器片33点と須恵器杯片 6点、椀

片 2点、灰釉陶器片 1点が出土している。いずれも

小片で図示にはいたらなかった。

竃 調査区外の東壁に構築されていると思われる。

考察 平安時代の竪穴住居と思われるが、詳細は不

明である。
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39号住居

① 黒褐色土 As-C多く含む。 さらっ

く。

② 黒褐色土 As-C少量含む。 さらっ

＠ く。

③ 黒色土 As-C少量含む。焼土粒僅

◎ かに含む。

④ 暗褐色土 As-C僅かに含む。

⑤ 攪乱

⑥褐色土 As-C僅かに含む。壁溝覆

土。

丘． L=202.6m .£ 

冒

⑦ 黒色土 貼 り床。ローム粒少量含む。

黄色軽石僅かに含む。

⑧ 黒褐色土床下土坑覆土。As-C、

ローム粒僅かに含む。

⑨ 黒褐色土 床下士坑覆土。ローム粒

僅かに含む。ロームプロソク含む。

39号住居貯蔵穴

①黒褐色土 As-C、

暗褐色土粒僅かに

含む。

②黒褐色土暗掲色

土粒多く含む。

③ 暗褐色土 しまり

強。

④暗褐色土黄色軽

石僅かに含む。
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39号住居

第315図 39号住居（ l)

椀片10点、甕片 7点、羽釜片 4点、灰釉陶器片が検

位置 65区R-18グリッド他 方位 N-106°-E

重複 古墳時代 (7世紀後半）の40号住居と北壁で

接する。 写真 P Ll42 

形状 長軸4.25m、短軸3.3mの長方形を呈する。

壁高 北壁で25cmを測る。 面積 11.27m'を測る。

埋没土 As-Cを含む黒褐色土を主体とする。観察

によると自然に埋没した可能性が高い。

床面 埋没土層の断面観察によると 、南壁寄りの一

部で、黒色土による貼り床を確認できた。

貯蔵穴 住居南西隅で検出された。径71X58cm、深

さ59cmの楕円形を呈する。

周溝 南壁の一部をのぞき 、検出された。最大幅

30cm、深さ 6cmを測る。 柱穴 検出されなかった。

掘り方 ほとんど確認できなかった。北壁に接して

床下土坑状の掘り込みが検出されている。

遺物 土師器坪片75点、甕片356点、須恵器杯片 6点、

出されている。遺物は 3の土釜が、床からつぶれた

状態で出土しているほかは、寵および貯蔵穴周辺に

集中している。また、掘り方調査時に、住居北西隅

付近で径15cmほどの黄褐色の粘土塊が出土してい

る。

竃 位置 南東コーナ一部全長0.9m、焚き 口幅

0. 65mを測る。 袖 ほとんど確認されなかっ

たが、芯材もしくは補強材と思われる礫が出土

している。 遺物 埋没土中および上面から羽

釜片、椀片、土師器片が出土 している。これら

の土器および寵構築材と思われる礫は住居廃絶

後投棄されたものと思われる。

残存 住居外にのびている煙道の補強材と思わ

れる礫が良好に残存している。

考察 出土遺物の様相から 、11世紀第 2四半期の竪

穴住居であると思われる。
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D L=202.8m D' 

⑤ ⑥ 

39号住居カマド

①黒褐色土 焼土粒僅かに含む。

② 黒褐色土 焼土粒少趾含む。ローム粒僅かに含む。

③ 暗赤褐色土 焼土粒多く含む。ローム粒少最含む。

④暗褐色土 焼土粒僅かに含む。

⑤暗褐色土 粘質土のプロソク 。やや赤み。

⑥ 黒褐色土 As-C、焼土粒僅かに含む。

⑦ 黒褐色土 As-C僅かに含む。焼土粒僅かに含む。

⑧ 暗褐色土 As-C僅かに含む。焼土粒少量含む。

⑨ 暗褐色土 As-C、焼土粒僅かに含む。

⑩暗赤褐色土焼土プロソク、炭化物少最含む。

⑪ 暗褐色土 As-C、炭化物僅かに含む。

F L=202.8m F' 

勺
゜

lm 
2m 

第316図 39号住居（ 2)
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41号住居ビソト

①黒褐色土 ローム粒僅かに含む。

② 暗褐色土 黒褐色土僅かに含む。

③ 黒褐色土 ローム粒僅かに含む。

④暗褐色土 ローム粒僅かに含む。

⑤ 黒色土 As-C饉かに含む。

41号住居

① 黒褐色土 As-C少益含む。ローム粒僅か

に含む。

② 黒色土 As-C、ローム粒饉かに含む。

③ 黒色土 As-C少益含む。ローム粒多く含

む。

④ 黒褐色土 As-C、ローム粒僅かに含む。

⑤ 黒褐色土 ローム粒少紐含む。

⑥ 黒褐色土 As-C僅かに含む。

⑦ 攪乱

⑧ 黄褐色土貼り床。ローム粘質土。

⑨ 暗褐色土 ローム粒多 く含む。 しまり弱。
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41号住居カマド

①黒褐色土 ローム粘質土少菰含む。

② 黒褐色土 As-C、ローム粒僅かに含む。

③黒褐色土 ローム粒少祉含む。

④ 暗黄褐色土 ローム土主体。黒色土少益

含む。天井の崩落土か。

⑤暗赤褐色土 焼土粒多く含む。

⑥暗褐色土粒子密。

⑦黒褐色土 ローム粒、焼土粒少益含む。

⑧ 暗赤褐色土 焼土粒、炭化物含む。

゜
lm 

2m 

第317図 41号住居
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第4章検出された遺構と遺物

41号住居

位置 65区R-20グリッド、 75区R-1グリッド他

方位 N-110°-E 写真 PL 143 

重複 平安時代と思われる172号、 174号土坑に切ら

れる 。平安時代 (10世紀第 2四半期）の184号土坑

が掘り方調査時に床下から検出された。(184土→41

住→174土→172土の順と思われる。）南壁の一部を

攪乱によって破壊される。

形状 長軸3.80m、短軸2.75mの長方形を呈する。

壁高北壁で32cmを測る。 面積 9.11吋を測る。

埋没土 As-Cを含む黒色土及び黒褐色土を主体と

する。観察によると自然に埋没したものと思われる。

床面 住居中央部付近でローム粘質土による貼り床

を確認した。

貯蔵穴検出されなかった。

周溝検出されなかった。 柱穴 ピットは 3本検

出されている。いずれが柱穴に相当するかは不明で

ある。 掘り方 床下の掘り込みは確認されなかっ

た。 遺物 土師器坪片15点、甕片57点、須恵器椀

片14点、甕片 7点、羽釜片 3点、灰釉陶器片 4点が

出土している。埋没土からの出土が多く、他は篭か

らの出土が多い。

鼈位置東壁ほぼ中央部規模全長0.6m、焚

き口幅0.45mを測る。

袖 ほとんど残存していない。

遺物 燃焼部から羽釜片、椀底部が出土してい

る。また、寵左手前から住居南壁沿いにかけて

篭の構築材あるいは補強材として用いられたと

思われる礫が約15点出土している。

考察 出土遺物の様相から10世紀第 3四半期の竪穴

住居であると思われる。

42号住居

位置 75区Q-2グリッド他方位 N-1l7°-E

重複 なし 後世の攪乱によって東壁の全てと南壁

の一部を失う 。 写真 P Ll43 

形状 壁の一部を失うため、全体の形状は不明だが

台形状の平面形を呈 している。本遺跡においては当

372 

該期の住居が台形状の平面形を呈することはないた

め、北壁のラインを誤認した可能性もある。

壁高 残存の比較的良好な西壁で19cmを測る。

面積不明埋没土 As-Cを含む黒褐色土を主体

とする。観察によると自然に埋没した可能性が高い。

床面 南壁際の床下土坑上で暗褐色土の貼り床が確

認された。 貯蔵穴 住居南西隅で検出された。径

55X40cm、深さ 19cmを測る。上面で礫 2点と 3の耳

皿が出土 している。 周溝 北壁および西壁の一部

で検出された。最大幅12cm、深さ 9cmを測る。

柱穴 ピットは住居中央および西壁寄りで検出され

た。柱穴に相当するかは不明である。 掘り方 南

壁際で床下土坑が検出された。径l.68X1.06m、深

さ14cmを測る。 遺物 土師器片32点、須恵器坪片

2点、灰釉陶器片 4点が出土 している。

竃 東壁に構築されていたものと思われる。

考察 出土遺物の様相から10世紀の住居であろう 。
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42号住居

① 黒褐色土 As-C少誠含む。

② 黒褐色土 As-C僅かに含む。暗褐色土粒

僅かに含む。

③ 暗褐色土 As-C少量含む。粒子密。

④ 暗褐色土 As-C僅かに含む。粒子さらに

密。

⑤ 暗褐色土 貼り床。ローム粒僅かに含む。

As-C僅かに含む。

⑥黒色土 ローム粘質土僅かに含む。As-C

僅かに含む。粒子密。

⑦ 黒色土 As-C僅かに含む。
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第318図 42号住居
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4号住居出土土器観察表（第319図 PL 144) 

器種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形 ・器形・文様の特徴等 備 考

1 底部 口一 ①酸化焙、やや硬質 内、外面とも輛櫨整形。高台を付した底部から

須恵器 1/4残存 底 6.6 ②明赤褐色 体部はやや湾曲気味に立ち上がる。

高台付椀 高 (3.5) ③白色粒を含む

2 口縁部片 ロ〈20.4〉 ①酸化焙、硬質 口縁部横撫で。胴部縦位の箆削り。鍔の下位に

須恵器 底 一 ②赤 括れ。

羽釜 高 一 ③砂粒を含む

3 口縁部片 ロー ①還元烙、やや軟質 内、外面とも輛櫨整形。 墨書

須恵器 底一 ②にぶい黄橙 湾曲する体部から 、口縁は僅かに外反する。

椀か 高一 ③砂粒を含む

4 口縁一部 口 13.6 ①還元焔、硬質 内、外面とも鞘轄整形。底部は右回転箆削り。 大原 2号窯式期

灰釉陶器 欠 底 7.3 ②灰白色 高台を付した底部から体部は湾曲気味に立ち上

高台付皿 古四 2. 7 ③細、極少星の砂粒 がる。施釉方法は漬け掛け。

5号住居出土土器観察表（第319図 PL 144) 

器種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形 ・器形・文様の特徴等 備 考

1 体部213 口 12.3 ①還元焔、やや軟質 内、外面とも輛輯整形。晶台を付した底部から

須恵器 残存 底 5. 7 ②灰黄色 湾曲気味に立ち上がり、 口縁は小さく外反する。

高台付椀 高 4.2 ③砂粒を極少量含む

2 体部1/2 口(12.3) ①還元烙、やや硬質 内、外面とも輛櫨整形。底部は右回転糸切り。

須恵器 残存、高 底 (3.7) ②にぶい黄色 高台を付 した底部から緩やかに湾曲して立ち上

高台付椀 台欠 高 (6.3) ③砂粒を含む がり、口縁は小さく外反する。

3 口縁～底 口 (10.8) ①酸化焔、やや硬質 内、外面とも輔輯整形。底部は回転糸切り 。高

須恵器 部1/3残 底 4. 9 ②にぶい赤褐色 台を付した底部から、湾曲気味に立ち上がる。

嵩台付椀 存 高 6. 2 ③砂粒を含む

4 体部～底 口一 ①酸化焔、やや硬質 内、外面輛櫨整形。底部は右回転糸切り。高台

須恵器 部1/2残 底 6.2 ②黄灰色 を付した底部からほぽ直線的に立ち上がる。

高台付椀 存 高 (4.6) ③白色粒を含む

5 底部（高 ロ ー ①還元焔、やや硬質 内面は鞘轍整形。やや高めの高台を付した底部

須恵器 台） 底 7.4 ②灰色 から、体部は湾曲気味に緩やかに立ち上がる。

高台付椀 高 (2.9) ③砂、軽石粒を含む

6 底部（高 ロー ①酸化焔、やや硬質 内面は鞘輯整形。底部は右回転糸切り、無調整。

須恵器 台） 底 7.0 ②褐灰色 高台を貼付。

高台付椀 高 (2.1) ③砂粒を含む

7 口縁部片 口〈20.0〉 ①酸化焔、やや軟質 内、外面とも糖櫨整形。内面に一部横撫で。ロ

須恵器 底一 ②にぶい赤褐色 縁は僅かに内傾し、端部は強い面取り。

羽釜 高 一 ③砂粒を含む

8 口縁部片 ロ〈19.0〉 ①酸化焔、やや硬質 内、外面とも観轄整形。口縁は僅かに内傾し、

須恵器 底ー ②にぶい黄橙色 端部は強い面取り。鍔の下位に括れ。

羽釜 高一 ③砂粒を含む
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6号住居出土土器観察表（第320図 PL 144) 

器 種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴等 備 考

1 底部 口 一 ①還元焔、やや軟質 内、外面とも観櫨整形。底部は右回転糸切り、

須恵器 底 6.0 ②赤灰色 無調整。体部はやや内湾気味に立ち上がる。

杯 古向 一 ③砂粒を含む

2 口縁～底 口 13.0 ①還元烙、やや軟質 内、外面とも輛轄整形。底部は右回転糸切 り、

須恵器 部3/5残 底 (6.3) ②にぶい橙色・ 黒褐色 無調整。高台を付した底部からほぽ直線的に立

高台付椀 存高台欠 高 (4.0) ③砂粒、雲母を少最含む ち上がり、口縁は僅かに外傾する。

3 口縁部 口 12.4 ①還元烙、やや軟質 内、外面とも輛輯整形。粗雑な高台を付した底

須恵器 1/4欠 底 6.4 ②にぶい黄橙色 部から内湾気味に立ち上がり、口縁は小さく外

高台付椀 古向 4.3 ③砂粒を含む 反する。高台の一部がめくれる。

4 底部 ロ ー ①還元焔、やや軟質 内、外面とも輛輯整形。粗雑な高台を付した底

須恵器 底 7.2 ②にぶい黄褐色 部から内湾気味に立ち上がる。

高台付椀 高一 ③砂粒、小礫を含む

5 口縁部 ロ 〈13.8〉 ①酸化烙、やや軟質 口縁部内、外面横撫で。胴部上位縦位箆削り 。

土師器 1/3 底 ー ②にぶい黄橙色 脹らみを持つ胴部上位から直線的に外反する口

甕 古向 一 ③砂粒、小礫を含む 縁部に至る。

6 口縁部 □〈26.0〉 ①酸化焙、やや硬質 内、外面とも輛纏整形。口縁は僅かに内傾し、

須恵器 1/5 底 ー ②にぶい橙色 端部は強い面取り 。胴部上位に脹らみを持つ。

羽釜 高 一 ③砂粒を含む

7 口縁部 ロ 〈24.0〉 ①酸化焔、やや硬質 内面鞘櫨整形。胴部外面縦位の箆削 り。 脹らみ

須恵器 2/5 底 ー ②にぶい褐色 を持つ胴部上位から僅かに内傾する口縁。端部

羽釜 古四 一 ③白色粒を含む は強い面取り 。

8 口縁部 ロ 〈18.0〉 ①酸化烙、やや軟質 内、外面とも鞘櫨整形。口縁はやや内傾し、端

須恵器 1/5 底一 ②浅黄色 部は外側に肥厚する。胴部上位に脹らみを持ち

羽釜 古向 一 ③砂粒を含む 鍔はやや変形する。
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第321図 9号住居出土遺物

9号住居出土遺物観察表（第321図 PL 145) 

25cm 

器 種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁～底 口 13.0 ①還元焙、やや軟質 内、外面とも鞘轄整形。底部は回転糸切り。体

須恵器 部1/2残 底〈7.0〉 ②にぶい黄橙 部は湾曲気味に立ち上がり、口縁は小さく外反

杯 存 古向 4.4 ③砂粒を含む する。

2 高台欠 口 12.0 ①酸化焔、やや軟質 内、外面とも鞘輯整形。底部は右回転糸切り。高

須恵器 底 (5.9) ②にぶい赤褐色 台を付した底部から湾曲気味に立ち上がる。

高台付椀 高 3. 95 ③細砂粒を含む

3 高台欠 口 10.5 ①還元焔、やや硬質 内、外面とも鞘饉整形。底部は右回転糸切り。や

須恵器 底 (5.7) ②灰白色 や開き気味の高台を付した底部から、体部はほ

高台付椀 高 (5.0) ③砂粒、軽石粒を含む ぽ直線的に立ち上がる。

4 口縁～底 ロ〈13.2〉 ①酸化焔、やや軟質 内、外面とも輛輯整形。底部は右回転糸切り。高

須恵器 部2/5残 底〈6.0〉 ②にぶい黄橙 台を付した底部から、体部は湾曲気味に立ち上

高台付椀 存 古向 一 ③砂粒を含む がり、口縁は僅かに外反する。

5 口縁～体 ロ〈14.0〉 ①還元烙、やや軟質 内、外面とも輛輯整形。湾曲する体部から僅か

須恵器 部1/4残 底一 ②浅黄色 に外反する口縁。

椀 存 高一 ③細砂粒を含む

6 口縁～胴 口 〈18.0〉 ①酸化焔、 やや軟質 輪積み整形で鞘鑢使用。僅かな脹らみを持つ胴

須恵器 部1/4残 底一 ②にぶい黄橙 部上位から、口縁は短く直線的に外反する。

土釜 存 高 一 ③砂、 小礫を含む
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器 種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形 ・文様の特徴等 備 考

7 頸部破片 口 一 ①還冗焔、硬質 やや緑色を帯びた釉。施釉方法は不明。

灰釉陶器 底一 ②灰白色

空ギ 古回 ー ③密、ほとんど含まない

8 口縁部破 ロ〈14.2〉 ①還元焔、硬質 口縁端部が僅かに外側に肥厚する。

灰釉陶器 片 底一 ②灰黄色

皿か 古m - ③密、ほとんど含まない， ほぼ完形 長径 4.5 厚さ07cm。潜り穴は 3対。うち l対は未貰通。 黒色頁岩製

石製丸靭 短径 2.8 表、裏の一部を欠く 。

10 完 長さ 5.0 重量96g。 安山岩製

磨石 幅 3. 7 

11 長径 8.4
椀形滓

鉄滓 短径 7.7 

12 長径 6.6
椀形滓

鉄滓 短径 4.8

13 
流動滓

鉄滓

14 長さ (12.5)
二次的被熱

磨石 厚さ(13.5)

刀 l~ - - ~I 
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第322図 10号住居出土遺物 （1)
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第324図 10号住居出土遺物 (3)

10号住居出土遺物観察表（第322~324図 PL 145、146)

器 種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形 ・文様の特徴等 備 考

1 口縁一部 口 10.3 ①酸化焔、やや軟質 口縁部内、外面横撫で。胴部外面斜縦位の箆削

土師器 欠 底 4.6 ②暗灰黄色 り。胴部上位に脹らみを持ち、口縁は短く屈曲

小型甕 裔 12.9 ③砂粒、軽石粒含む して外反する。

2 口縁部 口〈22.0〉 ①酸化烙、やや軟質 口縁部内、外面横撫で。胴部上位外面横位箆削

土師器 1/5残存 底ー ②にぶい褐色 り。内面は箆据で。僅かに脹らみを持つ胴部上

甕 古四 一 ③砂粒を含む 位から口縁は湾曲して外反する。

3 口縁部片 ロ〈25.0〉 ①酸化焔、やや硬質 口縁部内、外面横撫で。胴部外面縦位箆削り 。

土師器 底一 ②明赤褐色 胴部は湾曲気味に立ち上がり、口縁は小さく外

鉢か 高一 ③砂粒を含む 反する。口縁端部は強い面取り。

4 口縁部片 ロ〈10.3〉 ①酸化焔、やや軟質 口縁部内、外面横撫で。脹らみを持つ胴部から

土師器 底一 ②にぶい赤褐色 口縁は屈曲して外反する。

小型甕 古回 一 ③砂粒を含む

5 口縁部片 ロ（11.0〉 ①酸化焔、やや軟質 口縁部内、外面横撫で。胴部上位は縦位の箆削

土師器 底一 ②にぶい赤褐色 り。脹らみを持つ胴部から口縁は屈曲して外反

小型甕 古向 一 ③砂粒を含む する。

6 口縁部片 ロ〈13.0〉 ①酸化焔、やや軟質 内、外面とも輔輯整形。体部はやや湾曲気味に

須恵器 底一 ②にぶい黄橙 立ち上がり、口縁は僅かに外反する。

坪 高一 ③密、細砂粒を含む

7 完形 口 11.0 ①還元焔、やや軟質 内、外面とも観櫨整形。底部は右回転糸切り。

須恵器 底 5.7 ②にぶい黄褐色 粗雑な高台を付した底部から体部はやや湾曲気

高台付椀 古向 4.8 ③砂粒を含む 味に立ち上がる。

8 ほぽ完形 口 11.3 ①酸化烙、 やや軟質 内、外面とも鞘輯整形。柑雑な高台を付した底

須恵器 底 5.1 ②明赤褐色 部から、体部はやや湾曲気味に立ち上がり、ロ

高台付椀 古向 4.2 ③砂粒、雲母を含む 縁は小さく外反する。， 口縁一部 口 10.7 ①酸化烙、やや軟質 内、外面とも輛櫨整形。底部は右回転糸切り 。

須恵器 欠 底 6.2 ②浅黄橙 粗雑な高台を付した底部から、体部はやや湾曲

高台付椀 古回 4.2 ③根、砂粒、小礫を含む 気味に立ち上がり 、口縁は僅かに外反する。高

台端部に乾燥時の台の痕跡あり 。

10 口縁～底 口 12.65 ①酸化焔、やや軟質 内、外面とも鞘輯整形。底部は右回転糸切り。

須恵器 部3/4残 底 6.15 ②にぶい橙 やや外湾する粗雑な高台を付した底部から、体

高台付椀 存 古向 4.7 ③砂粒、 小礫を含む 部はやや湾曲気味に立ち上がり、口縁は緩やか

に外反する。

11 口縁～底 口 14.8 ①酸化焔、やや軟質 内、外面とも輔櫨整形。底部は回転撫で調整。

須恵器 部2/3残 底ー ②にぶい褐色 やや開き気味の高台を付した底部から、体部は

高台付椀 存 古向 — ③砂粒、雲母を含む 緩く湾曲気味に立ち上がる。

12 口縁～底 口 12.2 ①酸化焔、やや軟質 内、外面とも饒櫨整形。底部は右回転糸切り 。

須恵器 部3/4残 底 6.8 ②橙 高台を付した底部から、体部はやや湾曲気味に

高台付椀 存 高 4.3 ③砂粒、小礫を含む 立ち上がる。

13 口縁～底 ロ 9.8 ①酸化焔、やや硬質 内、外面とも観鑢整形。底部は右回転糸切り 。

須恵器 部3/4残 底 6.3 ②にぶい褐色 高台を付した底部から、体部はやや湾曲気味に

高台付椀 存 高 4.7 ③砂粒、小礫を含む 立ち上がる。

14 口縁～底 口 11.0 ①酸化烙、やや硬質 内、外面とも鞘輯整形。高台を付した底部から、

須恵器 部1/2残 底〈6.85〉 ②にぶい黄褐色 体部はやや湾曲気味に立ち上がる。底部は調整

高台付椀 存 古向 4.3 ③砂粒を含む のため、段が付く。

15 口縁～底 ロ〈10.8〉 ①酸化焙、やや硬質 内、外面とも鞘帽整形。底部は回転糸切り 。高

須恵器 部1/4残 底 5.6 ②にぶい赤褐色 台を付した底部から、体部はやや湾曲気味に立

商台付椀 存 高 4.3 ③砂粒、石英を含む ち上がる。
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第 5節平安時代

器 種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴等 備 考

16 口縁一部 口 16.0 ①還元烙、硬質 内、外面とも饒櫨整形。底部は切り離し後回転 大原 2号窯式期

灰釉陶器 欠 底 8.4 ②灰白色 撫で調整。高台を付した底部から、体部はやや か

高台付椀 古向 5.4 ③密、ほとんど含まない 湾曲気味に立ち上がり、 口縁は小さく外反する。

施釉方法は漬け掛け。

17 口縁一部 口 14.6 ①還元焔、硬質 内、外面とも鞘櫨整形。底部は回転糸切り 。や 光ヶ丘 2号窯式

灰釉陶器 欠 底 7.8 ②灰白色 や内湾する高台を付した底部から、体部は湾曲 期

高台付椀 古向 4.6 ③密、赤褐色粒を含む して立ち上がり、口縁は僅かに外反する。施釉

方法は刷毛掛け。

18 底部片 ロ ー ①還元烙、硬質 内、外面とも輔櫨整形。外面に施釉。

須恵器 底〈5.6〉 ②灰色

杯か 古向 一 ③密、白色粒僅かに含む

19 口縁～胴 口〈20.4〉 ①酸化焔、やや軟質 内、外面とも輛輯整形。僅かに脹らみを持つ胴

須恵器 上位1/2 底一 ②にぶい橙 部から口縁は僅かに内傾し、端部の面取りはあ

羽釜 残存 高一 ③砂粒を含む まり強くない。胴部外面縦位の箆削り。

20 口縁～胴 口〈21.0〉 ①酸化焔、やや軟質 口縁部内、外面横撫で。胴部内面箆撫で。外面

須恵器 下位1/4 底一 ②にぶい褐色 縦位の箆削り。僅かに脹らみを持つ胴部上位か

羽釜 残存 高一 ③砂粒を含む ら口縁は直立気味で、端部は強い面取り。

21 口縁～胴 ロ〈22.0〉 ①酸化焔、やや軟質 口縁部内、外面横撫で。胴部内面箆撫で。外面

須恵器 上位1/4 底ー ②にぶい橙 縦位の箆削り。僅かに脹らみを持つ胴部上位か

羽釜 残存 古向 一 ③砂粒、小礫を含む ら口縁は直立気味で、端部は強い面取り。

22 口縁～胴 ロ 〈23.0〉 ①還元焔、やや軟質 胴部上半と内面は饒轍整形。胴部下位は縦位の

須恵器 部1/5残 底一 ②にぶい黄橙 箆削り。胴部はほとんど脹らみを持たず、口縁

羽釜 存 古回 ー ③砂粒を含む は直立気味で僅かに外側に肥厚する。

23 口縁～胴 口〈27.0〉 ①還元焔、やや硬質 輪積み後輛輯整形。口縁部内、外面横撫で。ほ

須恵器 上位1/4 底一 ②黄灰色 とんど脹らみを持たない胴部から口縁は直立気

羽釜 残存 古回 ー ③砂粒、 小礫を含む 味で端部は強い面取 り。

24 口縁～胴 口 〈22.0〉 ①酸化焔、やや硬質 口縁部内、外面横撫で。胴部外面縦位の箆削り。

須恵器 上位1/8 底一 ②明赤褐色 脹らみを持つ胴部上位から、口縁は内傾し、端

羽釜 残存 高一 ③砂粒を含む 部は強い面取り。

25 径 6.6 薄い円盤状。軸は欠く。

鉄製紡錘車 厚さ 0.2

口
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第325図 12号住居出土遺物

12号住居出土土器観察表（第325図 PL 146) 

10cm 

器 種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁～底 ロ 〈12.4〉 ①還元焔、やや硬質 内、外面とも饒櫨整形。底部は右回転糸切り。無

須恵器 部1/2残 底 7.0 ②灰色 調整。未ll.雑な高台を付した底部から、体部は湾

高台付椀 存 高 4.7 ③砂粒を含む 曲気味に立ち上がり、口縁は緩やかに外反する。

2 口縁～胴 ロ〈18.0〉 ①酸化焔、やや軟質 輪積み整形で鞘櫨使用。胴部下位は斜縦位の箆

須恵器 部上位、 底 6.0 ②にぶい褐色、にぶい橙 削り 。脹らみをもつ胴部上位から、口縁は小さく

土釜 底部 高〈25.0〉 ③砂粒を含む 直線的に外反する。
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第5節平安時代

13号住居出土土器観察表（第326図 PL 146、147)

器種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴等 備 考

1 完形 口 10.9 ①還元焙、やや硬質 内、外面とも輔櫨整形。底部は右回転糸切り、

須恵器 底 5.3 ②浅黄色 無調整。平底の底部から体部はやや湾曲気味に

杯 高 3.65 ③細砂粒を含む 立ち上がる。内面に墨書か。

2 口縁～底 口 12.0 ①酸化烙、やや硬質 内、外面とも鞘櫨整形。底部は左回転糸切り、無

須恵器 部2/3残 底 6.4 ②にぶい褐色 調整。僅かに上げ底を呈する底部から体部は湾

杯 存 古向 4.4 ③細砂粒、小礫を含む 曲気味に立ち上がり、口縁は僅かに外反する。

3 口縁～底 ロ〈14.0〉 ①酸化焙、やや軟質 内、外面とも輛櫨整形。底部は左回転糸切り、無

須恵器 部1/3残 底 7.0 ②にぶい黄橙 調整。器肉の庫い底部から体部はやや湾曲気味

坪 存 高 5.6 ③砂粒を含む に立ち上がり、口縁は僅かに外反する。

4 口縁ー底 口 12.2 ①還元焔、やや軟質 内、外面とも鞘櫨整形。底面は右回転糸切り、無 墨書

須恵器 部4/5残 底一 ②浅黄色 調整。高台を付した底部から体部は湾曲気味に

高台付椀 存高台欠 高 一 ③砂粒を含む 立ち上がり、口縁は僅かに外反する。

5 口縁～底 口 13.0 ①酸化烙、やや軟質 内、外面とも鞘櫨整形。高台を付した底部から

須恵器 部3/4残 底 6.1 ②褐灰色 体部はほぽ直線的に立ち上がる。

高台付椀 存高台欠 高 (4.3) ③細砂粒を含む

6 口縁～底 口く11.6〉 ①還元焙、やや軟質 内、外面とも鞘輯整形。粗雑な高台を付した底

須恵器 部1/2残 底 5. 9 ②灰色 部から体部はやや湾曲気味に立ち上がる。

高台付椀 存 高 4.3~4.7 ③砂粒を含む

7 2/3残存 口 14.4 ①酸化焔、やや軟質 内、外面とも鞘輯整形。体部はほぽ直線的に立

須恵器 底部欠 底ー ②にぶい黄橙 ち上がる。

椀 高 (4.5) ③細砂粒を僅かに含む

8 口縁～底 口 〈12.0〉 ①酸化烙、やや硬質 内、外面とも観輯整形。底部は右回転糸切り、無

須恵器 部1/3残 底〈6.0〉 ②にぶい橙 調整。やや上げ底を呈する底部から、体部はやや

杯 存 古回 3.1 ③砂粒、小礫を含む 湾曲気味に立ち上がる。， 底部 ロ ー ①酸化焔、やや硬質 内、外面とも輛櫨整形。底部は右回転糸切り 。高

須恵器 底 6.4 ②にぶい黄橙 台を付した底部から、体部は湾曲気味に立ち上

高台付椀 高一 ③砂粒、小礫を含む がる。

10 口縁部片 ロー ①還元焔、やや硬質 内、外面とも鞘櫨整形。器肉の厚い底部から体 墨書「夕」

須恵器 底一 ②灰黄色 部はやや湾曲気味に立ち上がる。

椀 高一 ③砂粒を含む

11 口縁～胴 ロ〈19.0〉 ①酸化烙、やや硬質 口縁内、外面、胴部上位は横撫で。胴部下位は

須恵器 部1/4残 底ー ②にぶい橙 斜縦位の箆削り 。脹らみを持つ胴部上位から口

羽釜 存 高 (24.6) ③砂粒を含む 縁はやや内傾し、端部は強い面取り。

12 口縁～胴 口〈18.8〉 ①酸化焔、やや硬質 口縁内、外面、胴部上位は横撫で。胴部下位は

須恵器 中部1/4 底一 ②にぶい橙 縦位の箆削り 。脹らみを持つ胴部上位から口縁

羽釜 残存 古回 ー ③砂粒、小礫を含む は内傾し、端部は強い面取り 。

13 し口縁～胴 D 〈20.2〉 ①酸化焔、 やや硬質 口縁内、外面、胴部上位は横撫で。胴部中位は

須恵器 •1上部1 /4 底"- 一 ②橙 斜縦位の箆削り。僅かに脹らみを持つ胴部中位

羽釜 残存 高一 ③砂粒、小礫を含む から口縁はやや内傾し、端部は強い面取り。

三／ ＿三＿
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第327図 26号住居出土遺物

26号住居出土土器観察表（第327図 P Ll47) 

器種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁～底 ロ〈15.2〉 ①還元焔、硬質 内、外面とも輛輯整形。高台を付した底部から 光ヶ丘 1号窯式

灰釉陶器 部1/8残 底〈8.3〉 ②灰白色 体部は丸みを持って開き、口縁は僅かに外反す 期か

高台付頸 存 高 4.3 ③密、ほとんど含まない る。施釉方法は不明。

2 口縁部片 ロ〈15.2〉 ①還元焙、硬質 内、外面とも観櫨整形。施釉方法は不明。

灰釉陶器 底一 ②黒、胎土は赤褐色

長頸壺 高一 ③密、ほとんど含まない
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第328図 33号住居出土遺物

33号住居出土遺物観察表（第328図 PL 147) 

器 種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁～底 ロ 9.9 ①酸化焔、やや軟質。 内、外面とも鞘輯整形。底部は右回転糸切り、無

須恵器 部3/4残 底 4.8 ②にぶい黄橙 調整。やや上げ底を呈する底部から、体部は湾

坪 存 高 2.25 ③砂粒を含む。 曲して立ち上がる。

2 一部欠 幅 10.0 火打ち金か。

鉄製品 厚さ 0.3
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第329図 39号住居出土遺物
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39号住居出土土器観察表（第329図 P Ll47、148)

器種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁～底 ロ 9.3 ①酸化焔、やや軟質 内、外面とも鞘輯整形。底部は回転糸切り、無

土師器 部2/3残 底 6.0 ②橙 調整。器肉の厚い平底の底部から体部はほぼ直

小皿 存 高 2.1 ③砂粒、雲母を含む 線的に開く 。

2 口縁～底 ロ〈15.6〉 ①酸化焔、やや軟質 内、外面とも観輯整形。底部は回転糸切り 。器

須恵器 部2/3残 底 7.3 ②灰褐色 肉の厚い底部から体部はほぽ直線的に立ち上が

杯 存 高 3.8 ③砂粒、雲母を含む り、口縁は僅かに外反する。

3 口縁～胴 ロ 27.l ①酸化焔、やや軟質 胴部外面は縦位の箆削り 。内面横撫で。僅かに

土師器 部下位 底一 ②灰褐色 脹らみを持つ胴部上位から、口縁は短く屈曲し

土釜 高 (22.0) ③砂粒を含む て外反する。

4 胴下位一 ロー ①酸化焔、やや軟質 胴部内面箆撫で。外面横撫で。胴部下位に縦位

土師器 底部 底 12.0 ②明赤褐色 の箆削り 。底面は全面に砂粒。平底の底部から

土釜
古＂― ③砂粒を含む 体部はやや湾曲気味に立ち上がる。

5 口縁～底 ロ〈16.8〉 ①還元焔、硬質 内、外面とも輛帽整形。やや内湾する高台を付 光ヶ丘 1号窯式

灰釉陶器 部1/4残 底〈8.4〉 ②灰白色 した底部から体部は湾曲気味に立ち上がり、ロ 期

高台付椀 存 高 5.5 ③密、ほとんど含まない 縁は緩やかに外反する。釉は刷毛掛け。

＼ 

¥1// 
// 1(1/4) 

いに//s 

＼ 》¥’5(1/4) ／／ 

-

゜第330図 41号住居出土遺物

41号住居出土土器観察表（第330図 PL 148) 

10cm 
10cm 

器種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形 ・器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁部 口く22.6〉 ①酸化焔、やや硬質 内面、口縁外側は横撫で。胴部は縦位の箆削り 。

土師器 1/5残存 底 ー ②明赤褐色 胴部上位に脹らみを持ち、口縁は短く直線的に

甕 高一 ③砂粒を含む 外反する。

2 口縁～体 ロ〈13.6〉 ①酸化焔、やや軟質 内、外面とも饒轍整形。体部はほぽ直線的に開

須恵器 部1/5残 底一 ②にぶい橙 く。

椀 存 高一 ③砂粒を含む

3 底部1/2 ロ ー ①酸化焔、やや軟質 内、外面とも鞘鑢整形。底部は回転糸切り、無

須恵器 残存 底 5.0 ②にぶい黄橙 調整。体部は湾曲気味に立ち上がる。

椀 高一 ③白色粒を含む

4 口縁部片 口く18.6〉 ①酸化焔、やや軟質 脹らみのある胴部上位から、口縁は僅かに内傾

須恵器 底 一 ②にぶい赤褐色 し、端部は強い面取り 。内面と口縁部外側は横

羽釜 高一 ③砂粒、 小礫を含む 撫で、胴部は縦位の箆削り 。

5 口縁部片 口 〈19.8〉 ①酸化焔、やや硬質 口縁は僅かに内傾し、端部は強い面取り 。内、

須恵器 底一 ②灰褐色 外面とも横撫で。

羽釜 高 一 ③砂粒、小礫を含む
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第331図 42号住居出土遺物

42号住居出土遺物観察表（第331図 PL 148) 

゜
10cm 

10cm 

器種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形 ・器形 ・文様の特徴等 備 考

1 高台部 ロー ①酸化焔、やや硬質 内、外面とも饒轄整形。貼り付け高台。底部は

須恵器 底 7.0 ②にぶい橙 右回転糸切り。

椀 高一 ③砂粒を含む

2 口縁一部 ロ 9.3 ①還元焔、やや軟質 内、外面とも鞘輯整形。根雑な高台を付した底

須恵器 欠 底 5.4 ②灰色 部から、口縁は横に開き、両端を摘み上げる。

耳皿 高 3.1 ③小礫を含む 底部は回転糸切り 。

3 口縁の一 口 10.6 ①還元焔、やや軟質 内、外面とも鞘輯整形。高台を付した底部から

須恵器 部、商台 底 ー ②灰色 口縁は横に開き、端部は僅かに外反する。両端

耳皿 欠 高 (3.8) ③細砂粒を含む を摘み上げる。

4 破片 ロ ー ①還元焔、硬質 外面は施釉。 8指 l単位の波状文を施文する。

須恵器 底一 ②外面黒褐色、 内面灰色

甕か 高一 ③密、ほとんど含まない

5 底部 ロ ー ①還元焔、硬質 胴部内面、底部内面に撫での痕跡。胴部外面に

須恵器 底〈16.0〉 ②黄灰色 は箆撫での痕跡。底部から胴部は直線的に立ち

甕 高 一 ③細砂、小礫を含む 上がる。

6 長径10.7 ほぽ円形。径1.3cmの孔が中央に貰通する。 ニッ岳軽石製

石製弾み車 完形 短径10.3

厚み 2.7 

重 178.0g
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4 土坑

128号土坑

，
 

A
-□

 

I
、-

A
i

a:i1 

A L-207.Sm ④ A' 

-5二乙戸ベ
② 

155号土坑

＼ 

A
 

A L-207.8m 

155号土坑

① 黒色土 As-C少量含

む。

② 黒褐色土 As-C僅

かに含む。ローム粒

A' 僅かに含む。

③ 黒褐色土 As-C僅

かに含む。ローム粒

少最含む。

④ 黒褐色土 As-C僅

かに含む。ローム粒

A' 僅かに含む。

口

160号土坑

i:al 

／
 

E
8
.
u
o
z
11
1
 

co I 

A l □ A 

調査区外

A L-199.5m A' ..  

▽ 

128号土坑

①褐色土 ロームプロ

ソク少最含む。

②黒褐色土 ロームプ

ロック少量含む。

③ 暗 褐 色 土 ロームプ

ロック少最含む。

④ 暗 褐 色 土 焼土プロ

ソク少彗含む。軟質。

160号土坑

① 黒褐色土 As-C僅

かに含む。ローム粒

少益含む。

② 黒色土 As-C僅かに

含む。ローム粒少量

含む。

③ 黒色土 As-C僅かに

含む。ローム粒僅か

に含む。

第5節平安時代

128号土坑

位置 66区F-20グリッド 重複 9世紀後半の26

号住居を切る。 規模 径65X35cm、深さ25cmを測

る。 形状 平面形状は楕円形、断面形状は不整形

を呈する。 埋没土 褐色土を主体とする。

遺物 出土しなかった。

考察 26号住居を切るため、 9世紀後半以降と思わ

れる。

155号土坑

位置 65区N-20グリッド重複なし

写真 P L149 

規模径106X 94cm、深さ43cmを測る。 形状 平

面形状は円形、断面形状は浅箱形を呈する。

埋没土 As-Cを含む黒褐色土を主体とする。

遺物 土師器小片が 3点出土した。

考察 埋没土から平安時代の土坑と判断した。

160号土坑

位置 65区N-20グリッド重複平安時代の34号

住居を切る。 写真 PL 149 

規模約1/2が調査区外にかかる。長径150cm、深さ

48cmを測る。 形状 円形を呈すると思われる。

埋没土 As-Cを含む黒褐色土を主体とする。

遺物 図示した遺物の他、土師器小片が 3点出土し

ている。

考察 遺物から11世紀前半の土坑と思われる。

゜
2m 

第332図 128 • 155 • 160号土坑
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161号土坑

＼
 

トレンチ

O)号

A
 

心 0

代

A L=l99.4m 

／や＼
砕

ro I 

E
v
.
6
6
 
11
1
 

叫

A' 

161号土坑

位置 65区M-20グリッド 重複 平安時代の34号

住居を切る。 縄文時代前期の162号土坑を切る。

写真 P Ll49 

規模 長軸1.90m、短軸1.42mを測る。掘り込みの

確認面からの深さは16cmだが壁面の断面観察による

と深さ52cmを測る。 形状 一部調査区外にかかる

が、平面形状は長方形を呈すると思われる。断面形

状は浅箱形を呈する。 埋没土 黒色土を主体とす

る。 遺物 図示した遺物の他土師器片38点、須恵

器片41点が出土している。34号住居の遺物も含まれ

ると思われる。 考察 遺物および重複関係から、

平安時代後期の土坑であると思われる。

~. L-199.9m 

口
163号土坑

／］ 
調査区外

A —.L= l99. 7m 

口

C' 
161号土坑

①黒色土 As-C僅かに

含む。

②黒色土 As-C少最含

む。

③黒色土 As-C少益含

む。ローム粒僅かに含

む。

163号土坑

A' ① 黒色土 As-C少量 含

む。As-8プロック含

む。

② 黒色土 As-C多く含

む。

174号土坑

＼
 A' 

41仕

A L=203.4m A' 

□1住

174号土坑

①黒色土 As-C少最含

む。砂質土を多 く含む。

163号土坑

位置 65区L-20グリッド 重複 34号住居を切る。

写真 P L149 

規模 約1/2が調査区外にかかる。長径95cm、深さ

36cmを測る。 形状 全体の形状は不明だが不整形

を呈すると思われる。 埋没土 As-Cを含む黒色

土を主体とする。 遺物 出土しなかった。

考察 埋没土、重複関係から、平安時代後期の土坑

であると思われる。

゜第333図 161 • 163 • 174号土坑

174号土坑

位置 75区R-1グリッド 重複 10世紀第 3四半期

の41号住居、 10世紀第 2四半期の184号土坑を切る。

172号土坑に切られる。(184土→41住→174土→172

土の順と思われる。）

写真 P L149 

規模 径80cm、深さ53cmを測る。 形状 平面形状

は円形を呈すると思われる。断面形状は三角形を呈

する。 埋没土 砂質土を含む黒色土で埋没する。

遺物 出土しなかった。

2m 考察 重複関係から平安時代後期の土坑であると思

われる。
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172号土坑

＼
 

184土

A L~ 203.5 m A' 

172号土坑

① 黒褐色土 As-C少量含む。暗褐色土プ

ロック少量含む。

② 黒色土 As-C多 く含む。ローム粒僅かに

含む。

184号土坑

ー、一

第 5節平安時代

172号土坑

位置 75区R-1グリッド 重複 10世紀第 3四半期

の41号住居、 10世紀第 2四半期の184号土坑、平安

時代後期の174号土坑を切る。(184土→41住→174土

→172上の順と思われる。）

写真 P Ll49 

封計莫 径197X115cm、深さ53cmを測る。

形状 平面形状は楕円形、断面形状は箱形を呈する 。

埋没土 As-Cを含む黒色土を主体とする。

遺物 出土しなかった。

考察 調査時は後述する 184号土坑の一部と考えら

れたが、埋没土の判断から別土坑とした。時期は重

複関係から平安時代後期以降ということができる。

184号土坑

位置 65区R-20グリッド 重複 10世紀第 3四半

期の41号住居、平安時代後期の172号、 174号土坑に

切られる。 写真 PL 149 

桔計莫 f至245X175cm、i菜さ121cmを測る。

形状 重複によってかなりの部分を破壊されている

ため、全体の形状は不明だが、平面形状は不整三角

形を呈するのではないかと思われる。断面形状は南

北では袋状を呈する。 埋没土 調査時の所見では

As-Cを含む黒褐色土であった。 遺物 図示した

遺物の他、土師器小片が 2点出土している。 1の椀

は坑底から出土している。 考察 本土坑は41号住

居の掘り方調査時に検出され、当初から粘土採掘坑

との推定であった。重複関係が複雑であったため、

41住 埋没土層断面を記録できなかったが、粘土採掘坑と

結論づけられるような材料を得ることはできなかっ

た。しかし、坑底に掘り込みがみられ、袋状の断面

を示すことなどから、粘土採掘坑としての可能性は

あると思われる。

゜
2m 

第334図 172 • 184号土坑
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5 土坑出土の遺物

更 ニクl

第335図 160号土坑出土遺物 ゜
10cm 

160号土坑出土土器観察表（第335図 PL 150) 

::  1 :[;:: 1 ：計胃IEf：言’台土 I口は`笠:ニ部力ら口
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゜
10cm 

第336図 161号土坑出土遺物

161号土坑出土土器観察表（第336図 PL 150) 

器種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形 ・器形・文様の特徴等 備 考

1 口縁部片 ロ ー ①酸化焔、やや硬質 直線的に立ち上がり、口唇部は外反する。外面

須恵器 底一 ②褐色 は箆削り、内面は横撫で。

土釜 高一 ③砂粒を含む

2 胴部片 ロー ①酸化焔、やや硬質 外面に箆削り 。長胴甕の胴部と思われる。

土師器 底一 ②にぶい赤褐

甕 古向 一 ③砂粒を含む

3 胴部片 ロー ①還元焔、硬質 内、外面とも叩き目。

須恵器 底一 ②灰黄

甕 商一 ③細砂粒を含む

一

ーニ
--― l 

゜
10cm 

第337図 184号土坑出土遺物

184号土坑出土土器観察表（第337図 PL 150) 

器種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴等

1 口縁～底 口 14.6 ①酸化焔、やゃ軟質 内、外面とも輛植整形。内面はその後箆磨き 。

須恵器 部213 底 7.8 ②橙、内面は黒 底部は右回転糸切りののち、撫で調整。高台を

高台付椀 高 5.0 ③砂粒、小礫を含む 付した底部から体部は湾曲して立ち上がり、ロ

唇部は小さく外反する。内面は吸炭による黒色。

備考

390 



第5節平安時代

6 遺構外出土遺物
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10cm 

第338図遺構外出土遺物

遺構外出土土器観察表（第338図 PL 150) 

器 種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴等 備 考

1 完形 口 7.8 ①酸化焔、やや硬質 内、外面とも鞘櫨整形。底部は右回転糸切り。 75区G-2

土師器 底 4.3 ②にぶい橙、黒色 器肉の原い底部から、体部はほぽ直線的に開く 。

小皿 高 l. 7 ③細砂、 小礫を含む

2 口縁～底 □ <10.2〉 ①酸化烙、やや硬質 内、外面とも観輯整形。底部は右回転糸切 り、無 75区Q-3

須恵器 部1/3 底 5.0 ②にぶい褐色 調整。平底の底部から体部は湾曲して立ち上が

杯 高 5.2 ③砂粒を含む り、口縁は小さく外反する。体部内面は箆磨き。

3 口縁～底 ロ〈13.7〉 ①還元焔、やや軟質 内、外面とも輔輯整形。高台を付した底部から 66区L-18

須恵器 部1/5 底 7.1 ②にぶい黄橙 湾曲気味に立ち上がり、口縁は小さく外反する。

高台付椀 古回 5.0 ③砂粒を含む

4 口縁～底 ロ〈14.8〉 ①酸化焔、やや軟質 内、外面とも鞘輯整形。底部は右回転糸切り。 66区Q-11

須恵器 部1/2 底一 ②灰黄 高台を付した底部からほぼ直線的に立ち上がり

高台付椀 高台部欠 高一 ③砂粒を含む 口縁は僅かに外反する。

5 口縁～底 ロ〈14.0〉 ①還元焔、やや軟質 内、外面とも鞘輯整形。底部は右回転糸切り。 墨書「夕」か

須恵器 部1/2 底 8.0 ②灰白 高めの高台を付した底部から、体部は湾曲気味 66区Q-11

高台付椀 高 6.0 ③砂粒を含む に立ち上がり、口縁は緩やかに外反する。
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第4章検出された遺構と遺物

器 種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴等 備 考

6 口縁部片 口〈15.7〉 ①酸化焔、やや軟質 内、外面とも輛櫨整形。湾曲気味の体部から口 墨書

須恵器 底一 ②にぶい橙 縁は緩やかに外反する。 66区T-18

椀 高一 ③砂粒を含む

7 口縁～底 口く10.6〉 ①酸化焔、やや軟質 内、外面とも輛櫨整形。高台を付した底部から 66区表採

須恵器 部1/3 底 6.4 ②にぶい赤褐 体部は湾曲気味に立ち上がる。口唇部は小さく

高台付椀 高 4.5 ③砂粒を含む 外反する。底部に高台貼付時の撫での痕跡が強

く残る。

8 口縁～底 ロ 〈11.4〉 ①酸化焙、やや硬質 内、外面とも輛輯整形。底部は回転糸切り 。裔 66区南側道路部

須恵器 部1/3 底 6.0 ②橙 台を付した底部から体部は湾曲気味に立ち上が

高台付椀 古向 4.8 ③砂粒を含む る。， 口縁ー底 ロ〈12.0〉 ①酸化焔、 やや硬質 内、外面とも輛輯整形ののち、横撫で。底部は 表採

須恵器 部2/3 底 6. 7 ②暗褐 右回転糸切り。高台を付した底部から体部はや

商台付椀 古向 4.4 ③砂粒、小礫を含む や湾曲気味に立ち上がる。

10 口縁～底 ロ〈14.8〉 ①還元焔、やや軟質 内、外面とも鞘輯整形。高台を付した底部から 75区Q-2

須恵器 部1/3 底〈8.6〉 ②灰黄 体部は緩やかに湾曲して立ち上がり、口縁は僅

高台付椀 古回 5.9 ③砂粒、小礫を含む かに外反する。

11 口縁部片 ロー ①酸化烙、やや軟質 高台を付したと思われる底部から体部は直線的 墨書「第」か

須恵器 底ー ②にぶい橙 に立ち上がる。体部外面に墨書。 76区表採

高台付椀 古向 一 ③砂粒を含む

12 小片 ロー ①還元烙、やや軟質 甕の胴部か。外面に刻字と思われる痕跡。 66区G-15

須恵器 底一 ②灰白

甕か 古回 ー ③細砂粒を含む

13 口縁～底 口 く15.0〉 ①還元烙、硬質 内、外面とも鞘輯整形。底部は切り離し後回転 大原 2号窯式期

灰釉陶器 部1/6 底〈7.6〉 ②灰白 撫で調整。高台を付した底部から、体部はやや か

裔台付椀 高 4.6 ③密、ほとんど含まない 湾曲気味に立ち上がり、口縁は僅かに外反する。 66区表採
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第 6節 近世以降および時期不明の遺構

第6節 近世以降および時期不明の遺構

1 掘立柱建物跡
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第4章検出された遺構と遺物

1号掘立柱建物

位置 66区G-17グリッド他方位 N-6°-W

重複 なし 後世の攪乱によりp4は底部付近まで

削平される。 写真 PL 151 

規模梁行 2間（東辺5.30m、西辺5.40m)、桁行

1間（南辺3.60m、北辺3.50m)である。

面積 18.83m'を測る。

形状 長方形を呈する。 柱穴 6本検出されてい

る。掘り方はほぼ円形で、しっかりした掘り込みを

持つ。柱穴底面の標高は206.38mから206.58mの間

である。柱間寸法は、梁方向のp1~p 3間が

2. 78m、2.62m、p6~P4間が2.74m、2.74mを

測る。桁方向のp1~p 6間は3.48m、p3~P4 

間は3.46mを測る。柱痕は平面では確認できなかっ

たが、p1、p2の断面から判断すると柱の径は 8

~10cm程度と思われる。

考察 小規模であるが整った平面形を呈する掘立柱

建物である。埋没土から古墳時代以降の掘立柱建物

と思われるが、遺物が出土せず、時期を決定できる

材料に欠けるため、詳細な時期は不明である。

2号掘立柱建物

位置 75区G-3グリッド他方位 N-19°-E

重複なし写真 PL151 

規模梁行 3間（東辺4.62m、西辺4.98m)、桁行

2間（南辺3.40m、北辺3.38m) である。

面積 16.63対を測る。 形状 やや台形様の長方

形を呈する。 柱穴 14本検出されている。このう

ちp2、p7、P10、Pllは本建物の柱穴にならな

いとも思われる。柱穴底面の標高は194.43mから

194.97mの間であり、やや標高差が大きいように思

われる 。これは本建物が東に向く傾斜地に占地して

いることも影響していると思われる。掘り方はほぽ

円形を呈し、掘り込みはしつかりしているが、確認

面からはあまり深くない。柱間寸法は梁方向のp1 

~p  5間が1.50m、1.96m、1.56mで、 P13~p 8 

間が1.16m、2.18m、1.42mを測る。桁方向のp5 

~p  8間が1.72m、1.72mで、p1~Pl3間が

396 

1. 70m、l.72mを測る。柱痕は平面、断面とも確認

できなかった。 考察 平面形はやや歪みを持って

いる。埋没土から古墳時代以降の掘立柱建物と思わ

れるが、遺物が出土せず、時期を決定できる材料に

欠けるため、詳細な時期は不明である。

3号掘立柱建物

位謳 65区S-19グリッド他方位 N-80°-W 

重複 縄文時代後期の45号住居、縄文時代と思われ

る191号土坑の上面で検出された。

写真 PL 151 

規模梁行 4間（南辺5.16m、北辺5.10m)、桁行

2間（東辺3.60m、西辺3.72m)である。

面積 18.84対を測る。 形状 長方形を呈する。

柱穴 12本検出された。掘り方はほぼ円形を呈し、

しっかりした掘り込みを持つが、確認面からの掘り

込みはあまり深くない。柱穴底面の標高は202.62m

から203.26mの間である。柱間寸法は梁方向のp1 

~p  5間が1.42m、1.26m、1.08m、1.24mで、 P

11~p 7間が1.54m、1.28m、1.08m、1.26mを測

る。桁方向ではp5~p 7間が1.82m、1.84mで、

p 1~Pll間が1.80m、2.0lmを測る。柱痕は平面

では確認できなかったが、 Pllの土層断面から判断

すると 6~8 cm程度であったと思われる。

考察 平面形はやや歪みを持つが、柱穴は整った配

列を示す掘立柱建物である。埋没土から古墳時代以

降の掘立柱建物と思われるが、遺物が出土せず、時

期を決定できる材料に欠けるため、詳細な時期は不

明である。
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①黒色土 白色軽石少鼠含む。
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4号土坑

第 6節 近世以降および時期不明の遺構

190号土坑

位置 66区C-18グリッド重複なし

写真 PL 152 

規模径113X53cm、深さ15cmを測る。

形状 平面形状は楕円形、断面形状は浅箱形に近い。

埋没土黒色土を主体とする。

遺物 図示した 2枚の陶器皿と寛永通宝21枚が出土

している。

考察 土坑上部はかなり削平を受けていると思われ

る。出土遺物から判断すると 17~18世紀の墓坑の可

能性が高い。表土掘削中、本土坑付近より人骨が出

土していたが、再埋葬をするため、位置を記録しな

かった。本土坑に関連する可能性も考えられる。

26号土坑

A
 

A L~205.9rn A' 

三
8号土坑

ー

A
 

A' 

さ こ△

4号土坑

①黒褐色土 もろくサラサラ。

②黒褐色土粒子密。

③ 黒褐色土 炭化物多く含む。

8号土坑

①黒色土 As-C少最含む。

炭化物少量含む。

② 暗褐色土 ローム細粒少

量含む。

③黄褐色土 ローム土主体。

暗褐色土粒僅かに含む。

：こ2

26号土坑

①黒色土 As-C多く含む。

暗褐色土粒僅かに含む。

②黒色土 As~C、暗褐色土

粒僅かに含む。

゜
2m 

第342図 190 • 4 • 8 • 26号土坑
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49号土坑
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156号土坑
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こ
49号土坑

①黒褐色土 白色軽石少量

含む。ローム枡粒僅かに

含む。

②黒褐色土 白色軽石僅か

に含む。

③暗褐色土 白色軽石少量

含む。ローム粗粒僅かに

含む。

坑虹

I
7
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ー
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調査区外 A' 

ロー
A 丘 200.9m A' 

ベ

＼ 
158号上坑

〔口：

A L~200.7m A' 

一158号土坑

① 黒色土 As-C僅かに含む。

156号土坑

①黒色土 As-C少量含む。

軟質。

②黒色土 As-C僅かに含む。

軟質。

169号土坑

→→==--

A L~Z03.6m ~ A' 
ー・ ① 

へ 三

157号土坑

① 黒色土 As-C少量含む。

② 暗褐色土

169号土坑

① 黒褐色土 As-C僅かに含む。

② 黒色土 As-C僅かに含む。

176号土坑

坑土

＼
号

゜
7
 

ー

A L~203.9m A' 

① 

三

170号土坑

① 黒褐色土 As-C僅かに含む。

② 黒色土 As-C僅かに含む。

~. L~203.3m A' 

口
176号土坑

① 黒色土 As-C少鍼含む。

② 黒褐色土 As-C僅かに

含む。

゜
2m 
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3 土坑出土の遺物
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第4章 検出された遺構と遺物

190号土坑出土土器観察表（第344図 PL 155) 

器 種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形・文様の特徴等 備 考

1 完 口 12.8 ① - 高台無釉。見込み蛇の目釉はぎ。高台付近は削 17C末～18C

肥前陶器は喜 底 4. 5 ②―  りによる整形を行っている。ドプ掛けの灰釉の

野内野山西 古四 2.8 ③ - 上に（青）緑釉を掛けている。釉薬の厚い部分

窯）皿 と二度掛けした部分には貫入が見られる。見込

み部分にはトチンの痕がのこる。

2 完 口 13.0 ①―  高台無釉。見込み蛇の目釉はぎ。高台付近は削り 17C末ー］SC

肥前陶器(!喜 底 4.8 ②―  による整形を行っており飛びカンナ状の跡が残

野内野山西 古向 3.4 ③―  る。ドプ掛けの灰釉の上に（青）緑釉を掛け油滴状

窯）皿 に流れ美しい。原く掛けられた釉楽部分には貫入

が多く入る。見込み部分にはトチンの痕が残る。

ー

~
ー召

こ

I I 

3
 

_
'
土

I
門

□日
勺
＿

4
 

／
 

な］
I I 

/ I 26土ー2

゜

f ¥ I ¥ 

4土ー4(l/1) 

＼
日
日
日
日
リ
I I 157土一l

10cm 
5cm 

4号土坑出土土器観察表（第345図 PL 155) 

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等 備 考

l 口縁部片 ①良好 ②灰褐色 断面三角の隆帯を巡らしたのち、原体LRの単節斜縄文を横 加曽利E4式

深鉢 ③細砂、少量の雲母を含む 位に施文する。

2 胴部片 ①良好 ②にぶい赤褐色 原体LRの単節斜縄文を施文したのち、棒状工具による沈線 加曽利E3式

深鉢 ③砂を含む で渦巻状の文様を描出する。

3 胴部片 ①良好 ②橙 櫛歯状工具による格子文を施文する。 前期末～中期初頭

深鉢 ③砂を含む

4号土坑出土石器計測表（第345図 PL 155) 

番： Iっ：器 種 1 :：：存 1塁言［：lj勺墨:[§]烹召：：さ` 通:::I：：三石安：岩

26号土坑出土土器観察表（第345図 PL 155) 

備 考

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・文様の特徴等

1 胴部片 ①良好 ②にぶい橙 原体LRの単節斜縄文を横位に施文する。

深 鉢 ③砂を含む

2 胴部片 ①良好 ②にぶい黄橙 1 棒状工具による沈線で同心円状の文様を描出する。

深 鉢 ③砂を含む

備考

加曽利E3式

加曽利 E3式

157号土坑出土土器観察表（第345図 PL 155) 

番：」；冒
深 鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②にぶい黄橙

③細砂を含む

棒状工具に：こ線：垂：さ：ょち：原：L：の単節斜縄 1 後期：i頭 考

文を縦位に施文する。
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第 6節 近世以降および時期不明の遺構

列石

位置 67区P-1~66区Q-16グリッド

方位北部N-8°-E 南部N-12°-E

重複縄文時代中期の32号住居の上面で検出され

た。住居確認面まで達していない。

写真 PL 153 

形状 ほぽ直線状である。北部の全長は12.08m、

南部の全長は5.23mを測る。使用されている礫はほ

とんどが地山に含まれる安山岩と思われる。特に加

工の痕跡が認められるものはなかった。

考察 北部と南部に分かれて検出されており、中間

にllmの断絶があるが、走行方向が近似することや

東側からの斜面下に位置することなどから一連のも

のと判断した。北部の断面観察からは人為的な埋没

が考えられる。この列石の位置は傾斜が強くなる変

換点にあたるため、斜面の土止めの列石と思われる。

時期は遺物が出土していないが、層位的な判断から

近世以降の所産と思われる。

~- L-208.0m A' 

②［三已三：三ニニニこ口亙ジフ

① 暗褐色土 ロームプロック少量含む。

② 暗褐色土 As-YPとローム粒非常に多い。

③暗褐色土 やや明る <As-YP少最含む。

④ 暗褐色土 ローム土多く含む。

⑤ 黒色土 白色軽石粒僅かに含む。

⑥ 黒色土 白色軽石混じりで、硬くしまる。

⑦ 暗褐色土 白色軽石少量含む。ローム粒僅かに含む。

⑧ 暗褐色土 やや明る＜細かい。白色軽石少量含む。

゜
2m 

第346図列石（ 1)
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⑨黒褐色土 小礫を含み、しまりあり 。

⑩茶褐色土 ロームプロ ック、礫を含む。

⑪黄褐色土 ローム土層。
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第347図列石 (2)
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第348図炭窯

゜
2m 

炭窯

位置 66区C-16グリッド 写真 PL 153 

形状 炭化室の形状は無花果形を呈する。一部に石

を用いる土窯である。炭化室左手前にピッ トが検出

されているが、この炭窯に伴うものかは不明である。

焚き口前庭部には長径1.3m、深さ5cmほどの楕円

形の掘り込みが確認できた。

規模 炭化室の全長2.4m、最大幅1.12m、焚 き口

幅0.48mを測る。奥壁には礫を用いて煙道を構築し

ている。煙道長は0.60m、煙道直径は0.20mを測る。

窯体底部と壁面はよく焼けている。

遺物 出土していない。

考察 調査時に地権者からうかがった話によると、

昭和30年代頃まで使用していたとのことであった。

構築された年代はは っきりしていない。
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6 井戸
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1号井戸

位置 75区N-1グリッド 重複なし

写真 PL 153 

規模、形状 上面は径2.7m X2.4mの円形に掘り＜

ぽめ、長径50cm程の礫を16石並べている。井戸本体

の口径は約1.2mで、下位でもほとんど変化はない。

埋没土 礫、小礫を含み、人為的な埋没と思われる

様相であった。

考察 この井戸は地権者宅の床下で検出され、当初、

調査担当者と発掘作業員によって調査を開始した

が、深度が増してきて危険となったため、業者に委

託して掘削を行うことになった。およそ 9mに達し

た時点で酸欠、崩落等の危険が予測されるため、調

査をうち切った。この時点で湧水はほとんど認めら

れなかった。時期に関しては、遺物の出土がなかっ

たため、遺物からの判断はできなかったが、地権者

からの聞き取りによると、戦後間もない頃掘削し、

榛名町のこの地域に上水道が引かれるまでの間、使

用していたとのことであった。掘削の深度は正確に

計測したわけではないが、「15m位は掘った、とい

う話しを聞いている」とのことであった。

I
 

|
 

゜
3m 

第349図井戸
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第6節 近世以降および時期不明の遺構

3号溝

位置 75区H-4グリッドから H-2グリッドにかけて

検出され、南側調査区外へ延びる。 重複前述 し

た2号溝と一部重複する。本溝が下位から検出され

たため、本溝が旧いと思われる。 写真 PL 154 

形態 ほぽ直線状である。規模は長さ9.6m、最大

幅52cm、断面観察部での深さ20cmを測る。走行方向

はN-3°-Wで、ほぽコンターに沿った方向である。

埋没土 As-C混じりのざらついた土を主体とする。

遺物 縄文時代中期後半から後期初頭にかけての土

器片36点と石器類12点が出土している。図示した遺

物の他はいずれも小片である。

考察 出土遺物は縄文土器に限られるが、いずれも

流入したものと思われる。埋没土の様相から縄文時

代以降の可能性が高い。

2溝ー1 2溝ー2(l/1) 

4号溝

位置 75区G-3グリッドで検出された。南端をトレ

ンチによって破壊されるが、南側は調査区外へ延び

ていると思われる。 写真 PL 154 

形態 ほぼ直線状である。規模は長さ5.7m、最大

幅80cm、断面観察部での深さ23cmを測る。走行方向

はN-17°-Wでコンターを斜めに切る方向である。

埋没土 As-Cを含む砂質土を主体とする。

遺物 縄文時代中期後半の土器片 3点と石器類 l点

が出土しているが、いずれも小片で図化に至らない。

考察 出土遺物は縄文土器に限られるが、いずれも

流入したものと思われる。埋没土の様相から縄文時

代以降の可能性が高い。

゜
3溝一1(114)

゜
10cm 10cm 

5cm 

第351図 2 • 3号溝出土遺物

2号溝出土土器観察表（第351図 PL 155) 

ロ深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②黒褐色

③細砂粒を含む

器形・ 文 様の特徴等

地文に原体LRの単節斜縄文を施文したのち、棒状工具によ

る沈線で同心円状の文様を描出する。

備考

2号溝出土石器計測表（第351図 PL 155) 

番： I石鏃器 種 1完残 存 1①計：l:塁長:5ぞ：唸□さよ[?: I里色：岩材
備 考

3号溝出土石器計測表（第351図 PL 155) 

番： I凹：昔 種 しも残 存 1①;]tlj竺 塁長:l②:]勺さ｀）：：41安山： 材
備 考
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8 遺構外出土遺物
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第6節 近世以降および時期不明の遺構
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第6節 近世以降および時期不明の遺構
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第4章 検出された遺構と遺物

遺構外出土遺物観察表（第352~355図 PL 156、157)

器 種 部位残存 計測値 ①焼成 ②色調 ③胎土 成形・器形 ・文様の特徴等 出土位置 備考

1 口縁片 口〈7.4〉 掛分け。 65区R-2018~19C後

瀬戸•美濃陶器 底一 内面と外面の口縁部付近に鉄釉がある。 半

鎧茶碗 高 (4.9) 外面胴部下位に灰色の釉が掛けられている。

2 口縁片 口 〈8.4〉 外面は三彩。土瓶蓋受けから内面は無釉。内面

相馬・益子陶器 底ー にロクロ目がある。外面肩部に吊手突起の欠損 66区A-1819C 

土瓶 高 (4.8) 部分がある。（二耳）耳は土を捻ってつけたもの （明治以降）

であり、対する場所に注ぎ口があることが推定

される。

3 口縁片 口〈5.8〉 内外面とも天目釉が掛けられている。 65区R-20

陶器 底 一 体部は丸味をもち上位で最大径をもっ。

乗燭 高 (2.2) 口縁部は内側にまるめ込まれている。

4 口縁片 口 〈11.0〉 口縁部への立ち上がりの屈折が緩く丸味をもっ 66区D-18 17C 

瀬戸陶器 底一 特色があらわれている。内外面とも釉が掛けら

天目茶碗 高 (4.7) れている。

5 口縁片 ロ 〈11.8〉 ②にぶい赤褐色 口縁部から体部へと大きく膨らむ。器高は低い 表採 17C後半

瀬戸陶器 底ー タイプのものと考えられる。

天目茶碗 高 (3.4)

6 口～胴上位 ロ 3.2 頸部には蛸唐草文 ・胴部には梅花文が施文され 66区表土 18~19C 

磁器染付 底ー ている。体部中位から底部にかけて欠損してい

細頸瓶 高(19.0) る。

7 1/2 ロー 外面には黄褐色の釉薬がかけられている。釉薬 75区R-1 19C 

陶器 底〈17.9〉 には細かな貫入が見られる。内面および底部は

憫徳利 高 (6.8) 無釉。内面にはロクロ目が明瞭に残る。外面底

部縁辺は面取りを行っている。外面底部に墨書

により河内屋と記されている。

8 1 / 4 口〈12.0〉 ③胎土はきめが細かいが 削り出し高台で断面は三角形。釉薬は内面と外 75区Q-1 18C 

瀬戸・美濃陶器 底 7.5 1'5 mmの礫を含む他、赤 面上半に施釉されている。見込み部分に鉄釉に

灰釉の皿 高 (~ . 95 ) 褐色、白色の鉱物粒を含 よる文様があるが判読不明。内面底部にハマ痕

む がある。， 1/6 口〈13.0〉 ②灰オリープ色 釉薬は内面と外面上半部にみられる。貰入が見 75区Q-1 19C 

瀬戸・美濃陶器 底〈6.7〉 ③きめは細かいが¢ 7 mm られる。高台は削り出しである。

灰釉陶器皿 古回 2.5 の礫を含む他、赤褐色と

白色の鉱物を含む

10 底部 ロー ②淡黄 高台部に施釉を行っており、畳付のみ無釉であ 75区Q-1 18C 

呉器手 底 5.3 ③割れ口からみる胎土は る。淡黄色釉に施釉された部分には貰入が見ら

碗 高 3.1 比較的粗い れる。

11 底部 口一 ②オリープ灰色 暗灰白釉による釉薬は高台畳付部をのぞいて全 75区Q-1 18C前半

波佐見陶胎染付 底〈5.1〉 ③胎土は暗灰色 面に施釉されている。外面には呉須による絵が

碗 ， 高 (3.5) 描かれてるが判読できない。

12 1/5 ロー ②外面・暗赤褐色 鉄釉を外面に施し内面には鉄釉がたれている。 75区R-1 18C末

瀬戸・美濃陶器 底〈9.0〉 内面・にぶい黄橙色 底部は糸切り痕が残る。

徳利 ・錆釉 高 (9.0)

13 破片 口一 ②にぶい橙色 内外面とも鉄釉がかかる。内面は糸切り痕が残 66区表採

瀬戸陶器 底一 る。端部は土瓶等の口縁部にのる。つまみは残

土瓶もしくは 高 （1.3) る。全体の1/3が残りほぼ中央部のみである。

甕の蓋

14 1/2 口 22.0 ②オリープ黄色 内外面とも釉薬がかけられているが高台部は無 66区表採 19C 

瀬戸 • 美濃陶器 底〈9.6〉 釉である。内面底にハマの痕が残る。片口部分

鉢もしくは片 高 11.0 を欠損する。

口降器

15 1 /2 口 16.5 ②浅黄色 内外面とも釉薬がかけられている。外面高台部 66区表採 19C 

瀬戸•美濃陶器 底 10.0 付近は無釉。口縁部は厚い。内面底部にハマ痕

鉢もしくは片 古回 8.8 が4個確認できる。完形ならばハマは 5個にな

· 口陶器 — ることが推測される。

16 1 / 2 口 9.8 内面には灰色釉がみられ貰入がある。i由うけ （芯 66区表採 19C 

信楽 底 3.8 うけ）端部は釉ハゲ状況である。

灯明皿 高 2.0 
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第 6節 近世以降および時期不明の遺構

器 種 部位残存 計測値 ①焼成②色調③胎土 成形・器形・文様の特徴等 ― 出土位置 備考

17 完形 口 9.2 内面と外面の上位部分には鉄釉が掛けられてい 65区表採 19C 

志戸呂 底 4.4 る。

灯明皿 高 2.4 

18 1/4 口〈32.0〉 ①良好 口縁は横撫で。耳付近は取付け時の歪みが多少 65区R-20 時期不明

軟質陶器 底1厚 0.3 ③黄白色土 ・茶色・灰褐 ある。

焙烙 高 2.5 色の砂がまじる

（内耳造り）

19 1 / 4 口〈37.7〉 ①良好 外面底部と胴部下半以外は横方向に撫で整形を 75区Q-1

軟質陶器 底庫 0.7 ②暗褐色 行っている。外面胴部下半は横方向に箆押さえ

焙烙 器壁厚 0.9③きめの細かい粒を使用 を行っている。単位は幅l.8cm ・長さ4.0cmほど

である。これは底部と胴部を接合した段階の成

形痕と考えられる。

20 口縁片 ロ ー ②にぶい黄橙色 口縁部には吊手突起があり、上部は三ッ 山状を 75区R-1

軟質陶器 底一 呈している。吊手突起には内側から外側に向け

土鍋 高一 て穴が 3個穿ってある。

21 口縁片 ロ ー ②灰色 口縁部には三角形の吊手突起がある。吊手突起 66区表採 時期不明

軟質陶器 底ー には内側から外側に向けて穴が3個穿ってある。

土鍋 高一 うち 2個が貫通し 1個は未貰通である。穴は形

骸化している物と考えられる。

22 1/5 口〈34.0〉 ②黒褐色 焼きしまっている。内外面とも横撫でが行われ 76区C-3 近世

軟質陶器 底く14.0〉 ている。特に口縁部外面は丁寧に造られている。

土鍋 高 10.5

23 I /4 ロー ①良好 体部下位に雷文が一周している。雷文上位に沈 66区B-2019C 

軟質陶器 底〈24.0〉 ②褐灰色 線が一条めぐる。

火鉢 高 (10.2)

24 底部片1/8 径〈31.0〉 ②黒褐色 しつかりとしだ焼き上がりである。アーチ状の 66区B-19

軟質陶器 底厚 0.8 高台が付くが欠損部分が多く形状不明である。

火鉢 高 (4.6) アーチ状部分には面取りが行われている。

脚部原1.1 底部中央には灰落としの穴があけられている。

脚部は内外面とも横撫でが行われている。

25 底部片 口 一 ②暗赤灰色 底部と器壁の最下部に櫛目がわずかに見られ 65区R-19近世

備前系？ 底〈14.8〉 ③暗灰色砂粒と白色粒を る。

揺鉢 高 2.5 多屈に含む

26 1 / 5 口 (6.9〉 横線文で上下に区画された間に花と唐草文を施 66区表採 19C前

瀬戸磁器 底〈3.3〉 文している。釘彫後、ダミ絵付。内面口縁部は

湯呑み 高 4.7 2本の横線がある。施釉は高台畳付を除く全面

にある。光沢のある白色地に染付による文様が

描かれているがボテノとした感じである。

27 1/2 口〈10.8〉 上下に横線文、縦に 3本の区画線により仕切ら 76区C-3 19C前半

瀬戸・美濃磁器 底〈3.6〉 れた中に文様を描く 。白色地に呉須による文様

端反の碗 高 5.5 が内外面にある。光沢がある。

28 1/3 口 〈10.8〉 上下に横線文、縦に 2本の区画文で仕切られた 65区R-18 19C前半

瀬戸・美濃磁器 底〈3.8〉 中に笹文に雪の染付が行われている。

端反の碗 高 5.4 白色地にコバルトによる染付けであり光沢があ

る。

29 2/3 口 10.6 上下に横線文、縦方向に 4本の区画線による割 65区R-18 明治

瀬戸•美濃磁器 底 4.4 付の中に鋸世状交叉文を施文している。施釉は

碗 高 6.1 高台畳付を除く全面に行われている。内面には

口縁付近と見込みに文様が描かれている。光沢

のある白色地に呉須による染付である。

30 1 / 2 口 11.4 外面文様は竹に草。見込みは寿文の染付がある。 66区表採

瀬戸・美濃磁器 底 4.4 高台畳付部分は価釉。白色地に染付が美しい。

端反の碗 高 5.3 

31 1 / 3 口 〈11.0〉 施釉は高台畳付を除く全面に施される。光沢の 66区表採 明治

磁器 底 3.6 ある白色地にコバルトによる摺絵が行われてい

碗 高 4.9 る。幾何学的な草花文を描く 。摺絵による文様

のずれが生じている。見込部に染付文様がある。

32 1/3 □ 13.6 内面には笹に雪文を、外面には退化した唐草文 66区表採 19C 

肥前磁器 底 8.4 が施されている。ロクロ成形。底部は蛇の目凹

皿 高 3.4 高台づくりである。
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第4章 検出された遺構と遺物

器 種 部位残存 計測値 ①焼成②色調③胎土 成形・器形・文様の特徴等 出土位置 備考

33 1/3 口 14.5 内面はコバルトにより山と帆掛け舟 2艘、屋形 66区表採 19C末～幕

肥前磁器 底 7.6 船 l艘が描かれる。ロクロ成形後型打ち成形を 末

皿 高 4.1 行っている。底部は蛇の目凹高台づくりである。

34 1/3 口 11.8 灰白色の釉薬を口縁端部と外面底部を除き全面 66区表採 幕末以降

肥前磁器 底 12.2 に掛けている。コバルトによる染め付けが行わ

段重 高 7.0 れている。

35 1/3 口〈8.4〉 畳付のみ無釉。台部はしっかりとしたつくりで 66区表採 幕末～明治

瀬戸•美濃磁器 底 4.7 あり内面は空洞化している。

杯台 古向 4.3 体部から口縁部にかけて広がるが、みごとに胎

土を落とし透かしをつくっている。染付は脚部

外面に梅花の文様を散りばめ口唇部内面には幾

何学文様がある。

遺構外出土遺物計測表（第355図 PL 158) 

番号 器 種 残 存 計測値①長さ②幅③厚さ④重量 石材 出土位置 備 考

36 古銭 繊維、籾殻痕付着。

37 紡錘車 1/3 ① ―② ―③―④ 10.2 滑石 66区A-17 推定径 4.3

38 有孔石製品 1 / 4 ① ―② ―③一④ 2.1 蛇紋岩 66区M-17 推定径 2.4

39 ガラス玉 完形 ① 0.2 ② 0.5 ③ 0.3 ④ 0.16 66区0-15

40 砥石 破片 ① (3. 7)② （3.7)③ （1.1)④ 16. 5 砥沢石 66区表採

41 砥石 1 /2 ① (7.1)② （6.0)③ （1.3)④ 99.3 流紋岩 66区C-17

42 砥石 1/2 ① (4.6)② （2. 7)③ （1.3)④ 22.5 砥沢石 76区D-1

43 砥石 1 / 2 ① (6.1)② （2.9)③ （l. 9)④ 54.3 流紋岩 66区S-16 

44 砥石 1/2 ① (5. 7)② （3.9)③ （1.8)④ 61.0 砥沢石 75区R-1

414 
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第 5章科学分析

第 1節 三ツ子沢中遺跡出土炭化材の樹種同定

藤根久（パレオ・ラボ）

1.はじめに

三ツ子沢中遺跡は、群馬郡榛名町大字三ツ子沢に所在する遺跡である。遺跡では、縄文時代後期初頭の住居

跡が検出され、うち18号住居跡からは建築材と思われる木材が炭化して出土している。ここでは、これら建築

部材としての炭化材の樹種を検討した。

2. 樹種の記載と結果

炭化材は、乾燥後比較的保存の良い部分を選び、実体顆微鏡下で横断面について観察し、片刃カミソリなど

を用いて横断面（木口と同義）、接線断面（板目と同義）、放射断面（柾目と同義）の 3断面について作り、直

径 1cmの真鍮製試料台に固定、金蒸着を施した後、走査電子顕微鏡（日本電子（杓製JSM T-100型）で観察す

る。以下に、結果を表 1に示し、炭化材標本の記載と同定の根拠を示す。

表 1. 出土炭化材の樹種

試料No 出土位置 樹 種

1 18号住居跡 ク リ

2 ，，， ク リ

3 ，，， ク リ

4 ，，， ク リ

5 ケ ク リ

6 ケ ク リ

7 ，，， トネリコ属

8 ，，， ク リ

， ク’ ク リ

クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc.ブナ科図 版la~le.

年輪のはじめに大型の管孔が1~3列並び、そこから除々に径を減じた小管孔が火炎状に配列する環孔材であ

る（横断面）。道管のせん孔は単一である（放射断面） 。放射組織は、単列同性であり、 2~13細胞高である（接

線断面）。

以上の形質から、ブナ科クリ属のクリの材と同定される。クリは全国の暖帯から温帯にかけて分布する樹高

20m、幹径lmに達する落葉広葉樹である。
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第 5章科学分析

トネリコ属 Fraxinus モクセイ科 図版2a~2b.

年輪のはじめに大型の管孔が1~3個並び、以後径を減じた管孔がやや塊状に分布する環孔材である。また、

木部柔細胞は周囲状もしくは連合翼状である（横断面） 。道管のせん孔は単一である（放射断面）。 放射組織は、

同性l~2細胞幅、 3~10細胞高である（接線断面） 。

以上の形質から、モクセイ科のトネリコ属の材と同定される。トネリコ属の樹木には、トネリコ (F.japonica)

やシオジ (F.spaethiana) あるいはヤチダモ (F.mandshurica)などがあり 、全国の温帯に分布する。木材は、

弾力があり、家具材やバットなどに利用される。

3. 考察

18号住居跡から出土した炭化材は、その多くがクリ材であり、 1点のみがトネリコ属の樹木であることが判

明した。一般的に、縄文時代の住居跡の建築材や燃料材などは、クリ材が多く検出される例が多いようである

が、当遺跡においても同様の状況が見られた。この食糧源としてのクリの材が、建築材あるいは燃料材として

利用される背景として、周辺域にクリの樹木が多いことが挙げられる。関東平野中央部や南部においては、縄

文時代中期から後期にかけて、クリ属の花粉化石が多産する傾向が見られる（辻ほか、 1987;清永、 1993)。

三ツ子沢中遺跡周辺における当時の植生は、花粉化石などの調査が必要であるが、先の関東平野など他地域で

の傾向と同様ではないかと推察される。

引用文献

清永丈太 (1993) 花粉分析からみた相模平野西部，歌川低地周辺域における完新世後半の植生変遷史．第四紀研究， 32:31-40

辻誠一郎・橋屋光孝・鈴木 茂 (1987) 川口市赤山陣屋跡遺跡の花粉化石群集．川口市遺跡調査会編「赤山・ 古環境編」、 105-130.
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第 1節 三ツ子沢中遺跡出土炭化材の樹種同定

図版． 三ッ子沢中遺跡出土炭化材樹種の電子顕微鏡写真

la.クリ （横断面）ber: 1mm lb.同 （接線断画）her: 0. 5mm le.同 （放射断画）ber:0.5mm 

2a.トネリコ属 （横断画） ber: 0. 5mm 2b．同 （接線断画） ber:O.lmm
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第 6章調査の成果とまとめ

三ツ子沢中遺跡の敷石住居

一群馬県内検出の敷石住居の集成を通して一

はじめに

三ツ子沢中遺跡では 5軒の柄鏡形敷石住居が検出

された。柄鏡形敷石住居については、その形態の特

殊性、時間的・空間的限定性の故から古くから研究

の対象とされてきている。最近では山本暉久氏、本

橋恵美子氏、秋田かな子氏、石井寛氏らが盛んに研

究の成果を発表されている。筆者は柄鏡形敷石住居

の性格や発生について論ずるにはその任にないが、

群馬県内で検出された柄鏡形敷石住居の集成をとお

して、 三ツ子沢中遺跡の敷石住居の位置を明らかに

するとともに、これからの敷石住居研究の参考とし

ていただきたいと思う 。

1、群馬県内検出の敷石住居

群馬県内の敷石住居については石坂茂氏の集成＊ 1

があるが、それによると74遺跡、約160軒とあるが、

約15年を経て、その後の資料の増加により、管見に

ふれたところによると以下の表のとおり 133遺跡、

336例（未報告の事例を含む。） に達している。この

中には組織的な発掘調査によらない例もあるため、

資料検討の対象となり得ないものも多いが、これら

の集成資料に若干の統計的処理を与えて、 三ツ子沢

中遺跡の敷石住居の占める位置を明らかにしたい。

①時間的分布

今回の集成の中で、時期が明らかになったものは

336例中235例である。これを時期別に集計すると下

表のとおりである。

時期 軒数 割合（％）

加曽利 E3式期 27 11.4 

加曽利 E4式期 95 40.3 

称名寺式期 57 24.2 

堀之内式期 56 23. 7 

加曽利 B式期 1 0.4 

表16 敷石住居時期別集計表
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称名寺式期、堀之内式期は、それぞれ I、II (1、

2)期に細分すべきではあるが、参考とした報告書

中に細分されていないものが多かったため、今回は

特に細分をおこなわなかった。

この集計によると、県内の敷石住居は加曽利E3 

式期に出現し、加曽利E4式期にはピークを迎え、

若干数を減らしながら、堀之内式期まで継続し、加

曽利B式期にはほとんど姿を消す、といった消長が

看取できる。（ちなみに堀之内式期に分類した住居

のうち、堀之内 2式と記載のあった例は10例であ

る。） 他地域でも、加曽利B式期になると 事例がき

わめて少なくなっており、加曽利BI式期よりも新

しい事例はないようである。

②空間的分布

県内の敷石住居が検出された遺跡の分布は第356

図のとおりである。南東の平野部でやや分布が薄い

傾向が見られるものの、特に偏った分布は見られな

い。これは、県内の縄文時代の遺跡の分布因と重ね

合わせてもそれほど大きな差がないものと思われ

る。すなわち、同時期の遺跡があれば敷石住居も存

在する可能性がある、といえるだろう 。

これを前にあげた時期ごとの分布図にしたものが

第357図から第360図である。加曽利E3式期の分布

を見ると、 N0.50の三原田遺跡をのぞくと南西部に

集中していることがわかる。県内の同時期の集落に

関して、関根慎二氏の集成＊ 2をみると、これより

もかなり大きな分布状況であることがわかる。した

がって、加曽利E3式期においては、敷石住居はか

なり限定的存在であったことが推測できよう 。そし

て、これは山本暉久氏らが述べておられる、敷石住

居の発生と伝播、すなわち中部山地地域に初現を見、

まず関東山地地域へ広がっていったとする考え方＊3

に整合するものであろう 。ただし、 N0.39の田篠中

原遺跡、 N0.46の野村遺跡では加曽利 E3式古段階

と思われる事例も検出されており、柄鏡形敷石住居

の発生に関する重要な資料となりうるであろう 。
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第356図 群馬県内における柄鏡形敷石住居の分布
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第357図 加曽利E3式期の柄鏡形敷石住居の分布
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第358図 加曽利E4式期の柄鏡形敷石住居の分布

三ツ子沢中遺跡の敷石住居
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第359図 移名寺式期の柄鏡形敷石住居の分布
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三ツ子沢中遺跡の敷石住居

第360図 堀之内式期の柄鏡形敷石住居の分布
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第6章調査の成果とまとめ

次の加曽利E4式期になると、県内での分布は全 埼玉

県的な広がりを呈する よう になる。そして、称名寺

期では、やや山間部における分布が薄くなる傾向は

あるものの、同様な分布を示し、堀之内式期に至っ

ている。

③埋甕について

敷石住居内における埋甕の性格、意味に関しては

川名弘文、山本暉久両氏のすぐれた研究成果＊4が

あるので、それらを参考にさせていただきながら 、

群馬県内の様相を概観してみたい。まず、 山本氏が

柄鏡形（敷石）住居址内検出埋甕事例を集成＊5され

ているので、その中から埋甕の設置位置と時期を取

り出してク ロス集計したのが以下の表である。ただ

し群馬県の事例に関しては筆者の集成をもとにし

た。

なお、埋甕の設置位置はアルファベッ トで表して

あるが、その意味するところは以下の通りである。

A:連結部 B:柄部先端部 c:柄部空間

D:主体部空間（炉近辺を含む）

神奈川

総数 A B C D A+B A+C A+D B+D C+D ％ 

E3 5 4 l 5. 7 

E4 64 12 27 3 19 l 1 73.6 

称名寺 8 2 5 l 9.2 

堀ノ内 7 l 2 2 I 8.1 

加曽利 B 3 3 3.4 

87 

東京

総数 A B C D A+B A+C A+D B+D C+D ％ 

E 3 

E 4 44 10 21 l 3 8 l 73.3 

称名寺 12 6 4 l 1 20 

堀ノ内 4 3 l 6. 7 

加曽利 B

60 

E 3 

E 4 

称名寺

堀ノ内

加曽利 B

千葉

E 3 

E4 

称名寺

堀ノ内

加曽利B

長野

E3 

曽利w

E 4 

曽利V

称名寺

堀ノ内

加曽利B

群馬

E 3 

E 4 

称名寺

堀之内

加曽利B

総数 A B C D A+B 

1 l 

34 11 10 l 8 

33 13 10 l l 8 

l l 

69 

総数 A B C D A+B 

6 4 l l 

17 10 1 3 3 

6 l 1 3 

29 

総数 A B C D A+B 

5 1 1 2 

2 2 

35 20 5 6 2 

6 6 5 1 

2 l 1 

6 1 1 3 

56 

総数 A B C D A+B 

18 8 4 2 4 

53 22 6 l 9 15 

17 10 2 l 3 1 

2 l 1 

90 

表17 埋甕を持つ敷石住居の県別集計表
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A+C A+D B+D C+D ％ 

1. 5 

2 2 49.2 

47.8 

1.5 

゜

A+C A+D B+D C+D ％ 

20. 7 

58.6 

1 20. 7 

A+C A+D B+D C+D ％ 

8.9 

3.6 

1 62.5 

10. 7 

3.6 

10. 7 

A+C A+D B+D C+D ％ 

20 

58. 9 

18.9 

2.2 



これらの表からまずいえることは、南関東諸地域

に比較して群馬、長野では古くから柄鏡形敷石住居

内での埋甕祭祀が行われているという点である。群

馬では加曽利E3式期の占める割合が20%、長野で

はE3式期、曽利w式期をあわせると12.5％である

のに対し、南関東では最も割合の高い神奈川でも

5.7％である。さらに千葉、東京にいたっては加曽

利E3式期の柄鏡形敷石住居内での埋甕は検出され

ていないようである。これは、敷石住居内の埋甕祭

祀が中部高地地域を中心とする長野、あるいは群馬

県南西部で発生し、次第に南関東へ伝播していった

ことの証左となろう 。また、群馬県内の集計を、敷

石住居全体の時期別集計と比較してみると、敷石住

居全体では11.4％をしめるにすぎないE3式期の住

居が、埋甕を持つ敷石住居の中では20％を占めてい

る。同様に全体では40.3％のE4式期が、埋甕を持

つ敷石住居では58.9％を占めている。さらに、各時

期毎に埋甕を持つ敷石住居の割合を集計してみる

と、以下の通りである。

敷石住居 埋甕を持つ住居 割合（％）

E3 27 18 66. 7 

E4 95 53 55.8 

称名寺 57 17 29.8 

堀之内 56 2 3.6 

表18 埋甕を持つ敷石住居の時期別集計表

この巣計から明らかなように、敷石住居内におけ

る埋甕祭祀は、加曽利E3式期、すなわち敷石住居

発生時に最も盛行し、次第に衰退していったといえ

よう 。これは、敷石住居発生と同時に埋甕祭祀が盛

んになったと理解するのでなく、住居内埋甕祭祀が

発展する過程において敷石住居が発生したと考える

べきであろう 。そしてこれは、住居内における祭祀

が発展していく過程で敷石住居が発生したとする山

本氏の主張＊6を裏付けるものであると考えられる。

また、住居内埋甕祭祀の消長と、敷石住居全体の消

長には若干のタイムラグが見られる。これは加曽利

E4式期において、住居内埋甕祭祀に代わる祭祀形

態が存在したと考えるべきではないだろうか。

三ツ子沢中遺跡の敷石住居

次に埋甕の設置位置についてであるが、群馬およ

び、長野においてはいずれの時期も A、すなわち連

結部（住居主体部と張出部との接続地点）が多数を

占めているが、南関東地域ではB、すなわち柄部先

端部の割合が高くなっている。また、埋甕を連結部

と柄部先端部に埋設している A+B類型でははっき

りした傾向が見られる。まず、群馬以外の地域では

E4式期～称名寺式期に限られている。埼玉、千葉

では称名寺式期が多いが、中心は加曽利E4式期と

見ることができよう 。これに対し群馬では同じよう

にE4式期が中心であるが、 E3式期にA+B類型

が見られている。これは前にあげたN0.39の田篠中

原遺跡、 N0.46の野村遺跡での事例である。この両

遺跡とも発生段階に近い時期の敷石住居が検出され

ており、この結果とも合わせて、典型的な柄鏡形敷

石住居の成立との関連を考える必要がありそうであ

る。

④連結部石囲施設について

本遺跡の16号住居の連結部に見られる、石囲炉状

の石組みは石坂茂氏によって「箱状石囲い」と呼称

され＊ 7、また鈴木徳雄氏は「連結部箱状石囲施設」

と呼称している＊ 8。本稿では「連結部石囲施設」

として進めていきたい。

この連結部石囲施設は筆者の集成によると、群馬

県内では17例を数えることができる。時期別に見る

と加曽利E4式期 9例、称名寺式期 4例、堀之内式

期 3例である。この連結部石囲施設ぱ焼土を持たな

いところから石囲炉とは区別されているようである

が、筆者の集成によると、被熱している例も存在し

ている。(N0.86入山仁田遺跡03号住居）

この連結部石囲施設に関してはここにあげた石

坂、鈴木両氏によって検討が行われているが、両氏

ともこの連結部石囲施設は、その設置位置、構造か

ら連結部に設置された埋甕と同様の性格を想定して

おり、木村牧氏も同じ機能を持つ施設との見方をし

ている＊9。筆者もこの点に関しては異論はないが、

被熱している例が存在していること、またこの連結

部石囲施設内に埋甕を設置している例もあること、
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第6章 調査の成果とまとめ

(N0.50三原田遺跡8-7号住居、 N0.57市之関前田

遺跡SI33号住居、 N0.9熊野谷遺跡J-1号住居、 N0.103

滝原rn遺跡 1号住居）、 また住居内埋甕例の少ない

堀之内式期において、埋甕を持つ敷石住居よりも 1

例ではあるが多いこと 、

I類（主柱穴タ イプ）

この連結部石囲施設を持つ

敷石住居は他の部分には埋甕をほとんど持たないこ

となどからさらに検討が必要であると思われる。

⑤柱穴配置について

柄鏡形敷石住居は壁柱穴構造を持つと認識されて

いることが多いと思われるが、それはどの程度妥当

性を持つものであるか、検討してみたい。柄鏡形敷

石住居の柱穴配置に関して、的確な分類を行い詳細

な検討を行っている櫛原功ー氏の論孜＊j°があるの

で、今回はその分類に従って、県内検出の敷石住居

の柱穴配置の分類を行った。

柱穴の分類

主体部内の柱穴が主柱穴の

みの場合で、 4本柱穴 (I類 4型）、

類 5型）がある。

方形的なタイプ(I類 5a型）

角形に近いタイプ (I類 5b型）に細分される。

II類（壁柱穴Aタイ プ）

あるが、柱穴規模が大きな柱穴（主柱穴状柱穴）が

混在している。I類と同様に主柱穴状柱穴が4本(II

類 4型） 、 5本 (II類 5型）がある。

m類（壁柱穴Bタイプ）

模が同程度である

穴が配置する

5本柱穴（ I

I -5型はさらに、柱穴内空間が

と柱穴内空間が正五

主体部内柱穴は壁柱穴で

壁柱穴で、個々の柱穴規

(m類 a型）か、交互に大小の柱

(m類 b型） 。

櫛原氏の分類によると、それぞれの柱穴配置の類

型により、敷石、縁石、環礫形態に差があるとのこ

とである。

県内の敷石住居の柱穴配置と時期のクロス集計を

行ったのが以下の表である。柱穴が検出されなかっ

た事例が多く 、集計できたのは74例にとどまった。
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第361図 柄鏡形住居の柱穴類型（櫛原 1995より転載）
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一覧表では分類に迷う事例も存在したが、下の表で

はその類型で集計を行った。

I -4 I -5a I -5b ]] -4 II -5 II類 III-a 皿—b 皿類 合計

加曽利 E3 1 2 3 

加曽利E4 3 l l 2 l 20 l 29 

称名寺 l l 26 I 29 

堀之内 l 10 2 13 

2 3 1 2 3 1 58 l 3 74 

表19 柱穴配置の時期別集計表

群馬県内では、各時期を通じてm類、特にm-a 

型が中心を占めている。 I類は中期末に限られ、敷

石住居としては古いタイプといえるようである。

（堀之内式期で I類に分類したN0.105の古屋敷遺

跡例は昭和34年の発掘で、実測図等がなく、略図か

らの筆者の判断であるためやや信頼性に欠ける。）

E4式期の中で、 I類と 1I類が混在しているが、ど

ちらが先行するタイプであるか、あるいは同時期に

存在するのか、詳細な検討は今後の課題である。 し

かし、称名寺式期、堀之内式期において、 m類が主

体となっていることから、 I類あるいは 1I類から m

類へと変遷していった過程は想定できよう 。

本稿では柱穴配置の時期的変遷のみを取り上げた

が、今後は櫛原氏も述べておられるように、柱穴配

置の変遷と敷石形態（縁石、環礫を含む）の推移と

の検討も必要であると思われる。

⑥敷石形態について

敷石の形態については、その分類が多岐にわたり、

かつ残存状態によって分類が異なる可能性が高いた

め、類型化は困難であるといわざるを得ない。しか

し、典型的な類型も存在していることは明らかなの

で、いくつかの形態に絞って検討してみたい。

ア．全面敷石タイプ

従来、敷石住居の全面敷石タイプは発生期から成

立期にかけて多く見られると認識されていたようで

ある。そこで、今回集成した事例の中で、全面敷石

と判断された71例について、時期別に集計してみた

ところ、下のような結果が得られた。

三ツ子沢中遺跡の敷石住居

軒数 該期の事例中での割合（％）

加曽利 E3 5 18. 5 

加曽利 E4 42 44.2 

称名寺 10 17.5 

堀之内 14 25.0 

表20 全面敷石タイプの時期別集計表

ここで、特徴的なのは、堀之内式期における、全面

敷石タイプの割合の高さである。県内の敷石住居に

おいては、全面敷石タイプから、住居主体部の壁際

に沿って小礫や土器片などを土とともに盛り上げて、

土手状の高まりを巡らすタイプ（これを石坂茂氏は

周縁部環礫と呼称しており＊ 11、主体部床面には敷

石を施さないタイプと敷石を施すタイプとがある。）

あるいは、炉の周囲から柄部にかけての住居中央部

に直線的に敷石を施すタイプなどに変遷していく過

程が想定されていたが、この全面敷石タイプの割合

の高さは意外な結果といえよう 。ただし、環礫タイ

プや中央部の直線的なタイプが後期の敷石住居に現

れてくることは、後述するように明らかである。

また、 E3式期では全面敷石タイプが18.5％にと

どまっているが、該期において敷石形態が判定でき

た事例は27例中14例にすぎないことを考慮しなけれ

ばならないであろう 。

イ．環礫タイプ

前に述べたように、この環礫タイプについては石

坂茂氏が詳細な検討を与えている＊ 12ので、性格、特

徴などに関しては参照していただきたい。本稿では

この環礫を持つタイプの敷石住居の時期的分布を明

らかにし、変遷を推測するにとどめさせていただく。

今回の集成では、環礫をもつ敷石住居は34例が確

認できた。これを時期別に集計すると以下の通りで

ある。

軒数 該期の事例中での割合（％）

加曽利 E3 

゜加曽利E4 5 5. 2 

称名寺 20 35. l 

堀之内 8 14. 3 

表21 環礫タイプの時期別集計表

427 



第6章調査の成果とまとめ

この集計には環礫を持ち、 他の部分にも敷石が施

されている事例を含んでいる。これからわかるよう

に、環礫をもつ敷石住居は後期に特徴的な敷石形態

といえよう 。また、今回の事例のE4式期の 5例の

うち、 3例は主体部床面全面に敷石を施し、さらに

環礫が巡るタイプである。このことからは、全面敷

石タイプから環礫タイプヘの移行途上の中間的なタ

イプであるということができるのではないだろうか。

ウ．中央部タイプ

ここで取り上げる敷石形態は、住居中央部に限っ

て敷石が施されるタイプである。主体となるのば炉

から柄部にかけて直線的に敷石が施されるタイプで

あるが、これ以外にも柄部から奥壁まで続く例や、

炉まで達していないで、連結部までの例も含まれて

いる。全部で25例確認されたが、時期別集計は以下

の通りである。

軒数 該期の事例中での割合（％）

加曽利E3 1 3 7 

加曽利E4 2 2.1 

称名寺 ， 15.8 

堀之内 13 23 2 

表22 中央部タイプの時期別集計表

時期を下るに従って割合が高くなる傾向が看取で

きる。先ほどの環礫タイプの事例と併せて、後期に

なると住居主体部には敷石を施さなくなる方向に推

移していくことが裏付けられるといえよう 。

⑦炉について

炉に関しては、石囲炉を柄鏡形敷石住居のメルク

マールの一つとしている例がある＊ 13ように、石囲

炉が多数を占めていることは容易に想像できる。今

回の集成での実数をあげてみると、石囲炉を持つ例

は174例にのぽる。これは、総数の半数以上であり、

炉が検出されなかった事例が含まれていることを加

味すれば、かなりの商率になることが考えられる。

そして、この174例のうち、中に埋甕を持つ事例は

20例で、加曽利E4式期～堀之内式期まで、各時期

にわたっている。石囲をもたない地床炉は、後期に

多い傾向が看取できるため、住居主体部に敷石を施
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す行為が炉の形態にも影響しているといえよう 。

2、三ツ子沢中遺跡の敷石住居

三ツ子沢中遺跡では初めに述べたように、 5軒の

敷石住居が検出されている。それぞれの事例につい

て、これまで検討してきた県内の事例の集成を参考

に検討を加えてみたい。なお、各住居の事実記載と

重複する部分もあるが、ご容赦いただきたい。

① 1号住居

時期は加曽利E4式期である。住居全体の半分程

度しか調査できなかったため、柄部を含め、不明な

部分が多い。

埋甕：調査された範囲では検出されなかった。

柱穴配置：壁柱穴構造を呈しており、 m-a型に分

類できる。

敷石形態 ：一部にしか認められなかったが、調査時

の検討がやや不十分であったため、これが本来の状

態であったのか、抜き取りや攪乱などでこの部分が

残存したのかの判断ができていない。そのため、敷

石形態については信頼性に欠ける点はある。

本住居は西向き斜面に占地しており、その南側半

分の調査であったため、柄部も確認されていないが、

柄部が傾斜方向の西側に存在すると仮定し、この敷

石が本来の形態だとすると、奥壁部のみの敷石とい

うことになろう 。 しかし、県内の資料の分析から奥

壁部のみの敷石例はほとんどなく、柄部の敷石を想

定したとしても類例が少ない。したがって本住居は

抜き取り、あるいは攪乱によって主体部床面の敷石

を失っていると考えることが妥当であろう 。

炉 ：礫の出土状況から石囲炉であったことが推定さ

れる。該期の敷石住居としては一般的な傾向といえ

よう 。

②16号住居

時期は称名寺II式期である。

埋甕：炉の北西で検出された。埋設位置の分類では

Dである。また、本住居は連結部石囲施設を持って

いる。前に挙げたように、連結部石囲施設を持つ敷

石住居は他の部分に埋甕を持つ例がほとんどないた



め、本住居の埋甕はその位置がやや特殊である点を

含め、埋甕としての性格を検討する必要があると思

われる。本住居の連結部石囲施設からは、焼土や灰

は検出されなかったし、配石が被熱している様子も

見られなかった。したがって本住居のこの施設は炉

として使われたものではなく、前に述べたように連

結部における埋甕と同様の機能、性格を持っていた

ものと推測される。

柱穴配置：分類では m-a型に分類される。本住居

の帰属する称名寺式期では最も多数を占めるタイプ

である。

敷石形態：住居主体部で炉の周囲に敷石が確認され

なかった部分が存在している。この部分で確認され

た床面のレベルは周囲の敷石面よりも低いため、こ

の部分の敷石は何らかの原因で失われたものと思わ

れる。 したがって、全面タイプの敷石形態と分類す

ることが妥当であろう 。とすると、称名寺式期では、

比較的少ないタイプである。また、事実記載の中で

も述べたように、本住居に施された敷石は被熱して

いる。同様な例はNO.1の大道遺跡、 NO.9の熊野

谷遺跡で確認されており、比較、検討が必要である

と思われる。

炉：住居主体部ほぽ中央において、石囲炉が検出さ

れている。

③18号住居

出土遺物からの時期は加曽利E4式期から称名寺

I式期である。

埋甕：検出されなかった。ただし、連結部からピッ

トが検出されており、埋甕の抜き取り痕とも考えら

れる。しかし、連結部にピット、あるいは土坑の存

在する例も報告されており、 (NO.2芳賀北曲輪遺

跡、 N0.86入山仁田遺跡）石坂茂氏が連結部埋甕が

連結部上坑への変遷を想定している＊］4ように、単

純に埋甕の抜き取りとは判断できないかもしれな

い。ただし、連結部ピットの事例は称名寺1I式期以

降に限られ、石坂氏も称名寺1I式期から堀之内式期

にかけての変遷ととらえているため、本住居での例

は埋甕の存在も否定できない。

三ツ子沢中遺跡の敷石住居

柱穴配置：連結部付近で柱穴が認められなくなるた

め、 II類の可能性も捨てきれないが、ほぽ同規模の

柱穴が壁際に巡るため、 m-a型に分類できると思

われる。

敷石形態：環礫十一部の敷石形態である。本住居の

時期を加曽利E4式期ととらえるならば、前に挙げ

た環礫タイプの事例の検討から、一部に残る敷石は

主体部全面に施されていたものの残存部となる可能

性も考えられよう 。

環礫の性格について、石坂氏の論致＊ 15の中で、

住居構造の一部と見る機能論的な解釈と住居の廃棄

に関する祭祀的性格を有するとする解釈の 2つをあ

げている。石坂氏は前者の解釈をと っておられるが、

本住居では環礫の中に直立した状態で炭化した柱材

が検出されており、住居構築時に環礫が存在してい

たことは明らかである。 したがって住居構造の一部

とする解釈に妥当性があるといえよう 。また、この

環礫の中には加曽利E4式期の両耳壺の破片が撒か

れたような状態で出土しており、何らかの祭祀的な

行為が想像される。これは、環礫の祭祀的性格を裏

付けるものとも考えられるが、本住居では称名寺 I

式期と思われる遺物も主体的に出土していることか

ら、廃棄時の祭祀とするよりも、構築時の祭祀的行

為と考えたい。

炉：住居主体部中央で石囲炉が検出された。環礫夕

イプの住居では、土坑炉の割合がやや高くなる傾向

が見られるが、石囲炉は多数を占めるタイプである。

④36号住居

出土遺物からの時期は加曽利E4式期である。

埋甕：調査された範囲からは検出されなかった。

柱穴配置：柱穴は検出できなかった。

敷石形態：扁平な礫を主体部全面に敷き詰め、さら

に環礫が巡るタイプである。前に述べたように、 E

4式期で環礫を持つ敷石住居は、全面に敷石を施す

割合が高いが、本住居もその例にもれない。全面敷

石タイプから環礫タイプヘの移行形態と考えること

ができるのではないだろうか。

炉：石囲炉が検出されている。
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第6章調査の成果とまとめ

⑤45号住居

出土遺物から時期は堀之内 1式期と思われる。本

遺跡内では最大の規模の柄鏡形敷石住居である。今

回の集成では規模に関しては言及しなかったが、

NO. 8の荒砥二之堰遺跡の例のように、この時期の

敷石住居は規模が大きくなる傾向があると思われ

る。

埋甕：連結部で検出された。群馬県内では埋甕を持

つ堀之内式期の敷石住居は少なく、中でも連結部に

埋甕を持つ例は本住居のみである。

柱穴配置 ：同規模の柱穴による壁柱穴構造を持って

いるのでrn-a型であろう。堀之内式期においては

rn-a型の事例がほとんどであり、さらに環礫タイ

プの敷石形態を持つ住居は 1例を除き、 m-a型で

ある。

敷石形態：主体部床面には敷石を施さない、環礫の

みのタイプである。荒砥二之堰遺跡以外では類例が

少ないが、後期の敷石住居では出現率の高い敷石形

態であるといえよう 。

炉 ：主体部中央付近で焼土が検出されている。石囲

炉の可能性もあるが、堀之内式期では土坑炉の出現

率も商い。

以上、三ツ子沢中遺跡で検出された敷石住居につ

いて検討してみたが、いずれも当該期においては出

現率の高い、言い換えればポピュラーなタイプの敷

石住居であるということができるようである。ただ

し、 16号住居の連結部石囲施設に関しては今後も検

討の必要があると思われる。

おわ りに

群馬県内の敷石住居の集成を通して、 三ツ子沢中

遺跡の敷石住居についてその位置を明らかにしよう

と試みてきたわけであるが、単なる資料の操作にと

どまってしまい、何ら結論を引き出せないままにな

ってしまった。箪者の力量不足という他はない。今

回言及できなかった住居形態、敷石形態の細かい分

類、あるいは他県の状況との比較、同一遺跡内の一

般的な竪穴住居との比較等今後も課題となる事項は
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山積している。今後も資料を収集し、検討していき

たいと考えているので、関係諸氏からのご批判、ご

教示をいただければ幸いである。

今回の集成にあたり、資料をご提供いただいた関

係諸機関、諸氏のみなさまにはこの場を借りて篤く

お礼を申し上げたい。
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12
号

住
居

高
崎

市
若

田
町

堀
ノ

内
方

形
旧
類
か

環
礫
あ
り

3
.
5
X
3
.
2
 

石
囲

な
し

不
明

連
結

部
石

囲
施

設
15
 

16
 

40
 

大
島

原
高

崎
市

八
幡

町
16
 

17
 

41
 

千
網

谷
p
'9
4

敷
石

住
居

跡
桐

生
市

川
内

町
堀

ノ
内

悶
丸
方
彩

不
明

全
面

1
辺
4
.
5
m
程
度

石
囲

な
し

不
明

17
 

18
 

42
 

東
長

岡
戸

井
口

35
号

住
居

太
田

市
東

長
岡

堀
ノ

内
円

形
か

不
明

注
1

lll 、 y f ま 廿 誨 菩 3 津 土 ｛ 田 面

表
23

群
馬

県
内

検
出

の
柄

鏡
形

敷
石

住
居

一
覧

表
一

l



4 3 2  

遺
跡
番
号

住
居
番
号

遺
跡

名
遺

構
名

称
所

在
地

時
期

形
状

柱
穴

敷
石

規
模

炉
埋
甕
設
置
位
置

柄
部
方
向

備
考

文
献

18
 

43
 

東
長

尚
戸

井
口

50
号

住
居

太
田

市
東

長
岡

称
名

寺
円

形
か

不
明

注
1

18
 

44
 

東
長

岡
戸

井
口

55
号

住
居

太
田

市
東

長
岡

称
名

寺
円

形
III 
-a
 

連
結

部
土

坑
か

A
 

南
土

器
片

が
囲

饒
。
埋
甕
は

E
4
。

注
1

19
 

45
 

発
知
寺
沢
（
仮
）

沼
田

市
池

田
不

明
不

明
不

明
不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

18
 

20
 

46
 

上
光

寺
1
号

敷
石

住
居

跡
沼

田
市

下
発

知
堀

ノ
内

2
六
角
彩
か

不
明

全
面

か
8
X
5
.
6
程

度
石

囲
な
し

北
西

連
結

部
立

石
19
 

20
 

47
 

上
光

寺
1
号

敷
石

遺
構

沼
田

市
下

発
知

堀
ノ

内
方

形
か

不
明

全
面

か
5
X
4
程

度
埋

甕
な
し

不
明

不
確

実
19
 

21
 

48
 

諏
訪
（
仮
）

沼
田

市
沼

須
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
20
 

22
 

49
 

下
清

水
2
号

住
居

跡
沼

田
市

上
久

屋
E

4
 

円
形

不
明

主
体

部
縁

石
5
.

 
7
X
4
.
4
 

な
し

D
 

南
東

か
21
 

23
 

50
 

寺
入

17
号

住
居

址
沼

田
市

薄
根

E
4

 
円

形
か

不
明

奥
壁

径
3
.
4
m
か

石
囲

な
し

不
明

残
存

不
良

22
 

24
 

5
1

 
篠
尾
（
仮
）

沼
田

市
下

川
田

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

2
軒

確
認

と
の

こ
と

20
 

25
 

52
 

空
沢

第
1
次

JH
-
1
号

住
居

跡
渋

川
市

行
幸

田
E

4
 

六
角

形
I

 -5
a 

全
面

5
.
2
X
2
.
8
 

石
囲

A
 

南
東

連
結
部
廊
下
状
。
石
棒
。

23
 

25
 

53
 

空
沢

第
2
次

JH
-2

号
住

居
跡

渋
川

市
行

幸
田

E
4
か

全
面

か
24
 

25
 

54
 

空
沢

第
3
次

JH
-2
4
号

住
居

跡
渋

川
市

行
幸

田
E

4
 

六
角

形
II 
-4

か
全

面
か

4.
2
X
4
.
l

 
石

囲
A

 
南

東
か

25
 

25
 

55
 

空
沢

第
5
次

JH
-2
6
号

住
居

跡
渋

川
市

行
幸

田
E

 4
 

隅
丸
方
形

III 
-a
 

全
面

か
6
.
3
X
4
.
3
 

石
囲

B
 

南
東

26
 

26
 

56
 

白
石

大
御

堂
第

1
号
敷
石
住
居
跡

藤
岡

市
白

石
E

4
 

楕
円

不
明

全
面

5
.
0
X
3
.
10
 

石
囲

B
 

南
東

先
端

部
埋

甕
は

3
個

体
27
 

26
 

57
 

白
石

大
御

堂
第

2
号
敷
石
住
居
跡

藤
岡

市
白

石
E

4
 

円
形

不
明

柄
部

＋
主

体
部

縁
石

5
.
3
0
X
3
.

 
70
 

石
囲

A
+

B
 

南
東

埋
甕

正
位

27
 

27
 

58
 

馬
渡
戸

藤
岡

市
上

日
野

E
 4
か

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

28
 

28
 

59
 

山
間

B
J
-
1号

住
居

跡
藤

岡
市

藤
岡

堀
ノ

内
1

円
形

m
-a
 

な
し

8
.
4
X
6
.
5
 

土
坑

な
し

南
掘

り
込

み
な

し
29
 

29
 

60
 

高
木
（
仮
）

藤
岡

市
高

山
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
28
 

30
 

61
 

光
徳

寺
裏

山
藤

岡
市

山
崎

E
4
か

円
形

か
III
-a

か
不

明
5
.
4
2
X
4
.
9
0
 

土
坑

か
な
し

不
明

S
2
5
調

査
29
 

31
 

62
 

西
原

J-
4
号

住
居

跡
藤

岡
市

篠
塚

E
4
か

29
 

31
 

63
 

西
原

J-
5
号

住
居

跡
藤

岡
市

篠
塚

E
4
か

29
 

32
 

64
 

薬
師

裏
B
J-
1号

住
居

址
藤

岡
市

上
栗

須
堀

ノ
内

1
限
丸
方
形

不
明

炉
～

柄
部

5.
5 
X
3
.
 9
5 

石
囲

な
し

北
30
 

33
 

65
 

上
栗

須
薬

師
裏

l
区

3
号

住
居

藤
岡

市
上

栗
須

不
明

円
形

不
明

全
面

か
径

5
.
4
2
m

石
囲

な
し

南
西

31
 

33
 

66
 

上
栗

須
薬

師
裏

l
区

6
号

住
居

藤
岡

市
上

栗
須

堀
ノ

内
円

形
不

明
全

面
か

6
.
8
X
5
.
3
 

な
し

な
し

南
東

31
 

34
 

67
 

細
谷

戸
藤

岡
市

上
日

野
堀

ノ
内

か
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
28
 

35
 

68
 

坂
野

藤
岡

市
上

日
野

堀
ノ

内
不

明
不

明
炉

辺
部

か
不

明
石
囲
・
埋
甕

な
し

不
明

S
3
2
調

査
29
 

36
 

69
 

中
大

塚
1
号

敷
石

住
居

藤
岡

市
中

大
塚

E
4

 
六

角
形

不
明

全
面

＋
環

礫
6.
 7
X
4
.
4
 

石
囲
・
埋
甕

A
+

B
 

南
埋
甕

2
基
。
連
結
部
狭
い
廊
下
状
。

29
 

37
 

70
 

平
地

前
藤

岡
市

東
平

井
32
 

38
 

71
 

南
蛇

井
増

光
寺

B
-
12
4
号

住
居

跡
富

岡
市

南
蛇

井
E

 4
 

不
明

不
明

炉
辺

部
か

不
明

石
囲
・
埋
甕

な
し

不
明

残
存

不
良

33
 

38
 

72
 

南
蛇

井
増

光
寺

C
l
7
0
号

住
居

跡
富

岡
市

南
蛇

井
E

3
新

悶
丸
方
形

III 
-a
 

全
面

3.
 6
5 
X

 3.
 5
0

 
石

囲
不

明
南

か
柄

部
失

34
 

38
 

73
 

南
蛇

井
増

光
寺

C
3
6
3
号

住
居

跡
富

岡
市

南
蛇

井
堀

ノ
内

1
円

形
III 
-a

 
全

面
7
.
0
X
2
.
8
 

石
囲

な
し

南
連

結
部

か
ら

腕
状

列
石

延
び

る
34
 

38
 

74
 

南
蛇

井
増

光
寺

C
3
6
8
号

住
居

跡
富

岡
市

南
蛇

井
称

名
寺

II
円

形
不

明
全

面
か

7
.
0
X
X
 

土
坑

か
な
し

南
敷

石
抜

き
取

り
34
 

38
 

75
 

南
蛇

井
増

光
寺

E
2
2
号

住
居

跡
富

岡
市

南
蛇

井
堀

ノ
内

2
円

形
不

明
全

面
か

径
4
.
5
m
程

度
石

囲
埋

甕
D

 
南

東
か

残
存
不
良
。

E
4
6
号
住
と
重
複
。

35
 

38
 

76
 

南
蛇

井
増

光
寺

E
4
6
号

住
居

跡
富

岡
市

南
蛇

井
堀

ノ
内

1
円

形
不

明
不

明
径
3.

7
m
程

度
埋

甕
な
し

不
明

残
存

不
良

。
E
2
2
号
住
と
重
複
。

35
 

38
 

77
 

南
蛇

井
増

光
寺

C
2
号

集
石

富
岡

市
南

蛇
井

E
3
新

不
明

不
明

全
面

か
不

明
石

囲
B

 
南

連
結
部
石
囲
施
設
（
焼
土
）

34
 

38
 

78
 

南
蛇

井
増

光
寺

C
l
号

配
石

富
岡

市
南

蛇
井

E
3
新

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

1
基

不
明

残
存
不
良
。
埋
甕
埋
設
位
置
不
明

。
34
 

39
 

79
 

田
篠

中
原

1
号

配
石

遺
構

富
岡

市
田

篠
E

3
 

円
形

不
明

炉
辺

2.
75
X2

（
残
存
値
）

石
囲

な
し

不
明

掘
り

込
み

な
し

。
柄

部
無

し
。

36
 

39
 

8
0
 

田
篠

中
原

2
号

配
石

遺
構

富
岡

市
田

篠
E

 3
 

不
明

不
明

炉
辺

不
明

土
坑

D
 

不
明

掘
り

込
み

な
し

。
柄

部
無

し
。

36
 

39
 

81
 

田
篠

中
原

5
号

配
石

遺
構

富
岡

市
田

篠
E

 3
 

円
形

不
明

全
面

か
3.
 7

X
3
.
5
 

石
囲

D
 

不
明

掘
り

込
み

な
し

。
柄

部
無

し
。

36
 

39
 

82
 

田
篠

中
原

8
号

配
石

遺
構

富
岡

市
田

篠
E

 4
 

円
形

不
明

柄
部

＋
主

体
部

縁
石

3.
 9
5
X
2
.
3
0
 

石
囲

・埋
甕

A
 

南
掘

り
込

み
な

し
36
 

39
 

83
 

田
篠

中
原

17
号

配
石

遺
構

富
岡

市
田

篠
E

 3
 

円
形

か
不

明
不
明

不
明

石
囲

な
し

不
明

掘
り

込
み

な
し

36
 

39
 

84
 

田
篠

中
原

23
号

配
石

遺
構

富
岡

市
田

篠
E

 4
 

円
形

不
明

柄
部

＋
主

体
部

縁
石

6
.
4
X
3
.
0
 

石
囲

B
 

南
東

埋
甕

2
基

36
 

渫 6 憐 涯 序 S 活 湘 斤 叫 代 さ

表
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4 3 3  

退
踪
番
号

住
居
番
号

遺
跡

名
逍

構
名

称
所

在
地

時
期

形
状

柱
穴

敷
石

規
模

炉
埋
甕
設
置
位
置

柄
部
方
向

備
考

文
献

39
 

85
 

田
篠

中
原

26
号

配
石

遺
構

富
岡

市
田

篠
E

 4
 

不
明

不
明

柄
部
＋

主
体

部
縁

石
4
.
8
X
3
.
4
 

埋
甕

B
 

南
東

掘
り

込
み

な
し

36
 

39
 

86
 

田
篠

中
原

24
号

配
石

逍
構

富
岡

市
田

篠
E

 4
 

方
形

不
明

柄
部

＋
主

体
部

縁
石

7
.
2
X
3
 3

 
不
明

A
+

B
 

南
東

埋
甕

2
基

36
 

39
 

87
 

田
篠

中
原

36
号

配
石

遺
構

富
岡

市
田

篠
E

 3
 

円
形

か
不

明
柄

部
＋

主
体

部
縁

石
6
.
0
X
3
.
6
 

石
囲

A
+

B
 

北
東

埋
甕

2
基

。
掘

り
込

み
な

し
。

36
 

39
 

88
 

田
篠

中
原

37
号

配
石

遺
構

富
岡

市
田

篠
E

 3
 

六
角

形
不

明
柄

部
＋

主
体

部
縁

石
6
.
4
X
3
.
7
 

石
囲

B
 

南
束

掘
り

込
み

な
し

36
 

39
 

89
 

田
篠

中
原

38
号

配
石

逍
構

富
岡

市
田

篠
E

 3
 

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

B
 

南
東

か
主

体
部

欠
。

掘
り
込
み
な
し
。

36
 

40
 

90
 

内
匠

上
之

宿
7
号

住
居

跡
富

岡
市

内
匠

堀
ノ

内
2

楕
円

形
m
-
a
 

柄
部

8
.
1
2
X
3
.
8
4
 

石
囲

な
し

西
37
 

40
 

91
 

内
匠

上
之

宿
20

号
住

居
跡

富
岡

市
内

匠
E

 4
 

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

A
+

B
 

西
不

確
実

37
 

40
 

92
 

内
匠

上
之

宿
22
8
号

士
坑

富
岡

市
内

匠
堀

ノ
内

2
円

形
か

不
明

柄
部

＋
主

体
部

縁
石

不
明

不
明

な
し

南
東

か
不

確
実

37
 

41
 

93
 

中
野

谷
天

神
原

J-
3
号

住
居

址
安

中
市

中
野

谷
E

4
 

方
形

不
明

全
面

か
4
.
6
X
 X

 
石

囲
か

な
し

南
か

38
 

41
 

94
 

中
野

谷
天

神
原

J -
4
号

住
居

址
安

中
市

中
野

谷
堀

ノ
内

l
円

形
不
明

不
明

6
.
8
X
5
.
8
 

土
坑

か
な
し

南
敷

石
す

べ
て

抜
き

取
り

38
 

41
 

95
 

中
野

谷
天

神
原

J-
5
号

住
居

址
安

中
市

中
野

谷
称

名
寺

II
円

形
III 

-
a
 

柄
部

＋
環

礫
7
.
4
X
4
.
9
 

埋
甕

か
な
し

南
38
 

41
 

96
 

中
野

谷
天

神
原

J-
7
号

住
居

址
安

中
市

中
野

谷
堀

ノ
内

l
円

形
不

明
炉

～
柄

部
6
.
4
X
4
.
5
 

な
し

南
38
 

41
 

97
 

中
野

谷
天

神
原

J-
8
号

住
居

址
安

中
市

中
野

谷
E
4
～
称
名
寺

I
円

形
不
明

炉
～

柄
部

7
.
6
X
5
.
7
 

地
床

炉
か

な
し

南
東

2
軒

重
複

。
建

て
替

え
か

38
 

41
 

98
 

中
野

谷
天

神
原

J-
9
号

住
居

址
安

中
市

中
野

谷
称

名
寺

1l
円

形
rn 

-
a
か

炉
一

柄
部

7
.
4
X
 X

 
石
囲
・
埋
甕

な
し

南
東

38
 

42
 

99
 

中
野

谷
東

畑
J-
8
号

住
居

址
安

中
市

中
野

谷
E

4
 

円
形

不
明

全
面

か
5
.2
X
3
+
 a

 
な
し

A
+

B
 

南
埋

甕
2
基

38
 

43
 

10
0 

中
野

谷
下

宿
東

J
-4

号
住

居
安

中
市

中
野

谷
堀

ノ
内

円
形

不
明

炉
～

柄
部

長
径
6
m
程

度
39
 

43
 

10
1 

中
野

谷
下

宿
東

J
-9

号
住

居
安

中
市

中
野

谷
堀

ノ
内

円
形

II
I-
a 

炉
～

柄
部

7
.
8
X
5
.
l
 

石
囲

39
 

43
 

10
2 

中
野

谷
下

宿
東

J-
10

号
住

居
安

中
市

中
野

谷
堀

ノ
内

円
形

不
明

炉
～

柄
部

石
囲

39
 

44
 

10
3 

北
原

J -
1号

住
居

安
中

市
東

上
秋

間
称

名
寺

I
円

形
ill

-
a
か

柄
＋

縁
石

6
.
8
X
4
.
4
 

石
囲

B
 

南
40
 

45
 

10
4 

中
野

谷
中

島
J
-1
8
号

住
居

安
中

市
中

野
谷

E
4

 
円

形
不

明
柄

＋
縁

石
不

明
石

囲
A

+
B

 
南

他
に

15
軒

注
2

46
 

10
5 

野
村

J
-1
1
号

住
居

安
中

市
東

上
秋

間
円

形
不

明
柄

十
縁

石
5
X
3
.2
 

な
し

な
し

南
西

注
3

46
 

10
6 

野
村

J
-1
2
号

住
居

安
中

市
東

上
秋

間
E

 3
 

円
形

不
明

主
体

部
縁

石
5
.
6
X
3
.
0
 

石
囲

A
+

B
 

南
埋

甕
2
基

注
3

46
 

10
7 

野
村

J
-1
3
号

住
居

安
中

市
東

上
秋

間
E

 3
新

円
形

不
明

全
面

か
6
.
5
X
3
.
3
 

石
囲

A
 

南
注

3

46
 

10
8 

野
村

J
-1
4
号

住
居

安
中

市
東

上
秋

間
不

明
円

形
不

明
縁

石
か

径
3
.
9
m
程

度
石

囲
な
し

不
明

注
3

46
 

10
9 

野
村

J
-1
5号

住
居

安
中

市
東

上
秋

間
E

 3
新

円
形

か
不

明
不
明

5
X
3
.
4
 

石
囲

A
+

B
 

南
埋

甍
2
基

注
3

46
 

11
0 

野
村

J-
16

号
住

居
安

中
市

東
上

秋
間

不
明

不
明

不
明

不
明

径
5
.
8
m
程

度
石

囲
な
し

不
明

注
3

46
 

11
1 

野
村

J-
17

号
住

居
安

中
市

東
上

秋
間

不
明

不
明

不
明

不
明

径
4
.
8
m
程

度
石

囲
な
し

不
明

注
3

46
 

11
2 

野
村

J
-1
8
号

住
居

安
中

市
東

上
秋

間
E

 3
新

円
形

不
明

全
面

6
.
3
X
3
.
4
 

石
囲

B
 

南
注

3

46
 

11
3 

野
村

J-
2
1号

住
居

安
中

市
東

上
秋

間
E

 3
新

円
形

不
明

柄
部

＋
縁

石
5
.
4
X
3
 2

 
石

囲
か

A
+

B
 

南
埋

甕
2
基

注
3

46
 

11
4 

野
村

J-
22

号
住

居
安

中
市

東
上

秋
間

不
明

円
形

不
明

不
明

5
.
6
X
3
.
4
 

石
囲

B
 

南
注

3

47
 

11
5

 
柳

瀬
炉

跡
安

中
市

原
市

加
曽

利
B

不
明

不
明

炉
辺

不
明

石
囲

・
埋
甕

不
明

不
明

S2
9
調
査

41
 

48
 

11
6 

小
室

1
号

住
居

北
橘

村
小

室
E

 4
 

六
角

形
皿ー

b
全

面
石

囲
A
 

ほ
ぽ
南

42
 

49
 

11
7 

八
崎

前
中

後
I

 -J
-3

号
住

居
北

橘
村

八
崎

称
名

寺
II

隅
丸
方
形

m
-
a
 

炉
辺

十
環

礫
7
X
5
.
5
 

石
囲

な
し

西
注

4

49
 

11
8 

八
崎

前
中

後
II 
-J
-
1号

住
居

北
橘

村
八

崎
称
名
寺
[
]

円
形

m
-
a
 

全
面

8
X
6
.
5
 

石
囲

な
し

南
西

連
結

部
か

ら
腕

状
列

石
注

4

49
 

11
9 

八
崎

前
中

後
II 
-J
-3

号
住

居
北

橘
村

八
崎

称
名

寺
II

円
形

不
明

炉
～

柄
部

4
X
3
.
4
 

石
囲

な
し

南
西

II 
-J
-2

住
と

重
複

注
4

49
 

12
0 

八
崎

前
中

後
III 
-J
-1

号
住

居
北

橘
村

八
崎

称
名

寺
II

円
形

不
明

不
明

不
明

石
囲

な
し

南
西

注
4

49
 

12
1 

八
崎

前
中

後
ill
-J
-2

号
住

居
北

橘
村

八
崎

称
名

寺
II

悶
丸
方
形

III 
-
a
か

環
礫

不
明

不
明

な
し

不
明

注
4

49
 

12
2 

八
崎

前
中

後
N
-J
-4

号
住

居
北

橘
村

八
崎

称
名

寺
II

円
形

皿
—
a

柄
部

＋
環

礫
6
.
5
X
5
 

石
囲

な
し

南
西

注
4

50
 

12
3 

ニ
原
田

1
-3
6
住

居
赤

城
村

二
原
田

E
 4

 
不

明
不

明
不
明

不
明

石
囲

D
 

東
か

埋
甕

石
蓋

4
3
 44
 

50
 

12
4 

三
原
田

1-
45

住
居

赤
城

村
＝

原
田

E
4

 
円
形

m
-
a
 

全
面

か
3
.
0
X
2
.
9
 

不
明

A
 

南
43
.4
4 

50
 

12
5 

ニ
原
田

1-
48

住
居

赤
城

村
二

原
田

称
名

寺
I

円
形

か
不

明
炉

～
柄

部
＋

環
礫

不
明

石
囲

D
 

北
か

43
.4
4 

50
 

12
6 

＝
原
田

1-
56

住
居

赤
城

村
三

原
田

E
4

 
不

明
不

明
不
明

不
明

石
囲

か
A

か
南

東
か

4
3
 44
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表
23

群
馬

県
内

検
出

の
柄

鏡
形

敷
石

住
居

一
覧
表
ー

3



4 3 4  

遺
跡
番
号

住
居
番
号

遺
跡

名
遺

構
名

称
所

在
地

時
期

形
状

柱
穴

敷
石

規
模

炉
埋
甕
設
置
位
置

柄
部
方
向

備
考

文
献

5
0
 

12
7 

＝
原

田
1
-
5
7
住

居
赤

城
村

二
原

田
E

4
 

不
明

不
明

全
面

か
径

5
.
0
m
程

度
石

囲
な
し

南
か

43
.4
4 

5
0
 

1
2
8
 

ニ
原

田
1
-
6
6
住

居
赤

城
村

二
原

田
称

名
寺

不
明

不
明

不
明

不
明

石
囲

A
か

南
西

か
埋

甕
石

蓋
43
.4
4 

5
0
 

12
9 

二
．
原
田

1
-
7
3
住

居
赤

城
村

：：：：
原

田
E

3
新

不
明

不
明

不
明

不
明

石
囲

A
 

南
西

か
43
.4
4 

50
 

1
3
0
 

ニ
原

田
1
-
8
5
住

居
赤

城
村

二
原

田
E

4
 

不
明

不
明

不
明

不
明

石
囲

D
 

南
か

43
.4
4 

5
0
 

13
1 

ニ
原

田
2-
1
住

居
赤

城
村

二
原

田
称

名
寺

I
方

形
II 
-5

か
環

礫
か

8
.
5
X
5
.
5
 

石
囲

な
し

南
西

炉
か

ら
石

棒
。
2
-
1
6
住

と
菫

複
。

4
3
 44
 

50
 

13
2 

＝
原

田
2
-
2
住

居
赤

城
村

＝
原

田
称

名
寺

I
不

明
不

明
不

明
7
X
4
.
5
程

度
土

坑
か

A
 

南
西

4
3
 44
 

50
 

13
3 

ニ
原

田
2
-
9
住

居
赤

城
村

：：：：
原

田
E

3
新

不
明

不
明

炉
辺

か
不

明
石

囲
A
 

南
43
.4
4 

50
 

1
3
4
 

ニ
原

田
2
-
1
0
住

居
赤

城
村

：：：
原

田
E

4
 

円
形

か
III 

-
a
か

柄
部

7
.6

X
5
.
2
程

度
石

囲
A
+
B
 

南
西

埋
甕

2
基

43
.4
4 

50
 

13
5

 
ニ

原
田

2
-
1
1
住

居
赤

城
村

二
原

田
称

名
寺

I
円

形
か

ill
-
a
か

不
明

主
体
部

5.
0r
n
程

石
囲

A
 

南
西

43
.4
4 

5
0
 

13
6 

ニ
原

田
2
-
1
2
住

居
赤

城
村

＝
原

田
E

4
 

不
明

不
明

不
明

不
明

石
囲

な
し

不
明

4
3
 44
 

50
 

13
7 

三
原

田
2-

15
住

居
赤

城
村

二
原

田
称

名
寺

I
不

明
不

明
炉

～
柄

部
＋

奥
壁

5
 2
X
4
程

度
石

囲
A
 

西
43
.4
4 

50
 

1
3
8
 

三
原

田
2
-
1
6
住

居
赤

城
村

二
原

田
称

名
寺

I
不

明
不

明
不

明
不

明
石
囲
・
埋
甕

A
 

南
2-
1
住

と
重

複
43
.4
4 

50
 

13
9 

三
原

田
2
-
1
9
住

居
赤

城
村

二
原

田
E

4
 

六
角
形
か

不
明

全
面

主
体
部

3.
5
X4

程度
石

囲
A
 

西
4
3
 44
 

50
 

1
4
0
 

三
原
田

2
-
3
5
住

居
赤

城
村

三
原

田
E

4
 

不
明

不
明

不
明

不
明

石
囲

A
 

西
4
3
 44
 

50
 

14
1 

三
原

田
2
-
5
7
住

居
赤

城
村

三
原

田
称

名
寺

II
楕
円
形
か

不
明

全
面

か
8
X
4
.
8
程

度
不

明
な
し

南
西

柄
部

広
い

43
.4
4 

5
0
 

14
2

 
三

原
田

3
-
1
住

居
赤

城
村

三
原

田
E

4
 

不
明

不
明

不
明

不
明

石
囲
・
埋
甕

D
 

南
か

奥
壁

部
多

孔
石

。
硬

玉
製

大
珠

。
43
.4
4 

50
 

1
4
3
 

三
原

田
3
-
3
住

居
赤

城
村

三
原

田
E

3
新

不
明

不
明

不
明

不
明

石
囲

A
か

南
か

43
.4
4 

5
0
 

14
4 

三
原

田
3
-
5
住

居
赤

城
村

三
原

田
E

3
 

不
明

不
明

不
明

不
明

石
囲

A
か

南
西

か
43
.4
4 

50
 

14
5

 
ニ

原
田

3
-
2
7
住

居
赤

城
村

：：：：
原

田
称

名
寺

II
円

形
ill

-
a

 
不

明
径

6
.
0
m
程

度
土

坑
か

な
し

南
東

か
奥

壁
部

石
棒

4
3
 44
 

5
0
 

14
6 

＝
原

田
3
-
3
4
住

居
赤

城
村

：：：
原

田
E

 4
 

不
明

不
明

不
明

不
明

石
囲

D
 

南
西

か
43
.4
4 

5
0
 

14
7 

＝
原

田
3
-
4
7
住

居
赤

城
村

＝
原

田
E

3
新

円
形

か
不

明
不

明
径

4
.
2
m
程

度
石

囲
な
し

南
西

43
.4
4 

5
0
 

1
4
8
 

ニ
原

田
3
-
R
l
住

居
赤

城
村

＝
原

田
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
石

囲
な
し

不
明

43
.4
4 

5
0
 

14
9 

ニ
原

田
4
-
6
住

居
赤

城
村

：：：：
原

田
E

4
 

楕
円

形
皿

—
a

全
面

か
6
.
4
X
4
.
4
程

度
石

囲
A
+
B
 

南
西

埋
甕

2
基

。
奥

壁
部

石
棒

。
4
3
 44
 

5
0
 

1
5
0
 

ニ
原

田
4
-
1
5
住

居
赤

城
村

＝
原

田
E

3
新

不
明

不
明

不
明

不
明

石
囲

A
か

南
西

43
.4
4 

5
0
 

15
1 

ニ
原

田
4
-
1
6
住

居
赤

城
村

二
原

田
不

明
円

形
か

不
明

不
明

径
4
.
6
m
程

度
石

囲
な
し

不
明

43
.4
4 

5
0
 

15
2 

ニ
原

田
4
-
R
l
住

居
赤

城
村

：：：
原

田
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
石

囲
な
し

不
明

43
.4
4 

5
0
 

1
5
3
 

三
原

田
5
-
7
住

居
赤

城
村

三
原

田
称

名
寺

I
六

角
形

不
明

主
体

部
縁

石
主
体
部

4
.
0
X
4
0
 
石

囲
な
し

南
西

奥
壁

部
注

口
土

器
43
.4
4 

5
0
 

15
4 

三
原

田
5-

11
住

居
赤

城
村

三
原

田
E

 3
新

不
明

不
明

不
明

不
明

石
囲

A
 

南
か

43
.4
4 

5
0
 

15
5

 
三

原
田

5
-
1
9
住

居
赤

城
村

三
原

田
E

 4
 

不
明

不
明

不
明

不
明

石
囲

埋
甕

A
か

東
か

埋
甕

入
れ

子
43
.4
4 

50
 

1
5
6
 

三
原

田
6-
1
住

居
赤

城
村

三
原

田
E

 4
 

円
形

か
皿
—
a

炉
辺

径
5
.
0
m
程

度
石

囲
な
し

不
明

43
 44
 

50
 

1
5
7
 

三
原

田
6
-
7
住

居
赤

城
村

三
原

田
称

名
寺

I
円

形
か

不
明

柄
部

＋
主

体
部

縁
石

5
.
8
X
3
.
3
 

石
囲

な
し

南
4
3
 44
 

50
 

15
8 

三
原

田
6
-
4
5
住

居
赤

城
村

三
原

田
E

4
 

不
明

不
明

不
明

不
明

石
囲

な
し

南
西

連
結

部
石

囲
施

設
4
3
 44
 

50
 

1
5
9
 

三
原

田
7
-
1
1
住

居
赤

城
村

三
原

田
E

 3
新

円
形

か
ID

-
a
か

不
明

径
5
.
6
m
程

度
石

囲
な
し

不
明

4
3
 44
 

50
 

1
6
0
 

三
原

田
7
-
2
9
住

居
赤

城
村

三
原

田
E

 4
 

不
明

不
明

不
明

不
明

石
囲

D
 

不
明

4
3
 44
 

50
 

16
1 

ニ
原

田
7
-
R
4
住

居
赤

城
村

二
原

田
E

4
 

不
明

不
明

炉
辺

不
明

石
囲

A
+
B
 

南
東

埋
甕

2
基

43
.4
4 

50
 

1
6
2
 

ニ
原

田
8
-
7
住

居
赤

城
村

＝
原

田
称

名
寺

I
阻
丸
方
形
か

不
明

全
面

か
6
X
3
.
8
程

度
石

囲
A
 

南
西

連
結

部
石

囲
施

設
に

埋
甕

43
.4
4 

5
1
 

1
6
3
 

中
山

の
集

落
跡

赤
城

村
深

山
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
3
軒

確
認

と
の

こ
と

2
0
 

52
 

16
4 

藤
木

住
居

跡
赤

城
村

長
井

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

2
8
 

53
 

1
6
5
 

西
所

替
戸

富
士

見
村

小
暮

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

4
5
 

54
 

16
6 

陣
馬

・
庄

司
原

J-
5
号

住
居

富
士

見
村

横
室

称
名

寺
I

円
形

不
明

柄
部

全
面

不
明

土
坑

か
A
 

南
西

注
5

54
 

16
7 

陣
馬

・
庄

司
原

J -
7
号

住
居

富
士

見
村

横
室

E
4

 
方

形
III 

-
a
 

柄
部

＋
環

礫
6
.
2
X
5
.
8
 

石
囲

な
し

南
奥
壁
部
は
河
原
石
で
間
隔
が
あ
く

注
5

55
 

1
6
8
 

西
小

路
6
号

住
居

大
胡

町
茂

木
E

4
 

悶
丸
方
形

不
明

奥
壁

～
柄

部
6.
 9
5 
X

 5
.
0
 

石
囲

な
し

南
東

奥
部

に
大

石
棒

4
6
 

翌 6 薔 論 嵌 3 活 津 氏 丹 代 さ

表
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4 3 5  

遺
跡
番
号

住
居
番
号

遺
跡

名
遺

構
名

称
所

在
地

時
期

形
状

柱
穴

敷
石

規
模

炉
埋
甕
設
置
位
置

柄
部
方
向

備
考

文
献

55
 

16
9 

西
小

路
7
号

住
居

大
胡

町
茂

木
E
 4

 
円

形
不

明
全

面
か

6
.
4
X
5
.
5
 

石
囲

A
+

B
 

南
埋
甕

2
基
。先

端
部
埋
甕
は
石
蓋
。

46
 

56
 

17
0 

天
神

A
大

胡
町

茂
木

47
 

57
 

17
1 

市
之

関
前

田
S
11
3 

宮
城

村
市

之
関

E
 4

 
円

形
皿
-a

全
面

4
.
5
X
3
 

石
囲

な
し

南
注

6

57
 

17
2 

市
之

関
前

田
S
I3
3 

宮
城

村
市

之
関

E
4

 
不
明

m
-a
 

全
面

5.
 7
X
3
.
6
 

石
囲

A
 

東
連

結
部

石
囲

施
設

に
埋

甕
注

6

57
 

17
3 

市
之

関
前

田
S
I3
5 

宮
城

村
市

之
関

E
4

 
楕

円
m
-a
 

炉
～

柄
部

5
.
8
X
5
.2

 
石

囲
南

連
結

部
石

囲
施

設
注

6

57
 

17
4 

市
之
関
削
E
E
i

SI
36
 

宮
城

村
市

之
関

E
4

 
円

形
ill
-a
 

中
央

部
＋

柄
部

6
X
3
.8

 
石

囲
A

+
B

 
南

埋
甕
2
基

注
6

57
 

17
5 

市
之

関
前

田
S
!3
8 

宮
城

村
市

之
関

E
4

 
円

形
III 
-a
 

不
明

4
X
3
.
6
 

石
囲

な
し

不
明

注
6

58
 

17
6 

安
通

1
号

敷
石

住
居

粕
川

村
室

沢
称

名
寺

II
五

角
形

不
明

全
面

6
.
3
X
5
.
0
 

な
し

不
明

張
出
部

縁
石

4
8
 

59
 

17
7 

後
原

粕
川

村
深

津
10
 

60
 

17
8 

上
鶴

ヶ
谷

1
号

配
石

遺
構

新
里

村
鶴

ヶ
谷

堀
ノ

内
不

明
不

明
炉

～
柄

部
か

不
明

石
囲

な
し

南
東

か
残

存
不

良
49
 

60
 

17
9 

上
鶴

ヶ
谷

5
号

配
石

遺
構

新
里

村
鶴

ヶ
谷

堀
ノ

内
円

形
か

不
明

環
礫

か
径
4
.
3
m
程

度
不
明

な
し

不
明

環
状

配
石

か
49
 

60
 

18
0 

上
鶴

ヶ
谷

8
号

配
石

新
里

村
鶴

ヶ
谷

堀
ノ

内
1

円
形

か
不

明
主

体
部

縁
石

か
径
6
.0

m
程

度
な
し

な
し

不
明

49
 

61
 

18
1
 

大
屋

H
新

里
村

新
川

50
 

62
 

18
2 

白
川

笹
塚

9
号

住
居

址
榛

名
町

白
岩

E
4

 
方

形
か

不
明

全
面

か
石
囲
・
埋
甕

な
し

南
注

7

63
 

18
3 

高
浜

広
神

13
号

住
居

榛
名

町
高

浜
E

4
 

円
形

か
不

明
全

面
か

5
X
4
.l
程

度
石
囲

A
 

南
西

5
1
 

63
 

18
4 

高
浜

広
神

23
号

住
居

榛
名

町
高

浜
E

4
 

円
形

II
類

か
全

面
か

5
.
8
5
X
4
.
3
 

石
囲

A
 

南
埋

甕
石

蓋
51
 

64
 

18
5 

商
権

榛
名

町
下

室
田

堀
ノ

内
I

不
明

不
明

炉
辺

か
不

明
石
囲

な
し

不
明

S3
2
調

査
41
 

65
 

18
6 

川
浦
（
仮
）

倉
淵

村
川

浦
不

明
不

明
不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

52
 

66
 

18
7 

長
井

敷
石

住
居

跡
倉

淵
村

権
田

堀
ノ

内
方

形
不

明
全

面
3
X
2
.
8
 

石
囲
・
方
形

な
し

西
か

連
結

部
石

囲
施

設
5
2
 53
 

67
 

18
8 

白
川

傘
松

1]
区

1
号

住
居

址
箕

郷
町

白
川

E
4

 
方

形
旧

—a
全

面
か

5.
 7

X
3
.8

 
石

囲
か

A
+

B
 

東
埋

甕
2
基

54
 

67
 

18
9 

白
川

傘
松

[1
区

8
号

住
居

址
箕

郷
町

白
川

E
3

 
円

形
か

不
明

不
明

径
5
m
程

度
不

明
な
し

南
か

54
 

67
 

19
0 

白
川

傘
松

11
区

9
号

住
居

址
箕

郷
町

白
川

E
4

 
円

形
不

明
不

明
7
.3
X
4
.
5
程

石
囲

な
し

南
54
 

67
 

19
1 

白
川

傘
松

11
区
10

号
住

居
址

箕
郷

町
白

川
E
 4

 
円

形
不

明
炉

辺
径
3
.5

m
程

石
囲

A
か

南
東

54
 

67
 

19
2 

白
川

傘
松

11
区
11

号
住

居
址

箕
郷

町
白

川
E

3
 

円
形

不
明

不
明

不
明

不
明

A
か

南
か

残
存

不
良

54
 

68
 

19
3 

保
渡

田
JJ

1
号

住
居

址
群

馬
町

保
度

田
E
 4

 
楕
円

不
明

全
面

不
明

石
1l11

•土
器
敦

な
し

西
か

55
 

69
 

19
4 

丸
子

山
D
区

3
号

住
居

子
持

村
北

牧
称

名
寺

II
楕
円

不
明

柄
部

＋
奥

壁
主
体
部
3.
8X
3.
2

石
囲

埋
甕

な
し

南
西

斜
面

を
掘

り
込

ん
で

構
築

注
8

70
 

19
5 

薬
師
（
仮
）

伊
香

保
町

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

伊
香

保
町

誌
56
 

71
 

19
6 

新
井

第
1I

敷
石

遺
構

榛
東

村
新

井
後
期

方
形

か
不
明

全
面

か
不

明
不

明
不

明
不

明
57
 

72
 

19
7 

茅
野

榛
東

村
58
 

73
 

19
8 

坂
原

石
組

遺
構

鬼
石

町
E

4
か

不
明

不
明

不
明

2
.5
X
2
.
0
（残
存）

不
明

な
し

不
明

S4
3 

59
 

74
 

19
9 

保
美

濃
山

第
1
号

住
居

址
鬼

石
町

不
明

阻
丸
方
杉
か

不
明

不
明

4
 8
X
4
.3

 
石

囲
な
し

不
明

S4
3 

59
 

75
 

20
0 

金
剛

寺
下

鬼
石

町
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
60
 

76
 

20
1 

譲
原

鬼
石

町
美

原
堀

ノ
内

1
円

形
不

明
炉

辺
＋

環
礫

4
.
2
X
3
.
6
 

石
囲

な
し

不
明

S
12

発
見

41
 

77
 

20
2 

橋
下

鬼
石

町
不

明
不

明
不

明
不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

60
 

78
 

20
3 

八
塩

鬼
石

町
不

明
不

明
不

明
不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

60
 

79
 

20
4 

神
保
比
良
（
仮
）

吉
井

町
神

保
不

明
不

明
不

明
不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

61
 

80
 

20
5 

神
ヶ

原
中

里
村

神
ヶ

原
後

期
初

頭
S3
9
調

査
62
 

81
 

20
6 

下
鎌

田
44

号
住

居
跡

下
仁

田
町

馬
山

E
 3

 
円

形
不

明
柄

部
不
明

石
囲

な
し

東
63
 

81
 

20
7 

下
鎌

田
4
7
号

住
居

跡
下

仁
田

町
馬

山
E

4
 

円
形

不
明

全
面

か
5
.
6
5
X
4
.
9
5
 

石
囲

炉
な
し

南
東

63
 

81
 

20
8 

下
鎌

田
11
1
号

住
居

跡
下

仁
田

町
馬

山
E
4
 

方
形

不
明

全
面

か
主
体
部
5
m
四
方

石
囲

A
 

南
東

か
63
 

82
 

20
9 

白
倉

下
原

A
区
37

号
住

居
甘

楽
町

白
倉

堀
ノ

内
l

悶
丸
方
形

不
明

全
面

か
4
.5
1
X
2
.9
6 

埋
甕

な
し

北
64
 

82
 

21
0 

白
倉

下
原

A
区
97

号
住

居
甘

楽
町

白
倉

称
名

寺
II

円
形

皿
類

か
不
明

径
4
.
9
m
程

度
埋

甕
な
し

不
明

同
時

期
の

住
居

と
謳

複
64
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4 3 6  

遺
跡
番
号

住
居
番
号

逍
跡

名
遺

構
名

称
所

在
地

時
期

形
状

柱
穴

敷
石

規
模

炉
埋
甕
設
置
位
置

柄
部
方
向

備
考

文
献

82
 

21
1 

白
倉

下
原

B
区
26

号
住

居
甘

楽
町

白
倉

E
4

 
五

角
形

I] 
-5
 

全
面

6
.
4
8
X
3
.
8
8
 

石
囲

な
し

南
連

結
部

石
囲

施
設

64
 

82
 

21
2 

白
倉

下
原

B
区
89

号
住

居
甘

楽
町

白
倉

E
 4

 
不

明
不

明
柄

部
不

明
土

坑
A

+
B

 
南

東
連
結
部
埋
甕
入
れ
子

。柄
部
埋
甕

2基
。

64
 

82
 

21
3 

白
倉

下
原

c
区
76

号
住

居
甘

楽
町

白
倉

堀
ノ

内
l

円
形

不
明

柄
部

6
.
2
3
X
3
.
5
2
 

土
坑

な
し

西
64
 

82
 

2
14
 

白
倉

下
原

c
区
77

号
住

居
甘

楽
町

白
倉

堀
ノ

内
l

円
形

か
不

明
炉

辺
＋

柄
部

か
4.
 9
9
X
3
.
4
7
 

石
囲
・
埋
甕

な
し

南
西

64
 

83
 

2
15

 
行

田
梅

木
平

10
号

住
居

跡
松

井
田

町
行

田
称

名
寺

[]
円

形
II 
-4

か
炉

～
柄

部
か

8.
1

 X
5
.2

 
石

囲
な
し

南
東

65
 

83
 

21
6 

行
田

梅
木

平
65

号
住

居
跡

松
井

田
町

行
田

E
 3
新

円
形

I
 -4
か

炉
～

柄
部

か
5.
 5
5 
X

 3.
 2
5 

な
し

な
し

東
65
 

83
 

2
17
 

行
田

梅
木

平
61

号
住

居
跡

松
井

田
町

行
田

E
 4

 
円

形
不

明
全

面
か

5
.9
5
X
3
.
 7
0 

石
囲

A
+

B
 

南
西

埋
甕

2
基

65
 

84
 

21
8 

新
堀

東
源

ヶ
原

18
3
号

住
居

跡
松

井
田

町
新

堀
E

 4
 

円
形

不
明

全
面

か
7
.7

X
 X
 

不
明

B
 

南
東

66
 

85
 

21
9 

行
田

大
道

北
松

井
田

町
行

田
後

期
初

頭
円

形
皿

—a
か

全
面

主
体
部
径
5
m
程

石
囲

な
し

不
明

連
結

部
石

囲
施

設
67
 

86
 

2
2
0
 

入
山

仁
田

01
号

住
居

跡
松

井
田

町
入

山
E

 4
 

不
明

不
明

全
面

か
径

2
.4

m
か

石
囲

方
形

な
し

不
明

68
 

86
 

22
1

 
入

山
仁

田
03

号
住

居
跡

松
井

田
町

入
山

称
名

寺
II

不
明

ill
-a

か
不

明
半

径
2
.5

m
か

石
囲

・方
形

D
 

南
東

連
結

部
石

囲
施

設
（

被
熱

）
68
 

86
 

22
2 

入
山

仁
田

0
8
号

住
居

跡
松

井
田

町
入

山
称

名
寺

II
円

形
不

明
全

面
か

径
4.

75
m
 

土
坑

な
し

南
連

結
部

に
ピ

ッ
ト

68
 

86
 

22
3 

入
山
仁

田
10

号
住

居
跡

松
井

田
町

入
山

称
名

寺
II

円
形

不
明

柄
部

全
面

＋
中

央
部

5
.

 
54
 X
3
.
8
5
 

埋
甕

な
し

東
連

結
部

ピ
ソ

ト
68
 

87
 

22
4 

入
山

暮
井

01
号

住
居

跡
松

井
田

町
入

山
E

4
 

円
形

か
不

明
全

面
か

径
4
.
3
m

石
囲
・
埋
甕

な
し

南
東

連
結

部
石

囲
施

設
68
 

88
 

22
5 

二
軒

在
家

二
本

杉
2
号

住
居

跡
松
井
田
町

＿
軒
在
家

堀
ノ

内
円

形
不

明
炉

～
柄

部
6
.
0
X
3
.
 7

 
石
囲
・
埋
甕

な
し

南
南

東
柄

部
立

石
69
 

89
 

22
6 

国
術

朝
日

松
井

田
町

国
術

称
名

寺
六
角
形
か

不
明

柄
部

＋
環

礫
8
.
9
X
6
.
3
 

不
明

な
し

南
東

注
9

90
 

22
7 

下
増

田
上

田
中

松
井

田
町

下
増

田
不

明
六
角
形
か

不
明

柄
部

＋
縁

石
不

明
石

囲
B

 
南

東
注

9

91
 

22
8 

坂
本

北
裏

松
井

田
町

坂
本

悶
丸
方
形
か

不
明

全
面

か
3

 71
X3
 75

（主
体
蔀

）
石

囲
な
し

南
東

注
9

92
 

22
9 

久
森

1
号

住
居

中
之

条
町

上
沢

渡
E

 4
 

六
角

形
不

明
全

面
か

4
.2

X
4
 2

 
方
形
・
土
坑

B
 

南
西

70
 

92
 

23
0 

久
森

2
号

住
居

中
之

条
町

上
沢

渡
E

 4
 

八
角

形
不

明
全

面
か

3
.
4
2
X
4
.
2
6
 

石
囲

・
方
形

D
 

南
西

70
 

92
 

23
1 

久
森

3
号

住
居

中
之

条
町

上
沢

渡
E

 4
 

六
角

形
不

明
全

面
か

4
.
2
4
X
4
.
4
 

埋
甕

B
 

南
西

埋
甕

2
基

。
石
蓋
あ
り

。
70
 

93
 

23
2 

四
万

途
中

第
1
号

住
居

跡
中

之
条

町
四

万
E

 4
か

悶
丸
方
彩

不
明

全
面

か
3
.
3
X
3
.
 l

 
石

囲
な
し

不
明

71
 

94
 

23
3 

棚
界

戸
中

之
条

町
沢

渡
不

明
不

明
不

明
全

面
か

不
明

石
囲

な
し

不
明

71
 

95
 

23
4 

清
水

中
之

条
町

山
田

堀
ノ

内
不

明
不

明
炉

周
辺

か
不

明
石
囲
・
円
形

な
し

不
明

祭
培

3
基

と
石

組
み

の
報

告
72
 

96
 

23
5 

宿
割

10
号

住
居

址
中

之
条

町
大

塚
E

 4
 

円
形

か
不

明
不

明
5
.
6
X
5
.
 7

 
石

囲
A

 
南

73
 

96
 

23
6 

宿
割

11
号

住
居

址
中

之
条

町
大

塚
E

4
 

円
形

か
不

明
不

明
5
.
3
X
4
.
4
+
 a

 
石

囲
A

 
南

西
73
 

96
 

23
7 

宿
割

12
号

住
居

址
中

之
条

町
大

塚
E

4
 

円
形

か
不

明
不

明
3
.
8
X
4
.
5
 

石
囲

か
A

 
南

埋
甕

逆
位

73
 

97
 

23
8 

郷
原

J-
6
号

住
居

吾
妻

町
郷

原
E

4
 

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

な
し

不
明

残
存

不
良

74
 

98
 

23
9 

玉
料

吾
妻

町
深

沢
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
28
 

99
 

24
0 

堀
井

戸
吾

妻
町

萩
生

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

28
 

10
0 

24
1 

掃
II

1
号

住
居

長
野

原
町

堀
ノ

内
1

円
形

不
明

全
面

径
6
.
0
m

不
明

な
し

南
か

残
存

1
/

 2
 

75
 

10
0 

24
2 

楕
1l

2
号

住
居

長
野

原
町

堀
ノ

内
1

阻
丸
方
影

不
明

不
明

不
明

不
明

な
し

不
明

残
存

不
良

75
 

10
0 

24
3 

憬
II

3
号

住
居

長
野

原
町

堀
ノ

内
1

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

な
し

不
明

残
存

不
良

75
 

10
0 

24
4 

憬
II

4
号

住
居

長
野

原
町

堀
ノ

内
l

円
形

か
不

明
不

明
不

明
不

明
な
し

不
明

縁
石

の
み

。
残

存
不

良
。

75
 

10
1 

24
5 

長
野

原
一

本
松

5-
10
号

住
居

長
野

原
町

一
本

松
堀

ノ
内

か
円

形
か

不
明

炉
～

柄
部

3
.
S
X
 X

 
不

明
な
し

南
注

10
10
1 

24
6 

長
野

原
一

本
松

5
-2
2
号

住
居

長
野

原
町

一
本

松
円

形
か

不
明

主
体

部
縁

石
径

4
.
0
m
程

度
石

囲
な
し

不
明

注
10

10
1 

24
7 

長
野

原
一

本
松

6-
3
号

住
居

長
野

原
町

一
本

松
E

 4
 

円
形

不
明

全
面

か
径

2
.
5
m
程

度
石

囲
か

A
 

南
西

注
10

10
2 

2
4
8
 

向
原

区
2
号

住
居

址
長

野
原

町
堀

ノ
内

1
円

形
か

不
明

全
面

か
主
体
部
1
.
8X
4.
8程
度

石
囲

な
し

南
76
 

10
2 

24
9 

向
原

c
区

6
号

住
居

址
長

野
原

町
E

 4
か

六
角

形
不

明
全

面
主
体
部
5
.0
X
4
.7

 石
囲

な
し

北
東

連
結

部
石

囲
施

設
76
 

10
3 

25
0 

滝
原

皿
1
号

住
居

跡
長

野
原

町
E

 4
 

不
明

不
明

不
明

不
明

石
囲

な
し

南
東

連
結

部
石

囲
施

設
。
中

に
土

器
。

77
 

10
4 

25
1 

坪
井

敷
石

住
居

長
野

原
町

E
 4
か

円
形

か
m
-a

か
全

面
か

6
.
4
X
5
.
2
程

度
石

囲
な
し

南
東

柄
部

縁
石

78
 

10
5

 
25
2 

古
屋

敷
住

居
址

長
野

原
町

応
桑

堀
ノ

内
か

方
形

か
I

 -4
か

全
面

か
2
.
7
X
2
.
7
 

石
囲

か
不

明
不

明
S3
4
発

掘
79
 

渫 6 楼 渥 冷 3 活 湘 氏 叫 代 さ

表
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群
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県
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検
出
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表
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む 7

遺
跡
番
号

住
居
番
号

遺
跡

名
遺

構
名

称
所

在
地

時
期

形
状

柱
穴

敷
石

規
模

炉
埋
甕
設
置
位
置

柄
部
方
向

備
考

文
献

10
6 

25
3 

横
壁

中
村

19
-X
-2
4-
a
号
住
居

長
野

原
町

横
壁

E
4

 
注

11

10
6 

25
4 

横
壁

中
村

28
-W
-3
-a

号
住
居

長
野

原
町

横
壁

堀
ノ

内
l

注
11

10
6 

25
5 

横
壁

中
村

29
-B
-l

-a
号

住
居

長
野

原
町

横
壁

堀
ノ

内
l

注
11

10
6 

25
6 

横
壁

中
村

29
-B

-2
-a

号
住

居
長

野
原

町
横

壁
称

名
寺

注
11

10
6 

25
7 

横
壁

中
村

29
-B
-4
-b

号
住

居
長

野
原

町
横

壁
称

名
寺

注
1
1

10
6

 
2
5
8
 

横
壁

中
村

29
-
B
-5
-a

号
住

居
長

野
原

町
横

壁
称
名
寺
～
堀
ノ
内

注
11

10
6 

25
9 

横
壁

中
村

29
-E

-3
-a

号
住

居
長

野
原

町
横

壁
E

4
 

注
11

10
6 

26
0 

横
壁

中
村

29
-
E
-6
-a

号
住

居
長

野
原

町
横

壁
称

名
寺

注
11

10
6 

26
1 

横
壁

中
村

30
-
f
-l
-a
号

住
居

長
野

原
町

横
壁

堀
ノ

内
か

注
11

10
7 

26
2 

今
井

東
平

敷
石

住
居

状
遺

構
嬬

恋
村

今
井

石
囲
・
埋
甕

な
し

南
か

連
結

部
石

囲
施

設
80
 

10
8 

26
3 

赤
岩
（
仮
）

六
合

村
赤

岩
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
61
 

10
9

 
26
4 

中
山

1
号

住
居

高
山

村
中

山
E

 4
 

六
角

形
I

 -5
a 

全
面

5
.
5
X
3
.4
 

石
囲

な
し

西
連

結
部

石
囲

施
設

72
 

11
0

 
26
5 

寺
谷

10
号

住
居

址
白

沢
村

下
古

語
父

E
4

 
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
覆

甕
の

記
載

あ
り

81
 

11
1 

26
6 

高
平

白
沢

村
裔

平
堀

ノ
内

か
六

角
形

不
明

環
礫

十
一

部
径
4
m
程

度
不

明
不

明
不

明
S3
4
調
査
。
連
結
部
に
何
ら
か
の
脆
設

。
82
 

11
2 

26
7 

高
泉

石
器

時
代

跡
利

根
村

根
利

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

不
明

20
 

11
3

 
26
8 

土
出

北
原

1
号

住
居

片
品

村
土

出
堀

ノ
内

円
形

か
不

明
全

面
8

 9
X
5
.8

 
土

坑
な
し

南
西

注
12

11
4

 
26
9 

宮
山
（
仮
）

川
場

村
生

品
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
不

明
20
 

11
5

 
27
0 

梨
ノ

木
平

1
号

住
居

月
夜

野
町

月
夜

野
E

 4
 

五
角

形
I

 -5
a 

全
面

5
.
9
X
4
.
4

 
石

囲
A
 

南
83
 

11
6 

27
1 

大
穴

石
器

時
代

住
居

水
上

町
大

久
保

長
方

形
不

明
全

面
か

4
.5

X
3.
6 

石
囲

不
明

不
明

S
1
2
発

掘
10
.8
4 

l
 l6
 

27
2 

大
穴

石
器

時
代

住
居

水
上

町
坂

上
不

明
不

明
炉

辺
1.
9
X
l.
4
（残
存）

石
囲

D
 

不
明

S
1
0
発

掘
10
.8
4 

11
7 

27
3 

乾
田

水
上

町
小

仁
田

堀
ノ

内
か

悶
丸
方
形

不
明

環
礫

＋
炉

辺
か

径
3
m
程

度
石

囲
不

明
不

明
S
3
4
調

査
82
 

11
8

 
27
4 

布
施

新
治

村
布

施
堀

ノ
内

2
不

明
不

明
全

面
か

径
5
.
6
m
程

度
石

囲
な
し

不
明

S
3
2
調

査
41
 

11
9 

27
5 

糸
井

太
夫

7
号

住
居

跡
昭

和
村

糸
井

称
名

寺
I

円
形

不
明

全
面

6
.
9
X
4
.
2
 

石
囲

A
 

西
埋

甍
正

位
86
 

11
9

 
27
6 

糸
井

太
夫

8
号

住
居

跡
昭

和
村

糸
井

堀
ノ

内
2

円
形

皿
炉

～
柄

部
7
+

 a
 X
4.

8
 

石
囲
・

方
形

な
し

西
未

報
告

8
軒

86
 

])
9 

27
7 

糸
井

太
夫

9
号

住
居

跡
昭

和
村

糸
井

称
名

寺
I

六
角

形
不

明
全

面
4
.
Z
X
Z
.
 7

 
石
囲
・
方
形

な
し

南
西

炉
脇
に
石
棒

。柄
部
両
側
に
石
敷
き

。
86
 

12
0 

27
8 

五
目

牛
洞

山
2
号

住
居

赤
堀

町
五

目
牛

後
期

円
形

不
明

環
礫

＋
右

奥
径
3.

7
m
 

土
坑

な
し

南
東

連
結

部
か

ま
ち

状
配

石
で

区
画

87
 

12
1

 
27
9 

今
井

柳
田

18
号

住
居

赤
堀

町
今

井
称

名
寺

I
円

形
不

明
炉

～
柄

部
4.
 7

X
5
.
0
 

石
囲

・方
形

な
し

南
東

柄
部

l.
6
X
l.
2

88
 

12
1 

28
0 

今
井

柳
田

26
号

住
居

赤
堀

町
今

井
後

期
円

形
不

明
不

明
4
.
3
5
X
5
.

 
3

 
方

形
土
坑

な
し

石
棒

破
片

88
 

12
2 

28
1 

曲
沢

2
号

住
居

赤
堀

町
曲

沢
円

形
4
.
6
X
4
.
5
 

石
囲

89
 

12
2 

28
2 

曲
沢

6
号

住
居

赤
堀

町
曲

沢
円

形
石

囲
89
 

12
2 

28
3 

曲
沢

17
号

住
居

赤
堀

町
曲

沢
堀

ノ
内

1
円
形

石
囲

89
 

12
2 

28
4 

曲
沢

26
号

住
居

赤
堀

町
曲

沢
E

 4
 

円
形

石
囲

89
 

12
2 

28
5 

曲
沢

27
号

住
居

赤
堀

町
曲

沢
円

形
か

石
囲

か
89
 

12
2

 
28
6 

曲
沢

47
号

住
居

赤
堀

町
曲

沢
楕

円
か

89
 

12
2 

28
7 

曲
沢

13
号

住
居

赤
堀

町
曲

沢
円

形
石

囲
89
 

12
2 

28
8 

曲
沢

52
号

住
居

赤
堀

町
曲

沢
石

囲
89
 

12
2 

28
9 

曲
沢

64
号

住
居

赤
堀

町
曲

沢
円

形
石

囲
89
 

12
2 

29
0 

曲
沢

10
9
号

住
居

赤
堀

町
曲

沢
円

形
89
 

12
2 

29
1 

曲
沢

11
1
号

住
居

赤
堀

町
曲

沢
円

形
土

坑
89
 

12
2 

29
2 

曲
沢

11
6
号

住
居

赤
堀

町
曲

沢
円

形
か

石
囲

89
 

12
3 

29
3 

社
北

第
1l

赤
堀

町
野

50
 

12
4 

29
4 

東
村

曲
沢

5
号

住
居

佐
波

郡
東

村
曲

沢
称

名
寺

I
円

形
皿

—a
不

明
8
X
7
.
6
 

石
囲

な
し

不
明

90
 

l l i y 十 茫 丑 蒟 睾 3 逹 F 字 詞 ＇

表
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群
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検
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4 8  

遺
跡
番
号

住
居
番
号

遺
跡

名
遺

構
名

称
所

在
地

時
期

形
状

柱
穴

敷
石

規
模

炉
埋
甕
設
置
位
置

柄
部
方
向

備
考

文
献

12
5 

29
5 

北
米

岡
G

2
号

配
石

境
町

堀
之

内
11
か

72
.9
1 

12
6 

29
6 

一
丁

田
J-
6
号

住
居

跡
新

田
町

大
根

称
名

寺
II

円
形

III 
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63 「下鎌田遺跡」 下仁田町遺跡調査会 1997 

64 「白倉下原・天引向原遺跡11」 群馬県埋蔵文化財調査事業団

1994 

65 「行田梅木平遺跡」 松井田町遺跡調査会 1997 

66 「新堀東源ヶ原逍跡」 松井田町遺跡調査会 1997 

67 「西毛の古代」 山武考古学研究所 1996 

68 「仁田遺跡 ・経井遺跡」 群馬県埋蔵文化財調査事業団 1990 

69 「二軒在家二本杉遺跡」 松井田町教委 1992 

70 「上沢渡遺跡群 久森遺跡」 中之条町教委 1985 

71 「中之条町誌」 1 中之条町誌編纂委員会 1976 

72 「群馬県史 資料編」 1 群馬県史編纂委員会 1988 

73 「大塚遺跡群 宿割遺跡」 中之条町教委 1985 

74 「郷原遺跡」 吾妻町教委 1985 

75 「i解1]遺跡」 長野原町教委 1990 

76 「向原遺跡」 長野原町教委 1996 

77 「滝原III遺跡j 長野原町教委 1997 

439 



第6章調査の成果とまとめ

78 「坪井遺跡 1I発掘調査概要」 長野原町教委 1998 

79 「長野原町誌」 長野原町 ］976 

80 現地説明会資料嬬恋村教委 1997 

81 「寺谷遺跡発掘調査報告書」 白沢村教委 1980 

82 「コイノス」 XIV 群馬大学歴史研究部 ］959 

83 「梨の木平遺跡」 群馬県教委 1977 

84 「上毛及上毛人」第240号 上毛郷土史研究会 1937 

85 「毛野」第 2号毛野研究会 1931

86 「糸井太夫遺跡」 昭和村教委 1995 

87 「五目牛洞山遺跡発掘調査概報」 赤堀町教委 1980 

88 「今井柳田遺跡発掘調査概報」 赤堀町教委 1982 

89 「曲沢遺跡発掘調査概報」 1.2 赤堀町教委 1979. 1980 

90 「東村曲沢遺跡」 佐波郡東村教委 1979 

91 「境町北米岡G・H地点遺跡発掘調査報告書」境町教委 1976 

92 「大根南遺跡群」 新田町教委 1993 

93 「北宿・観音前遺跡」 新田町教委 1993 

94 「年報」 14 群馬県埋蔵文化財調査事業団 1995 

95 「中原遺跡」 数塚本町教委 1986 

96 「笠懸村の原始古代」 笠懸村教委 1983 

97 「笠懸町内遺跡1I」 笠懸町教委 1995 

98 「笠懸町内遺跡 I」 笠懸町教委 1993 

99 「瀬戸ヶ原遺跡A区」 大間々町教委 1999 

注 1 木津博明氏ご教示による。

注 2 井上慎也氏ご教示による。

注 3 千田茂雄氏ご教示による。

注4 長谷川福次氏ご教示による。

注 5 福田貫之氏ご教示による。

注 6 小川卓也氏ご教示による。

注 7 関根慎二氏ご教示による。

注 8 石井克己氏ご教示による。

注 9 壁伸明氏ご教示による。

注10 諸田康成氏ご教示による。

注11 調査担当者からのご教示による。

注12 水田稔氏、桜岡正信氏ご教示による。
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発掘調査報告書抄録

ふりがな みつござわなかいせき

書 名 三ツ子沢中遺跡

副 書 名 北陸新幹線地域埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次 第12集

シリーズ名 財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団発掘調査報告

シリーズ番号 第260集

編 集 者 池田政志

緬集 機関 財団法人 群馬県埋蔵文化財調査事業団

所 在 地 〒377-8555 群馬県勢多郡北橘村大字下箱田784-2 TEL 0279-52-2511 

発行年 月 日 2000年3月25日

コード 北緯 調査面積
所収遺跡名 所在地 調査期間 調査原因

市町村 遺跡番号 東経 (mり

三みツつ子こ，沢ざわな中か

群ぐん馬まけ県ん群ぐん馬ま郡ぐんは榛る名な
36°22'21" 19940401 鉄道 （北陸新幹線）

ま町ち大字三みツつ子こ＇沢ざわ
10321 00379 ！ 6,485 

138°55'27" 19950814 建設に伴う事前調査

種別 主な時代 主な遺構 主 な遺物 特記 事 項

旧石器 文化層 1面 石器 541点 AT層直下

集落 縄文 前期住居 9軒 土器・石器 早期初頭土器

中期中葉住居 l軒

中期後半住居 7軒

後期前半住居 2軒

不明 1軒 うち敷石住居 5軒

土坑158基 蛇紋岩製玉斧

弥生 後期住居 5軒 土器・石器 埋没土中に As-Cの純層

土坑 7基 を含む住居

古墳 後期住居 9軒 土師器 ・須恵器 住居から金銅製耳環

平安 後期住居14軒 土師器・須恵器・灰釉

土坑 8甚 陶器

祭祀 江戸 墓坑 1基 陶器皿 ・古銭
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写真図版
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2号住居全景（西から） 2号住居遺物出土状況（西から）
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2号住居土層断面（南から） 2号住居炉全景（西から）

3号住居全景（西から） 3号住居遺物出土状況 （西から）

3号住居土層断面（南から） 3号住居炉全景（西から）
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16号住居全景 （南から）

16号住居遺物出土状況 （南から） 16号住居主体部 （東から）

16号住居柄部 （南から） 16号住居 主体部から柄部を望む （北から）
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18号住居全景 （南から）

18号住居遺物出土状況 （南から） 18号住居

18号住居炉全景 （南から） 18号住居炭化材出土状況 （南から）
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19 • 20号住居全景（西から）

19号住居 遺物出土状況（南から） 19号住居炉 全景 （南から）

20号住居遺物出土状況（西から） 20号住居炉全景（南から）
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21号住居全景 （南西から）

21号住居土層断面 （東から）
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22号住居土層断面 （北から）
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23号住居全景（北から）

23号住居遺物出土状況（北から） 23号住居土層断面（東から）

23号住居炉全景（南から） 23号住居炉体士器内土層断面（南から）
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